
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Table of contents








プロローグ

第一章　あるいは望まぬ出会い

第二章　森に響く残歌

第三章　夜を越えるための温度

第四章　導き手たる光

第五章　森は離別を歌わない

エピローグ









[image: プロローグ]

　　　　　　　　　†




「おい、見たか外のアレ？」

　見るまでもなく知っていた。だから練れん介すけは朝の教室のそこかしこで交わされているそんな声に反応はしない。会話に参加することもないし、視線も向けない。

　考えるべきことを考えながら、一時限目の授業の準備をする。

「見た見た。テロかな？　シートの隙間からチラッと見えたけど、マジ滅茶苦茶めちやくちやだったわ」

「二騎あったような気がしたなー。決闘でもしたんじゃね？」

「わざわざＲリボＶルヴでェ？」

「昔は不良が夜中に校舎の窓ガラス割って回るって文化もあったっていうじゃん。ソレの騎士校バージョンみたいな……ないか。ないな」

「ＲリボＶルヴ基本法ってうちみたいな教育機関にも適用されるんだろ。んじゃあ、やっぱああいうのは──普通に犯罪だよな？」

「……」

　いつもと同じ、普通の人間のふり。相あい容いれない世界に対するカモフラージュ。

　ただ……練れん介すけと同じように、学内に発生した異変の全てを見るまでもなく知っている、隣の席からの声には反応せざるをえなかった。

「今日は休むと思ってたわ」

　届くか届かないかの、小さな声。視線も控えめな横目で。

　ああ、そうなのだろう。買い物で忙しかった土曜日、様々な準備に奔走し、夜には本番が待ち受けていた日曜日。その連休が明けての月曜日を、こうしてまだ学校で迎えられることになるとは、正直思っていなかった。

「そっちこそ、って返すよ」

「やるべきことはやったわ。あとはなるようにしかならないでしょう。何かが起きたら、それはまたそのときの話ね」

「……そうだな。俺も委員長と同じだ。何かが起きたら、どうにかする。それだけの話だよ」

　彼女の目が一段階細められたのがわかった。

「──何かあった？」

　勘の鋭い彼女の顔を見返して。

　さらに今の反応から、彼女には何事も起こっていないのだということを判断して。

　練れん介すけは、軽く笑いながら肩を竦すくめた。

「さあ。何かあるとすれば、これから、だろ？」

　普段通りに騒がしい教室内。ただし今日ばかりは窓の外に目を向けても同じだ。

　見えるものもあれば見えないものもあるが、総じて、学内全体が普段以上に騒々しい。困惑の面持ちで顔を突き合わせている教師たちの姿。ひっきりなしに誰かが走り回っている音。車両が次々と敷しき地ち内に入ってくるのもわかる。警察か、消防か、ＲリボＶルヴのメーカーか。さすがにどの車もサイレンなどは鳴らしていない。

　彼らが向かう先──格納庫ハンガー付近の様子に練れん介すけは思いを馳はせた。ここからは見えなくても、そこがどうなっているのかは手に取るようにわかる。

　実際には現場保全のシートがかけられているかもしれないし、進入禁止テープが巻かれているかもしれない。だがそれらは全て枝し葉よう末まつ節せつ。

　本質は。根幹は。

　それを為なした朝あさ倉くら練れん介すけという男が、頭に思い浮かべている光景のままだろう。

　物理的損壊に燃焼的損壊。陵辱の限りを尽くされた格納庫ハンガー。そこを出た校庭には、二騎のＲＶ式駆動鉄騎リボルヴ・アイアンクラツド。一騎は胴体席ボデイスペースを完全に破壊され、焦げた一騎はほとんど手足もない。

　そして。

　格納庫ハンガーの脇、目立たない場所には、二股の樹きが増えている。

　それに関することだけは純粋にわからなかった。想像力の先にあった。

　その存在に首を傾かしげている誰かはいるのだろうか。昨日まではなかった樹きが生えている異常に気付いている人間はいるのだろうか。




　それが、朝あさ倉くら練れん介すけという男が作り出した、二人の少女の成れの果てであることを。

　知っているものは、いるのだろうか。
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　今日の演技は普段以上に緊張するものとなった。

　授業開始時、教室の扉を滑らせて教師が入ってくるたび、密ひそやかに心臓が跳ねた。致命傷をもたらす、全ての終わりを告げる使者がもし訪れるとすれば、やはりその場所からだろうと思えたからだ。

　肩に力が入って、緊張が拳を固めて、しかし見慣れた教師の顔が見えたところで吐息と共に精神と肉体を弛し緩かんさせる。隣の席でそんなことを繰り返していたのだから、当然、唯ゆい夏かには気付かれていたのだと思う。だが彼女は朝の一言を除けば特に何も言ってこなかった。単純に昨夜の出来事を受けての緊張だと解釈したのだろう。

「先生先生！　何かわかったんスかアレ！」

「うっせぇ、お前らが気にするこっちゃない。調査中だ調査中。お前らは普通に勉学に励んどけよ……ああ、帰りにマスコミとか来てっかもしんねーけど何も喋しやべんなよ？」

　そんなやりとりを幾度となく経て、ようやく放課後が訪れる。今日はＲリボＶルヴ実習がない時間割だったことは、誰にとっても幸運だったのだろう。

　練れん介すけは最後の深呼吸で精神を整え、唯ゆい夏かには何も言わないまま教室を出た。

　校門付近。

　教師の言う通り、カメラを回している男たちが何グループかいた。コメントに飢えているレポーターらしき人間の姿もある。テレビでたまに見るような大事件レベルの人垣ではないが、それでも咄とつ嗟さに数え切れないくらいの人数だ。

　それは都合がよかったに違いない。

　練れん介すけは一人のスーツの男からの視線を感じた。マスコミ関係者にしては筋肉質な、鍛えられているとわかる身体からだ。目が合ったことに気付くと、男は視線と軽い顎の動きで何かを促し、歩き始める。練れん介すけはその後を追った。できるだけ街路樹の近くを通るルートで。

　校門から少し離れたところに一台の車が止まっていた。男はそのドアを開けながら、

「朝あさ倉くら練れん介すけだな。乗れ」

「朝に電話してきたのは……あなたじゃない、ですよね」

「？　俺は上からの指示で迎えに来ただけだ。事情は知らんから何を聞かれても答えられない。ああ、そう言えばもう一人──」

　男が言いかけたそのとき、ザッ、と軽い葉ずれの音と共に、近くの樹きの上から褐色の影が飛び降りてきた。

　輝く長い髪を滑らせ、褐色ギャル風の制服に身を包んだ、最高のダークエルフ。

　シーナだ。

　彼女は無遠慮に男の顔を睨ねめつけるようにしてから、

「こいつは少なくとも魔マ術ギ種スじゃねぇな。……はん、ゴブリンのことがあっから、いまいちあたし自身信用できねー見立てだけどさ。眷けん属ぞくかどうかも相変わらずわかんねー」

　この何かが起きる今日という日に限っては、単独行動は危険すぎる。だからずっと学校の近くで警戒してもらっていたのだ。

　昔ながらのヤンキーのようにガンをつけてくる褐色女に男は少し困惑した様子だったが、

「なんで樹きの上から出てくるんだ？　まあいい──もう一人別の女がいるようなら、そいつも一緒に乗せていいと言われてる。連れてこいって意味じゃなく、来たいなら来ていいって意味だろう。どうする？」

　練れん介すけはシーナと視線を合わせた。想定はしていたことだ。

　シーナはがしがしと頭を搔かいて、

「はぁーあ。行くに決まってんじゃんか。練れん介すけ一人にさせてもおけねーしな」

　勘だが、この男はただの運転手のような気はする。警戒しすぎても仕方がないし、虎穴に入らずんば、というやつだ……選択肢はない。

　シーナと二人で後部座席に乗った。行き先を告げることもなく車は発進する。

「はー。滑る椅子みてーなもんなんだな、車って。意外に静かでいーじゃん」

　そんな現代人ならぬシーナの呟つぶやきに、男がバックミラー越しに訝いぶかしげな視線を向けてきたが、何も言わなかった。そういう性格か、教育か。お喋しやべりしたい気分でもないので助かる。

　走ることしばらく。

　この新しん仁じん陽よう市しの北東部、中心街からは最も離れた立地──わかりやすく言えば、街の外に広がる山間部との境目にあたる場所。そこにある施設に車は辿たどり着ついた。

　周辺の空気とは裏腹な、限りなく近代的で真新しい印象。そこは敷しき地ちの全てが塀で覆われたような造りになっている。奥側、山間部に接している部分には、それとは別種の一ひと際きわ高い壁がそびえていた。敷しき地ちを越えても延々と左右に延びているそれは、この新しん仁じん陽よう市しの市街部を覆っている輝獣対策用の防衛壁だ。この施設は塀の一部を防衛壁と共有しているのだとも言える。

　全体の雰囲気としては警察署や市役所などに似ていた。公的機関なのだから当然ではある。しかし入り口に設置された、物々しさすら感じる厳重な有人ゲートの存在は、来訪者にそれ以上の印象を与えるだろう。すなわち──軍事施設のようだ、と。

　男が運転席で門衛に身分証と書類のようなものを見せると、あっさりとゲートは開いた。

　敷しき地ち内部の印象も外から感じていたものと同じだった。真新しい公的機関。清潔で、無機質で、よそよそしく、白々しい。それは学校や街と変わらず、あるいは逆により一層何かの思想が先鋭化されているようで、練れん介すけは居心地の悪さしか感じなかった。

　車は一つの建物の地下駐車場に入る。車を降ろされた練れん介すけたちは、男によって建物内に続いている出入り口に案内された。電子ロックを男のカードキーで開け、中に入る。エレベーターで上へ。

　到着階の廊下を少し進んでから、男が「ここだ」と一つのドアを示す。すぐに男は素っ気なく立ち去ってしまった。残されたのは二人だけだ。

「シーナ」

「気をつけろよ、練れん介すけ。いるぜ」

　彼女は扉の向こうを睨にらみ付つけながらそう言った。それだけで、最大限の警戒をしながら進んできたこれまで以上の態勢が必要だとわかる。

　──『話があるんだ』『それは勿もち論ろん、魔マ術ギ種スたちの戦争の話に決まっているだろう』──

　ゴブリンとの戦いを終えた直後の朝、自称騎士団関係者からかかってきた電話。向こうは名乗りもせず、用件だけ言って電話を切ったため、一切の情報はない。だがこちらの名前も素性も知られている以上、黙殺はできなかった。

　後手に回っているのが確実ならば、せめて情報だけでも得なくてはならない。どうせ危険なのは同じだ。何もわからないまま後ろから襲われるよりは、前に出て相手のツラを拝んで殴り合ったほうがマシだろう……ここに至った理由はそんなものだ。

　選択肢はなく、迷いもない。

　次の瞬間に全力での戦闘を行うような心構えは、できている。

　シーナと無言で頷うなずき合ってから、練れん介すけはそっとそのドアを押し開いて──




　教室ほどの面積を持った、広い部屋だった。奥側の壁は全面ガラス張り。足下は毛の長い絨じゆう毯たん。応接セットのようなソファーとローテーブルが中央に置かれ、部屋の隅には高そうな観葉植物が葉を茂らせている。部屋の奥、ガラス壁の前には大きな執務机が置かれていて、そこにスーツ姿の若い男が座っていた。さらにその横には秘書らしきタイトスカートを穿はいた女の姿。

「練介ぇぇ！」

　唐突にシーナが練れん介すけの前に躍り出た。片膝をつくように腰を落とし、虚こ空くうから生み出した弓に矢を番つがえ、ぎりぎりと引き絞る。

「練れん介すけ、気をつけろ。こいつはッ──」

　その鏃やじりの先にいるのは、机の横に立っているタイトスカートの女。

　見てわかるその特徴は、外国人のような金髪と白い肌、細い体たい軀く。時代錯誤な小さな鼻眼鏡。

　そして。
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「エルフだ！　高慢ちきなクソ野郎！」




　耳が、少しだけ、普通の人間よりも長めに見えること。

　女はシーナの反応に目を細め、涼やかな──しかし確かな侮蔑の混じる声で言った。

「さすがはダークエルフ。粗野で粗暴ですね」

「ああン!?　殺すぞ！」

「状況がわからないうちからその態度。裸で森に入る行為じみた愚かさと言えます」

　次に口を開いたのは、椅子に座っていた男のほうだ。

「ひとまず武器は納めてくれないか。君たちをここに呼んだ理由は戦うためではない」

　その声は、今朝の電話から聞こえてきたものと同じだった。

　練れん介すけは油断なくその男の目を見据えて問う。

「じゃあ、何のためなんだ」

　男は目を逸そらさなかった。

　真摯とも言える眼まな差ざしで練れん介すけの視線を真っ向から受け止め。

「僕が求めるのは、協力関係だ。君たちには僕の仕事を手伝ってもらいたい──」




　何のてらいもなく、ただ事実を述べているだけのように、彼は静かに続けた。




「──この世界を守るために」
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新しん仁じん陽よう市し内　某所




　光源が絞られた、薄暗い集会場であった。

　整然と並べられた長机とパイプ椅子。そこに等間隔に座っている人間の数はおよそ百人ほど。老ろう若にやく男なん女によの区別はなく、服装も統一されていない。しかし神妙な面持ちで誰もが前を見つめている。

　その視線の先──正面に設置されていた壇上だけ、不意に光量が上がった。

　同時、そこに姿を現したのは一人の中年男性である。白髪で、どこか牧歌的な糸目の男。白を基調とした貫頭衣のような衣服を身に纏まとっていた。

　壇上に登りつつ、彼が微笑ほほえみながら軽く手を振った途端、室内の人々は一斉に立ち上がって拍手を始める。

「光師さま！」「光師さま！」「光師さま、万歳！」

　もう一度彼が手を振り、さらに首の動作で促すと、一斉に彼らは拍手を止めて着席した。

　男は壇の中央に置かれていた演台の後ろに立ち、肉声で語りかけ始める。特に声を張っているというわけでもないのに、必要充分な大きさで場に広がり、さらには心の隅々にまで染しみ渡わたってくるような、深みのある声だった。

「今回もまたこの今日という日を無事に迎えられましたことを、御み光ひかり救きゆう済さい輝かがやきの神かみ、すなわち導き手様に深く感謝いたしましょう。神輝の導きあれ」

「神輝の導きあれ！」

　一糸乱れぬ応答であった。男はゆったりと頷うなずき、

「それでは早速、我ら『導き手たる光』の最重要儀礼、光こう福ふくの儀を執り行いたいと思います。準備をお願いします」

　壇上、別の人間が横手から身を折りながら進み出てくる。その手にはアンティークな印象の大きな陶製のポットがあった。演台の上に用意してあったコップに対し、うやうやしくそれを傾ける。

　注がれたのは、軽い粘性を持った乳白色の液体だ。

　それは綿密に計算された光源の配置、光量、視線誘導、その他の技術によって、この場にある全ての要素と同じように──『神聖さ』を演出されて、そこに在る。

　壇上の男の前だけではなく、会場の長机の上にもコップは人数分置かれていて、何人かの人員が長机を回って手早く同じ液体を注いでいく。

　全てのコップが満たされたのを確認すると、壇上の男は満足げに微笑ほほえみ、

「それでは皆さん、光を手に」

　参加者たちが一斉にコップを持つ。待まち侘わびていたというように。

「力ある光よ。愚者たちの手で引き剝がされた罪の証あかしよ。今こそ我らの身を通して、あるべき輝きへと還かえしましょう。願わくば、その崇高にて我らの霊も光とならんことを」

　祝詞のりとじみた、静かで力ある言葉を壇上から届かせて。

　そうして彼は、コップの中の乳白色を一息に飲んだ。

　会場の人々も続く。

　言葉はない。目を細める者。微笑ほほえみながらの者。感極まった様子で目を潤ませる者。

　総じて、全ての者が──幸せそうに。

　ごくり。ごくり、ごくりごくり、ごくり。

　用意されていた神聖なる液体が、人間たちの胃の中に消えて。

　壇上の男は改めて一同に向き直り、穏やかな顔で問うた。

「皆さん……光福ですか？」

　それに対する返答も無論、一糸乱れぬものであった。

『光福でーす！』

　男は彼らの笑顔に満足しながら、歯の裏に残っていた液体を舌で舐なめ取り、喉奥に落とす。




　その無味無臭の液体は、とても、甘かった。
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キエレのうみどりは渦をみて笑えまう／みぎへひだりへ鱗うろこが舞い／




　林はやし田だ富とみ三ぞうは生まれたときからずっとこの集落で暮らしていた。昔に聞いたところによれば少なくとも曾祖父の代からそうだったというから、先祖伝来の土地だと言っても構うまい。




墜おちて墜おちてもあおのなか／飛んで飛んでもあおのなか／




　周りには山しかなく、最寄りの新しん仁じん陽よう市しまで出るには車で小一時間はかかる。不便と言えば不便かもしれなかったが、それを補って余りある魅力があった。四季の恵みを与えてくれる自然。穏やかな時間の移ろい。




かぜは巡りてついをなす／ファーローズがねじれてないて／




　街に住む子供たちはことあるごとに「勧告区域だしそろそろ引っ越しを考えたら」などと言ってくるが、今のところそんな気はなかった。推奨されていることも保証を受けられることも知っているものの、生せい地ちを捨てたくはない。孫たちだって、街中では難しい外遊びができるこのおじいの家に来るのをいつも楽しみにしているようだし。




さらい弾くかんむりのつるの音／あしたのあぶく、のみこんだ／




　第一、本当に危険ならとっくに居住が法律で禁止されているはずだ。集落を取り囲むように国が忌避装置を埋めただけで済んでいて、電気柵も鉄条網も義務化されていないということは、所詮はその程度の危険性だということだろう。山から野生の熊が下りてくるかもしれないから気をつけよう、という類の話にすぎない。それは遥はるか昔から、人間たちが営みの中に組み込んできたものだ。今更、獣の危険を特別に気にして山を下りるなんて馬鹿げている。




ふわりふわふわり／いろのつかない雫しずくはわれない／




　鶏の声で目覚め、田畑を耕し、作物を育て、収穫し、余ったものを売り、静かに日々を生きていく。数十年前に仕事を辞めてからずっと続いていた、穏やかなる日々の暮らし。それはずっと続いていくはずだった。今日も明日も明後日あさつても。

　なのに、ああ、どうして。

「────ッ、フッ、ッ…………」

　眼前に、黒い毛皮の獣がいるのだろう。

　そして、それ以上に、どうして。

　自分は逃げようともせず、その前にひざまずいて──




　しらない歌をうたっているのだろう？




さざめいておどってはぐれて／マリスは胡う乱ろんな月の中／




　すぐ横にいる、連れ合いの貞子もうたっている。ああ、お隣の加代ばあも、同級生の浩二郎も、その嫁も……うたっている。

　逃げなくては。逃げなくては。逃げなくては。逃げなくては。逃げ

「か……枯れ口の貝殻どうしがむくれたら、湖畔と慈雨はにどとあえない──」

　また、うたが、はじまった。

　じぶんのくちから。

　しらないりずむで。

　きこえるのは先導するうつくしいとてもうつくしいおんなのうたごえ。ここちよくおそろしくなみだがあふれてにげられなくてけものが近付いてやめろやめてやめてくださいまっくろなくちのなかよだれあああああああああああああああああああああああ




　……全ての歌声と咀そ嚼しやく音が消えたとき。

　後にはただ、涼やかな少女の声が紡つむぐ賞賛だけが残されていた。




「ふふ。ありがとう、村人さんたち……みんな、みんな、素敵な歌だったわ？」




　　　　　　　　　†




「協力関係……だって？」

　練れん介すけが漏らしたその言葉には、二人がそれぞれ同時に答えた。

「そうだ」

「笑える」

　一人は椅子に座ったまま、真面目くさった顔で首肯する男。

　一人は凶悪に犬歯を剝むくダークエルフ。

　そしてシーナだけが続けて動いた。引き絞っていた矢を逡しゆん巡じゆんなく撃ち放つ──彼女がエルフだと告げた、秘書のような風体の若い女へ。止める暇もなかった。

　金髪の女は瞳を刹那に細め、

「猪いのししじみた短絡！」

　叩たたきつけるように言い捨てると同時、横に動いてシーナの矢を回避しようとする。だがそこには壁があり、シーナが放つ第二の矢を躱かわすために満足なスペースはない。

　そこからは、めまぐるしさが連続した。

　森の中の木漏れ日が葉ずれで揺れるように、金髪の煌きらめきが三次元的に宙を舞う。壁を三角飛びのように蹴り、エルフは尋常ならざる身軽さで斜め上方へ。シーナの矢が一瞬前まで彼女がいた壁に突き立つ。エルフはこの部屋の天井にまで到達していた。身を素早く空中で上下反転させ、天井を蹴って今までとは逆側の壁のほうに再移動──そしてそのとき、手中にはシーナのものと似て非なる木製の弓矢が生まれている。

　空中でほとんど逆さになった姿勢で、エルフが反撃の一いつ矢し。シーナも予期していたかのように床を転がって避けた。それだけでは終わらない。ピンボールのような軌道で最初とは逆側の壁かべ際ぎわに下り立っていたエルフに、さらなるお返しの矢。だがエルフはそのとき、近くにあった観葉植物の葉を一枚千切り取っていた。それをどういうわけか一度ポケットに入れるような仕草を見せてから、その手を前に突き出して、

「《葉の精霊よ／幼繭の眠る揺籃を願うリーフエレメンタル・クワイエツトコクーン》」

　瞬間、ハート型をした緑の葉が溢あふれた。コピーペースト、一瞬の生育、異常増殖。無数に生い茂った葉は一瞬で彼女の身体からだ前面を覆う盾となり、ただの葉ならざる強度を発揮し、シーナの矢を防ぐ。

「ちっ。森エルフの精霊魔術エレメンタルマジツクか……！」

「貴方あなたは普通の状態では暗霊魔術スピリツトマジツクを使えないのでしょう。不便なことですね」

　冷たい目で言い、エルフは改めて弓矢を構えなおし──

「セリアメア。そこまでだ」

「シーナ、ちょっと待った」

　この場にいた男二人が同時に魔マ術ギ種スたちを止めた。

「ああん？　止めんなよ、練れん介すけ」

　今までさんざんエルフの悪口は聞いていたから、気持ちはわからなくもない。だが……今はまだ、早い。

「ひとまず、だ。ひとまず、トップギアにするのは抑えとこう。そうするのは──いつでもできる、だろ」

「……ま、そりゃそーだけどさ」

　相手に対しても、周囲の状況に対しても、自分たちの現状に対しても。情報が不足しすぎていることは彼女にもわかっていたのだろう。殺気漂う獣じみた気配だったものが、不機嫌そうに口を尖とがらせる、程度にまではランクダウン。それでも、

「だけどよ──はっきり言う。エルフは敵だぜ。信頼はできねえ」

「信頼はしなくとも結構。私もしません。話をするのは、ただ必要だから。それだけです」

　セリアメアと呼ばれた彼女も、男の言葉に従って葉の盾と弓矢を消していた。表情から冷たい蔑視が消えることはなかったが。

　そこで男がゆっくりと椅子から立ち上がり、部屋の中央に向けて歩き始める。その歩みや表情にまったく慌てたところはない。

　知的な印象で整った細面の顔立ち。遠目では優男にも見えそうな細身だが、その実、スーツの下には鍛えられた筋肉、均整の取れた肉体があるのだと思える。嫌味も不自然さもなく、ただ合理性のみで構築された、動きの一つ一つに神経が通っているような所作。それは彼が肉体の意識的な制御に長たけた人間であることを示している。

　たとえば軍人や──ＲリボＶルヴ駆操者、すなわち騎士のように。

　だが中央のソファーに座り直した彼がポケットから取り出したのは、そのきっちりとした雰囲気とは裏腹な煙草たばことライターだった。見み咎とがめたエルフが目を細め、

「千ち紗さ人ひと。秘書の立場を貰もらっている身として言いますが、喫煙所以外は禁煙なのでしょう」

　彼は片側の眉だけを軽く動かすと、別のポケットから違う煙草たばこ状のものを摘まみ出した。

「……間違えただけだ。禁煙用の、煙だけ出るこっちだよ」

「それも本当はグレーらしいですが、いつものことなので見過ごします」

「白黒を明確にできるのは法のいいところだが、灰色な部分があるのもまた素晴らしいことだとは思うよ」

　ライターを使わずに嵌はめ込むような動きだけで吸い始めたから、ただ蒸気のみが出るものなのだろう。

　気負ったところのないそのやりとりと薄い煙は、この場に充満していた殺気の密度を幾分かは和らげる働きを果たした。が、あまりに気負わなすぎて、距離感を近く見せるための意識的な演技ではないかとすら疑いたくなる。

「こちらは君たちのことを知っているが、君たちはそうではない。失念していた。用件より、まずは自己紹介から入るべきだったな。彼女はセリアメア・ピナイステリ。エルフという魔マ術ギ種スだ。さっき彼女も言ったが、表向きは僕の個人的な秘書の立場を取ってもらっている。そして──僕は久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとという」

　どうやら愛あい想そ笑わらいが苦手なのは彼も同じらしい。電子煙草たばこを吸いながら、面白みの欠片かけらもない、真面目くさった表情で彼は名乗ってきた。

「あんたの認識を半分だけ崩せて嬉うれしいよ。あんたのことは知ってる」

「ほう」

「業界的には有名人だからな。久く瀬ぜ千ち紗さ人ひと。長なが門と南駆動騎士団の筆頭ＲＶ駆操者騎士にして若き団長。ＲリボＶルヴ競技の日本代表を作ろうと思ったら絶対に上から３番目までには名前が挙がる。たまにインタビュー映像とか流れるとクラスの女子たちがキャーキャー言ってるよ。将来は輝獣対策局の局長か大臣かって噂うわさだ」

　それは一方的にペースを握らせないためでもあったが、シーナに対するある程度の追加説明でもあった。朝の電話があって、騎士団に呼び出されるのなら相手は騎士かもしれない、ということ自体は伝えていたものの──一兵卒ではなく、一人で数人分の仕事をこなせる騎士団長クラスなのだ、ということは言っておいたほうがいいだろう。

　高度な肉体的技能も必要なＲリボＶルヴを操り輝獣を退たい治じする、特殊公務員であるところの騎士は、プロフェッショナルの集団だと言える。遊びでも趣味でもない。自らが選んだ義務としてこの現代日本で戦いを続ける、騎士校の学生たちとは技術も体力も一線を画する戦士たち。そのプロフェッショナルたちの最高峰にいるのが眼前にいるこの男だということは、注意喚起として伝えておくべきだった。

　つまらなそうに鼻を鳴らしたシーナの反応を見るに、おそらく理解はしてくれたはずだ。今の注意力のほとんどは、相変わらずエルフのほうに向けられているようだったが。

　久く瀬ぜもつまらなそうな反応なのは同じだった。

「立場や出世などに興味はない。僕はやるべきことをやるだけだ」

「それは？　罠わなに嵌はめてダークエルフを殺すことじゃなきゃいいな」

　練れん介すけの挑戦的な言葉にも、彼の冷たい顔は崩れない。

「さっき言った通り。世界を守ることだ。僕はそのためにここにいる。昔からそうだったし、これからもそうだろう。その意味では、生きがい……と言ってもいいのかもしれないな」

　そこでようやく、彼の唇にも笑みのようなものが浮かんだ。ほんの小さな唇の歪ゆがみ。

　それは、眷けん属ぞくだけが共有できる、自分自身の境遇に対する皮肉の笑みだ。

「自分でも想像はしていなかったがね。それは事故で死に、彼女に命を救われ、眷けん属ぞくとなって蘇よみがえっても変わらなかった。元々僕は仕事しか目的のない、つまらない人間だったからな。死んだ程度で何かが変わるわけはなかった」

　冗談か本気か練れん介すけが読み取ろうとしている間にも、久く瀬ぜの言葉は続く。

「僕は僕の目的と願いをセリアメアに伝えた。そして話し合った結果……彼女も協力してくれると約束してくれたんだ。この世界の平和を、秩序を守ることに」

「我々は正義の種族です。そこのダークエルフなどとは違って、静穏と安寧を尊び、平和を希求する森の民。義があると感じればそれを無下にはしません」

　ツンと言うセリアメアに、シーナが嚙かみつかんばかりの獰どう猛もうな笑みを向ける。

「あたしはエルフにゃ矢を射かけられた記憶しかねーけどなあ？」

「それはその誰かがよほど邪悪な行為をしていたのでしょう。自じ業ごう自じ得とくというものです」

「はん。ご立派なエルフ様は、自分の種族の復活よりも平和なんて大層なお題目のほうが大事だってわけか？」

　その挑発的なシーナの言葉には、セリアメアは僅かに目を細めた。

「……それはそれとして、です。森に住まうエルフ種族の復活は絶対の使命。ただ、我らは我らの誇りとして、悪を為なしてまでそれをやろうとは思わないというだけ。すべきことがあるのならば、世界を護まもりながらやればいい」

　うーわ気持ち悪ィ、とシーナが嘔え吐ずくような動作を見せながら言った。エルフはその挑発には乗らないとばかりに黙殺。

「具体的な話をしよう。僕たちの世界、より現実的な尺度で言えば、この街には──現在、危機が迫っている。それを対処するのに僕一人では手が足りない。だから君に協力してもらいたいというわけだ」

「大おお袈げ裟さな物言いだな。隕いん石せきでも降ってくるっていうのか？　それに、わざわざ俺をご指名なのがわからない。あんたならいくらでも人を動かせるだろ」

　練れん介すけの言葉に、久く瀬ぜは微かすかに首を横に振り。




「輝獣を操る魔術種がいる」




「……！」

「多角的な情報からの推測だが、ほぼ間違いはない。不自然な輝獣反応が複数、統制の取れた動きを行っているのも観測した。情報規制のため表沙汰にはなっていないものの、犠牲者が既に出ている。けっして放置はできない」

　そこで久く瀬ぜは視線を動かし、ガラス壁の向こうに広がるこの騎士団の敷しき地ちに目をやったようだった。おそらくは、どこかの建物の中、目覚めを待っている鉄の巨人に。

「輝獣に対抗できるのはＲリボＶルヴだけだ。魔マ術ギ種スの魔術といえど、あの尋常ならざる獣を容易たやすく排除できるとは限らない。瞬間的なら手はいくらでもあるだろうが、安定性と持続性ではやはりＲリボＶルヴだろう。相手の魔マ術ギ種スや眷けん属ぞくの邪魔が入ることも想定すべき状況なら尚なお更さらだ」

「魔マ術ギ種スが絡からんでくる以上、ただ鋼鉄の騎士が動かせるだけでは足りません。千ち紗さ人ひとの部下に手伝わせるわけにはいかない。魔マ術ギ種スについて知る者は最小限に留とどめるべきです」

　セリアメアの言葉に僅かな首肯を見せて、

「そう。異世界の存在や魔術に関する情報を騎士団全体で共有することなどできない。部下の騎士たちを使っての対策出動は不可能だ。つまり──魔マ術ギ種スの事情を知り、かつ対輝獣用ＲリボＶルヴ戦闘に長たけている人間。すなわち僕と同じような立場の者だけが、この事態に対し協力を要請できる相手となる……朝あさ倉くら練れん介すけ、君だ。卒業後はどこの騎士団も欲しがるであろう、第13騎士校の首席候補」

　むず痒がゆくすらならないほど無意味な褒め言葉だった。おかげで簡単に切り捨てられる。

「なるほど、理屈はわかった。完全にそっち側の都合だな。俺たちには関係ないって言えばそれで済む。シーナを止めたのは間違いだったかもしれない」

「よく言ったぜ練れん介すけ。エルフをぶっ殺すチャンスなんだよ、今はな」

　再びシーナが躍動の気配を身に溜ため込むが、久く瀬ぜは乾いた表情で軽く首を傾かしげるようにした。続けられた言葉はシーナの熱とは裏腹な、ひどく淡泊なものだった。

「そうか？　僕は今ここで、このテーブルの下にある非常ボタンを押してもいい」

「……あん？」

「そうして集まってきた部下たちに君たちがやったことを説明し、騎士校の格納庫ハンガーに仕掛けていた監視カメラのデータを提出し、及おい川かわ万ばん離りと穿せん崎ざき陽ようの二人の殺害容疑について警察に連絡してもいい。それ以外にも、昨今は魔マ術ギ種スのせいで未解決事件が増えている。変死体が見つかった場所の痕跡に、君たちの生体データを重ね合わせて検証するように指示するのも面白そうだ。余罪が出てくるかもしれないな」

　工事現場でスライムに殺されたヤクザのことを思い出しつつ、しかし顔には出さない。練れん介すけは久く瀬ぜの目をじっと見つめ返し、静かに言った。

「……格納庫ハンガーの監視カメラなんて真っ先にチェックする場所だ。俺が何かやったとしても、その前に壊しとくに決まってる」

「それは君に見つけられる、ある種公的なカメラの話だろう。僕が言っているのは、僕たち以外に誰も知らない、騎士校や警察とは関係ない、僕が極秘裏に仕掛けた監視カメラだ」

「……」

　そんなものあるはずがない、と否定するのは簡単だが。

　この男の態度はあまりにも泰然としすぎていた。当たり前すぎる単純な数式の証明を語っているような、そんな雰囲気でしかなかった。

　どうだ。仮に、向こうの立場になって考えてみよう。自分がもし、騎士団長の立場で魔マ術ギ種スの眷けん属ぞくというものになったのなら──何をする？

　胸中で歯は嚙がみしながら、認めざるをえなかった。

　可能性は、ある。

「君も気付いたとは思うが、おそらく僕は君より時期的に早く眷けん属ぞくとなっている。数日か数週間かはともかくとしても……準備をする時間はあったということだ。今後の動きのために様々な根回しをしたり、敵の魔マ術ギ種スの手に絶対に落ちてはならない場所、この騎士団や騎士校の格納庫ハンガーに隠しカメラを仕掛けたりな。ＲリボＶルヴは銃がないこの国において、ほとんど唯一の武力となりうるものなのだから」

　自分たちだけではなく、及おい川かわ万ばん離りと穿せん崎ざき陽ようの名も知っている。そしてほぼリアルタイムに監視できていたとするなら、あの戦いがあったほんの数時間後、次の日の朝に電話でコンタクトを取ってきたことも頷うなずける──

「言うまでもないだろうが、君が少し前に起こしたＲリボＶルヴ事故も大きな注目点だった。魔マ術ギ種スが絡からんでいるとしか思えない超巨大輝獣、魔術が関与しているとしか思えない小隊員たちの精神錯乱……君という個人、そして騎士校への関心を強めるのは当然の流れだったと言える」

　一呼吸おいて、練れん介すけではなく天井を見るようにしながら、彼は続けた。

「……もし君が様々な事件に関与したと公になれば、当然、親や友達にも話は行くだろう。中には特別に話を聞かなくてはならない友達もいるかもしれないな」

「はっ」

　シーナと同じに、笑えてきた。正義の味方だ？　これは完全に脅迫じゃないか。

　当然ながら、向こうは格納庫ハンガーにいたもう一人のことも……唯ゆい夏かのことも、知っている。

　あえて口に出す必要もないから出していないだけだ。

　はっきりと言外に問うている──彼女のことも含めて、どうする？　と。

「あー。つまり……何言ってんだコイツ？　やっぱやっちまうか？」

　首を傾かしげていたシーナが言うと、セリアメアが肩で息を吐いた。

「蚯蚓みみずじみて脳のう味み噌そを使わないダークエルフですね。千ち紗さ人ひとはこう言っているのです。今すぐ、本当に、文字通りの意味で──この世界の秩序全てを敵に回す気があるのか、と。……いえ、何も言う必要はありません。貴方あなたは別にいいでしょう。元より世界の歯車の全てから外れている。ですが、彼は？　戸籍を持ち名前を持ち立場を持つ彼は？」

　その返答に戸惑いはなかった。だからこそ、ここにいる。

「くだらない質問だな。とっくの昔に全てを捨てる覚悟は決めてる。俺はシーナと一緒に戦うだけだ」

　スライムとの対たい峙じの中で決意し、ゴブリンとの対たい峙じの中で覚悟した。

　そうして見つけた揺るぎない答えだ。今更間違えはしない。

　だが──同じような揺るぎなさが、久く瀬ぜの中にもあったようだった。その答えを予期していたかのような、いや、むしろ待ち受けていたかのような従しよう容ようたる態度でテーブルに肘をつき、電子煙草たばこを指に挟んだまま、顎の下で手を組む。

「それだ。僕は大人として言わせてもらおう。全てを捨てる覚悟と簡単に言うが、捨てられるものではない。勘違いしてはいけない。それは捨てられないものなのだ」

　声を荒げているわけではなかった。けれどもその言葉は練れん介すけの返答と同じように迷いがなく、自らが見み出いだした確信の中にあり、けっして曲がらない芯に貫かれているものだった。

　視線。鋭さはあるが、睥へい睨げいではない。

　学校で教師が向けてくるような──教導の眼まな差ざしに、近いものかもしれなかった。

「君たちは、今自分たちがいる場所を、君たち二人の世界だと思っているだろうが。世界とは社会だ。誰もそこからは逃れられない。神でもない限りはね」

「……」

「君は愚かではない。言葉ではおそらく知っているだろう。だが実感すべきなのだ。それは『本当にそうなのだ』ということを」

　ふ、と久く瀬ぜがそこで一つ息を吐いた。

「この戦争に今ここで負けたいというなら止めはしない。衝動のまま僕たちに襲いかかり、鳴り響く警報も他の人間たちの目も法の網に把握されることも全て無視し、どちらかが動かなくなるまで戦うのもいいだろう。だが僕を倒せたとしても、エルフの根源魔力を奪えたとしても、それまでだ。次はなく、君たちは世界に負ける。それが望みか？」

　その言葉に加わっていたのは、僅かな諦念のようなもの。

　これで伝わらなければもうどうしようもない、というような。

　残念ながら、伝わってしまった。

　危険性。安全性。状況。情報。

　全ての要素を総合的に、合理的に勘案し、本当に生き残る術を探れば。

　彼女と一緒に生きたいという、あの誓いを噓うそにしないために──

　今ここで選べる選択肢は、一つしか、なかった。

　だから……睨にらみながら、聞き返す。

「──俺たちが協力するメリットは、あるのか？」

「おいい練れん介すけぇ？」

　マジかよコイツみたいな顔でシーナが言った。

「よく考えろよ。別に街にいなくたっていいんだぜ。森に出て暮らしたっていい。くだんねー脅迫だ」

「もし本当に見過ごせない犯罪者となったなら、人間たちが山狩りをしないとでも思うかね？　それに魔マ術ギ種スには魔力の補給という問題がある。一時的に身を隠す程度ならまだしも、魔マ術ギ種スは長期的には人里から離れられない。仕組みとしてそうなっている……僕はこの戦争の暗黙のルールとして『街から逃げることは許さない。社会に紛れろ』と神が決めているのだと判断している」

　彼は電子煙草たばこを咥くわえ直し、テーブルの表面に呟つぶやきのような言葉を落とした。

「そのルールから逸脱したものは負ける。君たちは今まさにその瀬せ戸と際ぎわにいるのだと自覚したほうがいい。ここで勝てば、君たちは必ず負けるんだ」

　おかしな物言いだが、理解はできた。戦って、勝って、その結果として全てが失われるのであれば、戦う意味などない。自分たちは欲しいもののために戦うだけなのだから。

　言語でも感情でも、おそらく納得はできていない。したいとも思っていない。

　それでも──言葉が止まって、睨にらむだけになったから、シーナも本能のような部分で認めてしまったのだろうと思えた。

「メリットが欲しいというのも理解はしよう。公平感のない、ただの不利益の回避という理由だけで十全な力を発揮してもらえるとは限らない。まず思いつくのは、これまで君たちがしでかした出来事について、捜査の手が及ばないよう手を回すというものだが……君たちにとってはそれもプラスとは思えないだろうな」

「当然だ」

「ではわかりやすい報酬も用意しよう。輝獣を操っていると思おぼしき魔マ術ギ種スを殺せば、その根源魔力は君たちに譲る」

「！」

「僕は秩序を揺るがす、社会の脅威となりうる魔マ術ギ種スを排除したいだけだ。結果として手に入るものは二の次になる。そして、さらに追加するとすれば……もし君たちが求めるなら」

　言葉の淀よどみも、笑みもなく。

　すなわち心からの本心であるかのような自然な態度で、久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは言った。




「社会脅威となりうる悪あしき魔マ術ギ種スたちを排除した後で、用意するとしよう。後腐れのない、社会的な問題を残さないよう最大限配慮したうえでの──僕たちとの、決闘の機会を」
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　長なが門と南駆動騎士団はれっきとした環境省管下の公的機関である。その所在地は当然ながら秘密でもなんでもなく、正門のゲートを出たすぐそこに『長なが門と南駆動騎士団前』と書かれた真新しいバス停があった。

　橙だいだい色いろの淡い日暮れの光が空から降り注いでいる。近くには林業系の工場らしい敷しき地ちが多く、一般的な家の影はまばらだ。街中と比べて空間密度が薄いせいか、生なま温ぬるい風と暖かみのある色彩が普段より生き生きと世界を埋めているような気がした。市外の山々から飛び込んできているのだろう、名前もわからない虫たちの鳴き声も近い。この新しん仁じん陽よう市しが最新鋭の科学都市として再開発されたとき、市はぐるりと対輝獣用防壁で覆われたが、さすがに虫たちの侵入までは防げないようだ。

　シーナはバス停のベンチに座り、行儀悪く足を直角に組んでいた。今は幸い他に待っている者が誰もいないからいいが、そうでなければスカート的に止めているところだ。

「ったく、変なことになっちまったな」

「……悪い」

「わーかってんよ。あたしだって馬鹿じゃねえ」

　口を尖とがらせる程度の不機嫌さを滲にじませて、シーナは続けた。

「どんなムカついて殺したい奴やつが相手でも、自分が負けそうになればそりゃ逃げるさ。命のほうが大事だからな。あたしらダークエルフは、誇りがご馳ち走そうのお偉い騎士サマでも、女王に命じられて突っ込むだけの脳無しゴブリンでもねえ」

「俺たちは勝つために戦うんだ。戦っても負ける可能性が高いなら、勝てる状況に持ってく必要がある」

「ああ。実際、今になって考えたら──ムカつくけどしょーがねぇ。あたしとお前のことは向こうに知られまくってる。なのにやつらの根城とかわかんねーし、邪魔な奴やつらもいっぱいいたし、クソエルフはちっとやりあっただけでもわかるくらいの手て練だれだ。加えて、状況的に逃げるのも難しいとくりゃあ……はん、とりあえず奴やつらの言うことを聞くフリをすんのも手の一つ、ってな」

　首を捻ひねって練れん介すけを見、ニヤリと笑う。

「つまりさ、あたしん中じゃ、今のこの状況も『戦闘中』って解釈だ。こっからの展開もいろいろある。協力したふりをして寝首を搔かく……とかも可能性としてはアリだろ」

　それはとてもシーナらしい貪欲さだった。練れん介すけとしても異論はない。

「なしじゃないな。たとえば山奥とかで俺たちだけになって、後の問題が起きないとわかる状況だったら全然止める気はないよ」

「だろ？　だったらそれでいいってことにしとくわ。あいつら主導なのは気にくわねーが、どうせやらなくちゃいけない別の魔マ術ギ種スが楽に始末できて、そいつの根源魔力が手に入って、その状態で後腐れなしにエルフと戦えるってんならお釣りは来る。今んところな」

「ただ、その報酬は俺たちに一方的に得すぎる。……何か裏があると思うか？」

「裏があるかとんでもないアホかのどっちかだ。マジで世界の平和が一番で、それ以外は二の次だって思ってるアホ。ただ──あいつはアホの可能性が充分にあるな。向こうの世界でもいたんだよ。王の命令とか騎士の誇りとか民の笑顔とか、そんなワケわかんねーもんだけを見てる騎士やら聖職者やら。あの男はそれと同類だってこったろ」

　彼女の知っているものと意味合いは違えど、久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは騎士だ。騎士団長だ。練れん介すけとしても、彼の落ち着いた、迷いのない眼まな差ざしや言葉から噓うその気配は感じなかった。

　彼が実際に、そういう正義感にかぶれたおかしな人間であるという可能性は──正直、高い気がする。

　なぜなら彼はエリートで優秀な人間だからだ。練れん介すけの勝手な偏見かもしれないが、そう思う。

『正しい』人間には余裕がある。そういう奴やつらにとっては、きっと生きることはとても簡単で、自分の利益や欲や好みはその優秀さが勝手に満たしてくれるもので、余ったエネルギーを俗物たちが笑ってしまうような大義のために使うのもたいしたことではないのだろう。

「それでも……裏がない確証は、ないな」

「ああ。油断はしねーぞ、練れん介すけ」

　視線を合わせて頷うなずき合い、それでひとまずの作戦会議は終了する。基本スタンスが定まったならば、あとはその都度最善と思われる動きを取っていくだけだ。

　まあ、今は家に帰るだけなのだが。

　向こうにも色々準備があるようで、実際の稼か働どうは明日からという話になったのだ。非常にビジネスライクな久く瀬ぜの送り出しとセリアメアとシーナの睨にらみ合あいを経て、今こうしてバスを待っている。せめて行きのように送ってほしいものだ。

　そこでふと、道の反対側、騎士団の敷しき地ちがあるほうに一台の大きなワゴン車が停とまった。そしてそこから７、８人の人間がぞろぞろと出てくる。年齢や性別もばらばらで、何か垂れ幕のようなものを協力して持ち運んでいた。

　彼らは騎士団のゲートの前で横に並び、その垂れ幕を手分けして広げて持つ──ちらりと見えた限りでは、そこには『導き手たる光を敬うべし』などという文字が大きく書かれていた。

　騎士団の敷しき地ち内に向け、一人がメガホンを使って叫び始める。

「光の恵みの濫用を、やめろ！」

『濫用を、やめろ！』

　ゲートの係員の迷惑そうな顔、さらにはどこかに内線電話をかけはじめたことも意に介さず、集団はシュプレヒコールを続けた。

「神の獣に手を出しては、ならなーい！」

『手を出しては、ならなーい！』

　それを見たシーナがジト目で言う。

「なんだありゃ」

　練れん介すけには覚えがあった。垂れ幕の文字からして間違いないだろう。

「多分、二、三年前くらいから話を聞くようになった宗教の奴やつらだ。『導き手たる光』……なんて名前だったかな。エネルギー流体ＥＦを聖なるもの、神の光だと定義してて、人間がそれをお手軽に利用してることに文句を言ってる。当然、その出所の輝獣も神の獣扱いで、だからそれを排除してる騎士団とかにはああやって抗議活動をしてるんだ。前に騎士校にも来たことあるよ」

「はん、神か。向こうの世界でも信じてる奴やつらはいたけど……神が誰かを助けたことなんてねー気がするのにな。少なくともあたしは一回もない。いるかいないかもわかんない奴やつを、よくあれだけの熱量で信じられるもんだ」

「こっちの世界に転生してきたのは、神の仕業なんだろ？」

「神って名乗ってた気がするってだけだよ。ぼんやりしててよく覚えてねーし。しかも、それがあっちの世界にも神として存在してた奴やつなのか、テキトーにそう名乗ってるだけで全然別物なのか……わかりゃしねえっての」

　少なくともシーナが神を信仰してはいないし、信心を持つ者に対して鼻を鳴らすようなタイプであることだけはわかった。

　練れん介すけにとっても、それは丁度いい暇潰しというだけだった。何かを大真面目にやっている光景は、それを理解できないものにとってはときには滑稽に映る。いや失礼。全ては神の素晴らしさを理解できない自分が悪いのだ。許してください。

　そうこうしているうちに待っていたバスが来た。運転手に断ってから、神の力で動いているスマホを使って二人分の運賃を決済。物珍しそうに車内を見回すシーナを先導して、後ろの席に座った。

「へへー、あとはこれに乗ってりゃ家に着くのか。楽じゃん」

「ちょい手前で降りて買い物して帰るかな……まあいいか、家にあるもので。わりと腹が減ってるし面倒臭い」

「あたしは美う味まければなんでもいいぞ」

　献立を考える者からすれば助かることを言う。が、そこで不意に彼女は眉根を寄せて練れん介すけの顔を見やってきた。

「そういやさ、腹が減ったで思い出した」

「なに？」

「一応聞くけど、エルフの奴やつらの要請に従うことにした理由な。ひょっとして──あいつのこと、気にしてたりするのか」

　あいつ。それが誰を指しているのかは考えるまでもなくわかった。

　練れん介すけにとっての共犯者。シーナにとっては──何だろう。敵か、味方か、それ以外の何かか。同じクラスで同じ立場の、世界でただ一人と言えるかもしれない同類。

　久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとが匂わせてきたのは、彼女という存在の取り扱いもだ。当然、彼女に関しても『社会に負ける』を適用させることもできるが、どうするね──？　という。

　シーナに問われたことを改めて考える。

　自分には、彼女と取引をした責任が、黙殺の責任がある。可能な限りその責任を果たしたいと思っているのは確かだ。それが理由になったかと言われれば……そうかもしれない。

　今の自分にとって、大事なものはそう多くないからだ。

　シーナが一番で、絶対で、不変の宝物なのは当然。それがエルフとの協力判断に関わる最大の理由だったことに疑う余地はない。

　では、二番目に大きな理由となったものが何なのか。言い換えれば、今の自分にとって二番目に大事なものが何なのかと考えたら、ひょっとして──

「いいや。やっぱ今のなし」

　練れん介すけが何かを口に出そうとするより前に、ぷいとシーナが顔を背けていた。

「今までつまんねー話ばっかだったのに、さらにつまんねー話してどうするんだっての。せっかくだから初めての乗り物を楽しむぞ。ん、こいつは何だよ？」

　降車ボタンを意味もなくシーナが連打したので、練れん介すけは運転手に謝ることになった。
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　──そうして、翌日の学校。練れん介すけに遅れて登校してきた唯ゆい夏かは、「……おはよう」といつもの黙殺の演技をして、隣の席に座るだけだった。

　ホームルームの時間になり、苺いちご村むら破は子こ教諭が教室に入ってくる。見てわかるほどに難しい顔をしていた。

「あー。今日はまず、一つ告知事項がある。いきなりだが長なが門と南駆動騎士団のほうから特別な要請があってな。なんでも成績優秀で見込みのある生徒を特別インターン生のような形で預かって、より実践的な校外カリキュラムに騎士団の監督下取り組ませたい、ということらしい」

「うぇぇぇ!?　マジっすか先生!?」

「いきなりプロの現場行けんの!?　すげぇ！」

「事前の話も何もない、ンでもわりと決定事項的な強さでの通達でうちらもちょっと迷ったんだが、昨日の格納庫滅茶苦茶ハンガーめちやくちや事件でＲリボＶルヴもオシャカになっちまってるしな。無駄に見学しかすることない生徒が出るよりは、ってコトで……受け入れることにした」

「うっひょー！　俺、俺、俺行きます！　行きたいっす！」

「成績優秀で見込みのある生徒っつったろうが。お前はもうちょい真面目に基礎練しとけ。つーか今回はたったの一枠で、それも向こうからご指名があった。なんかスケジュール上、今日の午後からもうそのプログラムを始めたいってことで、事前にちょっと連絡してあるみたいな話だったが……朝あさ倉くら？」

　今後のことはいずれ通達する、と久く瀬ぜは別わかれ際ぎわに言っていた。こういうことか。

　教室の視線が集まる中、練れん介すけは誰にも悟られぬ嘆息を吐いてから、

「はい、連絡はありました。詳しいことは知らないですけど、行きます」

「やっぱ練れん介すけかよー！」

「まーそうだよな！　わかってた！」

「はいはい静まれお前ら。ちなみにどんなことすんのか聞いたか？　実はあたしらもまだ具体的なことはよくわかってないんだが」

「……そうですね。多分、久く瀬ぜ騎士団長と一緒にＲリボＶルヴに乗って出て、直接いろいろ教えてもらう、的な流れになるんじゃないかと」

「マジで、うらやましー！　ねえ朝あさ倉くらくん、サイン貰もらってきてよサイン！」

「か、髪の毛、とかでも……いいよ。お守り袋に入れて家宝にするから。えへ、えへへ……」

「うーわこれガチのやつだ」

　今度は一部の女子たちが騒ぎ始めた。やはりエース級、日本を代表するレベルとなればその人気は確かなものらしい。練れん介すけにとっては真面目くさった顔の死人としか思えないが。

「そうか。あたしも現役時代に彼には会ったことがある。腕はこれ以上ないくらいに確かだし、状況判断も的確で、人格的にもまぁ悪い奴やつじゃない」

　そう言えば元騎士である苺いちご村むら教諭は久く瀬ぜとほぼ同期だというような話を以前にしていた気がする。貴重な情報を得る機会だ。興味があるふりをして、視線で続きを促した。

「あたしたちと違って優秀すぎたから、そのあたりで周りの世界とどう折り合いをつけてんのかわかんない部分もあって、それが心配になるようなときもあったが……ああ、そうだな。思い返したら、そうだ」

　苺いちご村むらは練れん介すけを見て、ふっと笑った。

「あいつ、ちょっとお前に似てるかもな」

「……」

　反射的に顔をしかめなかったことを褒めてもらいたいものだ。どこかの木の上で様子を窺うかがっているであろうシーナしかその対象はいないと思うが。

「人に教えるのが上う手まいかどうかはわからんけど、まあ見て盗むぶんには問題ないだろう。向こうからの話だから遠慮はいらん。ウザがられるくらいで丁度いい、存分にガン見しろ。わかんないことも質問しまくれ」

「先生も昔、教えてもらったりしたんですか？」

　別の生徒がそう質問すると、彼女はクワッと眼光を鋭くし、

「それだよ！　せっかくだから教えてもらおうとして近付いても、つれないのなんの！　真面目、クソ真面目すぎるんだよあいつ。わざと胸元開けて話しかけたりしても馬鹿にしてんのかってくらい平常運転だったし……このあたしっていう最高の女にピクリとも反応しないとか、ああ何だか思い出したらムカついてきた！」

「やばい、先生の開けちゃいけないトビラ開けたわ」

「でも面白そうじゃん。もっと聞こ、もっと！」

　話題が自然と練れん介すけと久く瀬ぜの話から逸それていく。

　ちらりと横に視線を向けると、唯ゆい夏かと目が合った。

　どうも今後の予定はそういうことらしいぞ、というニュアンスで嘆息混じりに笑いかけると、彼女は一回瞬まばたきをしてから、はっと急激に首を捻ひねって顔を背けた。

　……何だったのだろう。




　唯ゆい夏かは、自分の机の表面をじっと見つめる。

　横手からの視線は意識しない意識したくない意識しない意識してしまう消えてくれた。

　おかしい。最近は本当におかしい。気付けば見ている。目で追っている。いや、昔からそうだったのだ。ムカつく相手だったから。目の上のたんこぶだったから。

　だから普通だ。何もおかしなことはない。

「……いやホント、マジ鈍感な男は止めとけ。策を弄するのが馬鹿らしくなってくるぞ。逆に本能に忠実な男がいいかって？　いやそういうわけでもない。殴りすぎて拳が痛くなったりもするからな……」

　教師の脱線した話が聞くでもなく耳に届く。

　では、鈍感なうえに本能に忠実な男は、どういう評価になるのだろう？

　……決まっている。




　最悪の男だ。




　　　　　　　　　†




　午前中の授業が終わると、練れん介すけは学校を出てシーナと合流し、バスに乗った。どうやら送迎付きの特別待遇は初回限定らしい。途中のコンビニで買い込んだサンドイッチやタピオカミルクティーで昼食を済ませている間に騎士団の本部へ到着。

　別わかれ際ぎわに久く瀬ぜから貰もらっていたゲスト用のカードが身分証明になるらしく、それを守衛に提示して正門ゲートを通る。騒ぎを起こしたいわけではないので仕方ないが、こうあるべきという歯車に強制的に組み込まれているようで嫌な気分になった。

「今後何かあったときのために聞いとくけどよ、入り口はここだけなのか？」

「いや、山側にもゲートがあると思う。前にこの街は輝獣対策の壁で囲まれてるって話しただろ？　でも完全に封鎖するのはさすがに無理だから、外と行き来できる道も当然ある。大きい国道とかは簡単な詰め所があるだけで壁の下を普通に通れるようになってるんだ」

「ふーん」

「ここも壁の下を通って山側に抜けられる形になってるはずだ。ＲリボＶルヴは飛べるけど、調査やら何やらのためには普通に外に出る方法もあったほうがいい……そもそも一番山に近くて危険な場所だからここに本部が作られたんだろ。街を守る最初の砦とりでみたいな意味合いでさ。だから街の他の出口よりは厳重な感じになってると思う」

「りょーかいりょーかい。森に逃げるときもここみたいな関所があるから気をつけろってコトだな。ま、あたしなら壁乗り越えられなくもなさそうだけど」

「あれは輝獣用で、ダークエルフ対策用じゃないからな……」

　そんなことを話しながら、昨日と同じルート、つまりは地下駐車場から建物の中に入る。電子錠つきのドアはやはりゲストカードで開いた。

　記憶していたエレベーターで久く瀬ぜの執務室に向かう。室内には昨日と同じく、電子煙草たばこの煙をくゆらせる彼と秘書の姿があった。眷けん属ぞくとエルフの姿と言い換えてもいい。

　シーナが部屋に足を踏み入れるなり威圧的にガンをつけたのに対し、セリアメアは歩く石ころを見たように冷たく目を細める。

　久く瀬ぜはそのどちらも気にせず、愛あい想そ笑わらいすらなく言った。

「よく来てくれた。では移動しようか」

「いきなり出撃か？」

「いいや、さすがにそれは気が早い。今日の君の仕事は格納庫ハンガーに行くことだ」

　電子煙草たばこを消してポケットに仕舞い込みながら、

「君もＲリボＶルヴ駆操者ならわかるだろう。最大のパフォーマンスを出そうと思ったなら、あれは非常に繊細なパラメータ管理が要求される。騎体の癖、搭乗者の癖、身体的特徴に応じた様々な部分のカスタマイズ……特にそれが訓練ではなく実戦となればなおさらだ。今日ここからの時間は、君が使うことになるＲリボＶルヴのセッティングに充あててくれ。そのために必要な全ては用意してある」

　歩き始める久く瀬ぜ。そのままドアを開けて外に出た。当然のように秘書の姿をしたエルフも後を追う。ドアのところでこちらを振り返り、

「どうしました。森で迷子になった幼児じみた恐怖に怯おびえていますか、ダークエルフ？」

「あぁン!?　誰が怯おびえてんだコラ！」

　肩を怒らせるシーナがずんずんと後を追った。さすがに部屋の外、他の騎士団の職員やら団員やらがいる場所でのドンパチは自重してくれると思いたい。

　建物を出て敷しき地ち内の歩道を進む。すれ違う人間たちの誰もが久く瀬ぜを見ると挨拶をしてきた。会え釈しやくには会え釈しやくを。言葉には言葉を。彼は静かながらも的確な挨拶をそれぞれに返していく。愛あい想そはあまりないが、客観的に見るならば、その愛あい想そのなさも含めて慕われている騎士団長であるように思えた。

　だが正確には、死体の成れの果てである騎士団長だ。それを知れば彼らはどんな反応を返すのだろうか。それを知っても会え釈しやくを返せるほど慕われているのだろうか。どうでもいい。

　セリアメアも特に姿を隠すことはしていなかった。むしろ彼女にも普通に挨拶をしてくる者がいて、彼女も普通に応えていたから、おそらくは本当に秘書のようなものとして認知されているのだろう。

　敷しき地ち全体から見て山側に向かうにつれ、普通の建物の密度は少なくなっていく。騎士校での実習区画のような、やや殺風景な一画が広がっている感じだ。

　機械油の臭い。鋼鉄同士の擦れる音がどこかから届いてくる。行く手に巨大展示場じみた、複層構造ではなく背の高い建物が見えてきた。あれが騎士団の心臓部である格納庫ハンガーだろう。

　しかし久く瀬ぜとセリアメアはその手前で足の方向を変えた。

「あれが格納庫ハンガーじゃないのか？」

「正しい。あそこがメイン格納庫ハンガーだ。基本的に騎士団のＲリボＶルヴはあちらにある。しかし、これから向かうのは少し特殊な場所だ」

　そうして辿たどり着ついたのは、格納庫ハンガーの裏手にあった別の建物だ。造りの雰囲気は格納庫ハンガーと一緒だが、規模は遥はるかに小さい。これでは中に入れられるＲリボＶルヴは二、三騎がせいぜいだろう。運動場らしき空き地や倉庫などが隣接するように付随していて、それを含めたこのあたり一画がぐるりと街路樹で覆われている。まるでＲリボＶルヴ関連施設という概念がぎゅっと家庭サイズに凝縮されたかのような場所だった。

「ここは本来は予備として設計された区域だが、遊ばせておくのも勿もつ体たいなくてね。最近は騎士団長専用の格納庫ハンガー、ＲリボＶルヴ調整施設……のような意味合いで使っている」

「自分だけの格納庫ハンガーか。あんたぐらい優秀なエリートなら、公的機関でもやっぱり特別扱いしてもらえるんだな」

　皮肉を込めて言うと、

「私物化と言われればそうかもしれないが、必要だった。立場と能力を笠に、いささか無理を通したのは認める」

「騎士団長専用の厩うまやってわけか。嫉ねたんだ部下に火でも点つけられちまえよ」

「そのような、下劣なダークエルフじみた不心得者はここには存在しません」

　また二人が視線を合わせずにやりあうのを流しつつ、久く瀬ぜを先頭にして建物に入る。

「捕足すると、ここにはＲリボＶルヴの活動に必要なほとんど全てが独立して揃そろっている。ＲリボＶルヴだけでなく、後方支援の部分でもだ」

「管制システムという意味か？」

「システムだけではＲリボＶルヴは運用できない。わかっているだろう。欠かせないのは、人だよ」

　広くはないが、清潔で真新しいエントランスだった。彼の執務室と同じく、殺風景だとは言えない程度の観葉植物などが置かれているだけで、あまり飾り気はない。ＲリボＶルヴ関連施設としてはありがちなことに土足のまま入るようだった。その部分を除けば、全体的な雰囲気としては個人経営の病院のような印象を受ける。

　その白い廊下を進みつつ、久く瀬ぜは続けた。

「ここには僕直属の──ある意味では個人的な命令系統下にある騎士団職員しかいない。数は少ないが、信頼のおける優秀なスタッフだ。設備と人員、それら全てを含めてこの場所……第一特務用格納庫ハンガーは独立しているということだな」

　練れん介すけは眉根を寄せた。簡単に言ったが、それは聞き逃せるようなものではなかった。

「信頼のおける……どのレベルで？」

　そう問い返されるのも想定の内だったのだろう。返答は早かった。

「たとえば、僕と君がＲリボＶルヴを操って森に輝獣退治に向かい──その先で、輝獣と一緒にいる、人間の形をした何かを見つけたとき。それをＲリボＶルヴの手で握り潰そうとするのを止めるようなスタッフは、いない」

　それはつまり。

　練れん介すけは目を細め、正気か、というニュアンスを込めて久く瀬ぜの横顔を睨にらんだ。

「ここのスタッフたちは、魔マ術ギ種スについて知っている。そういうわけか」

「二人しかいないがね」

　久く瀬ぜは平然と言った。

「確か昨日、魔マ術ギ種スについて知る人間は最小限であるべきだ──というようなことをセリアメアが言っていたな。その具体的な数について熟考した結果だ。部下の騎士たちや騎士団という組織全体に広めるべきではないが、ＲリボＶルヴの実働の根幹に関わるスタッフ二人に対してだけならばメリットのほうが上回ると判断した。必要経費と言ってもいい」

　信じられない。一般人に荒唐無稽な魔マ術ギ種スや転生の話をしたのか。どう信じさせたのか。話を広められる危険性などは考えなかったのか。社会に対する敗北と言うが、本当はこの男こそが最も危険な位置にいて、奈落に片足を突っ込んでいる存在ではないのか。その二人の部下たちはそれほど信頼のおける人間なのか──

　追及したい情報が一気に溢あふれすぎて頭の中で衝突する。

　そんなとき、廊下の前方で引き戸が滑る音が聞こえた。

「おっそいなー。まだかな、まだかなー？　ううーん、ちょっと見てきたほうがいいと思うのだよワタシ！」

「いえ。博士、まだ、そう予定時刻を過ぎているわけでも、ないので……」

「いーや駄目だ！　ワタシは退屈が嫌いだ！　故に行く！」

　同時、一人の人間がそこにあった部屋から飛び出してくる。

　白衣を着た女だった。それはＲリボＶルヴ関連施設としては珍しくない。ただし他の全てがこの場にはふさわしくないものに思えた。頭には派手な色をした大きなサンバイザー。そのバンド部分から金髪のポニーテールを長く飛び出させている。白衣の下に着ているのは怪しい日本語が書かれたＴシャツで、豊満な胸がそれを下から持ち上げていた。それでいて下半身は破れすぎて一種扇情的になってしまっているダメージジーンズに包まれた細い足がすらりと伸び、足下のゴツいバスケットシューズに繫つながっている。

「わお！　ちょーど来てくれたね、へえーキミがキミが！　会えて嬉うれしいよ、Nice to meet you!」

　目が合うなり、満面の笑顔になって駆け寄ってくる。人ひと懐なつっこい大型犬のような雰囲気だった。日本人らしからぬ顔立ちとやたらネイティブな英語から、外国の血が入っているのかもしれないと思える。

「紹介しておこう。彼女は天てん覧らん橋ばしアルマ博士。この第一特務用格納庫ハンガーの技術的な責任者だ。ＲリボＶルヴは勿もち論ろん、ＥＦ補充機構、運動制御プログラムなどのソフトウェア、実際の作戦における情報管理など……実際の駆操以外の全てをサポートしてもらう」

「天てん覧らん橋ばし、アルマ？」

　その名前には覚えがあった。というか騎士校の生徒なら誰もが知っていておかしくない……ＲリボＶルヴ学というものがもしあれば、その教科書に載っているレベルの存在だからだ。

　近年見み出いだされた夢のエネルギー媒体、ＥＦ研究の第一人者にして、ＲＶ式駆動鉄騎リボルヴ・アイアンクラツドという新しい人類の叡えい智ちを生み出した科学者グループの一人。初期設計にも関わったとされる。つまりはＲリボＶルヴの生みの親であり、有り体に言えば『若き天才科学者』という言葉がぴったりな──

「えーと、身長は１７４センチ。足の長さは……」

「あー！　おいテメェ、何やってんだ！　勝手に練れん介すけに触んな、あたしのだぞ！」

　練れん介すけがさすがに困惑していた間に、アルマは唐突に巻き尺で練れん介すけの身体からだを採寸し始めていた。それを見み咎とがめたシーナが乱暴に彼女を引き剝がす。

「わーお、うっぷす！」

　冗談めかした動きでアルマはくるくるとフィギュアスケートのように回転、ポニーテールが水平に舞った。

「博士。これからあなたに存分に働いてもらうために彼をここに呼んだんだ。慌てずとも逃げたりはしない」

「ＨＡＨＡ！　ごめん、我慢できなくなっちゃってさ！　わかってるだろ、ワタシは何もしていない無駄な時間というのが嫌いなのだ」

　悪びれた様子もなくからからと笑う。思い返せば、それは昔にＲリボＶルヴ関連のニュースなどで見たのと確かに同じ顔だった。

　こんな大物が、こんな小さな島国の、さらに一地方の騎士団の、そしてさらに個人的な一部署のような場所にいるとは。奇跡のような偶然の結果か、あるいは久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとという人間にそれを可能とする理由があるのか。

「というかキミがアレだね？　異世界からのアレだよね？　イヤじゃなかったらぜひ身体からだとか調べさせてもらいたいな！　ホラ、一人では怖かったり不安だったりしてもセリちゃんと一緒にならよかったりしないかな、いやきっといいよね？　大丈夫痛くしないから、ほら二人でカモーン！」

「ウゼェ。寄るな。誰が身体からだなんて調べさせるか」

「アルマ。前から言っていますが、その提案は拒否します。私は貴方あなたの玩具になる気はありません。ダークエルフと一緒ならば尚なお更さらです」

「ちぇー。異世界人は恥ずかしがり屋ばっかだな」

　子供っぽく頰ほおを膨らませるアルマ。いくら若き天才科学者とはいえ、もう年齢的には立派な大人のはずだが。世界に名を残す天才というのはこういうものかもしれない。

　慣れているのか、久く瀬ぜは呆あきれた様子もなく、彼女が出てきた部屋のほうに目を向けていた。どうやらそこは研究室のような場所らしい。

「そしてもう一人も研究者だ。天覧橋博士の助手のような意味合いのスタッフとなる。……いるかね？」

「……はい」

　小さな女性の声での返答。練れん介すけはその瞬間に──

　違和感を。いや、何かが同じであるという異様な感覚を。

　頭の中に溢あふれさせた。

　研究室から遅れて人影が出てくるのが見える。視覚情報が上う手まく脳に伝わらない。数瞬の空転を経て、練れん介すけは自分が何を見ているのかを、体内の異様な感覚の意味をようやく理解した。

　だから、ゆっくりと首を動かして。

　久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとを、睨にらむ。

「……無意味だ」

「勘違いしてほしくはない。偶然だよ」

　彼のその返答は無視した。一つ息を吸って、吐いて。

「そのうえで言っておく。世界を守るとかたいそうなことをほざいて、あんたは自分のことを正義の味方だと思ってるのかもしれないが──間違いなく、あんたはクソ野郎だ」

　久く瀬ぜは小さく肩を竦すくめたようだった。

「偶然だと言っているだろう。話が早いだろうから、あえて動かさなかったというだけだ。それに──僕は、自分のことを正義の味方だと思ったことはない」

「……」

　久く瀬ぜは練れん介すけの視線から逃れるように、ポケットから煙草たばことライターを取り出した。

「とにかく、あとの調整は二人に任せた。僕は本物の煙草たばこを吸ってくるよ。喫煙所では人の目がある。サボりを疑われずにゆっくり吸える場所はここのベンチしかないんでね」

　そうして久く瀬ぜは歩き去っていく。セリアメアもついていった。

　練れん介すけは二人目の人間を見ているしかなかった。天覧橋博士と同じく白衣姿で、しかし下に着ているのは当たり前の襟付きシャツにゆったりとしたスカート。足下はゴム製の室内用スリッパだ。片手でも持てるようなサイズの手帳を、腹の前でしっかりと両手で握っている。軽くウェーブがかった髪、飾り気のない大きな眼鏡。そしてその顔は──

　気後れしたように、その女は練れん介すけの顔を見上げて。

　中ちゆう途と半はん端ぱな愛あい想そ笑わらいのようなものを浮かべながら、ぎこちなく言った。

「ひ……ひさしぶり。練れんくん」

　練れん介すけは答えなかった。表情も動かさなかった。それには準備が必要だったから。

「ん？　練れん介すけ、知り合いか？」

　そうだ。シーナにも説明しなくてはならない。だがどこから言えばいいのか。

　眼前の女も、第一声の後の行動に困った様子で、不器用で小さな笑みを浮かべたまま。
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「ヘイヘーイ！　無言で見つめあうのは日本人らしくシャイだけど、ワタシは暇なので困る。とりあえず廊下で立ち話は止めよう。まずは研究室でヒアリングか？　それとも手っ取り早く格納庫ハンガーで聞きながら仕事するか？　うーん、我慢できない、後者だな！」

　後ろから体当たりするようにして、アルマが強引に練れん介すけの身体からだを押してくる。どこかに案内しようとしているらしい。練れん介すけは逆らわずに歩き出す。

　あの顔を見なくてよくなったので、少しだけ余裕ができた。

　シーナに必要最低限の情報を渡す余裕が。

　隣を歩く彼女に、前を向いたまま──最後尾をついてくる誰かの気配を感じながら、練れん介すけは小さく言葉を発した。




「あれは俺の姉だ。血縁上はな」
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　移動して、こないだ学校で大暴れしたのと似たような雰囲気の場所に入った。天井が高い、地面が剝むき出だしの空間。しかし学校よりはほんの少しだけ物が多かったり、豪華だったりするような気がした。勿もち論ろん、シーナにとってはそういう印象を受けたというだけだが。

　ただ──そこに鎮座する二人の鉄巨人は、明確に学校にあったものとは違うようだ。何より色が違う。新品のように輝く白い鋼は綺き麗れいなのだろうが、これでは敵に見つけてくださいと言っているようなものだ。やはり闇に紛れられる黒のほうがいい。

「ほら、元気いっぱいにその子の右手と左手を、ぐっぱ、ぐっぱ！　……んー、なんか暗いな。ひょっとして緊張してる？　ワタシはただの科学者だぞ」

『すみません、未来のノーベル賞最有力候補と話したことないので』

「ＨＡＨＡ！　まだ取ってないから気にすることないぞう！　それなら……よーし、世間話でもしてリラックスリラックス！　これは完璧なＲリボＶルヴの設定に必要なシーケンス、担当者からの命令だと理解してほしい。というわけで、なんかワタシへの質問とかないのかい？　スリーサイズとかも聞いていいのだよ？」

『質問なら……なんでここでこんなことしてるんですか、が一番なんですけど。博士のような人は、どこかの大企業や大学で研究していると思ってました』

「ちょっと前はそーいうとこにいたんだけどなー。いやー、ああしろとかこうしろとかうるさかったり、色々人間関係のしがらみがあったり……まーつまんなくてつまんなくて！　やっぱ実戦が一番何があるかわかんなくて面白いなって開眼したワケ。で、なんだかんだあってここに配属された……してもらった？　って感じ」

『その言い方だと真っ当な経緯じゃなさそうですね。最寄りの騎士団に博士みたいな大物がいるなんて全然知らなかったですし……多分、騎士団や輝獣対策局の中でも一部しか把握してない情報だとみました』

「そ。ワタシがここにいることは実はトップシークレットなのだ。そんなワタシにＲリボＶルヴの調整をしてもらえるなんて、キミは幸せ者だゾー？　じゃ、ｎｅｘｔは肘の可動域チェックね」

　吊つられたままの巨人の一体に乗り込んだ練れん介すけと、機械の机に向かってカタカタと何かをしている女が通信機越しにそんな会話をしている。

　シーナはほとんど片方の耳だけでそれを聞いていた。専門的な話など聞いていてもわからないし、この場にはそれ以外にも気になるものがあったのだ。

　他の注意力の全てを費やして、真横から、じーっと見つめていた。

　別の機械の台座の前、そこに手元のパソコンを繫つないでカタカタと何かをやっている女。最初はシーナはそこらの機械の上に座って見ていたが、「あの……よかったら、こっちに」と椅子を出してきたので、今は手を伸ばせば届くような位置、むしろ顔の方向を変えれば鼻と鼻がぶつかってしまいそうな至近距離でその横顔を眺めている。

　──似ているような、似ていないような。

「お前、練れん介すけの姉だって？」

　黙って見ているのにも飽きて呟つぶやくと、びくりと肩が固まり、そして緩やかにその硬直が解けていった。この恐ろしいダークエルフと話す覚悟を決めたということだろうか。

「……そう。でも……何年ぶりかな、話したの」

　遠い何かを思い出すような目でパソコンの画面を見つめたまま、女は口を開いた。その言葉は静かで、囁ささやき声ごえのようで──少なくとも、けっして巨人の中の練れん介すけには届かないだろう大きさだった。

「就職してから家を出て、それきり……あまり実家に帰ってもいなかったから」

「ふーん」

　練れん介すけは相変わらず金髪の女と世間話しながら玩具の調整。こちらにはまったく意識を向けてこない。あちらの女とこちらの女、そう立場が違うというわけでもなさそうだが。

「じゃあ尚なお更さら、お前は練れん介すけと話したりしねえのか？　あたしにゃ家族なんていなかったからよくわかんねーけど、フツーは話とかしたがるモンなんじゃねーのかよ」

「……どうかな。わかんない」

「わかんない？　何が？」

　自分の考えをまとめるような、一呼吸の間があって、

「話したりしていいのか、ってこと。私は多分、練れんくんには、嫌われて……ううん。嫌われてるかどうかも、わかんなくて……ただ……」

　軽く首が横に揺れる。

　それから初めて、彼女の視線がシーナに向けられた。

　目を細めて、笑っていた──力なく、どこか、申し訳なさそうに、

「私と、あまり話したくないと思ってることだけは、わかるかな」

「……」

　正直、それはシーナにもわかった。廊下で出会ったときの雰囲気。ここに来てからの、ごく自然な、しかし決定的に限定的な会話と振る舞い。練れん介すけからこの女への見えない壁のようなものは確かにあるのだろう。

　練れん介すけらしくない……ような気はするが、どうだろう。自分の知らなかった部分というだけなのか。言った通り、家族というのは自分にはよくわからないものだ。だから練れん介すけの中にあるその部分も、自分にはわからないものかもしれなくて──

　目を細めていたら、女が軽く首を傾けるようにして、また困ったような笑みで言った。

「睨にらまれると、ちょっと怖いかも。私は何もしないし、できないよ」

「ふん。どこまで事情を知ってるのか知らんけど、エルフはとにかく味方なんかじゃねぇ。その仲間のお前らも警戒して当然だろ。聞いてやろうか……お前らは敵か味方か？」

「……敵じゃない、つもり」

「味方だとは言わねーんだな」

　睫まつ毛げが震えて、視線が落ちた。キーボードを叩たたいていた手が止まり、小さく、

「私は……味方になれなかった、家族だから」

　どういう意味か聞こうとしたとき、

「おーいのぞみん！　次のフェイズに行くから手伝ってほしいぞー。ちょっと来てくれーい」

「あ、はい」

　呼ぶ声に応え、パソコンをその場に置いて女は立ち上がった。こちらに軽く頭を下げてから、もう一人の女のほうに歩いていこうとする……別に今までの会話も暇潰しの意味合いがほとんどだったから、惜しいものなどない。

　だが一つだけ、ここで聞いておくべきことがあるような気がした。

「おい。お前の名前は？」

　女は一瞬立ち止まり、パソコンと入れ替わりに手に持っていた手帳を開いた。ペンを走らせ、そのページを破ってシーナに手渡してくる。

「……これ。大事なことは、紙に書くようにしてるの……癖、かな」

　シーナがそれを受け取ると、彼女は気後れした愛あい想そ笑わらいだけを残し、呼ばれたほうに小走りで駆けていった。

「……口で言えよ」

　受け取った紙片に目を落とす。

　そこには、均整の取れた几き帳ちよう面めんな文字で、朝倉希実、と記されてあった。
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　帰り道のバスの中である。シーナが一枚のメモ用紙を差し出してきて、

「これ、なんて読むんだ？」

　格納庫ハンガーで何事か話していたのは胴体席ボデイスペースの中からでも見えていたので、どういう経緯かはすぐにわかった。軽く息を吐いて、答える。様々な想おもいのある姉からは距離を取れても、シーナから距離を取るのは不可能だ。

「のぞみ、だよ」

「あさくらのぞみ、か。転生してきたときに与えられた基本知識で、普通の文字ならわかんなくもねーんだけど、さすがに人名の読みはな。なんでわざわざ書くんだよ」

　瞬間的に過去の記憶が思い出される。無機質なあの冷たい家。中学の、あるいは高校の制服を着た、歳としの離れた姉の姿。近いものはない。いつも遠い。廊下の奥に、ドアの向こうにいる。練れん介すけが親から与えられる寒さにプラスもマイナスも関与することなく、ただ見ている。ああそうだ、いつしかその手にはノートやメモ帳があって──

「……昔から、そういうところあった。喋しやべるのが嫌いなんじゃないのか」

　できるだけ客観的な情報だけをシーナに伝えた。歳としが八つ離れていること。勉強は優秀で、遠くの大学に入って早くに家を出たこと。研究者的な就職をしたと聞いたこと。それきり会わなくなっていったこと……会う可能性のある場所は実家しかなく、彼女も自分も実家から距離を取るようになっていたから、当然と言えば当然であった。

「ちゃんと働いてるのは『まとも』で『正しい』。だから親は何も言わなかったさ。忙しくて正月も帰れない、っていう免罪符は羨ましかったよ」

「ふーん。そのへんの感覚は全然わっかんねーな。あたしは気付いたら一人で生きてたからな。マジで家族のこととか全然覚えてねぇ」

「……悪い」

「なんで謝んだ？　つーか、わからんついでに聞くけどさ。廊下でキレそうになってたのはなんでだよ？」

　練れん介すけは口をへの字にした。

「別にキレてないぞ」

「そうか？　まあとにかく、なんかエルフの眷けん属ぞくにいきなり喧けん嘩か売ってたじゃん。いや、駄目ってんじゃなくて、あたしはお前がヤル気ならいいぞ任せとけってスタンスだけど」

　じーっと真横から、視線。なんとなく身じろぎして座り直し、バスの座席の柔らかさを確かめる。それでもなお視線が外れなかったので諦めた。

「久く瀬ぜが……姉を人質にする気かと思ったんだよ」

「あー。そっか、そーいうことになんのか。あたしらを思い通りに動かすために、もう一個脅迫材料を用意してたってわけだな」

「そう。でも、言っとくよ。シーナにははっきり言っとく。関係ない」

「うん？」

　顔を思い返した。それでもまだ胸の温度には何の変化もなかったから、やはりそういうことなのだろう。重みはない。価値はない。意味はない。

「あれが死のうがどうなろうが、俺には一切関係がない。他人だ。そう思うようにしてる……今だけじゃなくて、多分、家族全員、ずっと前からそうなんだ。だから脅迫材料なんかにはなりようがない。偶然とか言ってた久く瀬ぜの意図がどうあれ、全然気にしないでいいモノだ」

「あたしだって、さすがにフツーの家族がそういう感じじゃないのはわかるぞ。昔になんかあったのかよ？」

　少し考えて、練れん介すけは苦笑した。

　答えは明白。

「逆だよ。家族と思えるだけの何かがなかった、ってだけだと思う」

「……ふーん。そんなもんか」

　話を変えたかった。意味のない脅迫材料のことなど気にしたくない。

「それよりも、魔マ術ギ種スのことを知ってる人間と話すのは初めてだったろ。どうだった？」

「あの金髪の女、マジ変な奴やつだ。隙あらば解剖したいみたいなニュアンスを感じた。やりたいならエルフの腹でも割ってろって言ってやったわ」

「同感だ。ひょっとしたら本当に調べさせてる可能性もあるけど、まあこっちが気にしてもしょうがない。とりあえず今日はＲリボＶルヴの整備を優先させてた気はする……やっぱ設計に関与してただけあって、整備士としての腕も一流だ」

「なんか策があったわけじゃないな？」

「ああ。ＲリボＶルヴの中に入った途端に催眠ガスが出てきて……みたいな警戒もしてたんだけどな。今んとこは普通に、共通目的のために手伝ってくれてるって感じだ」

　しかしそれは『今のところ』だ。明日もそうなるとは限らない。やはり警戒を怠るわけにはいかないだろう。

　明日こそが本番だ。最新鋭のＲリボＶルヴを操作して、魔マ術ギ種スと、眷けん属ぞくと、それを知っている人間たちのチームで。街の平和を脅おびやかす敵を探して倒し、世界を守る──

　昨日までは考えもしなかったその馬鹿馬鹿しい展開に、思わず笑ってしまいそうになる。

　しかしそれがよくなかった。無意識の中にすら考えないようにしていた疑問が、無意味な疑問が、脳のフィルターを潜くぐり抜ぬけ、ふっと頭の内側に入ってきてしまった。

　それを知っている人間たち。

　彼女らは、どこまで詳しいことを知っているのだろうか。

　姉は。

　この朝倉練介という存在が死んでいることを知っているのだろうか。

　どう、思っているのだろうか？

「…………」

「あ、降りるのココだろ。学習したぜ、ボタンは任せとけ」

「ああ、うん。頼む──ッ、なっ、っ？」

　シーナは身を乗り出すようにして、端の席に座っていた練れん介すけの身体からだの向こうにあったピンポンを押したのだが。

　そのついでに、ごく自然な流れで練れん介すけの唇を吸っていった。

　柔らかい感触。人肌以上と思える粘膜のぬくもり。自分の中と彼女の中が触れ合う。

　よっ、と跳ねるように席に戻ったシーナが、悪いた戯ずらっぽく笑った。

「なんか元気なさそうに見えたから。元気出たか？」

「……出た。ダークエルフ成分、注入、ありがとう……」

　バックミラーの向こうで、運転手がチッというような顔をしていた気がした。







[image: 第二章　森に響く残歌]
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　翌日の午後、第一特務用格納庫ハンガーを出た横にある空き地。

　そこに二騎のＲリボＶルヴが並んでいる。

　騎士校にある黒い練習騎とは違い、カラーリングは共に白。公的機関が所有することを示す、あるいは正しさと清廉さを担保しようとする色。ＲリボＶルヴは様々な角度から最適化計算されたフォルムで形作られている──言わば既に洗練されているため、形状自体にそれほど違いはない。ただそれでも、よほどのマニアでなければ気付けないほどの細かな部分や、そもそも表に出ない内部機構がアップデートされているということはありうる。

　実際、この場にある二騎は、その意味で言えば明確に学校にあるようなものとは違う『新型』だとも言えた。ようやく市場に出回り始めた最新型に近い基礎体であるうえに、加えて、生みの親に近い存在の手によって手加減なく最適と思われる──あるいは面白そうな──パーツ調整や追加、交換が為なされている。

　環境省・新環境問題対策庁・長なが門と輝獣対策局・長なが門と南駆動騎士団、騎士団長直下の第一特務班が擁する、実験・研究用を兼ねた最新型ＲＶ式駆動鉄騎リボルヴ・アイアンクラツド、特務１号及び２号。騎体そのものの正式な識別名称はそのようなものになるらしい。

　午前中いっぱいを費やした慣らし運転の結果、この騎体が練習騎とは比べ物にならない運動性能を持っていることは練れん介すけにはもう充分に理解できていた。まだ完全に慣れたわけではないのでその性能の全てを引き出せているとは言えないが、その状態ですら力もスピードも精度も段違いだ。

　それは駆操者の身体的特徴などに起因する曖昧な操作の癖が、無駄なく、あるいはより効果的にＲリボＶルヴに反映されるようになっている調整によるところも大きいのだろう。野球の投球フォームが同じように見えて一人一人微妙に違うようなもので、本来は駆操者とメカニックが繰り返し長い時間をかけてパラメータの最適値を見つけていくものだ。だというのに……あの科学者は、魔法のような腕前で、今日の慣らし運転までの間に完璧なセッティングを見つけて用意していた。恐ろしいほどの技術と知識だ。

　たった半日練習しただけなのに、まるで昔から愛騎として使っているような感覚があった。どれだけ騎体がハイスペックでも、本来なら一日で到達できる領域ではない。

　普通の駆操者なら喜ぶところだろうが──練れん介すけは、騙だまされているようで、あるいはお膳立てされているようで、どことなく嫌な気分になっていた。

「こちら特務隊長久く瀬ぜ騎。特務隊員一騎と共に航空発騎エア・チヤージ許可を願う」

『こっちは管制班・天てん覧らん橋ばしアルマであーる。全騎航空発騎エア・チヤージを許可するとも！　二騎しかいないけど！　ＨＡＨＡ！』

　共通チャンネルでの通話が、練れん介すけの操るＲリボＶルヴの胴体席ボデイスペースでも聞こえる。男の声は相も変わらず冷静で、遊び心の欠片かけらもないようなあの冷めた目が容易たやすく想像できた。

「久く瀬ぜ騎、発チヤ騎ージ準備完了。……朝あさ倉くら騎は？」

　確認はしていたが、改めて計器にもう一度目を走らせて、

「こちらも準備完了だ」

「では全騎、ＥＦジェット稼か働どう開始」

　レバーを倒し、腰の飛行機構に活を入れる。むず痒がゆいような、微かすかな振動。全身を流れるエネルギーラインの昂たかぶりを感じた。音のうねりが次第に高まっていく──

『オーゥ、いいよいいよ、二人とも可愛かわいいよ～。問題なし、その調子ィ！」

　おかしなアルマの声が通信装置から届いて、ちらりと格納庫ハンガーのある建物のほうに目を向けてしまうと、そこの窓から白衣で眼鏡の女──朝あさ倉くら希のぞ実みという姉が、いつものようにノートか何かを手に、じっとこちらを見てきているのに気付いた。その視線は、かつてのあの家で見たものと同じだろうか。その遠さは、その意味は……

　練れん介すけは考えるのを止めて目を逸そらした。どうあれ、こんな細心の注意を払わねばならない手順の最中に余よ所そ見みなどすべきではない。

『言うまでもないけど根回しも完璧にＯＫなのだよ。これはただの訓練教導出撃ということになっている。管制情報はワタシのところまでで止まり、ログには飛行情報ぐらいしか残らない。自由にやるといいさ』

「そうでなければ困る。行くぞ。──航空発騎エア・チヤージ、実行！」

「っ！」

　久く瀬ぜの騎体がジェット機構で天高く飛び上がったのに合わせ、練れん介すけも鋼鉄の巨人に躍動の許可を与えた。地面が爆発的に弾はじける感覚、唐突なＧ、そして──浮遊感。

　空の高みで落ち合う、練れん介すけと久く瀬ぜのＲリボＶルヴ。眼下には騎士団の敷しき地ちが広がっている。

「問題は？」

「ない」

　飛行機構の出力に問題なし。高度安定。各種センサーに加え、手加減なく組み込まれている実戦的な対輝獣用武装の数々にも異常は見られない。

　つまりは、いよいよ作戦遂行の時間というわけだ。やりたくもない作戦の。

『ちなみに、先行したセリちゃんはもう目的のポイントに到達してるぞう。もちろん、ご同類の彼女も一緒だ』

「了解した。こちらも向かう」

　それに異存はなかった。さすがにＲリボＶルヴの背や肩に乗ってジェット噴射は無理があるので、先んじて外の森にシーナたちには移動してもらっていたのだが……当然、安全と相互監視のために二人で一緒に、ということになっていた。今頃はお互いに矢を向け合っていても不思議はない。できるだけ早く合流したいところだ。

　主動作桿かんを倒し、空中での移動を開始する。

　ジェットの轟ごう音おんの中、前の騎体から限定回線が届いてきた。

「見事な空中駆操だ。騎士団の人員と比べても何の遜色もない」

「騎士団長はお世辞も上う手まいんだな」

　練れん介すけが鼻を鳴らして言葉を返すと、

「世辞ではない。改めて言っておくが、僕は本当に君を頼りにしているし、得え難がたい協力に感謝している。このような特殊な任務に同行できるＲリボＶルヴ駆操者はいない」

　脅迫のようなもので従わせておいてよく言う。

「魔マ術ギ種スは結局のところ異世界の住人だ。この世界の秩序とは食い合わせが悪い。これから対たい峙じする魔マ術ギ種スだけでなく、社会に害を為なすものは多いはずだ。事実、表沙汰にはなっていないが、最近は街での殺人事件が多くなっている。魔マ術ギ種スの仕業であるものも少なくないだろう」

「……」

「可能なら、そのようなものたちも君たちの協力のもと排除できると助かる、というのが本音だ。協力関係の期間を、邪悪な魔マ術ギ種スたちを全て排除するまで、にしたいということだな」

「現実味のない話をするな。そんな先まで縛られてたまるか」

「君が現実だと思っていないだけだ。どれだけの先を想定しているかは知らないが、この戦争は永遠に続くわけではない。魔マ術ギ種スは無限には存在しないだろう。終わりを考える必要はある──たとえば、仮に。今、君たちが所在を知ったうえで放置してある根源魔力があるとしたら、君たちは最後にどうケリをつける気なのかね？」

　考えないようにしていたことを。保留していたことを。

　容赦なく、抉えぐられた。

　隣の席に座る小さな同級生の顔が浮かんで、消える。

　やはりこの男は好きになれない。

「それについて考えるのと同じように、僕たちのことも考えてほしいというだけだ。社会の敵となる悪あしき魔マ術ギ種スが全ていなくなり、どうしても戦わなくてはならないという状況になるまで……僕は、君には仲間でいてほしいと思っているよ」

　当然ながら顔は見えなかったが、その声は真摯であるように思えた。

　だが、それがどうした。

「目的と方向性の正しさをいくら語られても、その手法が気に食わないことには変わりない。だから俺はあんたを信用しない」

　その手法の一つ。格納庫ハンガーに残っているスタッフの一人について思い出したので、改めて釘くぎを刺しておいた。

「もう一度言うが……俺と同じ名字の誰かに、本当に意味はない。俺たちは身の安全の確保と、根源魔力の確約っていう契約を遂行するためだけにここにいる。それ以外の理由で思い通りに動かせるとは思わないことだ」

「こちらももう一度言うが、本当に偶然だ」

　信じられるか。




　新しん仁じん陽よう市し郊外の山中、指示されたポイントに降下する。

　ほどよい大きさの岩に、セリアメア・ピナイステリは粛然と腰掛けていた。心構えなく、森の中で唐突に出会ってしまえば……妖精だ、と思ってしまうことだろう。色素の薄い肌。眩まばゆい髪。衣装は秘書のようなタイトスカートではなく、旅装束じみた、柔らかい布と革で構成されている服だった。小さな銀色の留め具が木漏れ日を受けて輝くのが見える。どうやら金属を絶対に身に着けないタイプのエルフではないらしい。

「待たせたか」

「それほどでも。空腹の猛獣じみた殺気で退屈はしませんでしたし」

「腹はまだ減ってねーぞ。おかしな動きしたらマジで撃つかんな」

　口をへの字にしたシーナが近くの木から飛び降りてきた。こちらはいつものギャル風制服、手には弓。やはり森の中にいる妖精と言えば彼女だ。ダークエルフだ。

「シーナ」

　練れん介すけは軽くＲリボＶルヴの手を挙げて呼ぶ。シーナは横から胴体部に手をかけ、するすると騎体を上った。そのまま肩の上にどっかと腰掛ける。学校の教師が見れば即座に赤点が飛んでくるような対人危険状況だが、彼女ならば構うまい。振り落とされて事故に遭うほどのろまな存在ではないのだ、ダークエルフというものは。

「へへー、こいつは楽だ。自分で歩かなくていいしな！」

　セリアメアはその光景を半眼で見やり、

「千ち紗さ人ひと。私もあのようにしたほうがいいですか？」

「……好きにすればいい」

「では私は先行して歩きます。一応、地面に触れて警戒もしておきたいので」

「ケッ、良い子ちゃんぶりやがって」

　シーナがそうぶつくさ言うのが聞こえ、思わず頰が緩んだ。どうあれ彼女がすぐ近くにいるのなら、何が起こっても大丈夫だ。そんな気がした。

　通信機の向こう、アルマの指示に従って森の中を進む。

『出発前のブリーフィングでも説明あったと思うけど、一応再確認するぞ。これから向かうのは新しん仁じん陽よう市し・果か野の集落。避難勧告区域だけど、まだけっこう人が残ってたみたい。えーと、記録では住人は十五人。みんな農業とかで生計を立ててる人のようだ』

　山に輝獣が出現するようになると、当然ながら山間部に住む人たちが襲われる危険が上がった。特に、街や村というほどではない、数世帯が集まって暮らしているだけの集落の危険度は目に見えている。だから国は特にそんな集落の住人には引っ越しを推奨し、手当なども出すようになったのだが……それでも法律的に強制は不可能だ。故に輝獣を熊程度の脅威だとみなし、住み慣れた土地を離れない人はまだ日本各地に多くいるのだという。一応はそんな集落にも、国の手で、輝獣が近付きにくくなると言われている虫むし除よけのような忌避装置がぐるりと周りを囲んで取りつけられているのだとは聞くが。

『知っているかもしれないけど、忌避装置には大別して二種類あるのだよ。その集落のような場所に設置される簡易忌避装置と、都市防衛型忌避装置。後者は「相当なエネルギーの常時供給と引き換えに大きな効果を出す」装置だから、都市防衛型として外壁とかとセットで使うしかないって意味だ。一方、簡易忌避装置はどう頑張っても「でっかい音を慣らして熊が逃げていくかどうか」程度の効果しかない。効くか効かないかは運任せってことだな。だから簡易忌避装置は、実は付随しているセンサーのほうが大事なのだ』

　セリアメアを先頭に、その集落に向けてゆっくりと進んでいく。静かに歩く、というのはＲリボＶルヴにはなかなか難しいことなのだが、訓練騎でない新型は静音性も強化されているのか、少し注意しただけでこれまでになくスムーズな歩行ができた。

　その間にもアルマの説明なのか解説なのかわからない言葉は続く。暇なのかもしれない。

『この騎士団の本部とかから「山の中に輝獣が出たぞー」ってシグナルを検知する、遠隔的輝獣反応探査網……この国じゃ通称〝Ｄネット〟っていうアレだけど、アレはまったく完璧じゃない。輝獣の核が発する特殊な波長をなんとか遠隔的に探知できるように工夫を凝らしはしてるけど……ザンネン、場合によって探知できたりできなかったりする。もっと改良したい。だからまあ、ファースト反応があったら騎士団のＲリボＶルヴで接近してもらって、そこからＲリボＶルヴ搭載の探査装置で細かく再走査、が基本的な輝獣発見から対処のセオリーなわけなのだ』

　まるでその探査装置も自分が作ったような口ぶりで言っているが、はたしてどうだっただろうか。実際そうだったとしても全く驚く必要のない経歴と能力の人物ではある。

『ところが、勧告区域とかに設置されてる忌避装置付属のセンサー、近接的輝獣反応探査杭ぐい……通称〝Ｄピラー〟は、近寄ってきた輝獣の反応を直じかに読み取って、そのデータを騎士団とかに送る形式。つまり直接探知してるから精度が段違いだってことなのさ』

「──数日前、これから向かう集落に設置された忌避装置、それに付随するＤピラーから、その輝獣反応があった。分析からして、数は十数体。それは天覧橋博士たちの協力を得て、公式には存在しない記録とした」

　言ったのは久く瀬ぜだった。ＲリボＶルヴの通信機から聞こえてきたその声に、練れん介すけは鼻を鳴らす。

「そんな重大な情報を握り潰していいのか？　騎士団の全騎でとりあえず出撃する状況だと思うけどな」

「そうだ。そんな状況だからこそ、公式には存在しない事件にせざるを得なかった」

「……？」

「さらに少し前、別の集落でも似たような状況があったからだ」

　さすがにそれには目を細めるしかなかった。

「そのときにはどうしたんだ」

「僕が単独で確認に出た。セリアメアも連れてな。結果、集落の住人の姿は一人残らず消えていた。輝獣の姿も見えなかったが……」

「私は森の中に、根源魔力の気配を感じました。つまりは魔マ術ギ種スの気配を」

　前を見据えて森を歩きながら、エルフが静かに言った。外部にも久く瀬ぜの声は聞こえるようになっていたのだろう。

「その最初の事件は、機器の誤作動の可能性も含めた未解決事件として残っているが、注目を浴びさせないような処理はした。そうせざるを得なかった……今のところは。そして今回の、二度目の大量輝獣反応。だから僕たちは判断したわけだ。これは、輝獣を操る魔マ術ギ種スが存在しているのではないか──とな」

　前を行くエルフの金髪が、軽く揺れ動くのが見えた。首を捻ひねってこちらを見やり、

「花の名前当てじみた遊戯として問いを発します。心当たりはありますか、ダークエルフ」

　シーナは練れん介すけ騎の肩の上で犬歯を剝むき出だしにした。

「ふん。なくはねーな。何かを『操る』のが得意な魔マ術ギ種スはいた。だが教えてやんねー。教えてほしいか？」

「結構です。私にも心当たりはありますので」

　ぷいとセリアメアはまた顔を前に戻した。

「シーナ？」

　シーナは練れん介すけの鋼の頭をぺちぺちと手慰みに叩たたきつつ、

「まだ確証はねーから断言はしないぞ。実際に相手を見りゃ嫌でもわかるさ」

　これまでと同じように、予想に基づいて動くとそれが外れたとき大変なことになる、という話だろう。

「捕足の情報を伝えておこう」

　久く瀬ぜが静かな声で、思い出したように言った。

「その輝獣反応以来、これから向かう集落の住人とは一切連絡が取れなくなっている」

「…………」

　その意味を想像できないほど練れん介すけは愚かではない。

　ＲリボＶルヴの歩行速度は変わらなくても。

　握っている主動作桿かんが、少しだけ重くなったような気がした。




　　　　　　　　　†




　集落を囲むように、猪いのししよけのものに似たワイヤーメッシュの柵が立てられていた。それを保持している等間隔のポールの中、代わりに真新しく細長い箱のようなものに置き換えられている部分がある。それが対輝獣用の簡易忌避装置であり、付随の輝獣探知機Ｄピラーだ。ちなみに新しん仁じん陽よう市しの市街地の外周、言わば郊外との境目に配備されている都市防衛型の忌避装置とＤピラーはこれとは違ってもっと大型で、そもそも防衛壁内部に埋め込まれているような形になっているため目にする機会はほとんどない。

「到着した。慎重に近付くぞ」

　魔マ術ギ種スは身軽に飛び越え、二騎のＲリボＶルヴは慎重に柵をまたいで、その区域の中に入る。

　斜面に田んぼや畑が作られた集落であった。

　昔ながらの日本家屋といった瓦屋根の本宅に、農作業用具やトラクターなどが入っているであろう、倉庫のような別の建物。あるいは年季を感じさせる蔵……それらを一世帯ぶんのセットとした敷しき地ちが、見える範囲にいくつも散らばっている。

　集落の中に実際に足を踏み入れても、まったく人気が感じられなかった。農作業の音も、それ以外の何かの音もしない。セリアメアが久く瀬ぜと目配せしてから、近くの一軒にそっと足を踏み入れる……すぐに戻ってきて、首を横に振った。

「無人です。目立った異常はありません」

「どうだか。食いモンが腐った臭いがするぜ、練れん介すけ」

　風に対して鼻をひくひくさせて、練れん介すけだけに聞こえる声でシーナが言った。

　よくある世界のミステリー話を練れん介すけは思い出した。マリーセレスト号事件。急に消えた乗員乗客。少し前まで普通に生活していたようで、食事の用意だけが残されている……。

「いや、悪い。風向きが変わった。食いモンだけじゃねえな」

　目を細めたシーナが、ある方向をついと指し示す。

「あっちだ。別の臭いがする。それから──暗霊が、わんさかいるぜ」

　シーナが示すそちらを軽く見やってから、セリアメア。

「褒めてあげます。さすがは不吉に親しむ者、鼻が利ききますね。どれだけ墓はか穴あなを掘ってきたのかは知りませんが」

　それがまったく褒めていないということはわかった。シーナは鼻を鳴らし、

「お前も入りたきゃいつでも掘ってやるぜ？」

「いい加減にしろ。今はそのような状況ではない。……この集落の中心地だな。行くぞ」

「……申し訳ありません」

　珍しく久く瀬ぜが僅かに語調を強めて言い、セリアメアが素直に頭を下げる。練れん介すけはそこから久く瀬ぜの本気度を見て取った。いつも沈着冷静な男ではあるが、今はそれに加えて真剣だ。彼は心の底から、この集落で待ち受けている物事に対処しようとしているのだと思える。

（脅迫までして俺たちを強引に協力させるくらいだからな。さすが正義の味方だ）

　皮肉を思いながら、久く瀬ぜたちを追った。

　集落の中央部はちょっとした広場のようになっていた。駐車場のような開けた場所と、その隣に小豆色の屋根をした簡易的な平屋の建物がある。おそらくは村の集会所のような役割を果たしていたのだろう。

　そして。そこに来れば、もう。

　練れん介すけにも、異臭の原因ははっきりとわかった。

「あーあー。派手にやっちまってんな、こりゃ」

　肩の上の声を聞きながら、練れん介すけは吐き気を必死に堪えていた。思い出したのはシーナと会ったばかりの頃の出来事。工事現場でスライムに殺されたヤクザの男。ここにあるのは、あれと同じで──あれ以上だ。

　肉が、散らばっていた。大きなもの。小さなもの。衣服の切れ端を纏まとっているもの、ただの肉片のようなもの。すっかり乾いて固まった赤黒い色。部位がどこか判断できるものは幸いだ。身体からだの中身なのか外側なのかもわからない塊が、そこかしこに。

　あのときも思ったことだが。スプラッター映画が好きでも、このような光景シーンを見たことがあっても、現実の臭いや生々しさや皮膚感覚などは──本能として肉体に拒否反応を起こさせるものだ。奥底で身体からだそのものが囁ささやいてくる。気をつけろ。死。逃げろ。通常ではいられない。いていいはずがない。死。危険。まずい。やばい。気をつけろ……

『ＯオＨー。こいつは、ひどい。のぞみんはあっち向いときな。アーカイブも見ないように』

　アルマの抑揚のない声。さすがの彼女もいつもの調子とはいかないようだ。

「……煙草たばこが吸いたいな」

　小さな久く瀬ぜの呟つぶやきも耳に入る。珍しく、うんざりしたような、辟へき易えき感のある声。

　練れん介すけは不快な何かを喉奥に押し込め、意識のピントを調整していく。心のフィルター位置をずらして切り替える。視界の中に見えるものを、必要な情報としてのみ認識できるように──

　胴体席ボデイスペースの中で汗を拭い、深呼吸。

　目を閉じ、そして開いて、無理矢理に精神状態を元に戻す。

　それを待っていたわけでもないだろうが、シーナがＲリボＶルヴの肩を蹴り、とんと地面に降りた。赤黒い世界のすぐ手前に、真剣な顔でしゃがみ込む。

「ふん。剣やら鈍器でやられたわけじゃねえ。獣クセェな。食い千切られたって感じだ」

「やはり、そうか」

　同意したのは久く瀬ぜだった。続ける。

「他に何かわかることはあるだろうか。できるなら協力を要請したい。──セリアメアより、君のほうがこういうものには慣れ親しんでいるように思える」

　シーナが軽く見上げてきたので、練れん介すけはＲリボＶルヴを頷うなずかせる。相手の思い通りになるのは癪しやくだが、敵がいるのであれば、自分たちの安全のためにもどうせ最低限の調査はしておかなくてはならない。どれだけ意味があるかはわからないが、ついでに恩を売っておくのもいいだろう。

「しゃーねーな。どうせあたしらが暗霊を使うのは知られてるし……練れん介すけ、そこ開けてくれ」

　重心安定のためにＲリボＶルヴを片膝立ちにさせてから、胴体席ボデイスペースのハッチを開ける。生々しい臭気が今度は直じかに鼻に流れ込んできたが、なんとか耐えた。

　ん、とＲリボＶルヴの膝に乗ったシーナが手を伸ばしてきたので、なんとなく役割を悟る。胴体席ボデイスペースに座ったまま、彼女の手を握った。冷たい肉が散乱しているこの場でも、彼女の手は柔らかく、温かい。久く瀬ぜたちに気付かれないようにぎゅっと力を強めると、シーナも素知らぬ顔で握り返してくれた。共犯関係。蟠わだかまる死臭が気にならなくなる、生きる理由。

　眷けん属ぞくと魔マ術ギ種スは繫つながっている。近くにいればいるほど感覚が鋭敏になるようなことも言っていたような気がする。だからシーナはこうして直じかに触れることで、何かを──おそらくはダークエルフという種族の友である暗い精霊を、より鮮明に見つけ出そうとしているのだろう。

　目を細めて惨劇の場を見やるシーナ。

「はん、うようよだな。血、骨、屍し肉にく。暗霊たちが元気いっぱいだ」

「シーナ。そこにいる人数とかわかるか」

「ああ。十四……いや、多分、十五だな」

　アルマが先程言っていた、この集落の住人の数と一致する。やはりか。

「それ以外に何かわかることは？」

「うーん。正直、こっちの世界じゃ大変なことなのかもしんねーが、これ自体は──よくあることとは言わんけど、見たこともないってほどじゃない。森で迷った交易隊がフォレストウルフの群れに襲われて全滅とか。オーガの戦士団に仕掛けた騎士たちが負けたあととか、ま、こういうふうに食べ残しされてる光景もあったよなーって感じ。ただ……」

「木は地面に生えるという断言じみた無意味な調査ですね。こちらの世界だからこそ問題なのでしょう」

「うっせーな、黙ってろよ。まだ途中だ。ただ──何か妙な感じはする」

「妙って？」

　練れん介すけが問い返すと、シーナはぐるりとこの凄惨な広場を見回すようにした。

「暗霊たちはここにしかいない。それは変だろ。あの輝獣ってやつかどうかは知んねーが、たとえば危ねぇ獣の姿が見えて、全員がここいらに集まってきたとして──抵抗すんならこっちの家の中に入るだろ。なんで全員外で食われてんだ？」

「いい着眼点だ。僕が見る限り、この公民館のような建物に誰かが立てこもった形跡はない。ガラス一枚割れていないからな」

　久く瀬ぜが横手の建物を確かめるようにしながら言う。実際、この惨劇の場のすぐ隣にあるのに、建物には血の汚れ一つついていなかった。

　となると、シーナの疑問に答えられる可能性は。

「集まる前にみんな外で襲われて、それからここに運ばれてきた……ってのは？」

「ないな。ここに来るまでの間、死体とか食べ残しとか血の跡とか全然なかったろ。……よく見りゃこの食事風景も相当おかしいぜ。偏りがなさすぎる」

　確かに、シーナの言うところの食べ残しは、この広場全域に散乱しているわけではなかった。とはいえ一箇所を中心に山になっているわけでもなかった。改めて見れば、おかしい。

　それは、ある程度の分量を持った一塊……つまりは人間一人分の肉ずつが、規則的に、広場の中心付近から一定の間隔をおいて散らばっているようにも──

「まるで、ここに一旦みんなで並んでからお行儀良く食われたみたいだぜ」

　その直後だった。

　シーナとセリアメア、二人の魔マ術ギ種スが同時にその手に弓矢を生み出した。この間のように、互いに狙いをつけあっているのではない。二人の鏃やじりはまったく同じ方向を向いている。

　その先──広場の惨劇を見下ろせる、公民館の屋根の上。

　そこから、ひどく涼やかな声が聞こえてきたのだ。




「ふふ、ご名答よ。心地ここち好よい合唱さんをね？　聴かせてもらっていたの」




　　　　　　　　　†




　若い女だった。屋根の端に腰掛けて、子供のように足をぶらぶらさせている。風に揺れるのは、仕立てのよさそうな、ナイトドレスじみた薄布の服。その顔立ちは美しくはあったが、どことなく牧歌的な柔らかさがあり、今もひどく無害に微笑ほほえんでいる。

　そして最も目立つ特徴は──鳥のような雰囲気のある異形の手と。

　その背から広がる、一対の羽。

「「《セイレーン》！」」

　シーナとセリアメアが同時に叫び、また同時に矢を撃ち放った。女は背の翼を勢いよくはためかせ、螺ら旋せんを描くようにふわりと飛び上がる。その動きすらも優雅であった。

　宙に身を浮かべた女は、その高みからこちらを見下ろし、邪気なく笑う。

　開いた口から聞こえてきたのは、優しく穏やかな言葉。

「／あかるい月の真下のこどもたち／良い子に聴いて、茨を踊って／」

　短くとも、そこには確かに旋律があり、抑揚があった。

　すなわち──歌のようだった。

　それが耳じ朶だに届いた瞬間、ぐわん、と頭が揺れるような感覚を覚える。

「っ……操歌魔術ソングマジツクか！　練れん介すけ！」

　不快ではなかった。不快ではないのが恐ろしく、ぞっとした。それはとても温かな呼びかけ。心地ここち好よい提案。安らぎに満ちた誘いざない。だが不安定に揺れたからこそ、練れん介すけは逆に全力を以もつてしがみつくべき芯が自分の奥底にあることに気付く。すぐ近くにいるシーナとの《繫つながり》は、こんなもので見失うほど矮わい小しようではない。

　だから意識をふらつかせたのは一瞬、すぐに主動作桿かんを握り直す。

「俺は大丈夫だ……シーナ、膝から降りてくれ。戦闘態勢を取る！」

「おっけ！」

　ＲリボＶルヴの膝から降りたシーナは、空に向かって嘲あざけりの顔。

「へっ、いきなりこいつを操ろうとしたのか？　ばーか。眷けん属ぞくに効いてたまるか」

「うーん。初めてやってみたけど、どうやらそうみたいね。残念さんだわ」

　緩やかな羽ばたきで空中に浮かびながら、女は可愛かわいらしく小首を傾かしげていた。言葉のわりに表情はあまり残念そうではない。

「練れん介すけ。あれはセイレーン……歌で他人を操る種族だ。多分だが、ここの村人はこいつに操られてここに集まらされたんだな。意思の強さで抵抗はできるはずなんだが、まあ心構えがなきゃ仕方ねぇ」
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　シーナはちらりと目を動かして、

「ただ──あたしらみたいな魔マ術ギ種スは当然として、どうやら眷けん属ぞくも眷けん属ぞくであるってだけで弾はじける感じだな。ラッキーだぜ。……あっちは別にそうじゃなくてもよかったんだが」

「操られてここで敵に回られてたら面倒だった。一応よかったとは思っとこう」

　練れん介すけも久く瀬ぜのＲリボＶルヴが慎重に位置を変えるのを確認していた。セリアメアと連携していつでも動けるようなポジション取り。どうやら向こうも洗脳などはされていないらしい。

「セイレーン、か」

「間違いありません。蝶ちようと蜂の見分け方じみた断定が可能です。セイレーンは歌を詠唱として魔術を行使する、翼を持った種族。……どうしますか、千ち紗さ人ひと」

「作戦を変更する必要は感じない。予定通りに、始末する」

　示し合わせたわけでもないが、練れん介すけたちは右、久く瀬ぜたちは左。じりじりと展開していく。

「不思議ね。エルフにダークエルフ。仲が悪いのではなかった？　どうして一緒になってわたしに弓を向けているのかしら。いつのまにか仲良しさんになった？」

「なってねぇ」

「でも、仲良くなるのはいいことだわ。わたしはみんなと仲良くなりたいの」

「そうかよ。んなら名前くらい名乗ったらどうだ？」

「それもそうね、ダークエルフさん。わたしはファズ・イル・ン。ファズでいい──」

　名乗らせておいて、その瞬間にシーナは矢を撃ち放った。きゃっ、と翼を動かして回避するファズ。仕方ないとばかりに舌打ちしたセリアメアも追随した。

「まあ嫌ね。仲良くなって遊ぶのはいいけど、わたしの思い通りに動いてくれなくちゃ」

　のんびりした声ながらその動きは鋭く、弓の名手であろう二人から射かけられる矢をセイレーンは見事に回避し続ける。そのうちにその軌道は滑るような横移動に転じた。

　久く瀬ぜが先んじて反応した。基本にして重要な、ＲリボＶルヴの停止状態からの第一歩フアーストステツプ。それをいかに早く、いかに安定して行えるかは腕前が如によ実じつに出る。狂いのない体重移動も脚部・股関節部の滑らかな操作も、まさしく教科書に載るようなレベルのものだった。

　動作に遅れて、通信。

「奴やつを追う。だが気をつけろ。おそらく待っているのは──」

「わかってる！」

　練れん介すけもＲリボＶルヴの下半身に活を入れた。右足、左足、右足。鋼の巨人が忠実に練れん介すけの意思を汲くみ、大地を蹴ってその重い身体からだを前に進ませる。一瞬、立ち止まってＥＦジェットを使うべきかという考えも頭に浮かんだが、

「練れん介すけ。あいつらは一応飛ぶが、空で暮らすような種族じゃない。岸辺の海風に乗るための翼だから、長くも高くも飛べないはずだ」

「了解だ」

　併走するシーナの言葉で思い直し、そのまま地上を走ることにする。最高速度はさすがに飛んだほうが速いが、安全性や安定性、使用エネルギー効率に関しては遥はるかに歩行のほうに分があった。特に慣れた駆操者によるＲリボＶルヴ歩行は車両に匹敵する移動量を発揮する。進むのがきちんと舗装された直線道路でないのならばなおさらだ。人体を模したＲリボＶルヴは他の乗り物とは一線を画した移動自由度を具そなえているのだ。

　人がいないのをこれ幸い、久く瀬ぜ騎は一直線にファズを追っていた。用水路を跨またぎ越え、民家の庭先に侵入し、身体からだを横向きにして物干し竿ざおと縁側の間を通り抜け、植え込みの上を一気に跳躍する──人にとってはなんでもない動きでも、ＲリボＶルヴではその一つ一つが超絶技巧。

　取り残されるわけにはいかない。練れん介すけも同じルートで一直線に追う。鋼鉄の巨人が、走る、走る。脚部機構をリズミカルに、連続して、繰り返し稼か働どうさせるという行為の難しさ。それはごく短いスパンで片足立ちや短跳躍を繰り返しているのにも等しい。

　認めたくはないが、天覧橋アルマの調整は完璧だった。まるで第二の肉体のように、この最新型のＲリボＶルヴは練れん介すけの意思を過不足なく四肢に読み取り、そのスペックを完全に発揮している。学校の練習騎のままでは到底久く瀬ぜを追いかけることはかなわず、引き離されていたか、途中で家や用水路に突っ込んでいただろう。

　鋼の機構が絡からみ合あう音は、胴体の中でもそれなりに騒々しいが、心地ここち好よくもある。もっとだ。スピードに乗れ。速度計の数値が上がっていく。激しい振動がシートに固定された練れん介すけの身体からだを小刻みに揺らす。それ自体がきっとこのＲリボＶルヴというイキモノの鼓動だ。収まるはずもなく、耐えるしかなく、強まるのは必然。

　そこで動力インジケータの推奨表示が目に入る。そろそろだと思っていた。全力走行の最中、安全装置を外し、補給トリガーに手をかけ、撃鉄を起こす。

　同時に、前を征くＲリボＶルヴの背でも注入器インジエクターが持ち上がるのが見えていた。

「エネルギーリロードを──」

「実行する！」

　二人の台詞せりふに合わせて撃鉄が落ちる、ガコォンと小気味良い金属音が重なった。このＲリボＶルヴというモノの動力である新しきエネルギー流体ＥＦが瞬間的に全身を駆け巡り、戦意を示す文様にも等しいエネルギーラインにいっそうの輝きを与える。

「第一薬室フアーストチエンバー、注入動作完了アイシー。シリンダーロールを確認」

　それは生け垣を跳び越えながらの食事で、軒先を潜りながらの補給。久く瀬ぜが生真面目な報告を呟つぶやく間にも速度は下がらない。

　牧歌的な日本的集落の中を、白き鋼の巨人が二騎、猛然と駆ける。開け放された縁側や手押し車、古ぼけた耕こう耘うん機に農作業用トラックがそれらと同じフレームに収まっているのは、前衛写真家が興味を覚えるほど不思議な光景だろう。加えて、その前では瓦屋根の上を眼鏡のエルフがマントをはためかせて走っている。その隣ではギャル風制服のダークエルフがブロック塀の上を猫のように飛び移っている……。

「博士。奴やつに関して、特別な波長か何かを探知できるか」

『んー、無理！　明らかに普通の人間の身体からだとは違うセリちゃんたちだけど、それがどう違うのかを測る仕組みがまだまだワタシたちにはさっぱりなのだ。今後の楽しげな研究課題！　というわけでここで逃がすと面倒だってことを伝えとくよ。がんばれ～』

「大丈夫だ。高度と速度が落ちてきた」

　そんなやりとりを聞きながら集落を出て、周囲を囲む森の中へ。木々の隙間に見える翼の人影は、徐々に下降していき、ほどなくして空から木々の中にその姿を移した。

　鋼の脚と異世界人の脚にさらに力が込められ、最後のダッシュ。そして距離が縮めば魔マ術ギ種スたちには根源魔力というお互いの位置を感じ取れるセンサーがある。森の中に逃げ込んで終了という形にはならない。

「はーぁ。無駄に走らせんじゃねえよ、ったく」

　シーナが見上げる先にいるのは、今度は大樹の枝に腰掛けて羽を休めているセイレーン──ファズの姿。相変わらず、柔らかに笑っている。

「ごめんなさい。でも、開けた場所よりはこちらのほうが遊びやすいと思ったから。──この子たちが、ね」

　次の瞬間──森が、ざわめいたような気がした。

『騎体搭載の簡易Ｄピラーからの観測値が収束した。報告したほうがいいかな？』

「無用だ。見えている」

　まず暗がりから現れたのは、巨大な、いや、巨大すぎる狼おおかみのような獣。その大きさは軽自動車にも匹敵する。漆黒という概念そのもので塗り潰されたような、色というよりは影のような、現実感のない墨色の体毛。子供程度なら文字通りに丸まる吞のみできそうな口に、杭くいのような牙、手足は熊とも比較にならないほど太く肉厚で、先端の鉤かぎ爪づめは一本一本が包丁よりも太く大きい。

　間違いはない。

　それは、このＲリボＶルヴという機械が存在する意味。

　森に発生する、人を喰くらう獣──輝獣であった。

　それにしても大きい。スライムと同化したものを除けば、今まで練れん介すけが見た中でも最大級の大きさだ。

　その尋常ならざる威圧感を持った獣は、ファズが休憩所としている木の根元あたりで、こちらをじっと見ていた。輝獣はどこか虚無的な造りの目や口をしているのが常だったが、その巨きよ狼ろうは比較的に生物らしい眼まな差ざしをしているように思えた。サイズのせいだろうか。

　輝獣はそれ一匹だけではなかった。

　音もなく、次々とその姿を現す黒の獣たち。猪いのししに似たもの。鰐わにに似たもの。獅し子しに似たもの。輝獣は自然界に存在する動物と似たような姿を持っていることが多いが、全てが完全に一致しているわけではない。だから明確に何とも言えない、四肢と牙持つ頭部を具そなえた獣としか言いようがないものもいる。虎と狐きつねが混ざったような印象のものもいる。

　それらの数は──合計六体。

『ワーオ！　すごい！　輝獣の見本市だな!?　自然にこんな群れを作ってるんなら大発見だけど、いやそれよりもフォルム的に新型がいるかな？　いないかな？　チサヒト、もっとじっくり画像に映して！』

「それよりも、これが全てか？　他に反応は？」

『多分いないとは思うけど、正直、断言はできないな。輝獣反応探知はまだ穴だらけの技術なのだ。特にそんだけ一箇所に固まってると、付近全体の探知にも影響が出るかも』

「いるかもしれないが、いないかもしれない、と。警戒はしておくべきでしょう」

　セリアメアが油断なく弓を構えつつ言う。シーナも周囲を警戒しつつ、再び練れん介すけの近くに寄ってきた。

「あの獣どもはともかく、眷けん属ぞくの姿も見えねえ。油断すんなよ」

「ああ」

　そのとき、再びの歌が響いた。

「／のはらの小石は王子様／ならんでうたって結婚式を／」

　それを合図に、輝獣たちが一斉に動く。常識ではありえざる光景──理性も何もなく、本能だけで人を襲うとされている獣たちが、整然と横に並んだのだ。一ひと際きわ大きな巨きよ狼ろう輝獣を中心とした、美しい等間隔の整列。

「はん、やっぱそいつらを操歌魔術ソングマジツクで好きにしてんのか。犬っころを操るのなんて簡単そうだしな」

「あら。簡単ではないわよ。少しコツがあるだけ。こちらの世界に来てからいろいろルールが増えて大変だけど、コツを見つけるのは楽しいわね。思い通りにするのは楽しいわね」

　ファズは輝獣たちが集う木の上に立っていたが、とっておきの内緒話を耳元で囁ささやくように、軽い前傾姿勢になって言った。

「たとえば──その子たちはね。人を食べて満腹になればなるほど、操りやすくなるの。どういうわけか知らないけど」

「だから住人たちを食わせたと？」

　冷えた声で久く瀬ぜが言った。セイレーンの少女はくすくすと肩を震わせる。

「それだけじゃないわ。もちろん、面白かったからよ。こっちの世界では、人間さんたちは基本的に一時的にしか操れないから、無駄にしちゃったら勿もつ体たいないでしょう？　ごはんの時間も楽しくないと。みんなは面白く、わたしに合わせてうたを歌ってくれるの。何がなんだかわからないって目の奥では思ってるのに、助けてくれって思ってるのに、それでもわたしのうたに抵抗できなくて、わたしの思い通りになって、最後には生きたままばりばりって食べられちゃって、それでもわたしのために歌い続けてくれるの」

　木の上で、くるり。視線を集めるのを楽しむアイドルのように。

「ああ──そう、そうなのよ。わたしは面白い姿を見せてほしいだけ。わたしのうたで、みんなに面白く踊ってほしいだけ。その内容はなんでもいいわ。お姫様とそれを守る騎士が愛を囁ささやきながら殺し合うのでも。生き別れの親子が再会を喜びながら裸で交わるのでも。とにかく、普通ならそうならなかったものが、わたしのうたでそうなってくれる……わたしはそれを見るのが、たまらなく楽しいの」

　一点の曇りもない笑顔で言う彼女に、シーナは唇の端を吊つり上あげた。

「はっ。いい趣味してやがるぜ」

「褒めてくれる？　嬉うれしいわ。向こうでも同じ。わたしは楽しいことをしたいだけなのに、長たちには──扇動者ファズ、だなんて名付けられて。処刑されちゃった。うふふ、セイレーンの社会で二つ名を与えられるのは力を持つ者だけなのよ。とっても大きな力を持つ英雄か……大罪人か。わたしはどっちだったのかしら。いえ、同じものかもしれないけれどね？」

　シーナの皮肉は通じないのか、無視しているのか。どうあれ対話の余地はなさそうだ。

　あれは、ひどくわかりやすい──シーナとはまた別の意味での、邪悪だ。

「さあ、遊びましょう。今は効かなくても、やっぱりコツがあるわ。多分、血を抜けばあなたたちだって操れるようになるわよね。エルフさんにダークエルフさん？」

　そうして彼女はまた歌の一節を紡つむぐ。

「／クーイリーファの木漏れ日の中／お好きなこのみをさがして食べて／！」

　それは穏やかなる宣戦布告で、開戦の合図だった。

　並んでいた輝獣たちが、一斉にその脚を動かして接近してくる。

「シーナ。さっきみたいに肩に乗ったほうがいい。地面で輝獣に挟まれたらまずい！」

「了解だ。あたしなら振り落とされたりしないから、練れん介すけは気にせず動いていいぞ」

　ＲリボＶルヴの肩にするすると上ったシーナは久く瀬ぜたちのほうを見て、

「別に動きを合わせたりはしねえぞ。あたしらはあたしらで勝手にやる！」

「いいだろう。セリアメアも乗ったほうがいい」

「承知しました」

　向こうもＲリボＶルヴの肩に魔マ術ギ種スを乗せた構え。身軽な彼女らだ、奇襲さえ受けなければ自分たちでどうにかするだろう。大事なのは──文字通り、足を引っ張らないことだ。土台の役目を果たすことだ。

　すなわち、最優先は、彼女らを狙う輝獣の排除。それに尽きる！

　練れん介すけは大腿部に取り付けられていた装備アタッチメントを見もせず探り、対輝獣メイスＥＦＭを抜き取った。実体弾や単純な斬撃に強い抵抗力を発揮する、輝獣の体表面──それに効果的な多重衝撃を与えるためのＲリボＶルヴ装備である。握り手のスイッチを入れると、乳白色の彩いろどりに輝きが加えられ、僅かな振動が手に伝わってきた。それはＲリボＶルヴ内部のシステムとも連動し、目標との接触の瞬間に微細な超振動を自動的に叩たたき込む準備だ。

　最初に猪いのしし輝獣が双牙を突き出しながら突進してきた。足を横に踏み出して直撃を避けつつ、メイスを横よこ面つらに一振り──浅い。だが追撃する暇はない、続けて別の鰐わに型輝獣が足下に滑り込んできていたからだ。アッパースイングでその鼻はなっ面つらを掬すくい上あげるような一撃。縦回転して吹き飛ぶ。クリーンヒットしたように思えたが、手応えは軽い。おそらく相手は自ら飛んだ……その程度の運動性は持っているものだ。輝獣とは本来、一匹をＲリボＶルヴのチームで囲み、慎重に慎重を重ねてようやく退治できるようなものなのだから。

　三匹目。メイスを振り上げた隙をつくように、最も大きな狼おおかみ輝獣が影のように忍び寄る。足を引いて下がりながら反応するか、間に合わなければいっそ肘打ちで──と考えて動こうとした刹那、その背中に矢が突き刺さる。狼おおかみは爪を地面に突き立てるようにして急停止し、こちらの肩を目を細めて見上げた。飛び道具はその皮膚や体毛とは相性が悪い……あまりダメージは通っていないはずだが、驚いたということはあるのかもしれない。

　その隙に下がりつつ、

「いい、シーナ。矢はあんま効かないと思う。魔マ術ギ種ス本体を狙ってくれ」

「ついでだよ、気にすんな。本体も狙っちゃいる」

　言葉通り、シーナはＲリボＶルヴの肩に乗ったまま器用に弓を引き絞り、樹上のファズに矢を放っていた。だが彼女は翼を一羽ばたき、枝をひょいと乗り換えて、幹の後ろに隠れるようにそれを回避。

「／さわさわふしぎな緑の木／つられた心臓たちの手拍子をきいて／」

「疲れて長くは飛べねぇのか……いや、歌の効果範囲か？　どっちにしても逃げる気はないらしいな」

「そりゃいい情報だ。射線を通したい、けどっ……」

　狼おおかみが改めて飛びかかってくる。不必要なほどの大跳躍。潜るとシーナが危険だ。メイスの柄を両手で握り、なんとか押おし退のける──実際には弾はじき飛とばされたに等しい。ＲリボＶルヴすらぐらつくほどの質量。相手は着地点にあった一本の木を根元から折った。練れん介すけは勢いに逆らわずそのまま間合いを取る。

　そこで胴体席ボデイスペース内部モニタに光点が見えた。友軍騎──一応──の位置についての接近報告。

　肩越しにちらりと後方を見る。

　そこには、セリアメアを肩に乗せた久く瀬ぜのＲリボＶルヴの姿があった。

　だが、あれは本当に同型のＲリボＶルヴなのか。持っているのも同じ対輝獣メイスＥＦＭ。だというのに、それは無骨な金属の塊で形作られた人型の戦士でしかないというのに、その動きは、まるで──舞うようだった。

　脚部機構と重心の制御を中心とした移動行為。光学センサーを用い、あるいはアナログな五感によって位置把握し、腕部機構を主に稼か働どうさせての攻撃行為。それらは互いに連動し、移動が攻撃の糧かてとなり、攻撃は移動へと連結する。あらゆる動きは滑らかであり、無駄なところがない。動き続けているというわけでもなく、止まるべきところは止まる。それは迷いからではけっしてなく、武道の型のような、合理性を突き詰めていった結果として発生する『静』であった。

　獅し子しに似た輝獣の頭部を対輝獣メイスＥＦＭが一撃。練れん介すけが先程繰り出した攻撃と何が違うのか。角度か、速度か──ともあれ、獣は声もなく明確によろめいた。知られていることだが輝獣はいかなる唸うなり声も発さない。

　だが焦あせって追撃はしない。久く瀬ぜは飛び込んできた別の一体をあろうことか腕を使っていなし、その勢いを利用して身体からだを半回転、背後から忍び寄ってきた三体目の輝獣の胴に深々とメイスを埋め込ませた。その獣は回転の勢いもあって大きく吹き飛ばされ、木に衝突してその根元で痙けい攣れんするだけになった。体内の核を振動が捉えたか。

　それでもまだ輝獣の数は多い。久く瀬ぜの動きはその先も迷いなかった。一連の流れの最後、まるでそうすることを事前に予定していたかのように、練れん介すけのＲリボＶルヴの背後へ──背中合わせに。

「数が多い場合は敵の攻撃方向を制限することだ。どれだけ高性能のセンサーがあろうと全方位は警戒しきれない。このように味方騎でもいいし、木々や岩も強度的に可能なら使うべきだ」

　利用するしかない。練れん介すけは注意方向を騎体の前半分に限定する。飛びかかってきた輝獣をメイスで迎撃した。手応えあり。

　通信機越しに、あるいは肩越しに、久く瀬ぜの静かな声は続く。彼は彼で当然のように後ろ半分の輝獣を相手している。

「朝あさ倉くら練れん介すけ。君はまだ学生だが、その成績は調べている。学校で保管されている内部データも博士に協力してもらってアクセスし、見られるものは見た。その上で僕は君に協力要請を出した。複数の輝獣に襲われることは想定できていたし、たった二騎で対抗するのが簡単なことではないこともわかっていた。それでも──君が実力を出せるのなら、対抗できるだろう、と」

　一息おいて、

「慌てる必要はない。君ならできる」

「うる、さいっ……！」

　彼は敵かもしれない男だった。いずれ敵になるであろう男だった。

　だがそれでも、今の動きを見てしまえば、彼が歴戦の勇者であることに疑いようはなく。

　同じ技術を学び行使するものとして、それを最高峰のレベルにまで磨き上げた研けん鑽さんの重みを理解せざるをえなかった。善悪も立場も抜きに、その価値を、無二のものとして感じざるをえなかった。

　その彼の口から発された言葉に──僅かでも高揚のようなものを覚えてしまったことが、情けない。だが今は、その反はん駁ばくすらも力にしろ。そうしなければ負ける。

　くそっ。やってやろうじゃないか。

「／ささやかなマナンキリのはな／思い出したにおいは井戸の奥／」

　歌が聞こえる中、久く瀬ぜと背中合わせの状態で、一匹減った輝獣たちの攻撃に対処していく。足を止めているわけではない。こちらを誘導するような久く瀬ぜの微妙な位置変化に合わせて動き続ければ、その場で回転しているような形にもなる。それはあの最も大きく、最も強いと思われる巨大な狼おおかみ型輝獣を常に久く瀬ぜが受け持とうとしているが故だ。言葉ではなく動きでわかった。癪しやくだが有効性は理解する。他の輝獣も脅威ではあるが、あいつだけはレベルが違う。本当に一小隊、あるいは二小隊が同時に相手をせねばならないほどの危険度だ。それをまがりなりにも一人でいなそうとするとは。

　だが──輝獣の爪がＲリボＶルヴの装甲を捉える、耳みみ障ざわりな音が次第に増えてきた。よろめいた背中が久く瀬ぜ騎の背中にがつんと当たる回数も。一匹やられたことに警戒したか、あるいは繰り返される歌で力を得ているのか、輝獣の群れという力は二騎のＲリボＶルヴで容易たやすく減らせるものではなかった。

「千ち紗さ人ひと。手を考えましょう。このままではまずいです」

　ＲリボＶルヴの肩で、先程からファズに対して射撃し続けていたセリアメアだ。輝獣に囲まれている状況では、大きく発射位置を変えられず、木の幹で回避され続けていた。それはシーナも同じだった。

　僅かな間があって、久く瀬ぜの声が答えた。

「やはり射線を通すことが必要だな。いけるか？」

　後半の言葉が誰に呼びかけられたものかはわかった。

　答えは決まっている。

「なめんな。もう慣れたさ。──行くぞシーナ！」

「行け行け！　踊りはもう飽きたぜ！」

　背中合わせの形を打ち捨て、練れん介すけは一気にＲリボＶルヴを前方に走らせた。輝獣の半分ほどが追ってくる気配。やはり巨きよ狼ろうは久く瀬ぜが意識的に押おし止とどめているようだ。

「まあ。うちきなマルローズの初夜のはね／花束もっておいかけて／！」

　久く瀬ぜから大きく離れる。ファズのいる木を回りこんで、目的地はさらにその後方。大きく挟みこむような位置関係を狙うのだ。そうすれば幹の後ろに隠れようが、どちらかの魔マ術ギ種スに対しては必ず射線が通っていることになる。

　追ってきた輝獣に超振動のメイスで打撃。慣れてきた──言いたくはないが、学習した。木を背負う形で前方に意識を集中させていれば、そのぶん精度は上がる。鰐わに輝獣の深部、核にまで振動と衝撃が到達したか、動きが止まった。

　輝獣はまだいる。だが全滅させるのが目的ではない。死ぬ前に本体を殺す！

「シーナ！　任せた！」

「任せとけ！」

　森の黒妖精が鋼の巨人の肩で膝立ちになり、キリリと流れるように弓を引く。一枚の絵画のような美しさ。

「あらあら。前から後ろから、怖いわ。でも、こうして逃げれば無意味にならないかしら」

　セイレーンは翼を一度だけ動かし、横手の木へ移動した。前後に挟まれれば左右に逃げる。当然だ。射線が斜めになればまた防げる角度も増える。

　だがそれを予期していなかったほど彼女らは愚かではない。

「そうかよ！」

　シーナが弓を構えたまま跳んだ。ＲリボＶルヴの肩から、横手の木の上へ。ついに立体的で自由な位置取りを解禁。今までは感知できていない伏兵の輝獣が死角から攻撃してくるのを警戒していたが、これまでの流れで姿を現していないのならば「いない」と考えていいと判断したのだろう。無論、可能性としては残っているが、それは当然のリスクとして許容する。ダークエルフはいるかどうかもわからない獣にビビるような存在ではない。仕留められると感じたときには迷わずその本能に身を任せられる、一流の狩人かりゆうどであるのだ。

　木々の向こう、ファズを挟んだ奥では、同じようにセリアメアが別の木の枝に向けて跳んでいるのが見えた。点対称のような動きで、シーナとまったく同じタイミングで、二人合わせて不可避の射線を通す。あれだけ反発しながらも等しい答えを導き出すのは皮肉だ。

　ファズにはもはや、二人の矢から身を隠す手段は残されていない──

「もらったぜ！」

「狩られた鳥じみて墜おちなさい、セイレーン」

「……ふふ」

　前後から殺意を向ける彼女たち、そして放たれた神速の矢の前でも。

　ファズの牧歌的な微笑ほほえみは変わらなかった。練れん介すけの背筋に嫌な気配が忍び寄る。

　新たな輝獣の伏兵というリスクはおそらく低い。だからこその思い切った特攻。

　だが。それ以外のリスクが──ないと言えるだろうか？

「あーあ。そんなことをしてしまっては、避けられないわよ？」

　そして翼の生えた少女は歌うのだ。

　手を伸ばし、近くの枝を強く揺らし、葉を無数に落としながら。

　くるりと手を広げてその場で回り、落ちる葉たちに一撫なでを加えながら。

「／踊る小さなかのじょたち／それはカルデの一族のつらぬき／」

　刹那、舞い散っていた無数の葉が空中で静止した。ただ静止したのではない。三角形の葉の尖とがった先端部を、くくっとシーナたちに揃そろって向けるような動きを見せて、止まったのだ。

　それは弦つるを引き絞るが如ごとき一瞬だった。すなわち、その後は弾はじかれるのみ。

　無数の葉は、目に見えぬほどの速度で、彼女らの矢の数十倍の密度で逆に飛んだ。彼女たちは顔色を変えて空中で身を捻ひねるが、その数と速度が回避を許さない。距離が近くなっていたのも不利に働いた。

　練れん介すけはそれらの葉が刃じみた鋭さを以もつて、シーナの褐色の肉に潜り込むのを見た。逆方向、セリアメア側でも同様のことが起こっている。それはもはや葉の形をした鏃やじり。血がしぶき、呻うめいた彼女らはバランスを崩して地面に落ちる。

「がっ……」

　受け身は取っていなかった。倒れ伏しているシーナ。ぞっとしたが、懸命に地面の土を搔かくように拳が握られ、起き上がろうと髪が滑るのが見える。まだ動いている。致命傷ではない──しかし、ここで追撃を受けてはまずい！

　練れん介すけは後のことは意識的に考えず、全力でシーナとファズの間に割り込んだ。今まで相手をしていた輝獣たちと魔マ術ギ種スに挟まれにいく形になってしまったが、仕方がない。どうあってもシーナだけは守らねばならない──

「／きこりのおじさんの忘れ物／ぴょこんと跳ねるうさぎさんのやり／」

　視界の端で、軽くファズが地面に舞い降りるのが見える。腰を屈かがめてその手で触れたのは、先程、巨きよ狼ろう輝獣が勢い余って折っていた一本の木だった。人間の胴ほどの太さのそれが、枝葉を茂らせて横倒しになっていただけのそれが、ファズの掌てのひらで触れられただけで音もなく浮かび上がり──木の葉と同じく、弾丸のような速度で水平に射出された。練れん介すけに向かって。あるいはシーナに向かって。避けるわけにはいかなかった。

「ぐあっ……！」

　身体からだの中心部を雷鳴のように貫く、凄すさまじい衝撃と轟ごう音おん。木一本丸ごとの質量が、鋭い杭くいのように尖とがった先端部に導かれて練れん介すけのＲリボＶルヴを襲ったのだ。最新の技術で形作られた鋼の装甲も、その攻城兵器じみた、原始的すぎる槍やりの破壊力には抗しきれなかった。

　ＲリボＶルヴの鳩みぞ尾おちあたりに直撃した樹木槍やりは、装甲の隙間へとその破壊力を集中させ、圧倒的な質量を貫通力に転じさせ、奇跡のように鋼の人形の内部へと侵入を果たしていた。背中に貫通こそしなかったが、胴体席ボデイスペースの内部に飛び込んだその先端はマニピュレータのほとんどを無茶苦茶に荒らし、触れただけの練れん介すけの左足を膝下からもぎ取り、ＲリボＶルヴの上半身と下半身を直角に捩ねじれさせるようにしながら激しく吹き飛ばして大地に叩たたきつけた。馬鹿げた威力だ。大砲の直撃じみた威力だ。魔術で強化でもされているのか。

「今までのうたが、獣さんたちを操るためだけだと思ってた？　違うわ。準備していたのよ。こういうものにうたを届けるのは難しいのだけれど、重ねて歌って、直接手を触れれば──この通り。葉っぱさんや木さんたちにも、踊ってもらえるわ」

　切断された脚からは不快な喪失感が暴れ回る。痛みに近い何か。魂の痛み。本当の身体からだの痛みなどもう忘れてしまった。どうでもいい、そんなことは。

　緊急脱出手順を実行し、前部装甲の搭乗口を開く──歪ゆがんで引っかかっていたので残っていた足で蹴り開けた。その衝撃もまたびりびりと脳髄を揺らす。

　左足を拾い探すこともなく這はい出でて、彼女の姿を探した。いた。思ったより離れていない。衝撃吸収に一役買ったのなら足が飛んでも本望だ。

　シーナは全身から血を流しつつもなんとか立ち上がり、こちらに近付いてきていた。手を伸ばしてくれたので、それを摑つかんで練れん介すけも片足で立つ。

「無事か、練れん介すけ。……無事じゃねえな。また片足もげてやがる」

「大丈夫だ。シーナこそ──」

「ダメージはくらっちまったが、たいしたこたねえ。血だってすぐに止まる」

　軽く周囲を見て、

「とりあえず木の上に跳ぶぞ。獣が気がかりだ」

　シーナは練れん介すけを抱えて跳躍した。魔マ術ギ種スとしての人外の瞬発力。だが枝を踏みしめたときにぐらついたのは、練れん介すけが重かったためだけではないだろう。

　無論、木の上にいても輝獣が飛びかかってくる可能性はあるし、幹を伝って上ってくる可能性もゼロではない。これは一時しのぎの退避だ。

「何があった？」

「操歌魔術ソングマジツクだろうな。誰かの意思を操るだけじゃなかったってこったろ。あたしが血の暗霊に炎の働きをさせるのと同じように、無機物自身を別の何かと思わせて操ったんだ」

「……！」

　無機物に対する洗脳、というわけか。木の葉は自らを鋭い鏃やじりと思い、折れた木は自らを破城の鎗やりと思う──それはきっと他にも様々なものに応用されるはずだ。周囲のあらゆるものが武器として操られる可能性があるのかもしれない。

「ちっ、あいつ本体にも攻撃能力があんのか。獣だけどうにかすりゃいいって話でもなくなったな」

　シーナは目を細めて吐き捨てた。

「俺もなんとなくそう思ってたけど、そんな美う味まい話はなかったか。……どうする？　一応言っとくが、俺のＲリボＶルヴはもう使えない」

「はん。魔術でやられたんならやりかえすしかねえだろ。こっちも魔術でな」

「それしかないな」

　シーナの魔術ならＲリボＶルヴがなくても戦える。輝獣にも対抗できないとは言えないだろう。

　ただし──明確に、燃費は悪い。だからこそ久く瀬ぜはＲリボＶルヴを使うことを主要対抗手段として用意していたのだ。この状況下での魔術戦は、おそらく、やるかやられるかになる。

　しかし今は、賭けになろうとやらざるをえなかった。そうでなければ、この森から無事に出られるかどうかすら怪しい局面だ。

　シーナが壊れたＲリボＶルヴのほうを軽く見て、

「こないだみたいなんもできるけど、どうするよ？」

「いや。普通の精せい霊れい杖じようでいってみよう。今はスピードが大事そうだからな」

　あれは切り札だ。監視カメラであの格納庫の戦いを見られていたなら存在は知られているのかもしれないが、眼前で実際に見せてしまうのはレベルが違う。いずれ戦うことになるであろう相手の前で軽々に使うことは避けたい。

　その考えを視線で共有し、シーナと頷うなずき合った。

（ただ。魔術戦に切り替えるにしても、向こうの状況はどうだ──？）

　樹上から久く瀬ぜたちの様子を窺うかがう。

　シーナと同じく、ファズの魔術、木の葉の鏃やじりを身体からだに受けて地面に倒れていたセリアメア。その手がぴくりと動いて、自分の身体からだに刺さっていた葉を引き抜く。それを自分の服の下、ポケットのような場所に突っ込んで、

「《葉の精霊よ／育み繫ぐ命流に混ぜてリーフエレメンタル・ニユートリシヤスヴエイン》」

　その手が次に引き抜かれたとき、葉は淡い光を纏まとい、くるくると周囲を舞っていた。光は火の粉が舞うようにセリアメアの身体からだに散り──どうやら、傷を癒いやしているらしい。

　起き上がる彼女に、ＲリボＶルヴからの声。

「セリアメア、僕も降りたほうがいいか」

「まだ、大丈夫かと」

　微かすかな光を纏まとう、細身のエルフの女。

　森の中、それはまさしく妖精じみて神秘的な姿だった。

「そうか。ならば今しばらくこのままだ」

　そしてその傍かたわらには、巨大な白銀の騎士が立っている。

　肉眼かセンサーかはともかく、久く瀬ぜの目がこちらを捉えたのを練れん介すけは感じた。与えられていた最新型ＲリボＶルヴが残骸と化しているのも見ただろう。

　言葉もなく、視線すら合っているかどうか定さだかではない。

　それでも、意思は通じていると思えた。

　──逃げられる状況ではない。

　──作戦とは違うが、互いにやれることをやるしかない、と。

　元よりそのつもりだ。

　三。二。一。

　一瞬の静から、再びの動へ。場が再び呼吸を始める瞬間までわかっていたような気がした。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴが大股で前進。残っていた輝獣たちが反応し、そちらに駆ける。

　機は今しかない。シーナと二人で木から飛び降り、練れん介すけはその場に膝をつく。千切れた足を突き立てるようにして地面を感じた。シーナがその肩に手を置き、集中を開始──

「──根付け。我が眷属」

　あの一ひと際きわ巨大な狼おおかみ輝獣がぴくりと何かを察知したようにこちらを見た。間に合うか。

　久く瀬ぜの動きは止まらない。目指していたのは練れん介すけの騎体が横たわる場所だ。

「一騎で相手をせねばならんとなると、マニュアル通りにやっている場合でもないな」

　走りながら練れん介すけの対輝獣メイスＥＦＭを拾い上げる──教科書に載っているわけもない、誰が行っているのも見たことがない、掟おきて破りの二刀流だ。しかし久く瀬ぜはまるで事前に練習していたかのような滑らかさで二本の武器を操った。突っ込んで来た輝獣を右の武器で一撃、回り込んできた輝獣を、身を翻ひるがえしながら左で一撃。それが偶然に上う手まくいっただけの舞踏でなかったのは、その二匹が共に吹き飛んで動かなくなったことから明らかだった。

　ふわりと風に乗るような動きで、エルフが背後方向からその肩に乗る。片方の肩に膝をついていた今までとは違い、頭を跨またいで凜りん然ぜんと立っていた。

「《葉の精霊よ／狭き円舞にて結束を望むリーフエレメンタル・ナロウバンドワルツ》」

　ポケットに手を入れる準備動作を行ってから、再びの魔術。さっきの回復もそうだろうが、自分を傷つけた葉を逆に魔術の構成要素として使うとは抜け目ない。

　彼女の周囲を葉が一定間隔で回り始める。飛び道具を防ぐためのシールドだろうか。いや、剣けん吞のんに細められた目を見る限り、あの回転速度を攻撃に転化する術も何かあるのかもしれない。どうあれ、その胸を張った立ち姿からは、怯きよう懦だなどとは相反する、透明な戦意が溢あふれ出だしているように思えた。

　練れん介すけの足下の切断面からは根が伸びている。地面に埋まり、そこから力を蓄えていく。シーナに触れられている肩に熱がこもる。心地ここち好よい、彼女の温度。もう少し、もう少しだ──

　輝獣は三匹片付け、残り半分。だが残っている最も大きな巨きよ狼ろう輝獣は二匹ぶんと数えるべきか。対してこちらはＲリボＶルヴを一騎失った。もう一騎のＲリボＶルヴもエネルギー流体ＥＦを消費しているのは確かで、相手の魔術に威力があるのは真実で、しかしこちらも魔術戦を行う覚悟。

　状況は、五分か。こちらが不利か。少なくとも有利ではないだろう。

　輝獣たちの向こう。

　扇動者ファズは、じっとこちらを見ていた。相変わらずの、穏やかな笑顔のままで。

　そしてさらに久く瀬ぜのＲリボＶルヴが一歩を踏み出した瞬間──

「やめたわ。今日は痛み分けということでいいのではないかしら？」

　ざん、と地面を蹴るようにして大きく羽ばたいた。後方に飛び滑りつつ、

「思い通りになる子たちが少なくなってしまったの、残念だわ。そちらも本気になってしまったみたいだし、だったらわたしも本気でもっとたくさんの玩具さんたちを用意して相手しないと、賑にぎやかで楽しいことにはならないと思うの。だから今日はこれでお開き」

　頭のすぐ横で舌打ちが聞こえた。

「逃がすかよ。なめたことしやがって……！」

　身体からだの軋きしみ、蔦つたの音、土を抉えぐる根。身体からだが樹きへと変じる速度が僅かに増す。エルフを乗せた久く瀬ぜのＲリボＶルヴは疾駆を止めない。届くか。メイスはともかく、セリアメアの魔術であれば空中の相手でも、あるいは──

　そこでも、ファズは牧歌的に笑っていた。そして歌い始めた。

「／ゆめを知らないひよどりの声／さげて浮かべてとびおりない／」

　次に起こったのは予想外の事象。

　　　　「／ゆめを知らないひよどりの声／さげて浮かべてとびおりない／」

　同じ歌が、別の方向から聞こえてきたのだ。

　それは鈴を転がしたようなファズの声とは違う、深く響く男の声だった。

（なにっ……!?）

　まったく違う声質のものであるのに、二つの歌は不可思議に絡からみ合あい、高め合い、足りぬものを補完し、一つの『何か』として結実する。

　同時、ほとんど樹きになりかけていた脳の奥に振動が届いた。それは最初にファズの歌を聴いたときに感じたものと同じで、それよりも強いものだった。

　こちらを操ろうという邪悪な意思。それが潜んだ強要の歌。

　必死に抵抗する。そうせざるを得なかった。朝あさ倉くら練れん介すけという存在の全てをその抵抗に振り分けるしかなかった。そうせねばどうなるかわからない、という本能的な理解が頭に溢あふれていた。だからか──シーナから与えられていた温度を、地面に根付こうという方向性を、その一瞬だけ忘れることになる。

「練れん介すけ!?」

「っ──大丈夫、だっ……！」

　眷けん属ぞくとしての抵抗力がやはり上回ったか、歌は朝あさ倉くら練れん介すけという存在を支配することなく、いつしか身体からだの外へ消えていった。

「千ち紗さ人ひと！」

「……問題ない。警戒を怠るな」

　見ると久く瀬ぜのＲリボＶルヴも足を止めていた。さすがの彼も、今の歌には動きを止めて全霊で抵抗するしかなかったらしい。

　上空、もはや追いつけないと思えるほどの彼方かなた──そこには。

　背に翼を生やして浮かぶ影が、二つ。

　ファズの横にいたのは、人の良さそうな顔をした中年の男であった。中肉中背で、身に着けているのは司祭が来ているような印象のゆったりとした服。顔には年相応に皺しわが浮いており、それが一種の安心感を覚えさせる。

　彼もまた穏やかに笑っていた。

　その隣の、おそらくは主人である魔マ術ギ種スと同じように。

「セイレーンの眷けん属ぞくか！」

「その通りです、皆々様。名乗りはしませんが、以後お見知りおきを」

　空中で翼をはためかせて一礼。ふざけている様子はなく、大真面目な慇いん懃ぎんさだった。

　ファズは嬉うれしそうにくるりと身を回して、

「一番最初の遊び相手よ。わたしに合わせて歌ってくれるの。でも彼一人だと寂しいわよね。もっともっとみんなを集めて、ふさわしい場所で、また今度一緒に遊びましょう？」

　その台詞せりふを最後に、後方に飛び去っていってしまった。男もその後を追う。残っていた輝獣たちも森の暗がりの中へ駆けていった。

　シーナが苛いら立だたしげに舌打ちし、練れん介すけの身体からだからは地面に根付こうとする感覚が遠ざかる。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴが両手に携えた対輝獣メイスＥＦＭをゆっくりと下ろすのが見えた。

「あれだけの非道を行える魔マ術ギ種スだ。野放しにすればするほど人々への危険性は高まる。一度で決着をつけたかったが……残念だ」

　聞こえる静かな声は、いつも通りに冷静で平へい坦たんなものであったが。

　そこには確かに、真摯な無念さが滲にじんでいるような気がした。




「……作戦は、失敗と言えるだろう。帰還する」
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　その翌日である。

　破壊されたＲリボＶルヴの回収、修理、代替物の用意、データ分析、今後の行動指針作成……騎む士こ団う側にとってはすべきことが山積みらしく、練れん介すけたちは今日はあちらに向かわなくてよいということになっていた。

　正直なところ助かった。切断された左足は辛かろうじてくっつけたが、まだ痛みや違和感、疲労感がないわけではない。ちなみにその緊急治療にはラブホテルでの魔力湯密着という奥おう義ぎが使われた。一回目と比べてシーナは新しい技、思いつきで気軽に唇を吸うというスキルを解禁アンロツクしていたので、あのとき以上に危険だった。お湯の中で向かい合わせになって抱き合って唇が触れ合ったときには爆発するかと思った。

　幸い今日の時間割に実習はなかった。適当に学校での時間を過ごし、放課後を迎え、あとは家に帰り着いてゆっくり休むだけ、という予定だったのだが──

　なぜか。

　今、練れん介すけは帰宅途中の路地で、枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かに絡からまれていた。

「────」

　睨にらむような鋭い目。細く、あるいは脆もろそうにすら見える華きや奢しやな体たい軀くなのに、軽い前傾姿勢で練れん介すけを壁かべ際ぎわに追い詰めている。それほどの言葉にできない圧があった。

　マンションの近くで待ち伏せされていたかのように声をかけられて、有無を言わさず路地に引っ張り込まれて、たいした言葉もなく、この状況。何がどうなっている？

　どれだけの無言が流れたか。

　表情を変えずに、彼女は言った。

「……もう、我慢できないのよね」

　そうして手を伸ばしてくる。壁に背中をつけて追い詰められている練れん介すけに向かって。路地に人気はない。その犯行を見ている人間はいない──人間でないものなら、いた。

「おいテメェ何やってんだコラ！　ついに本性出しやがったか!?」

　シーナが近くの屋根上から飛び降りてきた。空中で弓を生み出し、数本の矢すら撃ち放っている。狙いが合っていたかどうかは定さだかではないが、とにかく唯ゆい夏かは避けなかった。驚いた様子もなく、逆に腕を適当に動かして、その魔力で出来た矢を受け止めてずぶりと体内に潜らせる。つまり食べた。

「ごちそうさま」

　半眼でつまらなそうに言う唯ゆい夏か。

　シーナがさらに暴れ出すより前に、練れん介すけは改めて聞いた。

「待った、いきなり何だよ委員長。説明してくれ」

　最初の返答は溜ため息いき。ややあって、

「朝あさ倉くらくんに話があったの」

「だったらこんな路地に連れ込まなくてもよかったろ。学校とかでも」

「一応、ダークエルフも見ておきたかったから」

「……言ってくれたらシーナも呼んだよ」

「こっちのほうが手っ取り早いと思ったのよ。どうせどこかで見てるんだろうし」

　悪びれる様子もなくしれっと言い、唯ゆい夏かはシーナに目を向けた。じーっと見つめて、

「魔力が減ってる気がするわね。自然に空腹になったってわけじゃない。まるで、誰かと一戦交えたみたいな感じなんだけど」

　シーナが機先を制されて口ごもった。どうする？　と横目で練れん介すけに問いかけてくる。

　最終的に練れん介すけに視線を向けるのは唯ゆい夏かも同じだった。ただし、もっと不機嫌そうな、冷たすぎる半眼で、正直に答えなければどうなるかわからないという威圧を込めた眼まな差ざしだったが。




「──どういうことか、教えてもらえるかしら？」
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新しん仁じん陽よう市し内　某所




　夕暮れ時、ある建物の屋上であった。

　遥はるか遠とおく、空の裏側に沈もうとしている太陽の残り火で平等に塗り分けられた、燃え盛るようなオレンジと影の世界。

　空虚で風通しのよい屋上に、ほとんど物は置かれていない。ただ、誰が置いたのかも定さだかではない古ぼけた木製のロッキングチェアが、真ん中で揺れていた。

　その光景はどこか寂しくも、特別。言い換えれば神秘的に、物語性と意味を纏まとっている。

　それを揺らしているのが、たおやかに微笑ほほえむ、緩やかな服を纏まとった少女ならなおさらだ。

　彼女は椅子を小さく揺らしながら、右手だけを横に出して、隣に大人しく侍はべる犬の鼻先を撫なでている。その手にも背中にも、おかしなところは何もなく。

　漂う穏やかさは、完成された一枚の絵画じみていた。

　そこに、階下から繫つながるドアを開けて静々と近付く者がある。

　穏やかな顔をした、中年の男だ。

「ここにおられましたか」

　少女は小首を傾かしげて、微笑ほほえみを返す。

「なにかあった？」

「いえ。おくつろぎの邪魔をしてしまったのなら申し訳ありません。単なる様子窺いです。導き手さまに何か不自由があってはいけませんので……何か不足や不満を感じられてはいませんか？　何でもおっしゃってください。空腹など大丈夫でしょうか？」

「ありがとう。平気よ。さっきこの子が取ってきてくれたから」

　右手の先。彼女が撫なでている犬は、犬に似た形をした黒き巨大な獣は、何の反応も見せない。ただ四肢を折り畳んで座っているだけだ。そこで男は気付く──その巨体のすぐ横に、一人の人間が倒れていることを。外傷はないが、完全に意識を失っている。あるいは二度と目覚めないかもしれない。それは狼おおかみがここまで運んできたであろう、彼女の食事の食べ殻だ。

　この屋上を簡単に見下ろせるような高さのビルが周囲にないのは、幸運なことだった。そうでなければ無関係な目撃者により大混乱が引き起こされていたかもしれない。

　それは犬ではなかった。生命感のない目鼻に、漆黒の体毛、尋常の生物ではないような存在感。輝獣と呼ばれる、人を喰くらう異様の獣であった。

　ここにいるはずはない。新しん仁じん陽よう市しの外と中とは立派な壁で区切られ、そこでは接近と侵入を監視する近接型検知装置Ｄピラーと都市防衛型忌避装置が二十四時間稼か働どうしている。人や車が出入りする門のような場所にも検知装置と共に騎士団から派遣された警備員が常駐し、設備に目を光らせ、いざというときにはゲートを閉じて道を完全封鎖する。

　つまり、街の外から輝獣が気付かずに入り込める余地というのは存在しないのだった。

　だというのに、巨大なる狼おおかみはいかにしてこの屋上に寝そべっているのか。いったいどのような方法で森から街にその姿を移したのか。彼女が抱えて飛ぶにはサイズが違いすぎる。

　その答えは男にも与あずかり知らぬことだったが、彼はその一切を疑問に思わない。

　少女の為なすことは、全てがあるがまま受け止めるべきもの。

　疑う必要は、ない。

「ふふ。ここ、いい街ね？」

　少女が軽く視線を上げ、街並みに目を向けるようにしながら言った。

「今は、私もそう思います。ここは神の街でしょう。あなた様が降臨なされたのがその証拠」

「そうね、神の仕業なのは確かね。わたしを送り込んだのは、ええ、神さまよ」

　くすくすと肩を震わせる少女。その言葉の含みにも男は何も疑問を抱かない。

　代わりに言った。

「小さく愚かな我ら人間には、あなた様も神と同じです」

　微かすかに木材が軋きしむ音。椅子から立ち上がったのだ。

　彼女は穏やかな、しかし素敵な玩具を見つめるような熱のある目で、改めて街をぐるりと見回したようだった。

「だったら──わたしの街にして、いいかしら？」

「当然です。あなた様の街でしょう。どうか我らをお救いください。光で我々をお救いください、導き手様。我らに神輝の救いがあらんことを」

　答えに満足したのか、少女は嬉うれしそうにその場でくるりと回った。

　合わせてその背から、隠されていた一対の翼が飛び出し、ばさりと動く。

　茜あかね色いろと闇色の狭はざ間ま。翼の生えた少女。ふわりと舞う羽根。空の高みに近い屋上。黒き獣。

　それは鮮烈で無二な光景。

　だから男は、今、自分が神話の中にいるのだと信じている。

　溢あふれる涙を隠すように、深々と頭を下げて、

「そろそろ今日の歌のお時間です」

「ええ、行きましょう。ゆっくりと、じっくりと、よ。もっと深く深く、わたしのうたを浸透させるの。もうちょっと、あと数日ぶんくらいかしら……そうしたらみんな、これまでにないくらい素敵な遊び相手になってくれるからね」

「はい。皆が待っております」

　歩き出そうとした彼女だったが、一歩目で足を止め、首を傾かしげた。巨きよ狼ろうがその太い手足を伸ばして起き上がったのだ。
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「あら。どこかに行きたいの？」

「……」

　輝獣はじっと少女を見つめるだけだ。

「いいわよ。あなたは特別だもの。それも楽しそう。いってらっしゃいね」

　彼女の言葉を聞いて、狼おおかみは踵きびすを返かえした。夕暮れから夜に変わろうとしている空の下、別の屋上に向けて音もなく跳躍する。巨体に見合わぬ身軽さ。

「ふふ。あの子の行きたいところと、わたしが行かせたいところ。それが一緒でよかったわね。余計なうたをうたわずに済んだわ。……どこに行ったかわかる？」

「導き手さまの御使いのなさることも、愚かなる私には考えの外です」

　迷うことなく思考放棄。

　少女は仕方ないなあというように笑った。

「面白くなる場所、よ。さあ、あの子は匂いだけで辿たどり着つけるかしらね？」

「神輝のお導きがあれば、必ずや救われるでしょう」

　男は、再び歩き出した少女を神妙に追う。横に並ぶなど畏れ多い。影を踏むのも罪深い。

　彼にとって、その少女は紛れもなく──天使で、神だった。

　白い翼が生えているのだから間違いはない。超常の力を具そなえているのだから間違いはない。

　自分の背に同じ翼が生えるようになったのは、その信仰の証あかしだ。正しさの表れだ。

　それを改めて実感し、彼は多幸感に身を震わせる。

　若い頃から今まで、人間というものが辿たどり着つくべき真理を、救済を、正解を、手を変え品を変えてずっと探し続けてきた、苦しみに満ちた世界のことを意識するたび、彼はそこに暗鬱な霧が漂っているように感じていたからだ。不完全な世界に対する救いようのない哀かなしみを、覚えずにはいられなかったからだ。

　けれど今や、彼女という光の中に暗鬱な霧は晴れ、その哀かなしみは感じない。

　ついに救いの道が結実したのだ、と感じていた。

　だから彼は疑わない。

　彼は彼女の忠実な僕しもべとして、敬けい虔けんな教徒として、

　彼女のいかなる願いにも、付き従うのだ。




　たとえそれが、他の人間にはどれだけ邪悪に思えるものだったとしても。
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　話すだけでとっぷりと日が暮れた。

　ダークエルフがこの自分の部屋に初めて来たときもそうだったが──教室で隣にいるだけの存在だった唯ゆい夏かが、このプライベートな空間にちょこんと座っているのも、それはそれで新鮮な光景ではあった。

「……急に騎士団でインターンみたいなことをするなんて、何か裏があるとは思ったけど。やっぱりね」

「あー。ええと、黙ってたのは、隠してたわけじゃなくて……」

「別にいいわ。理由には興味ないから。それにもう聞いたから意味もない」

　いつまでも隠しきれるものではないと思ってはいた。唯ゆい夏かの立場になってみても、危機管理の観点から、何か特別な事案が発生しているのなら見逃すわけにはいかないというのはわかる。だから開き直って全てを説明することにしたのだった。久く瀬ぜからの電話、エルフとの対面、脅迫に近い協力関係。昨日のＲリボＶルヴを用いての作戦行動、セイレーンと輝獣、その眷けん属ぞく。

　目を細めて茶を啜すすっている唯ゆい夏かの顔からは、今の心持ちはよくわからない。ハッピーな気分でないことだけは確かだろうが。怒っているのか、不愉快なのか、不満なのか……どれでもあるような気もしたし、どれでもないような気もした。

「で、話聞いてどーすんだよ？」

　褐色の何かが二本、練れん介すけの耳の横からにゅいと突き出てきて、温かい温度と共に首をがっしりと挟む。太ふと股ももがプロレス技のように練れん介すけの頭を後ろに引っ張っていた。言うまでもなく、後ろのベッドに座っていたシーナの仕業だ。苦しくはないしむしろ幸福な感じだが、正面に座る唯ゆい夏かの目は冷たくなった。

「別にどうもしないわ」

「あん？　お前がやりたいってんなら、あのいけすかねえエルフを一緒にどうにかしたっていいんだぜ。あたしを手伝う権利をやろう。どうせいつかはやる相手だ」

「いけすかないのはあなたの感覚でしょう。私はエルフなんて知らないし、関係ないもの。──建前としてでもね」

　けっ、とシーナはその返答への不満を隠そうともせず、苛いら立だちをぎゅっと足に込めた。練れん介すけには新たなご褒ほう美びだった。

「敵対視するのは勝手だけど、具体的にエルフと何があったの」

「具体的にとか思い浮かびすぎて言えないほどあったっつーの。基本、あいつらもあたしらを目の敵にしてっからな。視界に入っただけで戦闘態勢だ。あいつらは、自分たちこそが正しくて、森の支配者だってツラしてんが……誰がそう決めたんだって話。あたしが先に見つけて根城にしてた森に後から来て、数を集めて矢を撃ってきたりすんだぜ？　当然の権利です、みたいな顔してな。極悪だろ」

「極悪だな。シーナは何もしてないのに……白ダークエルフの風上にも置けない」

「なにそれ」

　唯ゆい夏かは白い目だが、それに対する説明は少し難しい。さらにシーナが、

「何もしてないっつーか奴やつらより早くやっただけなんだけどさ。エルフがゴブリン追い出して自分たちのものにしようと準備してた森を、あたしがさっさと奪ったみたいな」

「あなたが横入りしただけじゃない」

「トロトロしてる奴やつらが悪いだろ」

　唯ゆい夏かが肩で小さく息をして、

「ま、そっちはどうでもいいけど。一応聞いておくわ……セイレーンについてはどう思うの。人間を輝獣に食わせてたっていう魔マ術ギ種ス」

「はん。奴やつらは元々海とか川の近くにいて、そこに近付いてきた弱っちいザコどもを洗脳して何やかやする種族だ。あんまり出会わなかったし、仲良しなんかじゃなかったさ。人を喰くわせてたのは──」

　少し言葉を切って、

「まあ、ダークエルフだって人を殺す。気に食わないとか邪魔とか欲しいもんのためとか理由は色々だ。逆に言えば、あたしは理由がなきゃやんねー。面倒くさいのは嫌いだからな。邪魔じゃなきゃ、わざわざ殺したりするほうが面倒だってことのほうが多い。でもあそこでセイレーンがやったのは違う──特に理由はないけど、やりたいからやった。そんな気がすんな」

　後ろから練れん介すけの頭が無意味にわしわしと搔かき回まわされた。彼女の顔を見ずに、聞く。

「ムカついてるか？」

「さあね。ただ、汚ぇモン見せやがって、って気分にはなったぜ。あたしの使う道にゲロ吐かれたみたいな感じだ。つまりセイレーンはゲロ野郎で、あたしらを殺そうとしてて、あたしらが絶対に欲しいモン持ってる。そんなん、ゲロの中身が何だろうがブッ殺すしかねえよな？」

「……だな」

　シーナはダークエルフで、悪と呼ばれるかもしれないもので、人の死に憤いきどおったり正義を語ったりはしない。それでもセイレーンを気に食わないと感じ、倒さねばならない敵だと思っているのは確かなようだった。

　ならば、その眷けん属ぞくである自分も同じ方向を向くだけだ。セイレーンの邪悪さはさておき、ただダークエルフの敵として打ち倒そう。それが正しいスタンスのはずだ。

　そんなとき──唐突に、家にチャイム音が鳴り響く。このマンションはオートロックであるから、玄関先ではなく、エントランスの来訪者だ。何かの宅配業者だろうか。少なくとも敵がわざわざ下のインターホンを使うとは思えない。

　シーナの太ふと股ももから名残惜しくも脱出し、リビングの壁の装置の通話ボタンを押す。そこに映し出された姿を見て、練れん介すけはすっと心が凍るのを感じた。

　小さな画面の向こうでは。

　自分と同じ姓を持つ女が、気後れしたような笑みを浮かべていた。




　エントランスで彼女が語ったことは大別して二つだった。久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとの命令で重要な情報を伝えに来たこと。そして──もし部屋に誰かがいるのならば、特に帰らせる必要はないということ。

「何言ってんだ？　あたしがどっか行くわけねーだろーが」

「……私でしょうね。盗聴器やカメラでも仕掛けられてる？」

「監視されてたって話を聞いてから、改めて調べたよ。この家にはないはずだ。ただ、エントランスやマンション前の道とかに何かが仕掛けられてたらさすがにわからないし、単に状況を予測して言ってるだけの可能性もある」

　唯ゆい夏かは音もなく嘆息した。

「どのみち、ここで帰っても意味はなさそうね。大事な情報だっていうなら、どうせあとで話は聞かせてもらうし。同席するわ」

　家に上げずに帰すという選択肢は、さすがに、ないか。久く瀬ぜが電話などではなく直じかに人を送ってきたということは、きっとそこに何か意味があることだろう。

　しかしこの人選は、奴やつの悪意か、それとも必然か。二択なのはわかるが疑わざるをえない。

「何か迷ってる？　雰囲気から推測するけど、面識のある騎向士こ団うのスタッフか誰かなのは確かなんでしょう」

　一瞬言いい淀よどんでしまった隙に、シーナがあっさりと言った。

「そーいや説明してなかったか。練れん介すけの姉だってよ。あっちの機械弄いじり係だ」

　唯ゆい夏かの目が瞬間的に細められる。剣けん吞のんなほどに。

「は？　そんな大事なこと、どうして……」

「大事じゃないから。理由の一つにはならない。たまたま向こうに就職してたってだけ。委員長もそういう認識で大丈夫だ」

　言葉を遮るように、はっきりと言った。練れん介すけは、唯ゆい夏かは賢い人間だと思っている。事実、彼女はその言葉だけで何かを悟ってくれたようだった。

「……じゃあ、とりあえずそういう扱いにしておくけど」

　しかし完全に納得したわけではないらしい。練れん介すけの中の何かをさらに見透かそうとするような視線を向けてきたので、練れん介すけは降参して彼女から顔を背け、保留していたインターホンの解錠ボタンを押した。




　　　　　　　　　†




　不思議な感覚が続くものだ。

　自分の家の中に。逃げて逃げてようやく辿たどり着ついた、自分だけの聖地に。

　どうあっても昔を思い出さざるをえないような、あの冷たい世界の残り香のような、そんな不吉な印象ばかりの女がいる。朝あさ倉くら希のぞ実み。嫌いということではなく、それ以前の……手を触れたくない、見ることすら憚はばかられるような、呪われた不発弾じみた存在。

　ただし、それは向こうにとっても同じだったのかもしれない。申し訳なさそうに玄関を潜ったときも、興味深そうに部屋を見回したときも、ローテーブルの横に腰を下ろしたときも、彼女は居心地の悪さを感じているように思えた。そうだろう。年の離れた、ほとんど接点のない弟と仕事の話をするというのはけっして当たり前のことではない。

　だからビジネスライクにやるべきなのだ。個人ではなく、役割を持った装置として見るべきなのだ。そうすれば──乗り切れる。

「久く瀬ぜさんのＲリボＶルヴに保存された記録画像から、セイレーンの眷けん属ぞくの顔を抽出したの」

　いつも持っている手帳をめくり、そこに視線を落としながら、姉は切り出した。

「それを……天てん覧らん橋ばし博士の組んだ検索システムに入れて、見つけたのが、これ」

　一枚の写真がテーブルに置かれる。そこには最後に見たあのセイレーンの眷けん属ぞくと同じ顔の男が写っていた。確かにこれは重要な情報だ。

「お、コイツだコイツ。間違いねえ」

　シーナがそれを覗のぞき込みながら頷うなずく。その写真は、壇上のような場所で男が何かを話しているような場面を写したものだった。

「基本情報は、こっちに……」

　あらかじめ書いて用意していたのだろう、手帳の一ページを破って写真の横に置く。癖なのかもしれないが、明らかに無駄だ。プリントアウトでいいだろうに。

　字は几き帳ちよう面めんなもので、読みやすくはあった。

「……瓜うり本もと庭てい源げん。新興宗教組織《導き手たる光》の代表……」

　練れん介すけが思い出したのは、騎士団からの帰り、バス停の前で抗議活動をしていた人々の姿だった。エネルギー流体ＥＦを神の恩恵として、輝獣を神の遣いとして、騎士団やＲリボＶルヴというものを否定することで救われると信じる人間たち──その創始者が、セイレーンの眷けん属ぞく？

「騎士団の業務に関連する可能性もある団体だから、元々情報はそれなりにあったけど……それでも、ネットとかで調べられる情報と五十歩百歩のものしかない、らしくて。ごめんね」

　謝罪など意味はない。その思いすらどうでもいい。練れん介すけは目を合わせない。

　そこで唯ゆい夏かも小さく鼻を鳴らした。だが、それは無意味な謝罪の言葉に関してのものではなかったらしい。

「そう。そういうことね。建前を止めた理由がわかったわ」

「……？」

　軽く首を傾かしげた眼鏡の女に、唯ゆい夏かは射い貫ぬくような目を向ける。

「眷けん属ぞくが新興宗教団体の教祖っていう、ある意味わかりやすい、狙いやすい人間だとわかった。だったら──ＲリボＶルヴ駆操者としては力不足で利用価値がなかった存在でも、別の使い方があるから巻き込めって考えたのかしら。暗殺要員として、とか」

　最初はただの脅迫材料として外側に置いていた唯ゆい夏かのことを、こうして久く瀬ぜが一味として情報共有させた理由、か。

　確かに、あの男は合理主義者だと思える。意味もなくそんなことはしない。眷けん属ぞくの情報を伝えることで、唯ゆい夏かに何らかの動きを求め、それで自らの利を生みたいと考えたのなら──求めるものは、そういうことになるのかもしれない。ほとんど自在に姿形を変えられる彼女の力は奇襲や暗殺にはうってつけだ。

　眼鏡の研究員は、唯ゆい夏かの鋭い目に肩を縮めるようにして、

「ど、どうかな……？　私は、情報の共有のため、としか聞いてないから……」

「そう。噓うそとは思わないわ。あなたを連絡員にしたのは、そういう新しい建前を作り直すためかもしれない。久く瀬ぜ千ち紗さ人ひと……会ったことはないけど、好きにはなれなそうね」

「そう思われてもしょうがない、かな。親しくない人たちにとっては、誤解されやすい人だと思う。でも──あの人が本当に、世界をよくするために動いているってことだけは、確かだと思うよ。見ていればわかるから」

　彼女は苦笑いで付け加えた。

「まぁ……やり方は、ちょっと乱暴だな、って思うこともあるけれど」

　乱暴どころか犯罪者スレスレだ。目的のためなら手段を選ばない、という強引さしか感じない。しかしアルマや彼女がそれに協力し、こんな現実味のない世界平和の維持活動を手伝っているということは──それなりに久く瀬ぜの言動に納得しているということなのだろう。

　自分が知らないうちに。家に寄りつかなくなった間に。こちらは声すら忘れかけていたというのに。騎士団長のカリスマにまんまと籠ろう絡らく、か？

（…………）

　違う。そんなことはどうでもいい。

「本当に、ここに来た理由は情報の共有だけで、それ以外は何もわからないのか？」

「う、うん……」

　久しぶりに目を合わせた。気後れしたように頷うなずく彼女に、嘆息。

「なら、それ以外についてはわかる奴やつに聞くしかないな」




　いざというときに連絡を取り合う手段がないのも困るだろう、と名刺を渡されていたのだった。公務員らしい飾り気のなさで、『長なが門と南駆動騎士団長』と書かれている名刺だ。

　どうせこちらの番号も知られている。名刺の番号に携帯で電話をかけると、

『好きにしたまえ』

　予想してはいたが、返ってきたのはそのような言葉だった。

『むしろ、今後どうするか、を考えてもらうための情報提供だ。こちらも様々な方策を考えているが、まだ決定したものはない。ＲリボＶルヴの修理にも、代わりを用意するにもいささか時間がかかる。ただ手持ち無沙汰に待つよりは、少しでも有益な情報を得て、その活用方法を考えながら待ったほうがいいだろう」

「よく言う。──何を狙ってる？」

『特に何も。君たちは僕の協力者であって、部下ではないはずだ。そんな君たちを思い通りに動かそうと思ってはいないよ』

　思い通りに動かすために何も言わない、何も指示しないというのも充分にありうる話だ。しかしそれを今ここで言っても水掛け論にしかならない。

「わかった。あんたが俺たちを利用するのと同じに、俺たちもあんたを利用するだけだ。建前だろうが、セイレーンを倒すまで対たい等とうの協力関係を結んでるんなら、俺たちが考えた動きにそっちが合わせてもらうこともあるよな」

　せめてもの反撃として言ったが、久く瀬ぜはあっさりと返してきた。

『合理性があれば当然だ。必要あればまた連絡したまえ』

　それどころか、練れん介すけからのアプローチを推奨するかのように、

『いいか。僕は本当に、君たちと共に世界を守ることしか考えていない。そのためにできることは全てやるべきだと思っている。警戒するのはわかるが──最低限度のところでは、僕たちの思いは一致しているはずだ。輝獣を操り、人を喰くわせるセイレーンは必ずや倒さねばならない。思い返したまえ。あの集落の光景を。人々に与えられた、理不尽な死を』

　淡々とした彼の言葉に、改めて思い出してしまった。乾いた赤黒さに塗れた広場。何人分かもわからない肉塊。散乱した人体部品。吐き気をもよおす臭気……

『遊興か、必要に駆られてかは知らないが、あれで終わりとは考えにくい。今後も同じことを繰り返す可能性は高いだろう。君はそれを許せるか？』

　練れん介すけは電話口に嘆息を吹きかけた。

　彼に返す答えは決まっている。




「知ったことか。俺は、俺たちが生き残るために戦ってるだけだ」




　そうだ。

　戦う理由は、正義などではなく。

　ただ、世界で一番好きなダークエルフと共にいるため。




　　　　　　　　　†




　瓜うり本もと庭てい源げんは「信じられるもの」を常に探し続けてきた。

　若いころから今までずっとそうだ。その人生において、探し続けてきた。

　ある神を信じて、しかし救われず、ならばとその教義と相反する別の神の教えに従い、それでも救われずに、また別の神……いつしか他人の見み出いだした神という概念ではなく、自分自身が見み出いだした「信じられるもの」の証明に身を捧ささげるようになった。それも違うと感じればすぐに切り替えた。太陽を拝むことを信じて、月に願うことを信じて、卵の神秘性を信じて、男女の性愛の快楽を信じて、山での孤立を信じて、裸で川と一体化することを信じた。

　口さがない者はそんな庭てい源げんを蝙こう蝠もり野郎だの宗教家の風上にも置けない拝金主義者だのと罵ったが、仕方がない。なぜなら自分はまだ救われていないのだから。世界を見るたびに、なんて不完全で苦しみに満ちた世界なんだと哀かなしく思ってしまうのだから。

　その歩みは、裏を返せば、裏切られ続けた歴史といってもよかった。女に騙だまされ、人に金を貸して裏切られ、信頼を利用され、健康になるはずが死病に冒され、救われると信じたものに喰くわれた。

　けれどその最後に、本当の救いが待っていたのだ。

　不治の病に冒されて、その救いを、力ある光──エネルギー流体ＥＦというもの、そしてそれを血液とする輝獣という存在の神秘性に求めてから。

　ＥＦを神聖化し飲むことによって力を得られると考え、その力で死病も消え去ると信じて、しかし自ら死期がわかるほど追い詰められて──最後の手段として、輝獣への謁見を求めて山へ行って。

　喰くわれてから。

　自分の腐った腹に獣が鼻先を突っ込み、内臓を咀そ嚼しやくするのを。やはり後悔ではなく、ただひたすらに哀かなしく感じていたとき……薄れていく意識の中、庭てい源げんは悟ったのだ。

　自分は惜しいところまで来ていた。救いは、もう一段階先にあったのだ、と。

　聞こえたのは、とても美しい歌。

　咀そ嚼しやくを止めてそちらを見上げる獣。

　そして──空から微笑を纏まとって舞い降りてくる、翼ある存在。

　その日、ついに彼は本当の信仰を見つけた。




　……だから今日も、彼はその信仰に殉ずるのだ。

　集会場で、彼はエネルギー流体ＥＦが注がれたコップを信者に向けて掲げる。

「それでは皆さん、光を手に」

　神の獣をさらに統すべる力を持つ、天使。力ある光の御子。

　あれこそが真なる導き手だ。

　全ては彼女の意思のままに。

　出会う前から行っていた『導き手たる光』の最重要儀礼、光福の儀を彼女が望んでいる。今まで通りに続けるべきだと言っている。やはり正しかった、惜しいところまで来ていたのだ。

　庭てい源げんは誇らしい気分になりながら、率先して救いの光を飲み干した。

　無味無臭。しかし甘い。元々甘党であった自分が、けれど病気に冒されてからまったく甘みを感じられなくなった自分が唯一感じられる──救済の甘さ。

　それは背徳的で、快楽的ですらある。

　人知れずぞくりと背筋を震わせ、庭てい源げんは同じくそれを腹に収めた信者たちに改めて向き直った。救いだ。これこそが本当に救いだ。

　彼女は言う。世を生きる普通の人間には、基本的に彼女の歌は届きにくい（穢けがれているからだろう）。ただし、どうやら、光を飲んでいる人間には歌が届きやすいようだと（聖なる光で内側から浄化されているからだろう！）。

　つまり──導き手の御使いたる神の獣、その力ある血を体内に拝領した自分たちこそが、最も彼女に導かれる資格を持つ者だ。

　故に問う。

「皆さん、光福ですか？」

『光福でーす！』

　当然だ。

　定期的に、何の疑いもなく、彼女と繫つながるための光をその身に入れている人間たち。それはいつでも彼女の導きを受ける準備ができているということだ。光幸福福に決まっている。

　彼らは歌を聞き、その全員が、庭てい源げんと同じように敬けい虔けんに動くだろう。

　彼女が望む未来のために──

　いかなることも、してくれるだろう。
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　生なま温ぬるい風が蟠わだかまる夜道。静かな住宅街に、二人分の足音だけが響いている。

　隣にいるのは、夜闇の似合うダークエルフではない。

「…………」

　肩を縮めるようにして歩を進めている眼鏡の女だった。

　夜道を歩きながら、練れん介すけは嘆息する。

（なんでこんなことになってんだ……）

　それはまったく突然のことだった。

　用事はこれで終わったから、と彼の姉が腰を上げたとき。

　枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かが言ったのだ。

「送っていってあげなさい。朝あさ倉くらくん」

「は？」

　練れん介すけとしてはそう反応するしかなかった。いったいなぜ。存在を見て見ぬふりしているような相手なのに。

　しかし彼女に、あの容易には揺れ動かない永久凍土のような眼まな差ざしで「ただのクラス委員長として当たり前のことを言っているだけよ。夜に女性を一人歩きさせるものじゃないわ。理屈に何か間違いはある？」とか「その相手としてまさか私やこのダークエルフがふさわしいとは言わないでしょう。あなたが、送っていきなさい」とか言われれば、理由もなく拒否することはできなかった。

「ごめんね。大きな通りに出て、タクシー拾うだけ、だから……」

「……別に」

　便利な言葉だ。たった三音で会話をした形になる。

　そのまましばらく無言が続いていたが、やがて意を決したように、

「えと……少しだけ、お話していいかな」

　便利な言葉を、もう一度使おう。否定も肯定もなく、ただ場を流そう。

「……別に」

　それをどう思ったか、彼女は小さく頰を緩めたようだった。

「あのね。久しぶりだけど、会えてよかったとは、思ってるよ。大学に行ってから、あまり家には帰れなかったし。練れんくんの顔も、見られなかったから」

　練れん介すけは一つ深呼吸した。全てを三音で済ませるには無理がある。

「誰もが認める一流の大学に行って、誰に見せても恥ずかしくない一流の研究者になった。そんなエリート街道に乗ってる限りは、家から離れても親おや父じはうるさくは言わないってわけだ。言い換えるなら、そんな──正しい生き方をしてる限りは」

　呪わしい。自然と吐き捨てるような口調になってしまう。

　彼女が家から自由でいられるのは、父親の望み通りに生きていることの証明だ。世間一般で認められる正しさ。正解。あの家ではそれしか認められない、それしか許されない。それ以外の全ては間違っていて、存在すべきでない──

「……ん」

　彼女はまた、困ったように眉を寄せて笑う。

　それを見ながら、練れん介すけは自分に問いかけていた。今感じている、このどうしようもない不愉快さは、不快感は、何に起因するものなのだろうか。

　きっと彼女自身ではない。遠く離れて、近くで触れ合ったことがあるかどうかも忘れてしまった、家族としての繫つながりの薄い彼女自身が理由ではない。

　ああ。わかる。

　答えは、彼女という鏡に映った自分だ。

　父親の言われるがままの進路を辿たどり、その正しさに沿った生き方をしている彼女の、その在り方が──負けてしまった自分の姿を見ているようで、不快なのだ。

　ただ心を閉ざして。趣味も好きなものもなく、何一つ自分由来のものを持たず。『みんなが見て正しい』ものしか許されず、言われるがままの人生を歩み、当然ながら、ダークエルフに出会って救われてもいない……絶対にそうなりたくなかった自分の姿。

　だから嫌なのか。直視したくないという感情が生まれているのか。

　理解してしまうと、くだらない、と自嘲したいような気分になった。本当にどうしようもない。姉のことなんてビタイチ関係がなかった。これはただの──

　自分の弱さだ。

「新しん仁じん陽よう市しの騎士団に配属されたのは、いちおう、あの人には伝えたんだけどね。練れんくんには……伝わってなかった、かな」

　認めてしまえば、開き直る余地も生まれる。なぜなら自分の弱さは今すぐどうなるものでもないからだ。不快は不快なまま、むず痒がゆさはむず痒がゆさのまま、必要な情報は収集しようとする。

「それは、いつから？」

「アル……天てん覧らん橋ばし博士と一緒のタイミングで。今年の春かな」

　それはいささか予想外の答えだった。魔マ術ギ種スたちの戦争が起きる前からここにいたのならば、本当に偶然なのか？　久く瀬ぜが人質として置いたわけではないのか？

　何かに慣れてきたのか、彼女はいささか語調を軽くして聞いてくる。

「それにしても、部屋、綺き麗れいにしてたね。あまり趣味のものとかなかった気がするけど、普段は何してるの？」

　どくん、と心臓が跳ねる。それはあまりに無粋な一撃だった。おそらくは無自覚で無邪気な、けれど致死の香りがする、毒だった。

　趣味のものがないのは、隠しているからだ。絶対に見られたくないものを。父親が知ればいつかと同じようになるようなものを。正しくない、けれど自分にとっては大切な真実である、自分らしさを。

「別に、何も」

　顔を背け、最初のモードに戻ってそう返した。そこで彼女が小首を傾かしげるようにして呟つぶやいたのは、脈絡があまり感じられないような、不思議な問いかけ。

「……絵とか、描く？」

「描かない」

　何を言っているのか。落書きなどをしていた本当に子供のころならともかく、自分に絵心などないし、漫画は読む専門だ。選択授業も美術などではない。

　何よりも、彼女は──知っているはずだ。

　練れん介すけがほんの小さな子供だったころの、あの出来事を。それ自体は単純でありふれた物事かもしれない。しかしそれは練れん介すけにとっては最古の鮮烈な記憶で、故にこそ魂の根幹に刻み込まれてしまった、けっして忘れることのできない瑕きずだった。朝あさ倉くら練れん介すけという樹きが生長する形を歪いびつに決定した矯正具だった。

　生まれて初めての友達。親友。引っ越すことになったその子がくれた贈り物。二人で楽しんでいた漫画や遊び道具たち。練れん介すけにとっては、自分の半身じみた友の記憶が込められた、宝物──それは全て破り捨てられ、必要ないものとされた。「このようなものは」「お前の人生に」「要らない」目の前で。呪いのように。

　あのとき、姉はまだ家にいたはずだ。自分は泣き叫んだから、見ていたはずだ。

　この家には温度がないのだと悟ったあの瞬間を、知っているはずだ。

「昔、練れんくんは家で何してたかな。思い出したら、なんだか……懐なつかしいね」

　だが、そんなことを言えるのなら、きっと忘れてしまっているのだろう。父親の操り人形のようにエリートコースに進み、父親の望む正しさに塗まみれてしまったことで。

　あの出来事以降は、朝あさ倉くら練れん介すけは何もしなかった。騎士校に入って一人暮らしできるようになるまで、全てを隠し、勉強だけをする機械になった。全身全霊でその演技をしていた。

「……昔のことに、意味なんてない」

　タクシーがよく走っている大通りはもうそろそろだ。この苦行も終わりに近い。

　だから、もういいだろうと思った。

　止やめてくれと、伝えたかった。

　今まで接点がない家族だったのなら、接点のない家族のまま──忘れてくれればいい。

　怪け訝げんな視線を向けてくる彼女を見返し、練れん介すけは唇を曲げて言う。

「知ってるだろ？　俺はもう死んでる」

「……」

「あんたの信頼する騎士団長とも、いずれ殺し合うんだ。それをどう考えてる？」

　考えてないなら、黙ってくれ。心を搔かき回まわさないでくれ。

　彼女はそこで足を止めた。タクシーを待つためなのか、他の理由なのかはわからなかった。

　表情は静かだった。気後れしたような笑みも、怪け訝げんさも、今ばかりは消えていて。

　じっと練れん介すけを見て──答える。

「わからない。何を考えればいいのか。何を思えばいいのか。……何を思う資格があるのか。私には、わからないよ」

　吐息のようなものを挟んで、長く大きな瞬まばたきをして、続けた。

「だから、こうしてるの、かもね」

　そこで彼女は表情を変えた。

　寂しそうに頰を緩めて、ただ視線だけは外さないまま、

「それでも、もう一度言うよ。さっきと同じこと。練れんくんに会えてよかった。話せてよかった。今……私がそう思っているってことだけは、本当」




　朝あさ倉くら希のぞ実みがタクシーに乗り、夜の街の向こうに消えていって。

　練れん介すけは頭を搔かきながら家の方向に足を向け、言った。

「これで満足か？」

「そうね。本当に最低限のエスコートだとは思うけど」

「あいにく、夜道を送っただけの相手をお姫様みたいにもてなして幸せにできるようなスキルは持ってないんだ」

　暗がりから姿を現したのは唯ゆい夏かとシーナだ。予想はしていたが、どうやら少し離れた場所からこちらの後をついてきていたらしい。

「マジ意味わかんねー。なーんであたしらがコソコソしなきゃなんねーんだよ。話に混ぜろよ、退屈だろー」

「安全性と効能の兼ね合いからよ。仕方ないでしょう」

　ぶつくさ言うシーナ、平然と流す唯ゆい夏か。今ができるだけ一人歩きしないほうがいい状況であるのは確かだろうが。

「効能って何だよ、委員長」

　軽く視線を逸そらし、唯ゆい夏かは言った。

「……こうする意義、みたいなものよ。ちなみに、私だって別に何か目的があってこうしたわけじゃないから。なんとなく、こうしたほうがいいと思っただけ。久しぶりに会ったのに目も合わせないのは不健全で、普通じゃない。だから帰り道ぐらいは二人で話しなさい──そんな感じね。お節介なのはわかってるし、私の気が済むかどうかの話だけだから、特に気にすることはないわ」

　そこで再びちらりと視線を向けてきて、

「で、どうだったの」

　どうだったと言われても。

「特には、何も。改めて言うけど、俺にとっては別に家族とかそういう感じじゃないっていうのを再確認した。この春から新しん仁じん陽よう市しの騎士団にいるって言ってたから、実際、久く瀬ぜ側からしても偶然の配置の可能性がある。俺にとって人質の価値がなく、向こうにとって人質の意図がないんなら、あれは全然気にするようなものじゃない。委員長もそういう認識でいてくれ」

「そう」

　唯ゆい夏かは軽く頷うなずいただけだった。

「じゃあ……帰るか。委員長はどうする？」

「これから今後のための作戦会議でもするのかしら。だったらあなたの家に戻るけど」

「長々とつまんねー話聞かされて、黙って練れん介すけのあと追わされて、その上まだつまんねー話かあ？　楽しいのが足んねーよ全然。よっし決めた、練れん介すけ、コンビニにゴーだ。タピオカミルクティー買おうぜ、な？　まずはそっからだ！」

　ぴょんと背中に飛び乗るようにしてシーナが言ってくる。温かい重みに安心する。過去の冷たさを思い出したばかりだったので、余計に。

「そうだな。とりあえずコンビニとかに寄るのはアリだな。腹も減ってるし、何か……」

　そのとき、練れん介すけがそれに気付けたのは──ただの偶然だった。

　シーナが背後から背中に飛び乗ってきたから。重さで首が上向き、夜空を見上げて苦笑するような形になっていたから。星の光が別の闇色に遮られるようにして消えるのが見えたから。

　巨大な何かが、上から降ってくるのが──わかったのだ。

「シーナ！」

　咄とつ嗟さに、背中に覆おおい被かぶさっていたシーナを全力で真後ろに突き飛ばした。次に真横にいた唯ゆい夏か。許された動きはそれだけ。直後、太く鋭い何かが首筋に食い込む。

　牙だ。黒き獣の、杭くいのような牙だった。

　べきりめきゃめきゃ。命の奥底に到達する異音が身体からだの内側から。一瞬で視界が暗くなり、今まで感じたことがないベクトルで全身が跳ねる。真横に。逆さまに。視界が回転しながら飛んだ。どこかに叩たたきつけられる衝撃。身体からだが砕ける。全身に力が入らない。どこも動かせない。かろうじて腕くらいは──と思ったとき、爪の生えた獣の前足がこちらの肘の上あたりを押さえるような動きが見えて、べきべきみきり。裂かれ砕かれ捥もげた。またぶるんと視界が回り、世界の上下も左右も反転する。

　練れん介すけは理解した。

　自分は今、犬に咥くわえられている、玩具の人形のようになっているのだと。そして──

　その玩具が壊れるまで、あるいは壊れても、犬にそれを手放す気がないのだということを。
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　思考が怒りに吹き飛び、瞬時に生み出した弓で矢を乱射した。狙い違わずそれらは相手の頭に突き刺さるが、ダメージを与えられたようには見えない。

「ふざけんじゃねぇぞ。それは、あたしのだ」

　森で見た、あの最も大きな狼おおかみ型の輝獣だった。首筋に牙を食い込ませたまま、練れん介すけの身体からだを振り回し、道路に叩たたきつけ、戯たわむれに手足の爪も使って──彼を分解している。

「……ありえないわ。輝獣が街の中にいるなんて。防壁は越えられないはずだし、近寄っただけで警報が鳴って騎士団が来るはず……！」

「実際いるんだから、ンなこと言ってもしょうがねえだろうが！」

　もう一度矢を撃った。相手は避けようともせず、やはり手応えはない。シーナは舌打ちし、

「お前も手伝えよ！」

「手伝いたいところだけど、私が生める武器くらいで効果があるかしらね」

　どこか愕がく然ぜんとした気配を残したまま、額に緊張の汗を滲にじませつつ、唯ゆい夏かが言う。どうやら眼前の街中にあの獣がいるというのはそれほどの有り得ない事態らしい。今は人ひと気けが少ない道にいるので、幸い他に人間はいないが──見られればどうなるのだろうか。

「お前、喰くえねえのかよ。暴走されたら困るが、練れん介すけがあのままにされるよりゃマシだ。デカくなってもあとであたしが魔術で始末してやるぞ」

「無理。私の胃はあいつほど大きくないわ。見ればわかる……あれは、食べられない」

「使えねえな」

　敵から目を逸そらさないまま、二人でじりじりと左右に広がる。

　機を見て一気に前進。横手の塀を駆け上がり、角度をつけて頭の頂点を矢で狙った。同時、唯ゆい夏かは逆側に展開し、手て斧おののようなものを手先から生み出して投げつける。

　しかし狼おおかみはうるさそうに首を捻ひねって矢を弾き、手て斧おのは避けようともせず胴体に当たるがままにして弾いた。そしてその動作のついでとばかりに、残っていた練れん介すけの身体からだを強く足下に叩たたきつける。木が鈍く砕ける音と共に、練れん介すけはようやく解放された。

　──四肢はない。千切れて砕けている。嚙かみつかれた側の首は肩ごと大きく抉えぐり取とられ、もはや半分ほどしか残っていない……いや、それ以上だ。まさしく首の薄皮一枚だけで胴体と繫つながっているような状態。瞼まぶたは閉じられて、いかなる動きも見せなかった。

　シーナはシーナであるから、理解はできた。まだだ。まだ練れん介すけは眷けん属ぞくとして生きている。樹人ツリーマンの耐久力が持ちこたえている。

　だが、あれ以上は本当にまずい。

　今はただ足下に打ち捨てられているだけだが、気き紛まぐれで牙を突き立てられただけで、爪で押し潰されただけで──

「っ……」

　どうする。考えるまでもない、助けるのだ。触れて大地の力を介して魔力を回し、精せい霊れい樹じゆにする。そうすれば復活できる。だがここには生命息づく大地がない。別の場所に運んで集中する必要がある。だがあの獣がそれを許すだろうか。そんな余裕を与えてくれるだろうか。いや、やるしかない。そうしなければ、二度と、練れん介すけとは。

「はあ、はあっ……」

　息が荒くなる。苦しい。汗。動どう悸きが静まらない。身体からだの中身と外側が致命的に嚙かみ合あわない。何かのバランスが崩れただけで視界の全てが消え去ってしまいそうな不安定さ。

　本当に珍しい感覚だった。向こうの世界でも感じたことのない異常だ。いや、数度はあったかもしれない。どちらかと言えば本当に子供のころの遠い記憶。生きるのに必死で、しかし生きられるという確証もなく、終わりが近付いてくるのを目まの当あたりにしたときの──

　──ああ。これが、恐怖か。

　血が滲にじむほど唇を嚙かみ、シーナは強引に一歩を踏み出した。

　恐怖の精霊よ消えろ。自分には必要ない。すべきことがあって、やらなくてはならない。そうできなかったときの恐怖など無用だ。そうしないために今から動くのだ。必ず、必ず、あいつは蘇よみがえらせる。失って、たまるか……

　しかしそのとき、肩に軽い感触が生まれた。唯ゆい夏かが歩みを止めるように手を乗せたのだ。

　シーナはぎらりと彼女を睨にらみ、

「邪魔すんな。お前から殺すぞ」

「──落ち着きなさい。焦あせって玉砕みたいなことをしようとしてるのはわかるわ。無策に突っ込むんじゃなくて、別の手を考えるべきでしょう」

　別の手だと？　あるならやっている。それともお前が示してくれるとでもいうのか。

「気付いてる？　さっきから奴やつの目はあなただけを見てる。あなたを狙ってるんだと思うわ」

「あん？」

　直前までの記憶を辿たどる。言われてみればそうかもしれない。僅かに横に移動してみると、狼おおかみの視線もそれを追って動いたように思えた。セイレーンに、まず魔マ術ギ種スを狙えとでもいうような指示でも受けているのだろうか。ありうる話だ。

　いや──そんな解釈では足りなかった。直後、巨きよ狼ろうはより直接的な挙動を見せる。

　ことさらに重く、余裕に満ちて緩慢な、その威容を見せつけるかのような一歩をこちらに向けて踏み出す。その闇色の巨きよ軀くが纏まとう威圧感が一段階増した気がした。

　そして巨きよ狼ろうは、爛らん々らんと光る虚うつろな目の中に、ダークエルフだけを捉えて。

　醜悪に貪欲に、涎よだれの伝う牙を大きく剝むき出だしにして。




「しー……ナ……」




　確かに、そのような軋きしんだ声を、発したのだ。

「な、に？」

「ありえないわ。輝獣は声なんて発さない。しかも名前を呼ぶなんて──」

「セイレーンがわざわざそう操ってんのか。森で練れん介すけがあたしの名前呼んでたしな。そうすりゃビビるとでも思ったかよ、クソが」

　獣が発したのはその一言だけだ。

　しかしそれは唯ゆい夏かに何かを決意させるには充分なものだったらしい。

「どうあれ……あれがあなたをピンポイントで狙っている可能性は高くなったわ。だったらやりようもある」

　獣を見つめたまま、小さく息を吐いて。

「あなたはあいつを引きつけて逃げなさい。その間に私が朝あさ倉くらくんを助ける」

「──お前になんとかできんのかよ」

「多分ね。斬られたあなたの手を繫つないだときと同じよ。私の身に体くを切り離して繫つなぐ。それを魔力を込めた状態のものにしたなら、自然治癒力が勝手に再生の助けにするでしょう」

　迷っている暇はなかった。いつ巨きよ狼ろうが飛びかかってきても不思議はない。

　狼おおかみの動向を注視している、唯ゆい夏かの僅かな身体からだの震えを。自分と同じような感覚を覚えているのかもしれない女の、今まで見たこともないような目を──信じるしかなかった。

「食うなよ。食ったらマジで殺す」

「大丈夫よ。あまり繊維質なのは好きじゃないから」

　一呼吸。

　そしてシーナは大きく跳んだ。塀を蹴り、横手の家の屋根上へ。狼おおかみは鼻先を持ち上げ、視線をこちらに向ける。矢で注意を惹ひき、さらに屋根を飛び移って後退──狼おおかみは想定通りに追ってきた。重い獣が飛び乗った屋根、さっきまでシーナがいた場所が異音を上げて軋きしむ。

　あとはすべきことをするしかない。

　祈るような心持ちで、シーナはとにかくこの場から遠ざかる方向に屋根上を駆け始めた。

　自分は必ず逃げ切る。この犬を撒まいて、お前のところに帰る。

　だから。

（絶対治れよ……練れん介すけ！）
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　自分のマンションに帰ると、エントランスで他の住人とすれ違った。夜よ更ふけにスーツケースを引いて帰ってくる女子高生は珍しいのかもしれないが、きちんと会え釈しやくをして泰然としていれば見み咎とがめられることはない。その中に何が入っていようと。

（死体遺棄の練習ができているわね）

　そのまま自室まで持って入った。スーツケースを開けて、中に入っていた彼の身体からだを──少し迷ったが、他に場所がない。ベッドに並べていく。樹きと肉の中間のような、不思議な感触が手に伝わってきた。目を閉じた頭部と胴体。千切れた手足。見つからずに拾ってこれなかった部分もあるが、仕方がない。

　とりあえず全部並べ終えて、自分の肉から生み出していたスーツケースを身体からだに戻す。何かに使うこともあるだろうと食べておいたのが幸いした。ここからはきっとカロリー勝負で、時間勝負だ。使える肉は多いほうがいい。

　買い置きしていた栄養食品のブロックやゼリー飲料、チョコレートなどを胃に流し込みながら、じっと彼の顔を見つめた。呼吸はしていないが、感覚でわかる。まだ大丈夫だ。体内の根源魔力の欠片かけらが、彼の生命力魔力を感じ取っているということだろうか。けれど余裕はない。なりふり構っている場合ではない。

　唯ゆい夏かは一つ息を吐いてから、意を決して、彼と同じベッドに乗った。自分のベッドなのだから遠慮する必要はないはずだが、なぜか一緒のシーツに腰を下ろすことに僅かな躊躇ためらいがあった。膝立ちのような姿勢で、改めて彼の様子を検分。

　最も優先的に治すべきは、やはり、首か。半ば以上が抉えぐられ、普通の人間ならば首の骨も失っているであろう状態。しかし彼は樹人ツリーマンだ。自分が分析するなら、命を魔力で補われ、それをダークエルフの根源魔力という鋳型で新しいかたちに作り直された存在。その型が壊れたわけではないのならば、漏れ出た魔力と失われた材質さえ補強すれば、自然と元のかたちに戻っていくはずだ。その程度の自己修復能力はあるだろう。

　唯ゆい夏かは片手を伸ばし、そっと彼の首の傷口に触れる。その手の先端部から形状を失わせ、スライムの身体からだ、ゲル状の塊にした。工作のハンダ付けをするように、失われた首の肉をそのぶよぶよした物質で補塡するように押しつけ、そして少しずつ切り離していく。魔力、エネルギー、カロリー……呼び方はともかく、そんな栄養も勿もち論ろんその肉には込めている。

　そうしながら、唯ゆい夏かは静かに口を開いた。

「ごめんなさい。私があの人を送らせたせいよね」

　彼には聞こえていないだろうから、これはただの卑ひ怯きような懺ざん悔げだ。

　夜歩きの危険性というなら、彼の姉、朝あさ倉くら希のぞ実みよりも彼らこそがそうだった。セイレーンに狙われる可能性があった。後をつけて多少は注意していたとはいえ、無防備に外に出たこと自体が間違いだったのかもしれない。

　なぜ自分が彼にあんなことを提案したのか、本当にわからなかった。ただ勝手に口をついて出た、としか。

　だが今になって、彼の顔を見ながら考えれば、わかった。絶対に返事をしない彼の前だからこそ認められた。あれは、きっと彼のせいだ。

「……噓うそつきな子供が、自分は子供じゃないなんて顔をしてるのは、嫌なのよ」

　誰よりも噓うそをつくのが上手な優等生のくせに。彼女の前ではとても下手くそで、見ていられなかった。本人がそれに気付いていないことが、歯は痒がゆかった。それは彼ではない、と思ったのだ。教室で彼の噓うそをずっと見続けてきた、彼の噓うそを見抜くことにかけては自信がある第一人者だったから。

「ただ、あなたが傷つかないためにそうしてるのはわかってた。わかってて、それでもやらせたということは──そうね」

　ふ、と息を吐く。

「私、あなたを傷つけたかったのかもしれないわ」

　だからこそ、今すべきは逆だ。なんとしても彼を治す。

　首を塞いだ肉は、彼自身の持つ復元力に沿って、徐々に本来のかたちを取り戻していくように思えた。何にでもなれるスライムの身体からだが変じた、何の指向性もないプレーンな魔力肉のようなものだからこそ、彼自身の再生を助ける材料となる。

　首の固定化の完了を待っている時間はない。次だ。だが修復すべき箇所が多すぎる。胴体、中身、最終的には手足を繫つながなくてはならないし──

　合理的に考えれば、手段は一つしかなかった。

　それほどの義理はあるか、と冷静な自分自身が問いかけてくる。

（残念だけど、なくはない、でしょうね。ダークエルフ組に消えられたら困るのは確かだし。それに、最初に私を黙って除のけ者ものにしていたのは）

　ただ約束をしただけのクラスメイトを、これ以上の戦いから守るためだろう。

「…………」

　時間勝負だから仕方ない、ともう一度、自分に言い聞かせて。

　彼の目が閉じているのを、細心の注意を払って確認して。

　唯ゆい夏かは服を脱いだ。

　下着まで、全て。彼という樹きの修復材たるスライムの肉を、常に手から、袖というチューブから出さなくてはならないというのは面倒すぎる。

　だから、なのだ。仕方ないから仕方ない。ただそれだけ。

　中学生、あるいは小学生にも間違われることがある貧相な自分の身体からだ。膨らみはひどくささやかで、ダークエルフの野卑な感じとは比べるべくもない。細い手足が不健康に見えるのも自覚している。瘦せているというよりはやつれているに近い印象を与えるだろう。男は肉の少ない食べ残しの手羽先よりも、ふくよかで肉厚なフライドチキンのほうが好きに決まっている。肌の滑らかさは人並みかそれ以下だ。そばかすがまだ残ってしまっているくらいだから、肌に気など遣ってこなかった。生前も──それを模しているだけの、今も。

　もう一度、嘆息を一つ。

　頭部だけを残して、首から下の安定性を意識的に手放した。骨の浮いた脇腹も、子供のような胸も、遮るもののない下腹部も、全てが輪郭を失い、かろうじて四肢のニュアンスが残るだけの曖昧な粘体人間のような形状になる。

　ああ、化け物だ。化け物の姿だ。

　死んでから、本質がこのようなものになってしまったのが、とても嫌だったけれど。

　不思議なことに、今は──

「────」

　思考を止めて、覚悟を決めて。

　唯ゆい夏かはその全身で、朝あさ倉くら練れん介すけの身体からだの上にゆっくりと覆おおい被かぶさった。柔らかな粘性を持つ肉を蠢うごめかせて、先程首筋にそうしたように、彼の不足した部分に自分自身を押し当て、当あて嵌はめていく。千切れた手足を繫つなぐ接着剤が自分で、欠けた部位を補塡する補修剤が自分だ。

　自分の身体からだ全部が、彼の中に入っていく。お腹なかの中身の代わりに自分が詰まる。肘と手首までの間を自分という部位で形成する。彼の身体からだに存在する、存在してはならない穴、亀裂、空白。それらを見つけ次第、満たしていく──

「ん……」

　どうしてか、身体からだが熱くなっていた。

　栄養をたくさん動かしているからだろうか。それとも精神的なものか。

　率直に言えば、その熱は不快ではなかった。首から下の身体からだの全てを擦り合わせる感覚。それ以上の、自分自身を預け放ち、後先考えず一緒になっていく感覚。

　それにはどこか野放図な気持ちよさがあった。

　彼に全面的に被かぶさっている自分の身体からだ。彼を間近で見つめている頭以外に、どこがどこの部位であるかの区別は、もう、ない。

　それに気付いてしまったら、頭の奥がぞくりとした。

「……ねえ、朝あさ倉くらくん」

　目を閉じた彼の耳元で囁ささやく。彼の身体からだは依然として、全て粘性の自分の中。ぐちゅぐちゅと彼に触れて、空いた隙間に許可なく入り込んで、自分の肉で満たして。

「早く起きたほうがいいんじゃない？　あなたの身体からだに触ってる私の身体からだは、今はもう、どこでもないのよ。──それはね、言い換えたら、どこでもあるってこと」

　それは所詮、言葉の定義ごっこだ。

　けれど、気付いてしまったら自分だけのものにすることはできなかった。あまりに恥ずかしくて、その恥ずかしさに向こうも巻き込んでしまわなくては耐えられなかった。

　ひょっとしたら、取り返しのつかないことかもしれなかったから。

「あなたが今触っているのは、私の腕かもしれないし、足かもしれないし、身体からだの中にあるどこかの臓器かもしれないし──性器かも、しれないわ。だから」

　間近に見える彼の顔。開かれない瞼まぶた。教室の隣の席でいつも見ていた顔が、様々な感情を込めて横目で追っていた顔が、今はこんな近くにある。そんな状況で、裸以上の中身同士を交わらせている。

　そんな状況が自分でも可お笑かしくなり、唯ゆい夏かは小さく唇を曲げて言った。

「私、あなたとセックスしてるのかも」

　もちろん、本気じゃない。言葉遊び。可能性の曲解。恥ずかしさを消すための、自爆気味の──お互いにかかってしまう、小さな呪い。

　でも、そんなことでも言わないと耐えられなかった。ただ黙って結びついていたら、なんだかおかしなことになる気がした。あえて口に出して、いつものように可愛かわいげのない、性格の悪いクラスメイトでいたかった。

「嫌でしょう？　好きでもない、ダークエルフでもない化け物と、そんなこと」

　彼の胸板に頰を乗せてみる。

　そこは、今だけ。

　今だけ許される、休憩場所。

「だから……早く起きなさいよ。朝あさ倉くらくん」
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　記憶に刻み込まれたのは、ただ『力』だった。

　圧倒的な、肉を持った存在としての物理的な力だ。どれだけの質量をいかに自在に動かすかという、純粋な運動エネルギーの強大さ。一度それに捕まってしまえば抵抗などできるわけがない。まさしくボロ雑巾のように振り回され、何もできずに終わった。

　次にその執しつ拗ようさを思い出した。ただ殺そうとするだけではない、徹底的なまでにこちらの身体からだを損壊してやろうという獰どう猛もうな意志がそこにはあったのだ。力と、意志、その二つが揃そろって自分というものをばらばらにしたのだ。

　しかし、その『自分』というものは、何だったか？

　……それを思い出すには時間を必要とした。

　不意に身体からだを満たした温ぬくもりを、待たなくてはならなかった。

　それはとても柔らかくて、自在に形を変えて、自分を抱擁して。

　身体からだに吹いていた空々しい隙間風を、一つずつ満たしていく。

　優しく、丁寧に。ときには悪いた戯ずらに、弄ぶように。

　それは異物ではあったが、決して不快ではないものだった。だから最後まで身を任せた。

　そうして得られた眠りの彼方かなたに。

　彼は朝あさ倉くら練れん介すけという名前と、目覚めを取り戻す。




　ベッドの上で起き上がってまず見えたのは、

「んぐ!?」

　大きなフランスパンを両手で持ち、それを口に導いていた唯ゆい夏かの姿だった。

　何かの武器かと一瞬見間違うほどのサイズであり、今からそれを食べようと端っこを口に咥くわえてこちらを驚きの目で見ている彼女の姿は可愛かわいらしいものであったが、サイズ比率が変だった。それにしてもパンが大きすぎる。

　──違う。これは唯ゆい夏かが小さいのだ。絶対に。

　今まで見知っている彼女より、確実に、一回り小さい。本当に小学生のように。

「……本当に小学生みたいだな、とか思ってるんでしょう」

　どこか恥ずかしそうに視線を逸そらしつつも、ジト目で彼女は言った。気のせいではなく、服もダブダブのものを着ている。

　練れん介すけは軽く周囲を見回した。ここが以前にも来た唯ゆい夏かの家であること、シーナがいないこと、バラバラになったはずの自分の身体からだが治っていることがわかり、だいたいの流れを悟る。唯ゆい夏かの状態から逆算しても、彼女が自分を助けてくれたとしか考えられない。

「委員長が……俺を治してくれたのか」

「肉とカロリーの代わりになるものを提供しただけよ。治ったのはあなたの治癒力」

「いや、でも──ありがとう。委員長がそうなってるのはそのせい、なんだろ」

　ぷいと視線を逸そらしたまま、唯ゆい夏かはフランスパンを口の中に送り込む。

「さすがにこっちの物理的な肉の量も少しは減るわよ。別にハリボテみたいにもできるけど、こっちのほうが楽だから全体的に小さくなっているというだけ。ストックはしてたから魔力的な問題はないわ。食べてればそのうち戻るし」

　見れば部屋のローテーブルの上には様々な食べ物の空き容器などが並んでいた。自分が寝ている間、カロリーの補充に励んでいたらしい。

　練れん介すけは軽く手足を動かし、具合を確かめてみた。あれだけ滅茶苦茶めちやくちやにされたのだ、部分的に引ひき攣つれるような感覚が残ってはいたが、動き自体に支障はなかった。実際、何割ほどが失われ、新たに作り直されたのだろうか。身体からだ自身が新品の部品に戸惑っているような、長い間つけていたギプスを外したときのような新鮮さも感じる。

[image: ]

「……うん。ちゃんと動くな。もう大丈夫だ、ありがとう」

「そ」

　素っ気ない返事。彼女らしいなと苦笑した。

　見慣れた姿でなくなるというのは、シーナの髪が短くなったときと同じ、それだけで心に重石おもしを載せるものだ。それが自分のせいであればなおさら。

　だが唯ゆい夏かの態度は、まるでそんなことを気にしていないような平然としたものだった。あるいは全力で、『そういうふり』をしていた。

　ならば練れん介すけとしても、彼女のその姿を気にしすぎるわけにはいかない。なんでもないこととして、すぐ元に戻る日常的な一つの変化として、自然体で相対すべきだと思った。

「栄養補給の必要があるなら、リハビリがてら俺がなんか料理でも作ろうか。お詫わびっていうか、お礼にさ」

「やめておいたほうがいいわ」

「なんで？」

　唯ゆい夏かはリビングのベランダのほうに目を向け、鼻を鳴らしながら言った。

「ただでさえ除のけ者ものになって苛いら々いらしてると思うのに、あなたが私に甲か斐い甲が斐いしく料理を作ってるのを見たら、爆発するでしょう。アレが」

　ばんばんばん。

　そこでは見慣れたダークエルフがガラスに額をくっつけるようにして、早く入れろ、というように半眼で掃き出し窓を叩たたいて揺らしていた。




「やーれやれ。なんとか形にはなってっか。でもなんか不安だからできるだけ早く馴な染じませるようにしねーとな」

「えーと。これは、そのため？」

「当たり前じゃん。あたしとの距離が近いほどピントが合うからこうしてんだよ」

　ベッドに座る練れん介すけに、シーナは後ろからぎゅっと絡からみつくようにして抱きついていた。まるで二人羽ば織おりのような形だ。太ふと股ももの内側に足を絡からめ、練れん介すけの胸の前にだらんと首の後ろから両腕を垂らしている。それを冷ややかな目で見やっている小さな唯ゆい夏かの視線が痛い。なぜかシーナがそっちを見て挑発的にニヤニヤしているのも怖い。

「ていうかよ、魔力つきの肉が分離できるなら、あたしの手が斬られたときもそいつでササッと治ったんじゃねーのか？」

「そのときには思いついてなかったわ」

「ホントかよ。ケチってただけじゃねえだろうな……」

「それよりも、あの輝獣は？　ちゃんと撒まいてきたんでしょうね」

　シーナは練れん介すけの頭の後ろでふんと鼻を鳴らし、

「トーゼンだろ。滅茶苦茶めちやくちやマジに追いかけてきてたが、ダークエルフの逃げ足舐なめんなよって感じだ。一国の聖騎士団全員から追われても逃げ切ったあたしだぜ？　……まあ、ちっとは策にも頼ったけどよ」

「何か作戦でも使ったのか？」

「ああ。純粋な体力勝負だと厳しそうだったんで、行く先を変えたんだ。街の外にな。お前ら、前に話してたろ。街を囲むように獣を寄せつけない柵があって、あと強いセンサー？　みたいなのが設置されてるってよ」

　練れん介すけは唯ゆい夏かと一度視線を合わせてから、

「で、どうなった……？」

「あたしは壁をよじ登って越えた。確かに、ありゃ他の獣なら越えるのはムズい高さだな。で、外に出てしばらく様子を窺うかがったら、今まで追ってきてた狼おおかみの気配が消えてるのがわかった。そっからちょっと森で息を潜めて、そんで街の反対側から入り直して戻ってきたって感じだ」

「街の忌避装置や防護壁とセットで配備されてるセンサー……Ｄピラーは、遠隔で輝獣反応を検知するＤネットより感知能力が強いはずだ。もしシーナを追って引っかかってたなら、警報が響いて大騒ぎになって、騎士団も出動してる」

「そんなニュースはないわね。さすがにそんな即応的な反応を騎士団長の権限で握り潰せるとは思えないし。つまり、あの狼おおかみ輝獣は壁のセンサーＤピラーには引っかかっていない。引っかかる前に追跡を止めた……ということね」

「外壁やＤピラーの情報を知ってて、しかも察知されたくないという意思を持っていたって結論になるな。セイレーンがそう設定したのか……？」

　しかしそれ以前に、防護壁やＤピラーを忌避しているのなら、根本的な問題が再び浮き彫りになる。余計に謎が深まったと言ってもいい。

「だとしても──入るときはどうしたんだ？」

「そうね。根本的に、輝獣が街の中にいることなんて絶対にありえない。この街は、そうしないために新しく設計された街だと言ってもいいんだもの」

「でも、いたんだっつーの。だから練れん介すけがバラバラにされたんだぞ」

　その通りだ。ありえないものが、確かにいた。

　練れん介すけは今後のことをしばらく考えて、

「……仕方ないな。輝獣や街のシステムについてはあっちのほうがどう考えても詳しい。あいつらに伝えて反応を探ろう」

　唯ゆい夏かは同意の頷うなずきを見せ、シーナはあいつらに情報やんのかよと嫌そうな声を上げる。

　部屋の時計を見ると、もう朝になっていた。とはいえ一般的には、電話をかけるにはまだ微妙な時間帯だったが──無論、そんなことは気にしない。

　出勤しているにしろ寝ているにしろ、非常識を謝る必要がない相手なのは確かだった。
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長なが門と南駆動騎士団　団長室




　セリアメア・ピナイステリはソファーに座り、幸せそうに顔を緩ませて、皿のパンケーキに多量の蜂蜜を垂らしていた。彼女の好物で、ほぼ毎日の朝食メニューだ。

　それを視界の端に置きながら、久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとは電話口からの情報に眉を動かす。

「考えられない。ありえない事象だ」

『だけど現実だ。森にもいた巨大な狼おおかみ型の輝獣に間違いない』

　セリアメアが視線を向けてくる。久く瀬ぜは携帯をスピーカーモードにし、彼女の向かいのソファーに腰を落ち着けた。朝食代わりの電子煙草たばこを口に挟み、煙を天井に向けて吐き出す。

　誤情報を流してこちらを動かす作戦かとも思ったが、それにしては内容が荒唐無稽すぎる。こんな噓うそでは向こうに有利なことは何一つ起こらない。そしてシンプルに、朝あさ倉くら練れん介すけの口調には演技ではない真実味があった。

　ならば本当のことなのだろう。久く瀬ぜはそう結論づけた。

「──先に、セイレーンが操る輝獣について天てん覧らん橋ばし博士の最新の分析を伝えておく。今朝報告されたものだ。集落周辺の忌避装置に付随する近接的輝獣反応探査杭Ｄピラーによる事前の検知、あの戦いのときのＲリボＶルヴ搭載ピラーでの検知から考えて、セイレーンに操られた輝獣も近接探知には映る。これはおそらく確実だ」

『ああ』

「一方で、博士はこうも報告している。Ｄピラーでの検知データを元に、遠隔的輝獣反応検知網……Ｄネットを使っての補正検知を試みたが、それは何度繰り返しても上う手まくいかなかった、と。博士の推論は──セイレーンに操られた輝獣はＤネットでは捕捉できなくなる、というものだ。それはＤネットそのものの未熟さ、不安定さとはまた別の話らしい」

　話を聞きながら、神妙な面持ちでセリアメアはパンケーキを口に運んでいた。彼女にも理解しやすくなるように言い直す。

「……セイレーン支配下の輝獣は、遠距離から広範囲で索敵するレーダーは効かず、近距離探知のＤピラーでしか検知できない、ということだな」

『そうか。でもあまり変わらないだろ』

「ああ。この街は周囲を囲む防護壁はもちろん、地下の下水道に至るまで、輝獣が接近する可能性のある場所には全てＤピラーが設置されている。都市防衛の生命線だ。輝獣がそれを越えたのなら検知されないわけがない」

　もぐもぐと小さく口を動かしつつ、セリアメア。

「壁を越えて、空から入ってきたのでは？」

「可能性としてはあるが、難しい。Ｄピラーの有効範囲は勿もち論ろん上にも伸びている。それを越えた高度を取らねばならないし、あのセイレーンの飛行能力はそれほど高いものではなさそうだった。眷けん属ぞくと協力したとしても運べるだろうか、という疑問がある。輝獣というのはそれほど軽いものではない」

　しかしＤピラーが仕掛けられている壁やゲートには絶対に近付けないのだから、考え方としてはそちらしかないのか。輝獣を空高く浮かばせて運べるような操歌魔術ソングマジツク、あるいは別の方法があるか──？　わからない。疑わしい。何か前提を間違えているような気配すらある。

　だが、今重要なのは、

「確認する。入り方がどうあれ、だ。君たちは逃げただけで、その輝獣を処理してはいない。追われて外に出たことで追跡を振り切った。つまり──あの狼おおかみの輝獣は、まだ新しん仁じん陽よう市しの中にいるというわけだな？」

『多分、そうだ』

　朝あさ倉くら練れん介すけも現状で最大の問題がそれだと理解していたのだろう。言葉が一段階硬くなる。

　続けて聞いた。

「一体だけか？」

『俺たちが見たのはな。他にいるかはわからない』

　最悪の可能性に、目を細めた。

　人を喰くう輝獣が既に何体も街中に潜んでいるのだとしたら。レーダーには映らず、街中にはＤピラーがない。つまりその居所を知ることはできない。それは危険という言葉ですら足りない状況だ。

　いや、そうでなくとも同じか。何らかの理由で、あの狼おおかみの輝獣だけが奇跡的に警戒網をすり抜け、一体だけがどこかにいるという場合でも。あれは並みの輝獣数体ぶんの脅威を持っている存在なのだから。

　久く瀬ぜの頭の中で、あの集落の惨劇が思い返される。その背景が、牧歌的な広場ではなく、新しん仁じん陽よう市しの近代的な街並みに変わっていく──

　電話口からの朝あさ倉くら練れん介すけの声が、その想像を止めた。

『それから、一つ言っておく。俺たちが気付いたことだ。あの狼おおかみの輝獣は、ひょっとしたらシーナを優先的に狙ってたのかもしれない』

　ダークエルフ本人の印象からすれば、かなりの執着心を感じる動きだったという。

　そして──名前を呼んだかもしれない、だと？　輝獣が？　それはセイレーンが猟犬のようにはっきりした方向性を与えて『操っている』ということか。

　それもまたにわかには信じられないが、真実だとすれば話が変わってくる。

　相手が本当に無差別に人を喰くうだけの獣だけではなく、行動に法則性があるのなら。

　それを利用することで、惨劇の可能性を遠ざけられるかもしれない。

　だが──

「…………」

　電子煙草たばこの煙を静かに吐き出しながら、電話口の彼の様子を窺うかがった。彼はまだ学生だが、おそらく年齢以上に聡さとい。本当に部下に欲しい逸材だ。その彼は、気付いているだろうか。

　セイレーンの打破という結果を得るために、この自分と同じ方向を向けるだろうか？

「ふぅ。誕生日だけに食べられるアリゼインの果実じみた満足です……」

　セリアメアが最後のパンケーキの一欠片かけらを名残惜しそうに口に収め、おそらく蜂蜜味の吐息。

　それからコップの水を一杯飲んで食事を終わらせ、改めて事態に向き合った。

「いろいろあの獣についての情報は増えましたが。結局、これからどうするのです？」

　スピーカーモードのおかげで、彼女の声も向こうに届いていたのだろう。

　朝あさ倉くら練れん介すけは特に迷うこともなく言ってきた。

『悪いが、俺たちは俺たちが死なないようにするので精一杯だ。街の平和なんか知らないし、居場所がわからないセイレーンを攻撃する気もない。だから休みをもらうぞ』

「……なんですって？」

　セリアメアが目を細めるが、彼はどこか軽い調子で続ける。あらかじめ、ある程度のことは話し合っていたのかもしれない。

『言い換えれば、俺たちはもう街では仕事をしない。自分たちに有利な場所で相手の動きを見させてもらうってことだ。その場所は──』

『おう、やっぱ森だな。どっか樹きが多いとこでしばらくのんびりしよーぜ』

　ダークエルフの声に、セリアメアが眉根を寄せる。

「逃げようというのですか！　逃げ足の速い、卑劣な、ダークエルフ……これだから奴やつらは信用ならないと言っていたのです、千ち紗さ人ひと！」

　後半の言葉はこちらへの非難の目とセットだ。

　だが久く瀬ぜは、自分の頰が緩む感覚を久しぶりに味わっていた。




　ああ。それが正解だ、朝あさ倉くら練れん介すけ。

　それこそが、自分たちが打てる次の一手。

　役割分担というものに近い。
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　というわけで。

　楽しいキャンプの時間だった。




　場所は新しん仁じん陽よう市し内、北部の端区域。辺へん鄙ぴな場所にある神社の裏山のような場所だ。自然豊かな森ではあるが、市外に出てはいない。市街地を囲む防衛壁のぎりぎり内側に存在していた。

「よし。ここにするか」

　獣道か農作業路かわからない小さな道をしばらく歩いて辿たどり着ついた、ほどよい林の中の平らな空間。そこをキャンプ地に決めた。もちろん土地的には私有地か公有地かもわからない場所で、勝手にキャンプなどするのはマナー的には最悪なのだろうが、こちらは生存がかかっている緊急避難のような状況だ。ブーイングは甘んじて受けよう。

　練れん介すけは背負っていた荷物を下ろす。金に飽かせて買い込んだキャンプ道具一式の重みはかなりのものだったが、樹人ツリーマンとしての力のおかげでそう疲れてはいない。道中預かっていた同行者の軽い荷物もそこで返した。

「……ありがと。別によかったのに」

「助けてくれたお礼としてはまだ足りないと思ってるけどな。あと、今の委員長に荷物とか持たせるのは気が引ける」

「馬鹿にしてる？　見た目で子供扱いしないで」

　リュックを受け取るのは、まだ少し小さな身体からだをした唯ゆい夏かだ。さすがにそう変化した身体からだでは学校にも行けないし、近所の住人に見られても面倒だし、ということでこのキャンプに同行してくれたのだ。

「テントの準備くらいは手伝うわ。野外実習通りのやり方でいいわよね」

「ああ」

　騎士校ではサバイバル関連の授業も受けている。一般的なキャンプのスキルなら二人とも習得済みだ。

　テント設置場所の石を拾ってできるだけ平らにする。リビング空間の屋根となる布、六角形型のタープをペグとポールで立てていく……

「へー。これは何に使うんだ？」

「ちょっと、下手に触らないで」

「ああん、あたしにそんな口利きいていいのか？　あたしは野宿のエキスパートだ。お前らは教えを請こう立場だと思うぜ？」

「それについては疑う余地はないけど、多分、レベルが高すぎて俺たちには教えてもらったことが活用できない気がするな……」

　木のうろでの快適な寝方とか食べられるカエルの見分け方とかもおそらく大事ではあろうが、腑ふ抜ぬけた現代文明人には正しいテントの立て方のほうがより重要だ。

　タープと隣り合った位置にグランドシートを置き、その上にインナーテントを準備。ポールを連結してスリーブに通し、コーナーに嵌はめつつテントを立てる。その後四隅にペグを打ってしっかりと固定。仕上げにテントを雨風から守るフライシートを被かぶせ、フックをかけてペグダウンすれば──一般的なドームテントの完成だ。

　お手並み拝見とばかりに木の上で設営を見守っていたシーナが、興味深そうな顔でするすると地面に降りてきた。

「へー、いいじゃん！　床もあんのか、なんかちゃんとしてんな!?　あたしはてっきりボロ布の屋根があるだけみたいな感じかと思ったぜ」

「こっちの世界のアウトドア技術もたいしたもんだろ」

　とうっ、とダイブするようにテントに飛び込むシーナ。

「お、中も意外に広い。こりゃ街のほうの家とかいらないんじゃねーの？」

「いらなくはないけど、まあ家族用だから何日かはそれなりに快適に暮らせると思う」

「これで練れん介すけん家ちのベッドがありゃ完璧なんだけどなー」

　耳をぴこぴこ動かしながら、テント内の広さを確かめるように、シーナはごろごろと左右に転がっている……初めて体験する現代風のテントにテンションが上がっているようだ。いつもの制服姿なので、練れん介すけのいるテントの入り口からはスカートの下の危険なものが左右に往復運動しているように見えていたが。

　ともあれ、楽しいことが好きなダークエルフを楽しませることができているようで、練れん介すけとしては少し嬉うれしくなる。

「あなたに油断していられると困るんだけど。大丈夫なんでしょうね？」

「心配性だな。ちゃんと気は張ってるっての。周囲にあの獣が近付いてきたらわかる」

　輝獣に狙われている可能性があるなら、悠長に家で過ごしてはいられない。というか街のどこにいても、いざ襲われたときに不利だ。そうでない場所があるとすれば──ＲリボＶルヴがあるところ、すなわち学校か騎士団本部になる。だがさすがに現在の学校は警備厳重になっていて無理だし、騎士団本部という敵のお膝元で寝泊まりするのはシーナが嫌がった。

　となると、別の対抗手段。

　魔術がいつでも使えるような場所で待ち受ける、という選択肢を選ぶしかなかった。それが大地の力が満ちている森だ。自然の多い場所であればシーナの感覚も鋭敏になるというから、輝獣の接近にも街中より早く気付けるはずだった。

「ここは市街地からだいぶ離れているけど。実際、来る可能性はどれくらいあるかしら？」

「さあな。五分五分ってところか……あの犬、あたしの匂いは完全に覚えたってツラしてやがったしな。どれだけ離れりゃ安全かなんてわかんねー」

　シーナがテントの入り口からひょっこりと顔を覗のぞかせて、

「つーか、練れん介すけ。ここってまだ『街の中』なんだろ。壁の内側っつーかさ。なんで外に出ないんだ？」

　テントを立てても、まだ快適なキャンプ生活のためには仕事が残っている。とりあえずタープの下にシートを広げ、座れる場所を確保。アウトドア用の椅子とテーブルが欲しいところだったが、さすがに持ってくるには手が足りなかった。

「何匹の輝獣が街の中に入ってるのかわかんないからな。ひょっとしたら街にいるのはあの狼おおかみの輝獣一匹だけで、他の輝獣はまだ外の山にいるのかもしれない。さすがにわざわざ状況が悪くなるような場所には行かないほうがいいだろ……迎え撃つにしても、まずは街中にいる輝獣たちを限定して片付けるのがいい」

「街中にわんさか入っててわんさか来たら同じことじゃねーの？」

「最悪の場合はそうなるな。でもまあ、その場合の対応策もある」

　北側に目をやる。見えないが、木々の向こうには見慣れた壁がそびえているはずだった。

「魔術で倒せればそれでいいけど、倒せなくても問題はない。こないだのシーナの情報がヒントだ……防衛壁のほうに逃げればいい。相手が近寄らなければ体勢を立て直したり壁を乗り越えて外に逃げたりできるし、壁の近接的検知装置Ｄピラーに感知させられれば騎士団が動く」

「なるほど、獣をあたしらが倒す必要はねーってことか。エルフの部下たちに押しつけるのはアリだな」

　言いながらシーナがテントから出てきた。満足げに腰を伸ばして、

「よし。家もできたことだし、次は火か？　そいつはあっちの世界でもこっちの世界でも変わんねーだろ。あたしが薪拾って竈かまど作ってやっから待ってな」

　その通り、次は料理にも暖を取るにも大事な焚たき火びの予定だった。せっかくなのでシーナに任せることにする。

　自信満々なだけあって、シーナの手て際ぎわは素晴らしかった。森から適切な焚たきつけや薪を素早く拾ってくる。石を組んで、小さいながらもきっちりとした竈かまどを作る。仕上げは練れん介すけが渡したライターという文明の利器を使ったが、そうでなくともあっさり石や木の摩擦で火を起こしていたのだろうと思う。そう容易たやすく想像できるほどの手並みだった。

　授業でやったのでわかるが、こうして火を起こすというのはけっして簡単なことではない。知識と経験、そして慣れが如によ実じつに出る。

「ほれ、これでもう火が安定したぞ。あとは適当に薪を追加してくだけだ」

「素直にすごいな。……好きだ」

「うぉい！　唐突にそういうコト言うんじゃねーよ！　……照れるだろ……」

　シーナは照れ隠しに小枝を火の中にぽいぽいと投げ込んで熱気をプラスし、対照的に唯ゆい夏かは凍るような目で体感温度を下げてくれた。

　シーナの旅慣れた部分を感じ取り、練れん介すけは不思議と新鮮な気分になっていた。想像する。マントなどを纏まとった旅装束の彼女が、ファンタジー世界の森で密ひそやかに野営している様を。闇の中、ほのかに爆はぜる焚たき火びに当たって、うつらうつらと船を漕こいでいる様を。

　自分にとっては知らない世界でも、確かにそこで彼女は生きていたのだ。

　それを想起できる彼女を見ているのは楽しく幸せな気分になる。一方で、実際にその昔の彼女をもう見れないのは、勿もつ体たいないような、寂しいような気分になる。

　よっし、と膝を伸ばして立ち上がり、シーナは枝葉の擦れる頭上を心地ここち好よさそうに見上げた。

　彼女を阻害するものが何もない森の中、風と、木々のざわめきと、緑と土の匂いと、穏やかな焚たき火びのぬくもり。

　それは何の過不足もない、文字通りに自然で、相性のいい光景だと思えた。彼女はとても安心していて、楽しそうで、幸せそうで、何の無理もなさそうで。

　だから、ふと考えてしまったのだ。

　ひょっとしたら、本当に。

　街なんか捨てて、人間としての生活なんて全て忘れて、こうやって森の中で好き勝手して暮らすことが──シーナと自分にとっては、幸福なことなのかもしれないと。




　夕暮れが近付けば、来るのは焚たき火びを最も利用できるお楽しみタイム。

　キャンプ飯である。

　椅子などを犠牲にしてまで持ってきた食糧には余裕がある。カロリー補充が必要そうな唯ゆい夏かのことも考えてかなり多めに用意していたので、倹約を気にする必要はない。どれだけの期間ここでキャンプする気かも予定はあまり決まっていないが、遭難しているわけでもなし、いざというときには普通に買い物に行けばいいだけだ。

　まずは主食、飯はん盒ごうで米を炊く。その間にシンプルなメインディッシュを用意。まずはシーナが好きそうな肉だ。塩で下ごしらえし、串に刺してワイルドに焼く。それだけでは足りなそうなのでホイル焼きも作ることにした。魚と野菜、キノコを適当に包んで焚たき火びの中にイン。ついでにデザート、焼きバナナもだ。同じく皮のまま火に放り込むだけだが。

　手間をかけた品はないが、やはり野外の直じか火びで作る料理というものは胃袋に訴えかけてくるものがある。いい匂いが漂ってくるにつれ、木登りしていたシーナもテトリスで時間を潰していた唯ゆい夏かも、そわそわと焚たき火びの前でしゃがみ込んでいるだけになった。

　そして──空が夕焼けに転じた頃合いで、完成。

「うひょー、これこれ！」

　すっかり色を変じさせ、チリチリと肉汁を滴したたらせるようになった串焼き肉。胡こ椒しようをたっぷりかけて味付けしてやると、シーナは嬉うれしそうに大口を開けてそれにかぶりついた。唯ゆい夏かは対照的に小さな口で齧かじり付ついていた。彼女としては別の食べ方もあるはずだったが、風ふ情ぜいというものだろう。練れん介すけとしてもその口で味わってくれたほうが気分的にありがたくはある。

　忘れずに飯はん盒ごうのご飯を三等分。我ながら素晴らしい炊き具合だ。白く輝くように湯気を放つ白米。シンプルなうまみが主菜をより引き立てる。

　さらにホイル焼きも火から取り出して開封する。狭い空間に閉じ込められ熱をもって陵辱された魚はその身を甘く弛し緩かんさせ、柔らかくなった付け合わせの野菜やキノコと渾こん然ぜん一いつ体たいになってうまみを演出していた。ホイルに入れただけで彼らはどうしてこうもチームワークを発揮してしまうのか。

　白米と交互に熱々のおかずを消費していき、ラストはデザートの焼きバナナ。皮は真っ黒で異様な風体だが、剝むいてみるとホクホクとした肉が姿を現す。それは普通のバナナと比べてより一層の甘みバフを獲得した上級職のバナナだ。一手間かけた甲か斐いはある。

「食った食った！　あとはタピオカミルクティーがあれば完璧だな……いや、練れん介すけのことだ。まさか今から作るのか？　ポスニキロのいそうな池ならあっちにあったぞ？」

「残念ながらカエルは関係ないし作れないな……芋系だって前に説明した気がするが」

「へへー、冗談だよ冗談。とりあえず満足だ」

　椅子代わりにしていた大きな岩から立ち上がり、その近く、背の低い草が芝生や絨じゆう毯たんのように群生していた場所にごろりと寝転ぶ。ビニールシートよりやはりそちらのほうが落ち着くのだろうか。練れん介すけとしては角度的にまたスカートと褐色の太ふと股ももとその間で吞気のんきに揺れる草が気になった。気ままに風に揺れて、たまにさわさわと彼女の脚に触れる草……素敵な生き様だと言わざるをえない。

　頭の後ろで腕を組み、草の匂いに包まれながら、揺れる木々を見上げるシーナ。

　しばらくあって──へっ、と自嘲気味に、けれど穏やかに唇を曲げて言った。

「ま、こーいうのも悪くねえな。マジでさ」

　先程うっすらと考えていたことを再び思い出し、練れん介すけも静かに聞き返した。

「……森の中で暮らす感じが、かな」

「おう。マジでしばらくここにいてもいいぜ。街中にはエルフがいて、あたしの匂いを追ってるくせぇ獣もいる。安全っていうならそりゃこっちのほうが安全だしな。気配は探りやすいし、音も聞きやすいし、うるさい車とかも走ってねえし──」

　一息入れて、

「──ちょっと目を離した隙に、大事な眷けん属ぞくがばらばらにされることもねえだろ」

「…………」

　本人としては何も言えなかった。いくら強大な輝獣が相手だったとしても、為なす術すべなくやられてしまった無力が申し訳なかったし、彼女の声にその瞬間の恐怖と心配が今なお滲にじんでいるのもわかったからだ。彼女にそう感じてもらえるほどの位置に自分がいる──それには何か特別な重みを感じはするが、二度と彼女にあんな心配はかけたくない。

　練れん介すけの胸中に気付いたか、シーナは軽い声音で続ける。

「元々エルフのやつらに何だかんだ言われたのが始まりだ。協力だの何だの無視して森にいたら、あれだ、ケーサツ？　とか来んのかもしんねーが……なんとかなんだろ」

　それに答えたのは、シートに座って食後のテトリスに勤いそしんでいた唯ゆい夏かだった。その液晶に目を落としたまま、

「警察は多分来ないわ。まだしばらくは、ね」

「あん？　なんでだよ」

　ちらりと唯ゆい夏かが練れん介すけを見た。頷うなずいて、言葉を引き継ぐ。

「多分、久く瀬ぜもわかってるはずだ。実は俺たちがこうしてるのはあいつにもメリットがある。もし輝獣が本当にシーナを優先して狙ってるのなら、それはエルフ側は輝獣への警戒度を下げられるってことだ。こうして俺たちが輝獣が寄ってきてもいい形で待機してるのは──有り体に言えば、奴やつらは俺たちを囮おとりにしてるって考えることもできる」

「本当にあたしだけを狙ってるかどうかはわかんねーぞ？　エルフだって匂いを覚えられてんのかもしんねー」

「そうだな。向こう的にそうじゃない確証があるのか、いざ街中で襲われても自分たちなら対処できるって思ってるのか……実際、エルフはシーナより気軽に魔術が使える感じだった」

「いい機会だから聞くわ。エルフの魔術……精霊魔術エレメンタルマジツク？　それについてわかってることは？」

「効果はあたしのとそんな大差ないはずだぜ。ご立派な精霊を操るって以外はな。条件は……あたしらと同じに、向こうの世界での在り方とはまるっと違ってっからな。こっちの世界でのルールがどうなってっかだ。魔術の前はなんかポケットに手を入れてっから、そこにヒントがありそうな気はするけど」

「何かがあるのか、手を隠してるのか……だな。今後も注意して見とこう。とにかく、久く瀬ぜたちは俺たちのこの行動を利用して動くだろうって思ってる。こっちが輝獣を引きつけて、リスクをいくらかでも下げてるうちに、セイレーンの別の武器をなんとかしようとしてるはずだ」

「別の武器っつーと？」

「セイレーン本体の操歌魔術ソングマジツクで操られる、こっちが警戒しなきゃいけない武器は大きく二つあると思ってる。一つは輝獣で、もう一つは──人だ」

「あー。眷けん属ぞく関係か？　宗教がどうとか」

「そうそう。一時的にしか操れないみたいなことは言ってたけど、どれだけ同時に操れるのか、具体的に何をさせられるのかはわからない。手駒として人間が動くようになったら面倒だろ。で、今のところ操られる第一候補はその宗教団体関係だ。久く瀬ぜなら今のうちにそっちも対処しようと動いてる……と思う」

　練れん介すけは焚たき火びに薪を追加しつつ、

「つまり俺たちはお互いにお互いを利用してる、ってわけだ。だからまだ久く瀬ぜも社会的な攻撃をしかけてはこないだろうってこと」

　シーナは草の上で上半身を起こした。現状を理解はしてくれたようだったが、んー、と思い出したように首を傾かしげて、

「奴やつらは奴やつらで動いてるってことか。てことは……あたしらがこうしてる間に、勝手にセイレーンに負ける可能性もあるんじゃね？」

「それならそこまでさ。そんとき次の動きを考えよう。どうにかして勝って、エルフの根源魔力をゲットしたセイレーンの根源魔力も奪う。二人分プラスでラッキー。それだけだろ」

　その答えに満足したのか、シーナはきひひと犬歯を剝むき出だしにして笑った。

「強欲ぅ。さすがあたしの眷けん属ぞくだ、そうでなくちゃな」
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　それは、光を飲み干した彼らに対して行われる神聖なる儀式だ。

　導き手たる光が降臨し、授けられるは崇高なる祈りの言う葉た。

「／血のつながらない野の兎うさぎたちのステップ／おかあさんはあそこにいるね／」

　　　　「／血のつながらない野の兎うさぎたちのステップ／おかあさんはあそこにいるね／」

　瓜うり本もと庭てい源げんは、彼女と同じ歌をなぞることに陶酔じみた歓喜を感じる。

　身の内から湧き上がってくる神聖さ。五感を超えた何かによって脳に刻む言葉、こう歌えという啓示に従い、恍こう惚こつと喉を震わせる。長い宗教家人生、経文を読んだり賛美歌や祝詞のりとを口から紡つむぐのは当然のことだったし、誰かに語りかけることは必須の技術であった。鍛えられていた自分の喉に、心から感謝する。やはり今までの人生の全てはこのためにあったのだ。

　──第一の信徒である彼は、彼女の歌を補強する増ア幅ン器プの役割を果たす。様々な制限のある彼女の歌は、彼という増ア幅ン器プを通して輪唱されることで強化され、また、広範囲に、多人数に影響を与えることが可能になる。

　　　　　　　「／血のつながらない野の兎うさぎたちのステップ／おかあさんはあそこにいるね／」

　それは立ち並んだ数十人の教徒たちの口から発せられるもの。意味はない。ただそのほうが賑にぎやかで楽しいから彼女が歌わせているだけだ。

　彼らの虚うつろな視線の先、まるで海岸線の大岩のように講演台に座っていた彼女が、ふう、と息を吐いた。一区切りついたのだ、と庭てい源げんは感じる。

「お疲れ様でした」

「ええ、でも、もう少し必要ね。やっぱりこの世界の人間さんたちには歌を届けにくいわ。効果時間も少ないし、普段しない遊びをさせようとすればするほど抵抗力が発生する……」

「おお……それはきっと、彼らに救済の準備ができていないがため。ここにいる彼らは世の有象無象よりは真実に近付いていましょうが、それでも私と比べればまだ遠い。愚かなる彼らをお許しください」

「いいのよ。説明したと思うけど、方法はあるもの。何度も繰り返して、あなたの力も借りて、重ねがけすれば。最終的には、全部わたしの望むように動いてくれるようになるわ」

「自分のようなものが導き手様のお力になれるとは光福の限りでございます。差し出がましいようですが……一休みなさってはいかがでしょうか」

　彼女は壇上から、改めて教徒たちを見やった。愛いとしそうな目で。

「そうね。これぐらいの状態になれば、あとは焦あせらずに重ねて聞かせていけばいいだけだし、ダークエルフの眷けん属ぞくはバラバラにしたっていうし。それほど急ぐ必要はないかもしれないわね。じっくり歌を聞かせて、じっくり準備をすればいいのよ」

　それから思い出したように、

「そう、準備と言えば、あなたのほうの準備もあるのでしょう？　いろいろと揃そろえるものがあると言っていたもの」

「はい。全てはあなた様の望みのため。お許しください、もう少々お時間をいただければ」

「うふふ、わたしの遊びのためにやってくれていることですもの。許すも何もないわ、ありがとう」

「おお、なんという温かいお言葉。神輝の導きがあらんことを……」

「それで、どのくらいになるのかしら？　合わせられるようなら、わたしの歌の仕上げも合わせるけれど」

　庭てい源げんは深く身を折り、頭を下げながら伝えた。

「明日になれば、おそらくは」

「そう、わかったわ」

　とん、と軽やかに講演台から下りつつ、身震いするように翼を一振り。

　彼にとっての天使の羽根が舞う中、彼女は素朴に微笑ほほえんだ。




「それじゃあ、明日が本番ということにしましょう。ああ──ほんとうに、楽しみね。わたしは明日、どれくらいのひとを思い通りにして遊べるのかしら？」
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　腹を膨らませて焚たき火びを見つめているうちに、そのまま夜が訪れた。

　頭上の木々の隙間には、普段より清閑に、そして数多く煌きらめく星々の姿。耳を澄ますまでもなく、周囲には自然の音が満ちている。心地ここち好よく爆はぜる小さな薪の音。名前も知らない虫の鳴き声。風が無数の葉を飽きもせず擦り合わせる……

「うーん。来ねえなあ、獣。今日はとりあえず寝るか」

「交代で見張りとかする必要は？」

「大丈夫だよ、寝てるときの殺気とかにゃ元々ビンカンだっての。森の中にいりゃ尚なお更さらだ。さすがに熟睡はしないつもりだし、何か近付いてきたらすぐに起きれるさ」

　いざ何か起こったときに睡眠不足で対処できないのは本末転倒だ。シーナの言葉を信じ、今日は眠ることにした。

「あたしは木の上とかでもいいんだが、せっかくだから今日はこのテントってやつで寝るかな！　……余計な奴やつがいるのだけがちょっと難点だ」

「余計で悪かったわね」

「悪いな。荷物の余裕があれば委員長用のテントも張ったんだけど」

「……今更言っても仕方ないでしょう」

　中央に練れん介すけ、その左右にシーナと唯ゆい夏かという形でテントの中に寝転んだ。季節的に、タオルケットや薄手の毛布を寝具とすればそれで充分だ。

　ダークエルフと、クラスメイトの女子と、一つのテントで川の字になって眠る。それは一日前までは予想もしていなかった状況で、不思議な感覚になった。

　練れん介すけの左には、家と同じようにリラックスした表情のダークエルフ。右には、こちらに背を向けるようにして寝転んでいる、小さな少女のうなじ。そこから声が届いてきた。

「一応言っておくけど、朝あさ倉くらくん」

「なに？」

「これはあなたのテントだけど、あなたの家じゃない。私もいるということを忘れないでほしいわ。具体的には、自分の家のつもりでそれといやらしいことをしたら許さないから。勿もち論ろん、私にしても許さないけど」

「し、しないに決まってるだろ……」

　しかし逆側で、悪いた戯ずら好きなダークエルフがニヤーと唇を曲げるのがわかった気がした。




　……背中側の二人の様子は、気配でわかる。毛布が擦れる音で想像できる。というかスライムにとっての目は全身全てだから、見ようと思えば見れた。

　テントの暗闇の中で、ダークエルフは彼の頭に手を伸ばし、両手で抱きしめるようにして自分の胸に押しつけている。彼は脱出したいのか息が苦しいのか、胸の谷間で鼻先を彷徨さまよわせるが、ダークエルフは逃げることを許さない。かろうじて彼の顔が持ち上がることだけは許され、彼がこちらに聞こえないように息継ぎをしたところで、ダークエルフはその唇に口を合わせてさらに彼から空気を奪った。一度だけ、テントの中に小さな水音のようなものが発生。

（…………）

　今はまだギリギリ気付かないふりをしてやっているが。さすがにこれ以上の何かが起こり始めたのならば事前の宣言通りに暴れ始めても構うまい、と決意しながら。

　唯ゆい夏かは全ての『目』を閉じる。

　背後の事象の全てはわかっていたことであって、何を想おもうこともない。想定内だ。彼の気持ちも。状況も。ダークエルフがそれをどう受け止めているかも。喜怒哀楽は揺れない。関係ない、関係ない、関係ない……

　だが、それでも──苦しくないというわけではなく。

　一刻も早く、眠りに逃げたかった。
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　朝だ。

　熟睡できたとは言い難がたかったが、それなりに疲れは取れたような気がする。ただしそれは肉体的なもので、精神的にはむず痒がゆい感覚が蟠わだかまっていた。輝獣が襲ってくるかもしれない、と頭の片隅に置いたまま時間を過ごすのは意外と精神に負担のかかることだった。

　テントの中、同じタイミングで目覚めたシーナは、胡座あぐらをかいて上半身だけを起こした姿勢。ぼーっとした半眼で、睨にらむように前方を見つめている。

「……まずいかもしれねー」

　そんな呟つぶやきが聞こえ、練れん介すけの意識が急激に覚醒する。

「来たか!?」

　しかしシーナは慌てる様子もなく周囲を一いち瞥べつした。狭いテントの中を。そして、

「この寝床、ちょいと風通しがアレだったな」

「……？　まあ、テントだからな」

　彼女はチラとこっちを見てから、すっと座ったまま距離を取るような動きを見せた。ほんの数十センチ程度だが。

　ああ、と練れん介すけはそれだけで全てを悟り──逆に、上半身を傾けて彼女の肩口に思いっきり顔を埋めてみた。彼女が気にしているような汗の匂いなんて、自分にとっては、

「いい匂いだ。興奮する」

「ばっ、馬鹿か！」

　顔を赤らめ、動揺したように耳を動かしつつ、シーナが犬歯を剝むき出だしにしてきた。自分でもちょっと変態っぽい台詞せりふだとは思ったが、純粋に素直に言ったらああなったのだ。何一つ噓うそはない。問題はない。

　あったとすれば、それはこのテントにいるもう一人を忘れていたということで。

「……朝っぱらからサカらないでくれる？」

　ブランケットの下から、唯ゆい夏かは今まで見たこともないような冷たいジト目を向けてきていた。
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　ダークエルフのほうに輝獣が引きつけられている可能性がある。

　可能性がある、だけで充分だ。リスクが低減している今、動かなくてはならない。

　あの邪悪なセイレーンを排除するために。さらなる虐殺を引き起こさないために。

　久く瀬ぜは秘書姿のセリアメアと共に、長なが門と南駆動騎士団の離れにある自らの領域、第一特務用格納庫ハンガーの情報処理室で、パソコンに向かう天てん覧らん橋ばしアルマに声をかける。

「首尾は？　時間は充分に与えたはずだ」

「イエス！　ようやく分析できてきたと言えよう。ワタシたちのものではない監視カメラやら何やらのお力を拝借してデータを整理した結果……まず、これが瓜うり本もと庭てい源げんの自宅だな」

　アルマの肩越し、久く瀬ぜが後ろから見るパソコンの画面には、何の変哲もない一軒家が映っていた。実名で社会生活を送っている以上、住所などは公開されているに等しい。

「所在確認できたか」

「答えはノンだよ。遡さかのぼって調べたけど、数日前から帰っている気配はない。ずっと家の中にいるという感じでもない。トーゼン、セイレーンの姿も見えない」

「他に所在地候補は？」

「あるとも。カレが教祖だっていう宗教団体のほうから当たった。こっちは公開情報じゃなかったけど、ＳＮＳとか最近はいろいろあるしなー。褒めてくれてもいいぞ？」

　アルマの操作で画面が切り替わり、一つのビルが映し出された。

「新しん仁じん陽よう市しにある渡と久く山やま興産ビルディング。どうもここが新興宗教団体《導き手たる光》の本拠地、みたいな感じだねえ。登録されてる事務所みたいなのはまた別にあるけど、信者たちの集会場所として使われてるのはここっぽい」

「眷けん属ぞくかセイレーンの姿はありますか？」

　セリアメアの問いにアルマは肩を竦すくめる。

「残念ながらわかんないのだなー。ビル内部の監視カメラとかはつい最近無力化されてて、こっからは覗のぞけないし。やましいことあるゼ！　って感じだ。ただ、それで終わらないのがワタシの凄すごいところ。外の道路のカメラとかを使って、このビルに出入りした人間をリスト化し、宗教団体のメンバーと照らし合わせた結果──少し前から、このビルの中に人が集まり始めてるとわかった。メンバーたちがどんどん集まってきて、それでいて一人も外に出ていない。そんな状況だな」

　久く瀬ぜは目を細めた。

「これから、あるいは今まさに集まって何かをしているのかもしれない、か」

「でも、眷けん属ぞくがいるかどうかはわからないのでしょう？」

「まー、決め手はないかな。ネットから拾えた情報で瓜うり本もとの携帯を特定して、ＧＰＳの位置情報もハッキングしたけど、反応はなかった。ちゃんと対策を取ってるか、情報が古くて別の携帯にしてるかだ」

「小さな宗教団体というものは、頭を抜きにして信者だけが集まるようなものではない。中に瓜うり本もとがいる可能性は高いだろう」

　少なくともそう仮定してもよさそうではあった。

　では次に、具体的にどう動くか。

　あの森で対たい峙じした以上、こちらがＲリボＶルヴを操れる立場──つまり騎士団関係者であることは向こうも察知しているはずだ。瓜うり本もと庭てい源げんの情報収集能力がどれほどかはわからないが、あるいは騎士団長であることや、不自然なインターン生である朝あさ倉くら練れん介すけのことも知られている可能性はゼロではない。

　その状況に加えて、宗教団体だ。閉鎖的でありながら強い関係性で結びついているコミュニティの筆頭。人を操る能力を持つセイレーンの操歌魔術ソングマジツクと、あまりにも相性が良すぎる。

　非常に危険だ。

　人間は基本的に一時的にしか操れない、などとセイレーンは言っていた。真実であれば永遠に洗脳などはされまいが、それでもこちらを窮地に追い込む手はいくらでもある。

　ならば。

「──ダークエルフによってリスクが下がり、天てん覧らん橋ばし博士によって相手の居所が推測できている。つまり、動くなら今だ。相手が行動を起こすより先に、最も簡単な手駒となりそうなその宗教団体全体の動きを止める」

「ケーサツでも使うのかー？」

　アルマの言葉には少し考えて、首を横に振った。

「さすがに根回しの時間が足りまい。僕とセリアメアだけでなんとかできそうな手を選ぶ」

「ふむふむ。んじゃ、何かワタシが準備するものはあるかな」

　久く瀬ぜ千ち紗さ人ひとはこれから起こりうる未来を予測した。最善のパターン、最悪のパターン。その間にある全て。

　細々とした準備は無数に必要だった。その中で、最も大きなものを一つ見つけた。

「そうだな。準備は必要だ──我々ではない、彼らに」

　内容を説明すると、アルマも「ま、何が起こるかわからないからな」と同意した。

「では、頼めるか」

「ワタシはここでする仕事が多そうだし……またいいように使っちゃって申し訳ないケド、のぞみんに行ってもらうかー」

「構わない。そう言えば姿が見えないが」

「ここの休憩室で仮眠中。あとで起こして事情を説明するぞう」

「そうか。では任せる」




　久く瀬ぜがセリアメアを連れて第一特務用格納庫ハンガーを一旦離れたので、アルマも宣言通りに休憩室に向かった。勝手知ったる自分の家、のようなものだ。鍵などかかっていないことも知っていたので、そっとドアを開ける。

　小さな薄暗い部屋。二段ベッドの下の段に、眼鏡をかけていない彼女の寝顔があった。いつも思うが、年齢よりもだいぶ幼く見える。アルマは声なく微笑ほほえんで、音を立てないようにそっと後ろ手でドアを閉めた。

　忍び足で近付いて、彼女の顔を覗のぞき込んで──唇を合わせる。

「ん、っ……？」

　希のぞ実みの身体からだは一瞬ぴくりと震えたが、薄目を開き、そこにいるのがアルマであることに気付くと、ぼんやりとその瞳と身体からだを寝起きの気け怠だるさに任せるままにした。抱き枕を求めるようにこちらの背中に手が回され、その動作で彼女の肩からシーツが滑った。形のよい乳房が零こぼれる。彼女が眠りに就く前に服を脱がしたのは自分なので驚きはなかった。手に馴な染じんでいるその柔らかさを味わいたい衝動は、今はさすがに我慢するしかない。

「どうしたの……？　アルマ」

　唇を離し、二人きりのときだけに使う名前で呼んでくる彼女に、アルマは申し訳なさそうに笑ってみせた。

「ごめんごめん。千ち紗さ人ひとに言われて、のぞみんにお仕事を頼む流れになってさ。仮眠を邪魔しちゃうし、その代金の前払い」

「ふわぁ……仕事が終わってからも代金くれるのなら、いいよ。何の仕事？」

　説明すると、彼女はここ最近見せるようになった、どこか──現い在まではない何かに微苦笑しているような顔で、頷うなずいた。

「……ん。わかった。準備するね」

「なんならしばらく泊まってきてもいいのだぞ？　家族の時間は大事だからなー。あと連続勤務してるだろうから、家に帰ってもいいし」

「後払いの代金払うの待てないでしょ。──アルマが」

　下着を身に着けてベッドを下りた彼女が、その途中でおかえしとばかりに軽くアルマにキスをする。二人きりのときにだけ見せる、悪いた戯ずらっ子の面。

「普通に用事済ませたら帰ってくるよ。仕事の続きもあるしね」

「そっか。じゃ、待ってる」

　囁ささやくように言って、アルマは啄ついばみを恋人に返した。




　　　　　　　　　†




　ダークエルフに引きずられているのだろう、と唯ゆい夏かは思う。そうでなければ自分がこんなことをするわけがない。文明人としてするわけがない。

　こんな──ほんのちょっとした小川で、裸になって、水浴びをするなんてことは。

「うっひ、意外と冷てー！　でも気持ちいいじゃん」

　うるさい水音。シーナが恥じらいも何もなく膝くらいの深さまでしかない川に胡座あぐらをかいて座り込み、ばしゃばしゃと自分の身体からだに水を跳ねさせている音だ。冗談のようなサイズでありながら形のよい胸、健康的であることは認めざるをえない褐色の太ふと股もも、手入れなどしていないであろうに張りのある肌──

「はあ……」

「なに溜ため息いきついてやがんだよ。あたしと一緒に水浴びが嫌なら、お前は臭ぇままでいてもよかったんだぞ」

「そういうわけじゃないわよ」

　別に体臭などどうでもいい。多分スライムの体質で消せる。ならばなぜこうしているのかという疑問も生まれてくるが、まあ……気分だ。

　シーナのように下品なことはできないので、唯ゆい夏かは主に濡ぬれタオルで身体からだを拭いていた。不健康に色白の肌。貧相な身体からだ。肋あばらの浮いた脇腹。ある程度は体形を変えられるとはいえ、これが自分だ。好きではなかった、誰かとは違う枇び杷わ谷たに唯ゆい夏か──

「ははーん。わかったぞ」

「ちょっと！」

　うっかり考え事をしていたら、いつのまにかシーナがざぶざぶと近付いてすぐ背後にいた。こちらに後ろからのしかかるような形。根源魔力のことが頭を掠かすめてぞっとしたが、彼女が口にしたのは、

「さてはお前、練れん介すけに自分の汗臭いのが嗅がれて大失敗、とか思ってたんだろ？」

[image: ]

「……馬鹿なの？」

「諦めろ、あいつはダークエルフの汗が好きなんだと思うぜ。マジ変態だけど、まあ、面白い変態だからあたしは許してやる。でもまあお前にとってはただの変態だな」

「心から、そうね。とにかく離れて」

「ビビんなよ。根源魔力取ったりしねぇさ、契約は契約だからな。だけど──」

　そこで胸の前にあった手がすっと動く。人間ならば心臓がある場所の真上に。

　耳元で囁ささやかれた言葉は、ひどく冷えていた。まさしく、敵に対する死刑宣告のように。

「あれはあたしのだ。盗ったら殺す」

「…………」

　答えを間違えれば確実に自分はここで死ぬだろう。そう確信した。少なくとも、今自分の背後にいるダークエルフは、褐色肌の異世界人というだけではなかった。自分の都合で人を殺あやめることをも厭いとわぬ、悪党たる妖精だった。

　答えは間違わない。間違う要素はない。

「馬鹿なの、と繰り返すだけね。盗とるも何も、いらないわ。むしろ嫌いなほうだから」

　鋭く言うと、刃物の気配はゆるゆると消えていき、

「そうかよ？　だったらいいけど……なんか最近ヘンな気がしてたんだがな。市場に入ってスリに狙われたらわかんだろ、なんとなく。あれと一緒な感じでさ。こっちの世界に来て感覚がなまったかな」

「敵の気配の検知はなまってないように願いたいわね。……ところで、いい加減胸から手を離してくれないかしら」

「ん？　おお、マジで腹かと思ってた」

　冗談ではなさそうなトーンだったのが余計にむかついた。
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　何の変哲もない時間が過ぎる。焚たき火びの面倒を見て、シーナが欠伸あくびを漏らすのを眺め、森の中で彼女と同じ空気を吸っていることに安らぎを覚える──緩やかで穏やかな、安寧の時間だ。

　ここにテントを構えてからほとんど丸一日経たったことになるが、

「一匹も来やがらねえなー」

「この森に来たことで、匂いを感知できずに諦めたということは？」

　木の幹にもたれかかって座るシーナに、テトリスから目を離さないままの唯ゆい夏かが言う。

「お前らはいなかったけどよ、街を全力で逃げるあたしをあんだけ追い回した獣だぞ。途中で隠れたり何だりもしたし、めっちゃ距離が取れたなと思うときもあった。でも結局は壁を使うまで追いかけられたんだ……この森に来た程度で諦めるような鼻はしてねえと思うけどな」

「とはいえ、街中より遠いのは確かだ。それで臭いを嗅ぎにくくなって、時間がかかってるっていう線は？」

　なくはねーな、とシーナ。ならばすべきことは変わらないだろう、というのが結論だった。

　とりあえず二、三日はこの場所に陣取って、輝獣への対抗策を確保しつつ様子を見る。

　こちらに何もなくとも、その間に久く瀬ぜが動いているはずだ。あの集落のような虐殺を止めるために事態を動かしているはずだ。具体的にどうするかは知る由よしもない。当然だろう。虐殺を止めるのは正義の騎士がやればいいことだ。快楽主義者な悪のダークエルフの仕事ではない。自分たちはただ森で、自分たちなりの幸せを堪たん能のうしていれば、それで──

　だが、こちらのほうでも事態が動いた。予想外の形で。

　むくりとシーナが身を起こし、

「誰か来る」

「輝獣か？」

「いや、人だ。こいつは、多分……」

　シーナが意味深な視線を練れん介すけに向ける。その意味はすぐにわかった。

　茂みを搔かき分わけるようにして現れたのは、眼鏡をかけた、練れん介すけと同じ姓の女。

「こ、こんにちは」

　靴はさすがに野外活動用だったが、それ以外はほとんど格納庫ハンガーで見ていたのと変わらない姿だった。白衣に眼鏡、手には小さな手帳。荷物は少なく、リュックなどを背負っているわけではない。キャンプに参加しにきたのではなさそうだ。

「久く瀬ぜさんの命令で。状況説明とか現状確認とか……のために、来ました」

　唯ゆい夏かが面白くもなさそうに言った。

「輝獣がここに来るかもしれないのに。危なくない？」

「用事は少しだけだし、臭いを覚えてるならまずあっちを狙うはずだって」

「行きがけの駄賃で別の前菜に手を出すこともありうるとは思うけど。……まあ、あなたが気にしないならどうでもいいわね」

　それよりも練れん介すけは別のことが気になっていた。このキャンプ地の位置はここに来て決めたもので、久く瀬ぜたちに伝えてはいない。なのに彼女がここに来れたということは……携帯のＧＰＳ情報でもハッキングされているのかもしれない。薄々そんな気はしていた。

「…………」

　練れん介すけの顔をちらりと見てから、唯ゆい夏かが先を促した。

「それで、状況報告の内容は？」

　希のぞ実みは手帳をめくりながら話し始める。手帳が必要なほどの内容ではなかったが。

　セイレーンの眷けん属ぞく、瓜うり本もと庭てい源げんの情報。そこからの自宅割り出し。宗教団体の本拠地と思われる場所の特定。姿は見えないが、信者が集まっているのは確か。庭てい源げんもそこにいると判断して、久く瀬ぜは準備が整い次第動く──と。

「ふーん。あたしらとしちゃ、ま、せいぜい頑張れってだけだな」

　仕方なく、練れん介すけたちも現状報告を返した。輝獣の襲撃はないということ。これから来る可能性もなくはないので、もうしばらくこのまま待機するつもりだということ。こちらからはただそれだけだ。

「電話で良かったんじゃないのか」

「あと、練れんくんに渡しておけって久く瀬ぜさんに言われたものがあって……こっちが用事のメイン、かな。これは電話じゃ無理だから」

　そうして彼女が渡してきたのは、ＲリボＶルヴの起動キーだった。

「新しいやつの鍵のスペア。壊れちゃった騎体の数値を参考に、今、パラメータ調整をしてて……完璧なパフォーマンスが出るようになるのはまだちょっとかかるけど、今のうちに」

「どうせ騎体は騎士団にしかないのに。鍵だけもらって意味あるのか」

「そうなんだけど、これから何が起こるかわからないからって。私や天てん覧らん橋ばし博士がもし別の仕事で格納庫ハンガーにいないような状況でもなんとかできるように……ってことだと思う」

　そんな状況が本当に起こりうるかどうかはわからなかったが、やれることの選択肢が増えるのは悪いことではない。練れん介すけには裏プログラムで学校のＲリボＶルヴを無理矢理動かした前科もあるし、下手なことをしてシステムを壊されるよりは、ということなのかもしれなかった。

　少なくとも突っ返す必要のあるものではなかったので、ＲリボＶルヴの鍵は受け取っておくことにした。それで仕事を終えたらしい希のぞ実みはほっとした様子でキャンプを見回し、

「なんだか、いいね。こういうの」

　そんなことを呟つぶやいていた。さらにぱちぱちと揺らぐ焚たき火びを見つめ、

「焚たき火びして、時間なんか気にしないで、好きなことして、好きなもの食べて。好きな子と、一緒にいて……うん。とっても、いいと思う」

　迷うような一瞬があり、意を決したように視線を動かして、聞いてきた。

「……練れんくん。今、幸せ？」

　怒りに似た感覚が反射的に湧き上がってきた。何を言っているのか。今更。幸せの全然なかった家にいて、いつのまにか目の前から消えていた女が。何も自分に関与しなかった、存在しないのと同じだった姉が。

　こちらは獣にいつ襲われるのかわからない状況で、敵対するセイレーンをどう倒すのかに必死で、利用されていていずれは戦わなくてはならないかもしれないエルフを警戒していて、それ以前に──そもそも朝あさ倉くら練れん介すけという男は死んでいるのに。

　幸せか、なんて。

　けれど、彼女が別にこちらを怒らせたくて言っているのではないことだけはわかったから。

　そして隣には大好きなダークエルフがいるから。焚たき火びより温かい温度を感じているから。

　答えは決まっていた。

「……幸せだよ」

　その答えに、希のぞ実みは眼鏡の奥で瞬まばたきをして、そして笑った。

「そっか。よかったね。うん……本当に、よかった」

　意味も意図もわからない。依然として練れん介すけの胸中にはむず痒がゆい不快感に似たものがある。だが希のぞ実みはそれで何かを納得したようだった。

　なぜか唯ゆい夏かはそんな彼女の顔をじっと見つめていた。が、やがて目を閉じながら嘆息し、

「……お茶ぐらいなら出せるけど？」

　委員長らしい社交辞令だろう。希のぞ実みは首を横に振る。

「ありがたいけど、騎士団に帰って仕事をしなくちゃ。騎体の調整、まだ残ってるから」

　そうして帰りかけたとき、何かを思い出したように途中で足を止めて、気後れしたような顔で振り返った。

「……そうだ。さっきの、電話、で思い出したんだけど……」

　手帳にペンを走らせる。無意味な癖、時代遅れの資源の浪費。何かを書き込んだページを破って、練れん介すけに渡す。

　受け取って見れば、そこには11桁の数字があった。携帯の電話番号、だろう。

「電話番号、交換、したいかなって。その、練れんくんのも」

「……俺のは久く瀬ぜが知ってるだろ」

「そうだけど。間接的に聞くのは、何だか……違うかなって」

　練れん介すけは息を吐いた。どうでもいい。無意味。拒否するのも拒否しないのも無意味だ。だからただ一刻も早く彼女にここから立ち去ってもらいたくて、練れん介すけは受け取ったその紙の裏に自分の携帯番号を書いた。そしてその紙をそのまま彼女に突き返した。番号は教えてやるが、そちらの番号は必要ないし、かけることはない──そんな意思が、伝わっただろうか。

　彼女は差し出されたその紙を見つめ、一瞬だけ、瞳を揺らしていた。

　そのうちに手を伸ばして手帳の切れ端を回収し、やはり気後れしたように微笑ほほえんで、

「……ありがと」

　残念そうだったのはきっと気のせいではないのだろうが、どうでもいい。

　ただ──

　やはり唯ゆい夏かが意味深な目で、どこか眉根を寄せるようにしてそのやりとりを見ていたのが、なんとなく気になった。
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　日が暮れたのを合図に動き出した。

　車を目立たない場所に停とめ、目的のビルに歩いて近付く。築１年ほどの真新しいビルだ。高さは六階建てでそれほどでもないが、至近にこれより高いビルは存在しないため、屋上や上層階の様子を外から窺うかがうことは困難だろう。

　ビルの立っている敷しき地ちは三メートルほどの壁が取り巻いていた。正面にゲートのようなものはなく、入ろうと思えば簡単に入れたが、最初は前を歩いて様子を窺うかがうだけに留とどめておく。こぢんまりとした前庭。シャッターの下りた地下駐車場の入り口らしきものも見える。エントランスはおろか外から見る範囲ではビルに明かりのついた部屋は一つもないようだった。

　久く瀬ぜとセリアメアは壁に沿って裏に回った。目立たない裏側からもう一度中の様子を窺うかがい、頃合いを見て一気に壁を乗り越えて侵入。ビルと裏庭の植え込みに挟まれた場所だった。

　動きやすさを考えてか、セリアメアが秘書の格好から彼女本来の姿に戻った。久く瀬ぜは腕時計で現在時刻を確認。

「もう朝あさ倉くら研究員が彼らに鍵を渡したころだろう。彼らが輝獣と接触した情報があれば知らせるように言っている。それがないということは、彼らはまだ襲われていないということだ」

「だとすると……この建物内にいる可能性が？」

「残念ながら、ある。最大限の警戒はしておくべきだ」

　リスクの一つが処理しきれていない状況になった。が、今更止められない。

「奴やつらも何かの策を講じている段階だったということだろうな。僕たちの動くべきが今だというのは間違っていない。どうあれ、先にあちらに動かれては不利になる」

「ここなら、いざというときに私たちの魔術も十全に使えるでしょう。もしもの場合、倒せないまでも逃げられる自信はあります」

「そう信じているからこそ、だ」

　心から久く瀬ぜが言うと、セリアメアは嬉うれしそうに笑った。彼女が唯一無二の相棒であることに、お互いの力を信じ認め合っていることに疑う余地はない。その程度の死線は今までに潜くぐり抜ぬけてきている。

　ビルの様子を外から見上げて窺うかがいながら、久く瀬ぜは小さく呟つぶやいた。

「君は、セイレーンのタイプについてはどう思う」

「快楽的です。種族の長としての使命感からなどではなく、単純なる力の持ち主として選ばれた魔マ術ギ種スでしょう。その種の中で最強の犯罪者ですらあるかもしれません。あのダークエルフもそうかもしれませんが」

「同感だ。そのタイプは何をするか読めない。だから──止めるぞ」

「はい。何としても」

　頷うなずき合い、潜入前のミーティングのようなものを終了。あとは実際に動くだけだ。

　雨あま樋どいと外壁の出っ張りを使い、二人はビルを外側から上った。人間ではない存在としての力と身軽さ、そして技術があれば難しいことではない。

　屋上に到達。ロッキングチェアがあるだけの寂しげなその場所には誰もいなかった。ビル内部に続く塔屋に鍵はかかっていない。そこから侵入──おおよその間取りは施せ工こう会社のデータを盗み見て頭に叩たたき込んでいた。最上階から部屋を一つずつ調べていく。

　もし途中で瓜うり本もと庭てい源げん以外の誰かに会えば無力化する準備はしていた。

　瓜うり本もとを発見すれば──すべきことは迷わない。

　暗殺する。そのために来ている。

「……」

「死の森じみた静けさですね……」

　だが、ワンフロア全て調べ終えても、瓜うり本もとの姿はない。それどころか誰の姿もない。やはり照明すらどこにも点ついていない。直前まで天覧橋と連絡を取り、未いまだ信者たちはこのビルにいる、と確認していたのにだ。下のフロア。状況は同じ。さらに下のフロア。状況は同じ──

「千ち紗さ人ひと。下りるにつれて、薄く感じ始めています。います」

　瓜うり本もと庭てい源げんが、ではあるまい。彼女が感じられるのは根源魔力──魔マ術ギ種スの力の根幹。

　すなわち、セイレーンだ。

　しかしそれは考慮に入れていたことではある。考慮に入れていないのは今のこの状況だ。誰とも出会っていないということだ。久く瀬ぜは目を細めつつも、足を止めることを選択はしない。

「感知能力の差はあるだろうが、セイレーンにも気付かれていると思うべきだな」

「はい。注意して進みましょう」

　だが、さらに下りても何もない。このビルは完全に無人、死んだように沈黙を守っている。

（まずいな）

　嫌な予感があった。知らず、蜘く蛛もの糸の中に足を踏み入れてしまったような。この状況の全てが、敵の手の内であるかのような──

　その感覚はビルの一階、最後に残った調査場所の前に辿たどり着ついたところで頂点に達した。

　このビル内で最も大きな一室である大ホールだ。何かの講演や催し物を行うに最適な場所。

　今までの部屋と同じく、中からはいかなる音もしなかったが、

「いますね。この中です」

「開けるぞ」

　視線を合わせるだけで最低限の意思統一は為なされる。ここで退いては何にもならない。ゆえに開ける。だが玉砕はしない。状況を見定め、可能ならば最大戦果を求め、不可能ならば撤退する──これまでに何度も繰り返してきた、二人の基本的なスタンスだ。

　合理的に。ただ真摯に。為なすべきことを為なす。

　両開きの扉を押し開ける。ビルの中で、その空間だけは薄い照明に照らされていた。

　パイプ椅子と長机が整然と並べられ、正面には一段高くなった場所がある。そしてそこには講演者が使うための台が置かれていて、その上に──羽の生えた女が座っていた。久く瀬ぜたちが探していた眷庭属源の代わりに、黒く巨大な狼おおかみを足下に侍はべらせて。

　やはり、まずい。

　久く瀬ぜは心底から確信する。魔マ術ギ種スの存在ではない、輝獣の存在ではない。

　ここにも誰一人いないということが、まずい──

　セイレーン、ファズはにっこりと笑って言った。

「いらっしゃい、エルフさんたち。あれ、ダークエルフさんはいないのね？」

「……あちらを狙っているのかと予想していたが」

　彼女は軽く視線を自分の足下に向け、

「ああ、この子がやったこと？　少し事情があったから、そっちのほうが楽しいかもって思ってやらせてみたお遊びよ。でも一回やったら、次は別の遊びをしてもいいじゃない？　だから今はここにいるというだけよ。何かあてが外れた？」

「遊び、ですか。あなたの目的は」

　セリアメアの言葉に対しては、ファズはきょとんと首を傾かしげるだけ。

「何かおかしいかしら、エルフさん？」

「我々の目的は、あちらの世界で滅びた自らの種の復活。そのはずでしょう」

　真面目な顔でセリアメアが言うと、ファズは急にくすくすと肩を震わせ始めた。

「うふ。うふ、ふふふ……そう、そうね。神なんて存在がわたしたちをここに転生させたのはそのためだったわね。大切な仲間たちのため、幸せなあの日々を取り戻すため、繁栄と誇りをもう一度我が物とするため。ええ、ええ、そうでしょう。それはとっても大事な目標ね」

　そこで翼が大きく広げられた。その思いが紛れもない真実だということを、視覚的にも伝えようとしているように。

「でも、わたしは違うわ？　わたしは遊びたいだけ。本当に、それだけ、なのよ」

　久く瀬ぜは小さく息を吐いた。それもまた想像はしていた。よくないパターンだ。目的がこちらと一致していないということは、状況が複雑化する可能性がある。

「僕は遊ぶ気などない」

「言うまでもありませんが、私もです」

「そんな顔ね。でも大丈夫よ、わたしが遊びたいだけだから。勝手に巻き込んで、勝手にわたしが楽しむだけだから。気にしないで？」

「具体的には、これから何をする気だね？」

「うふふ。教えてあげる。単純よ。わたしは誰かを操りたいの。ただ操るのが好きなの。わたしにとっては全てが玩具。その玩具をわたしの思うようにして、愉快な動きをさせて遊びたいだけなの」

　一歩を踏み込むことにした。物理的にではなく、状況的に。

「ここには宗教団体《導き手たる光》──その信者たちがいるはずだ。誰もいないのはなぜだ。どこに行った？」

　ファズは踊るように軽やかな動きで講演台から下りた。その場にしゃがみ込んで、大人しく侍はべっていた黒狼おおかみの首筋を撫なでる。

「さあ。この子が殺して食べてしまったのかも？」

「見れば、ここにいるのはその一匹だけ。さすがに腹が膨れるのではないですか」

　そうだ。喰くったとは思わない。

「君は──宗教団体の信者全員を操って、そうすることが必要な何かをしようとしている。そうだな？」

「あら。人間さんは一時的にしか操れないと言わなかった？」

「それは所詮、君の側から言ったことだ。そうでなくする方法があっても驚かん」

「正解。どうしてかはわからないけれど、光るお水？　を飲んだ子たちはとっても操りやすくなるの。繰り返せば繰り返すほど効果も強まるの。不思議ね」

　光る水。エネルギー流体ＥＦか。確かにこの宗教団体はそれを力あるものと見立て、飲むことを儀式の一つとしているという報告だったが。

「それにしても、みんなを一度に操っている可能性があるのによく来たわね。ここにその子たち全員が待ち受けていたのかもしれないのに。どうするつもりだったのかしら？　ああ、なるほど──」

　ファズは久く瀬ぜの目を真っ正面から見つめて、愉快そうに唇を曲げる。

「操られた人を、一人残さず殺して対処する気だったのね？　わっるーい」

「……対処法はそちらの想像に任せるが。彼らはどこだ。何をしようとしている？」

「ふふ。そろそろ動いてるわよ」

　そこで車の音が聞こえたような気がした。軽いものではない、何十人が乗れるほど大きな──そう、バスのような大型車両が急発進し、アクセルを全開にして走り出すような音。

　先程見た、このビルの地下駐車場を思い出した。何十人もいるであろう信者たち。それが全員乗り込み、どこかに走り出すバスの姿を久く瀬ぜは想像する。

　その想像は間違ってはいまい。目的地は、どこだ？

「わたしね、こっちの世界に来て人間さんと獣さんを操って、我慢ができなくなっちゃったの。それだけじゃ足りなくなって、この街が欲しくなったの。この街を思うままにしたいの。でも、それにはわたしの歌だけだと限度があるでしょう？　だから、恐怖ってやつで支配しようかなって」

　くるり。翼を広げて、踊るように回る。狼おおかみの輝獣がのっそりと立ち上がる。

「わたしはそのために必要なものを用意する。みんなが怖がる輝獣さんたちが、街の中にたくさんいるといいわ。この子は特別に入れてるだけだから、他の子たちもみんな迎え入れてあげるの。それから──その恐怖を打ち消すようなものは、だめ。みんなが頼りにするようなものは、だめ。逆にそれもはっきりわたしの玩具にしてしまえば、みんなもう諦めて絶望して、わたしの言うことを恐怖で聞いて踊ってくれるようになるわよね？」

　その台詞せりふに、久く瀬ぜは悟った。

「信者たちが向かったのは──騎士団本部か！」

　狼おおかみが牙を剝むき出だしにし、セイレーンが浮かび上がる。

　ほのかな光だけがある空間に舞う、人外の羽根。それを幻想的だと言う者もいるだろう。

「あの子たちにはこれから大事なお仕事があるの。邪魔してはいけないわ」

　攻撃の気配。久く瀬ぜとセリアメアは身構えた。

「千ち紗さ人ひと」

「全力だ。出し惜しみは必要ない」

　頷うなずいたセリアメアがポケットに手を入れ、彼女の魔術行使の源である土塊を摑つかみ出だした。もう片方の手で取り出したライターの火をその土に触れさせ、詠唱を開始。

「《火の精霊よ／正しき灯の恵撫は其処へフアイヤーエレメンタル・クロウリングカレス》」

　迎え撃つは獣と歌。

「／ねぼすけな末の妹が起き出して／香ばしい北風に乗るおどりの合図／」

　無論、ここで倒せるならば倒す。だが輝獣もいる。殺されないのを重視。離脱も選択肢の一つ、むしろそちらのほうが優先度は高い。そうさせないために向こうはこちらと相対しているのだ。

　考えるべきことは多く、未来は不確定。

　それでも、確信できていることはある。




　一つ対処を間違えれば。ここでセイレーンに後れを取れば。

　比喩ではなく、この街が滅ぶ。
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　ようやく訪れていた今日という夜闇の中、軽やかにバスは走っている。

　バスの中での合唱は心地ここち好よい。それは若々しい修学旅行生であっても、ほろ酔いの観光ツアー客であっても、法定速度を遥はるかに超えた凶器の弾丸の中に整然と座る信仰者たちであっても変わりなかった。

　幸せそうな顔で、口を大きく開けて歌っている信者たち。

　運転席のすぐ横、中央通路で後ろを向いて彼らを教導していた庭てい源げんが、満足げに頷うなずく。実に素晴らしい。気合いが入っている。自分も活力を補充しておかなくては。

　横の席に手を伸ばし、これからの使命のための最後の甘み補給を行った。チョコもケーキも味がしないのであれば、選択肢は一つしかない。水筒に入れていた飲み物を喉に落とす。神の光ＥＦは当然のように救いの甘みを全身に染しみ渡わたらせてくれた。真理に辿たどり着ついた人間のみが感じられる、神秘の味。

　バスの進行状況を確認。合唱の切れ目に合わせ、言葉を発した。

「皆さん……素晴らしいです。それでは参りましょう」

　歌を止めさせ、最前列の席に座ってシートベルトをしっかりと締める。

　眼前の大きなフロントガラスには、迫り来るゲートが映っていた。

　庭てい源げんは席で両手を広げて、神話の始まりを恍こう惚こつと受け入れる。

「神輝の導きと共に！」

『神輝の導きと共に！』

　信者たちの唱和と同時、補強されたバスはまったく速度を落とさないままそのゲートに突っ込み、激しい衝撃で──長なが門と南駆動騎士団という組織に、宣戦布告を果たした。




　……ゲートに詰めていた職員によって、その蛮行は瞬またたくうちに警報と共に広まる。

　しかし庭てい源げんたちは何一つ頓着しなかった。何の迷いもなく、事前に予定していたことを一糸乱れぬ組織力でただ遂行した。

　いくら補強されていた大型バスとはいえ、ゲートを破れば無傷ではいられない。様々な部分をひしゃげさせて走行不能になっていたバスから、信者たちは笑顔で降り──

　用意していた火炎瓶を、付近の建物、施設、車両に向けてそれぞれ投とう擲てきし始めた。それは単純にして凶悪な貧者たちの武器。真新しい建物が、適切に管理された植え込みが、ＥＦ式の車が、炎に包まれる。何かが弾はじけて溶け落ちる、尋常ならざる音。化学薬品が反応する異臭。夜の闇が、次々と生まれる赤色で新しく彩いろどられていく。

　この場所にはテロ対策に何人かの警官部隊が常駐してはいた。が、それは原発の特別警備部隊などとは比較にならない規模のものにすぎない。騎士団という物々しい名称とは裏腹に、ここは治安維持組織でも軍隊でもないからだ。あくまでも害獣対策のための特殊な重機を備えた環境省管轄の一団体でしかない。敷しき地ち内に存在する対人装備は暴徒鎮圧用の盾や刺さす股また、よくてゴム弾やテーザー銃などの無力化兵器であって、殺傷力のある銃器はその警官部隊が持っているのみ。

　彼らは無論のこと事態に気付くなり必死に抵抗したが、多勢に無勢だった。圧倒的な信仰による行動は威嚇射撃でどうにかなるものではなく、意を決して実弾を発砲しても、傷つき倒れた信者を笑顔で乗り越えて新たな信者が歩み寄ってくるのだから。

　それは無力化兵器を携えた警官隊以外の警備員たちも同様だ。信者たちは何も恐れない。何人が無力化されても、それ以上の人数で襲い、逆に市販のスタンガンなどで行動を止め、手作りの鈍器で殴り、単純に拳で殴り、火炎瓶を投げつけ、武器を奪った。

　騎士団本部にいた夜間勤務の職員、研究者たち──彼らの動きも統一されなかった。それが可能なカリスマを持っている騎士団長はそのとき別の場所にいた。建物の中に閉じこもるもの、外部と連絡を取ろうとするもの、外に出て信者たちの蛮行を止めようとするもの……それらの行動も笑顔の信者たちは許さない。その腕で、道具で、炎で、あるいは──彼らの呼吸を止めることで、許さない。

　現実味のない散発的な戦闘音、本能的な畏怖を抱かせる火の蠢うごめき。

　警報に包まれていた敷しき地ち内が、さらにそれ以上の混こん沌とんに飲み込まれるのにそう時間はかからなかった。

　その状況こそが彼らの本命に気付くことを遅れさせる。混乱の最中、同じように装甲を強化された二台目の大型バスが、破壊された正面ゲートの跡地から悠々と入ってきたのだ。

　乗っていた追加の人員を下ろすと、一人残ったドライバーは、外にいた教祖と運転席から笑顔で頷うなずき合う。そして最重要の使命を果たすべく、もう一度アクセルを踏んだ。

　もはや二台目のバスの進行を止めるものは存在しない。

　秩序を失った騎士団の敷しき地ちを横断するように、走る、走る。南側、街側の入り口から入ったバスがまっすぐ進むのだから、行き着く先は北の端。

　正面ゲートとは逆側に存在する、もう一つのゲートだ。

　市街地を囲む輝獣対策用の外壁に存在する、唯一の合法的出入り口。街の外の山間部へと通じる関所──

「神輝の導きと共に！」

　先程の正面での再現のように、激突。轟ごう音おん。ひしゃげて隙間を開けるゲート、割れるフロントガラス、そこに飛び散るドライバーの幸せそうな血液。

　遅れてその場所に辿たどり着ついた何人かの信者が、もはや無意味な通報ボタンを連打していた詰め所の警備員を襲う。彼らには知識があった。このゲート部分に設置されている忌避装置と警Ｄ報ピ装ラ置ーを停止させる方法を知っていた。さらには二度と復旧できないように制御盤を破壊する方法も。

　ゲートが破壊され、物理的な隙間が生じ。

　忌避する波長を発生させる装置までもが失われたならば。

　もはや──近くの森で待機していた獣たちの侵入を、止めるものはない。
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　久く瀬ぜからの電話があったのは、希のぞ実みがキャンプ地を立ち去ってしばらくした頃だった。

『テロだ。セイレーンと、その眷けん属ぞくの宗教団体《導き手たる光》は──騎士団を狙ったテロを起こそうとしている』

　練れん介すけは久く瀬ぜのその言葉に、一瞬だけ目を閉じた。予想していたこと、予想していなかったこと。そのすり合わせを胸中で瞬時に行い、全てを現実として受け入れた。

「そいつは大変だな」

『それは街を恐怖で支配するという最終目的のためだ。輝獣を排除する能力を持つ組織を機能不全にすると共に、おそらくは……騎士団の敷しき地ち内にある外部ゲートも開けようとしている。そこから外にいる輝獣を招き入れる気だろう』

「街の中にいるのはあの黒い狼おおかみの輝獣一匹だけだったのか」

『今まさに、そうではなくなっているはずだ』

　手段は不明だができるのは確実だ、と久く瀬ぜは続けた。セイレーンの洗脳には制限があったが、どういうわけかエネルギー流体ＥＦを飲む人間には良く効くという性質があったらしい。それを利用し、彼女は宗教団体の全員を手駒とした。思い通りに動き犯罪すら厭いとわない人間が数十人いるのならば、その総体としての行動を止めるのは至難の業だ。

『特に……今は夜間だ。騎士団に詰めている人間の数は日中より少ない。輝獣というものは、おおよそ日中に動くものだとされているからな』

「俺はもう一度言うだけだ。そいつは大変だな」

『……わかっているのだろう？』

「何が」

　電話口の向こうで、小さく息が吸われる音があって。

『止められるのは、君しかいない』

　そんな馬鹿げた台詞せりふを、久く瀬ぜは言った。

　普段より小さな声、遅いテンポ、くぐもったような声で。

　なぜそんな声なのか、練れん介すけは理解していた。それでも、

「それはあんたの仕事だろ。正義の味方の騎士団長」

『難しいな。残念ながら──僕は今、負傷してしまっているのでね』

「おっ、エルフはどうした？　死んだか？」

　嬉うれしそうにシーナが電話に口を近付けて言う。

『彼女も治療中だ。セイレーンに手傷は負わせているが、向こうは僕らと戦うことよりも、時間を稼いでから信者たちと合流することを優先させていたようだった。だから……痛み分けで、なんとか距離を取れた、というところだな』

「ちっ。死んどけよ」

　口を尖とがらせて不満げに呟つぶやくシーナ。紛れもない本心だろう。

「話せる元気があるならあんたは大丈夫そうだな」

『どうだろうか。少なくとも、今、僕の足は存在していない。つまり……治るまでは動くことができない、というわけだ』

　久く瀬ぜがどういう眷けん属ぞくであるかは、探ろうとはしていたもののまだ未知数だったが。少なくとも練れん介すけと同じように、失われた足が治るくらいの治癒力は持っているらしい。

　練れん介すけは深く長く、息を吐いた。そうしながら頭上を見上げていた。焚たき火びの炎が揺らめき向かう先。静かな木々の葉の向こう、星々が美しく瞬またたき始めた空。ぱちぱちと心地ここち好よく薪の爆はぜる音、虫の音──

　火が照らす橙だいだい色いろの穏やかな範囲の中に、ダークエルフの姿があった。スピーカーモードにした電話の声を聞きつつも、黙って森を見つめているクラスメイトもいた。

　ここに、何か足りないものがあるのだろうか？

　これ以上に、自分が求めるべきものはあるのだろうか？

　練れん介すけの口を動かすのは、その問いに対する答え。

「──行かない。行く必要はない。俺たちは……街を守る気なんて、ない」

　冷たく無機質な、あの街。自分でないことを強いられ、本心を隠すことを求められ、演技を続けなくては生きていけなかった時間。そうしていても結局は死んでしまった、どうしても自分という存在とは合わなかった世界。

　そんなものは惜しくなかったし、欲しくなかった。

『…………』

　久く瀬ぜが眷けん属ぞくとしてどのような状態なのかは知らない。ただ先程の言葉で、常人以上の治癒力、練れん介すけと似たような耐久性を持っているであろうことは推測できた。精霊魔術スピリツトマジツクを行使できるセリアメアもいた。

　自分にとっての街の平和と、今の状況。

　それを天てん秤びんにかけることすら馬鹿馬鹿しい真実がある。

「ＲリボＶルヴの動かし方を見れば、中身の人間の能力だってそれなりにわかる。体力、瞬発力、洞察力、判断力……どれをとってもあんたは立派な騎士団長だ。まだ学生の俺なんかよりな。そんなあんたが負けたなら、セイレーンはあんたより上の力を持ってるってことだろ。勝ち目がない戦いに行くことはできない。あんたらの身体からだが治ったら二種族対一種族で対抗できるかもしれないな。そんときまた声をかけてくれ」

　そうして電話を切った。

　ふむ、とシーナは練れん介すけの顔を小首を傾かしげるようにして見ていた。表情はニュートラルで、本当にただ聞きたいから聞くだけというような調子で、

「いいのか？」

「いいと思う。俺たちの目的は、俺が欲しいものは……幸せになることだ」

　その目標は既に明確になっているのだ。盗みたがりのゴブリンが、こちらに手を伸ばしてきたそのときに。

　自分たちがやっていることは、単なる身勝手な幸せの奪い合いだと──悟らされた。

「ん。ま、そうだな」

「だろ。俺たちは正義の味方なんかじゃない」

　シーナが軽く頷うなずいてくれたので、間違っていないと思った。練れん介すけは電話をしまってしゃがみ込み、焚たき火びに枯れ枝を追加する作業を始める。

　だがそこで、静かな声が届いてきた。

「……家族を守るのは、正義の味方とは関係ないと思うわよ」

　感傷的ウエツトとも言えるような台詞せりふの中身にもかかわらず、その言葉にそれほどの感情は感じなかった。だから余計に奇妙で唐突に思えた。

　ただ数式の間違いを指摘しているかのように、ごく当たり前のことを平静に述べているだけのように。

　枇び杷わ谷たに唯ゆい夏かが、そう言ったのだった。




　いきなりのことに少し困惑したが、

「言わなかったか。あれは……俺の中だと、家族じゃ、ないんだ」

　頭の中になかったわけではない。騎士団がテロの標的にされているというなら。先程までここにいた彼女は。騎士団に戻って仕事をすると言っていた彼女は、どうなるか。

　それでも、はっきりと知覚したうえで、選択したのだ。

「年が離れすぎてるし。触れ合わなかった。記憶にない。俺を置いてさっさと家を出た羨ましい他人ってだけだ。特別には思えない」

　そう言う練れん介すけをちらりと見た唯ゆい夏かが、視線を逸そらし、嘆息しながら目を閉じて。

　また、妙なことを言ってきた。

「あの人はおかしな人よね。今更、紙の手帳を持ち歩いて使ってる。ページを破って使ったりしてる」

「そうだな、時代遅れだ。機械音痴なんじゃないのか。それすらも知らないし、興味もない」

　じゃあ聞くけど、と唯ゆい夏かは目を開けて、

「あなた……何か、『紙』について思い出はない？」

「え？」

「あの人の顔が一番強こわ張ばった瞬間があったわ。それはね、さっき、あなたが彼女の電話番号を書いた紙を突き返したとき。私にはその紙そのものを彼女が愕がく然ぜんと見ていたように思えた。手帳であることに、破って紙を渡すという行為に、何か特別な意味でもあったんじゃない？」

「そんなの……ただの癖、だろ」

　手を止めていた練れん介すけの代わりに、シーナがぽいぽいと小枝を焚たき火びに突っ込みつつ言った。

「あっちの世界じゃ紙は高級だったからなー。大事な契約書とか貴族サマが家に飾るご立派な絵とかぐらいにしか使われなかったってのに。どーでもいいメモとかに使うなんて、あたしにゃ気が知れねー」

　そのシーナの言葉に少しだけ引っかかるものがあった。どうでもいい物事として流していた何かを思い出しそうになる。それは何だ。どこで聞いた──ああ──

　これに、何か意味が、あるのか？

「そう言えば、こないだ送っていったとき……絵を描いてるのかって聞かれたな。脈絡なく」

「描く趣味があったの？」

「ない。美術の授業で適当にやってただけだ。他に絵を描くなんてのは、そりゃ子供のころの話。幼稚園とか小学生とかそのくらいまでは、確かに好きで、しょっちゅう描いてて……まあ、漫画家とかイラストレーターとかになりたいかな、なんて思ってた時期もあったけど」

　痛みがぶり返しそうになる。その頃にはまだ、夢があった。好きなものがあった。そうだ、未来には無限の可能性があると思っていて、好きなものと出会えることが楽しくて──

「そう。あの人にとっては、中学生ぐらいの一番多感な時期かもしれないわね。その頃に何かあったのかしら」

「何か……」

　あった。こっちにはあったとも。自分が冷たい牢ろう獄ごくに閉じ込められているのだと自覚するようなこと。初めての友達との別れ。楽しい全てを奪われた記憶。ああ、絵だってそのときから描かなくなった。紙にお絵かきしていたら父親に怒られたから、無駄なものだと𠮟られたから。しかし彼女はそのときだって何もしなかった。ただ見ていただけだと思う。庇かばうことも助けることもなく、ただ、遠くから怯おびえたように見ていて──

「あ、れ……？」

　薄い記憶の彼方かなたにあったその光景では。彼女はまだ、手帳やノートを持ってはいなかった。

　その出来事のあとからだ。彼女がノートを持ち歩くようになったのは。ことあるごとにそれを千切って渡してくるようになったのは。

　──まさか。それは。

　今ここにいる、この十七歳の朝あさ倉くら練れん介すけが過去を想起して思い出すことで、初めてその可能性に思い至る。

　だが、それはどうでもよすぎるものではないか。遠回しすぎて、無意味すぎて、気付けるわけがないものではないか。あの父親の一撃で完全に心が折れてしまって、抵抗など無駄なのだと悟ってしまって、したいことの全てを心の奥底に封じ込めてしまった子供の練れん介すけには──説明してくれなければ、わかるはずのないものではないのか。

「あれは、ひょっとして……俺に、絵を描く用の紙をくれようとしてた、とか……？」

　表立っては渡せないから。練れん介すけに与えられている勉強用ノートの端に描いたりしたら、親にチェックされたとき怒られるから。

　これでこっそり父親の目を盗んで描きなさい、というカモフラージュで。

　中学生の頭で精一杯考えて、自分にできる、せめてもの──

　妄想に、笑えてきた。練れん介すけは唇を曲げて、

「いや。今にして思えばってだけの、可能性だ。ただの……」

「じゃあ直接聞けば？　聞けるうちに」

　唯ゆい夏かはあっさりと言った。

「何か聞きたいことが生まれたなら。朝あさ倉くらくんの中にそれが生まれたのが事実なら、聞かない限り答えは得られないわよ」

「っ──」

　可能性が、生まれてしまっただけだ。

　家族ではないと思っていた、触れ合いなどないと思っていた、味方ではないと思っていた、同じ家にいただけだと思っていた姉。物心ついたころにはもういなくなっていた姉。

　だが、忘れていただけなのか。気付けていなかっただけなのか。

　それがあった瞬間が、自分にとってはあやふやな子供時代の記憶すぎて、思い出せていなかったというだけなのか──？

　聞けるうちに、と唯ゆい夏かは言った。そうだ、今ならば聞ける。

　しかし何もしないでいたなら、聞けなくなるかもしれない。

　二度と。もう二度と。

　頭の中に生まれてしまった、『聞きたいこと』。

　この黙示録の中、とっくに終わってしまった人生を振り返っての、答え合わせ。

　あんたは──味方だったのか？

　温度のない家にいた俺の、唯一の同じ立場の人間で、仲間だったのか？

　俺が、そうとは気付けなかっただけで。

「委員長は、どうして……」

　場つなぎのように、別のことを口に出していた。

「知ってるでしょう。私はね、普通の、突出しないものになりたかった。みんなと一緒のものになりたかった」

　彼女は膝を抱えるようにして焚たき火びを見つめていた。視線はそこから外れない。

「そのためには……普通の家族っていうものも、大事でしょう。私も、それが欲しかったわ。その中にいれば、突出しないから」

　彼女の家族にも何か事情があるのだろうか、と思った。これまで詳しく聞いたことはなかったが、何か思うところがあり、だからこうして練れん介すけと姉の関係に対しても言葉を紡つむいでいたのだろうか。

　身を縮めている彼女の姿は、聞かなくていいと拒んでいるようであり、聞いてほしくないと告げているようであった。だから練れん介すけは聞かなかった。

　今は、自分がこれからどうするのか、だけだ。

「なあ練れん介すけ。よくわかんねーけど、欲しいもの、が出てきたのか？」

　ああ。そこで答えを与えてくれる存在が、彼女だった。

　自信満々、大胆不敵な表情で笑う、ダークエルフ。

「もうわかってるだろ。練れん介すけ。我慢はダークエルフらしくねえぜ。あたしらは何でも我わが儘ままに、ゴブリン以上に欲しいものを盗んでいいんだ。欲望のままに動いていいんだ」

　焚たき火びの横で、膝を伸ばして立ち上がる。

「ちなみに、あたしも今までは別にどーでもいいかって感じだったが、急に欲しいものが出てきた。そのために動きてーな」

「……それは？」

「タピオカミルクティー飲みたくなったんだよ。──ところで、街がなくなっちまったら、あたしはどこでそいつを補給すりゃいいんだ？」
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　焚たき火びだけを消し、テントを放置して森を駆け出る。

　ピンポイントに騎士団付近がどうにかなっているという情報はまだ広がっていないものの、街に輝獣が入り込んでいるようだ、というような不確定な噂うわさ話ばなしは流れつつあるようだった。いつ大規模な混乱が広がるかはわからない。急がなくては。

　実際に現在騎士団本部がどうなっているのかは未知数だ。とにかく行ってみるしかなかった。だが走っていくのは現実的ではない。バスやタクシーを利用するか……？

「非常事態でしょう。サービスしてあげるわ」

「え？」

　今まで拠点にしていた森に最も近い文明圏、寂れた神社の外に出たところで、唯ゆい夏かは近くの駐車場に停とめてあった原付バイクに近付いた。

「できるだけ古い型がいいわね。ガソリン式のやつ」

「まさか……」

　やがて彼女は一台を見定めて、そのイグニッションキー部分に自分の掌てのひらを押しつけた。おそらく、にゅるんと肉が鍵穴に潜り込み、正しい形状のまま硬くなる。手首を捻ひねってカチャリとＯＮの位置へと回した。

「家の鍵とかで練習していたのよ。何かの役に立つかと思って」

「はん。お前も盗み系かよ。あたしだって道具がありゃ鍵開けくらいできんだからな？」

　妙な対抗意識を燃やしているシーナのことはとりあえず置いておいて、

「これに乗ってけって？」

「運転くらいできるでしょう。ＲリボＶルヴよりは簡単よ」

　迷っている時間はなかった。シートに跨またがる。シーナもぴんと来た様子で、面白そうに後部の荷台に飛び乗ってきた。ノーヘルで原付二人乗りは明らかな交通違反だろうが、途中で警察に止められなければどうということはない。

「委員長は？」

「まだ栄養が補給しきれていない私が行っても助けにはならないと思うわ。悪いけど」

「──わかった」

　どのみち三人は乗れない。覚悟を決めてエンジンの点火スイッチを押した。小気味良い音を立てて内燃機関が呼吸を始める。

「わざわざ行って負けるような間抜けはしないで欲しいわね」

「バーカ。あそこにゃ土がないでもなかったし、練れん介すけの鍵もある。なんとかなんだろ」

「騎士団本部には当然、騎士団のＲリボＶルヴ部隊もいる。輝獣はそっちに任せて、俺たちはセイレーンの相手をする……ってのがベストの流れだな。いけるさ」

「そ」

　短く言って、視線が合う。

　いつも以上に小さな身体からだになっている、隣の席のクラスメイト。

　その姿になった理由も、移動の手助けも、姉に対する推察も、全てこちらのためだ。彼女自身にはきっと関係がない。

　彼女はどうして、こんなにも自分たちを助けてくれるのだろう……

　そんなことを考えている暇すらもなかった。振り払う。

「──ありがとう、委員長。このお返しはいつかする」

　唇の端を少し曲げただけの、どこか皮肉げにも、哀かなしげにも見える笑みで、唯ゆい夏かは言った。




「期待しないで待ってるわ」
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　　　　　　　　　†




　ギノス湾に住まうセイレーンたち、イル・ン氏族の一員として生を受けたファズ・イル・ンには、幼少期のころ人間の友達がいた。メリッサという名前の女の子だった。

　自分の秘密の遊び場──他に誰も来ない水辺で一人歌を口ずさんでいたら、同じように秘密の遊び場を探していた近くの村の彼女と出会い、翼の在り無しはあれど同じくらいの背格好だったこともあって、不思議と仲良くなったのだった。

　いろんなことを話したり、質問したり答えたり、歌ったり。楽しい時間は瞬またたく間まに過ぎて、ファズはその興奮を手放したくなくて、約束をした。

「とっても楽しかったから、また遊びたいわ。明日も来てくれる？　それか、今度はわたしがあなたの遊び場に行ってもいいけれど」

　メリッサは笑顔で頷うなずき、そうして二人は誰にも内緒の友達となった。ファズも人間には近付いてはいけないと一応は教わっていたからだ。

　それから毎日メリッサは秘密の水辺に遊びに来てくれて、秘密の時間を楽しんだ。親友のように色々なことを話して、触れ合った。

　それがどれだけ続いただろうか。すっかり彼女との楽しい一ひと時ときが毎日の日課になり、それなしの暮らしなど考えられなくなってしまったころ、ファズがうっかり喉を痛めてしまった日があった。それでもメリッサとの遊びの時間は大切だったから、いつものように秘密の遊び場に行って、けれど彼女を歓迎する歌は歌えず、

「ごめんね、今日は声ががらがらで、上う手まく歌えないの」

　歌は遊び方の一つで、特に意味はないだろう。他にも話したり、探険したり、新しい遊びを見つけたり……この時間の楽しみ方はいっぱいある。だから言ったのだが、そのとき、なぜかメリッサはおかしな顔をしていた。

「じ、じゃあ……帰っていい？」

　眉根を寄せて。可愛かわいらしい頰を震えさせて。目元を歪ゆがめて。

　まるで、何かを心の底から怖がっているかのように──そんなことを、言ったのだった。

「どうして？」

　ファズはまったく何の他意もなく、きょとんと小首を傾かしげただけだったのに。

　その質問が死刑宣告だったかのように、メリッサは何かが決壊した様子で、身体からだ全体をぶるぶると震わせるようになって、涙をぼろぼろ零こぼし始めた。嫌だ帰りたい帰りたい怖いずっと来たくなかった二度と来たくない助けて誰か助けて怪物に食べられるのはいやだ。

　──ファズ・イル・ンは、自分がセイレーン種族の歴史に名を刻む天才であったことに、まったく気付いていなかった。幼いその歳としでありながら、まったく意識せず操歌魔術ソングマジツクを使い、相対する人間を自然と操っていたことに。

　ただし人間の子供が歌を聞くのは四六時中ではない。常に洗脳されていたわけではない。けれどメリッサは、最初の日にセイレーンが発した言葉、「自分がそちらの遊び場に行こうか」という台詞せりふを、こう捉えたのだろう……「自分がここに行くのを止めれば、この怪物がうちに来てパパやママがみんな食べられてしまう」と。ファズが人間に近付かないようにと教えられていたのと同じように、人間の彼女も当然、水辺のセイレーンには近付かないようにと教えられていたのだ。それは──人心を惑わす、相あい容いれない魔の怪物であるのだから。

　泣き叫ぶメリッサ、初めてできた親友だと思っていた人間の娘が泣き叫ぶ中、ファズはぼんやりとそれらの事情を想像して、裏切られたような、冷めた気分を味わっていた。いつも味わえていた、楽しい気分はどこにもなかった。

　今までの楽しさは、偶然の出会いに彩いろどられた、輝かしい奇跡なんかではなく。

　ただのお人形遊びで、自分の望むままのおままごとをしていただけなのだと気付いてしまって──なあんだ、と思ってしまったのだ。

　さらにそのとき、秘密の遊び場だったその水辺に、メリッサ以外の人間たちがどしどしと踏み込んできた。近隣の騎士団だった──メリッサの様子がおかしいことに気付いた両親が、秘密裏に娘を誑たぶらかしている化け物の討伐を依頼し、彼女を追わせていたのだ。そして尋常ならざる泣き声を聞いて、もはや一刻の猶予もならぬと抜剣して踏み込んできた。

　哀かなしいのは嫌だった。楽しくないのは嫌だった。

　だからここは無理しても楽しく遊ばなくては駄目だと思った。

　どうしてそんなことを言うの、メリッサ。遊びましょう？　いつもと同じに遊びましょう？

　ああ、今日は大人のひとをいっぱい連れてきたのね。乱暴で粗野な男のひとたち。ええ、大丈夫よ、それならそれなりの遊び方があるわ、知ってるわ、遊ばせてあげる、だから泣かないで、ほら、ちょっと無理すれば歌えないこともないから──

　そうしてファズはみんなと遊んであげた。メリッサの小さな身体からだを騎士団のおじさんたちの玩具にしてあげて、日が暮れるまで嬲なぶり者にしてあげて、ついに逆に遊びに行くことにして、壊れてしまった彼女を自宅に送ってあげて、はじめて村の様子を見て回って楽しんで、村の人たち全員に歓迎の踊りを踊ってもらって、それから飽きたので全員死んでもらった。メリッサも、その両親も、騎士団も、みんな動かなくなった。今日の遊び、おしまい。

　当然ながらファズの所業はその後、セイレーンの長老たちに知られることとなった。

　彼女らは苦い顔で言う。

　──恐ろしい子だ。才がありすぎて、ただ歌うだけで他者を思い通りに『してしまう』部分がある。自分でもそうと気付かないまま。普通は押おし止とどめる意識があるが、お前にはそれがない──

　こうあって欲しい。こうして欲しい。それを望んではいけないの？　それをやってもらってはいけないの？　そうしてくれることを、止めさせなくてはならないの？　楽しいことがあるのに、楽しくないようにしなくちゃ駄目なんておかしくないかしら。

　──壊れているのだ。非常に危険だ。誰をも自然に操れるがゆえに、お前の世界にはお前一人しかいない。この世に存在する他のものを、全て玩具とでも思っているのでは──

　ああ。そうだったんだ。

　糾弾として発せられたその言葉こそが、すっとファズの頭の中に入ってきた。これまで、世界には自分以外の他者がいる、と教えられて育ってきたが──実は、いない、のだ。

　少なくとも自分の世界には。

　今まで実感が湧かなかった秘密がそれで解けた。本気でやってほしいことをしてもらえない相手がいるなんて、どうしても信じられなかったから。だって昔から、父も母も、自分の望んでいることをしなかったことがなかった。

　そうか──周りの全ては、自分にとっては、玩具なのだ。

　自分は他とは違うから、そうなっているらしい。

　だったら、この状況自体を楽しむしかないではないか、と思った。

　自分というものが一人だけで、他人が全て玩具というこの世界を。全ての玩具を我慢せずに使って楽しむしかないではないか。玩具は思い通りに操ってこそ楽しいものだ。

　そうしてごく単純に、ファズ・イル・ンは彼女というものを規定する真理に辿たどり着ついた。

　世界は自分のものなのだ。

　自分一人の──遊び場なのだ、と。

　だからそれからは我慢せず、周りの玩具で思いっきり楽しんだ。それは単にその意味を自覚したというだけで、きっと今までの生活と何も変わらないものだったので、遠慮も何もする必要はなかった。

　ああ。誰玩か具を思い通りに操ることは、楽しいんだ。

　その快楽だけが、次々とファズの中身に刻み込まれていった。

　父で遊んで、母で遊んで、仲間たちで遊んだ。さすがに氏族の長老たちで遊ぶのは少し難しかったが、時間をかければ不可能ではなかった。そうして氏族の全てを支配下において、次に関係ある氏族で遊んで──

　最終的には祖先筋にあたる大氏族のほとんどを支配して遊んでいたところで、同盟関係にあった別の大氏族の長老や裁罰者たちにその遊びが知られて、ほとんど全員で戦争のように数で襲いかかられて、遊んでいただけなのに不思議なことに悪だと言われて粛清された。

　喉を潰されて力を封じられ、皆の前で処刑されようとしていたとき。

　ファズが考えていたのは、単純な疑問だった。

　自分一人で、周りは玩具で。

　自分にとっての楽しい遊びは、それを使うことしかなかったというのに。

　それをいけないと言うなんて、他の玩具さんたちは、何が不満だったのだろう──？




　……今、新しん仁じん陽よう市しの夜風を浴びるファズには、答えがわかっている。

　きっとみんな、玩具にされなかったことが不満だったのだ。実際、あのとき自分たちを処刑したのは玩具にする前の玩具たちだったのだし。

　だったら──不満を解消するために、玩具の世界にいる玩具さんたちには、できるだけ多く遊び道具にしてあげないといけない。

　歌だけじゃなくて、もっと他の動かし方を使ってもいいから。

　とにかく多く、もっと多く、もっともっと多く。

「うふ……うふふふふふ！」

　自分がすべきことを知っているファズにとっては、彼女だけの新しい玩具の世界、その全てが愛おしい。だから彼女は機嫌良く笑いながら目的の場所に向かって進み続けていた。

　それは誰しもが目を疑い、誰しもが映画の撮影を疑うような光景。

　車にも負けぬ速度で駆ける黒き獣と、その背にまたがり幸福そうに笑う少女の姿。

　日が暮れた夜とはいえ、道路だけでなく家屋の屋根を伝っての走りとはいえ、それが人目に付かないということはなく。それを見た者たちが次々と混乱を広げていく。街の中にいるはずのない、ニュースの向こうにいるはずの人食い獣の実在に、徐々に気付いていく。

　通報が積み上がっていく。

　だが、それを受けて真っ先に動くはずの組織は、今や──
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　職場である第一特務用格納庫ハンガーに帰ってきて、軽い一仕事を終えた。

　それからアルマと一緒に休憩しようとして、彼女が好きなコーラを冷蔵庫から切らしていることに気付いて、最寄りの自販機エリアに一人で買いに行った。自販機が少ないことに職員から不満が出ていたので、最近簡易的に増設された場所。道の脇に設置された、数台の自販機とベンチがプレハブの壁と屋根で囲まれているだけの休憩所だ。

　異変が起こったのは、そのときだった。

　大きな音。人の怒号。何かが爆はぜる音。異臭。とにかくアルマのところに戻ろうとコーラを抱えて走り出そうとしたら、騎士団職員ではない誰かが火炎瓶を持って歩いているのが見えた。笑顔で、明らかに尋常ではない様子で、気付かれればその手のものは必ずこちらに投げられるのだと思えた。自販機の後ろに隠れたら、目が合ったらしい別の騎士団職員にそれが投げつけられて、悲鳴と、炎と、嫌な臭い。怖くなって足が竦すくんだ。さらにはそのうちにヒタヒタと不吉な獣の足音がそこかしこから聞こえるようになって──

（それから……どう……なったんだっけ……）

　頭がぼんやりしている。瞬まばたき。眼鏡のレンズが片方外れていることに気付く。夜空が見えているのはどうしてだったか。足の重さの原因は。買ったはずのコーラはどこに行ったんだろう。嬉うれしそうに一気飲みしている彼女を見るのが好きなのに。

　ずし、と下半身にさらなる重みを感じた。ああ。痛い。

　この自販機エリアを区切っていたプレハブの壁が吹き飛んで倒れて、自分の身体からだはその捩ねじれて割れた板と地面の間に挟まっている。綺き麗れいに自分の身体からだだけがあるのではなく、コンクリートのブロックや別の板の欠片かけらなども一緒に挟まっているようだった。そうでなくては下半身は完全に潰れていただろう──身に感じる重みの大部分は、その板の上に載っている横倒しになった自販機のものだったからだ。そしてつい今し方追加された新しい重みは、

「…………」

　声を発さない、黒い獣の重みだった。形は犀さいに牙が生えたようなもの。命がないように思える無機質な瞳孔が、身動きの取れない自分の顔をじっと見下ろしている。涎よだれだけが、ぽとりと自分の上に覆おおい被かぶさった板の上に落ちるのがわかった。

　ああ、そうだった。隠れていたけど……これが、突っ込んで来て。自販機ごと吹き飛ばされて、それで……。

　理解に意味はない。手遅れすぎて、笑ってしまった。

　いつもこうだ。無力な自分。肝心なときに何もできない。いつだって何もできない。

　──弟の心を守れなかったときと、同じように。

（ごめんね）

　目を閉じて、心の中で謝った。その相手は可愛かわいくて愛いとしい、少し不思議な同性の恋人でもあったし、久しぶりに再会できた弟でもあった。

　身体からだの重みがなくても、指の一本も動かせないくらい、震えるくらい怖かったから。

　最後まで二人のことを考え続けて、気を紛らわせることにした。ごめんね。ごめんね。ありがとう。ごめんね。許して。

　獣の息が、まさに鼻先を根元から舐なめるように届いた気がして。自分の顔の前で大口を開けている獣を想像してしまって、やっぱり嫌だ怖い助けてアルマ練れんくん助けて──




　ゴッ、という鈍い音と同時に、重みが少しだけ消えた。




「……え？」

　薄目を開ける。

　そこには──真新しい、純白に輝くＲリボＶルヴの姿があった。

　腰を屈かがめて輝獣を殴り飛ばしたのだろう、腕を振り切った姿勢で佇たたずむそれは。
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　見間違うはずもない。ついさっきまで自分が整備し調整していたもの。

　すなわち、動かしているのは──

　ＲリボＶルヴは指を使って板に載っていた自販機も弾はじき飛とばす。重みの大部分が消えた。

　予想通りの声が、外部スピーカーから聞こえてきた。

「シーナ。残り、任せていいか」

「あいよ」

　いつのまにか横に立っていた褐色肌の少女が、足のつま先を板と地面の隙間に差し入れ、その状態のまま思いきり上に蹴り上げる。小気味良い音を立てて、今まで自分の身体からだに載っていた板がコンクリート片やら何やらと一緒に吹き飛ばされた。空気に触れる涼やかさと、圧迫されていた血液の解放が生み出す熱感。矛盾するそれらが彩いろどる解放感。

　腰に手を当て、自慢げな顔で佇たたずむ彼女の背で、羽織った制服の上着が英雄のマントのように揺れていた。

　自由になった上半身をゆっくりと起こす。もう一度、ＲリボＶルヴを見る。

　その胴体席ボデイスペースの部分を、まっすぐに。

「練れん、くん……」

「感謝なんかされても困る」

　これまで以上にぶっきらぼうな声で、彼は言った。

「ただの、タピオカミルクティーのついでだ」
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　シーナがしゃがみ込み、ぺたぺたと希のぞ実みの身体からだのあちこちに手を触れた。

「運がいい奴やつだな。無事だぜ。中身も潰れちゃいねーだろ」

　その見立ては正しかったようで、そのうちに希のぞ実みも立ち上がった。汚れた白衣と身体からだ。乱れた髪。片側のレンズが外れた眼鏡。目立った外傷はないようだ。

　彼女はじっと、こちらを見ていた。元々持っていなかったのか、転倒したときに取り落としたのか、いつもの手帳はその手にない。

　だから、それに触れるための足がかりはなく。

　ＲリボＶルヴの中から見下ろす姉の顔に、無言で問いかけるしかなかった。

　あれは──本当に、そうなのか。そういう意味だったのか。

　俺自身が気付かないような、その価値を忘れてしまうような、遠回しな救済で。

　あんたはそれを、癖になるまで続けて、気にしていたのか──？

「…………」

　視界の端で黒い何かが動くのが見え、練れん介すけはその胸中を意識的に切り替えた。今、視線を向けるべきは別のものだ。

　吹き飛ばした犀さい型輝獣の動きを注視しつつ、練れん介すけは言った。

「格納庫ハンガーへ戻れ。天てん覧らん橋ばし博士は立てこもってる」

「う、うん」

　どうしても聞きたければ、終わってからでいい。

　こんな質問は、特に意味もない、何が変わるわけでもない、ただの気分の問題なのだし。

「近いから一人で大丈夫だろ。あれの動きは見とく。だから──行けよ」

　軽く頷うなずいて、足を進めようとする希のぞ実み。

　しかし最後に、これだけは伝えておかねばならないのだというようにもう一度こちらを見て、彼女は微笑で言った。

「──ありがとう、練れんくん」

　感謝の言葉は。

　本当は、誰が受け取るべきものなのだろうか。




　希のぞ実みが格納庫ハンガーに避難していったのを視界の端で見届ける。

　ＲリボＶルヴの肩に飛び乗ってきたシーナが、周囲を見回しながら唇を曲げた。

「さてと。楽しい夜の祭りが始まってんなあ？」

　もはやこの騎士団の敷しき地ちに、真新しい大学のキャンパスのようだった雰囲気はどこにもない。夜闇を照らし出すのはＥＦ式の外灯と、施設や備品や植物を飲み込んでそこら中で踊っている原始の火。今まで聞いたこともないような異音がそこかしこで発生し、異様な臭気も留まることを知らない。尋常ならざる、災害じみた異常事態がこの場所を混こん沌とんと包んでいた。

　だが、これは間違いなく人災だ。このＲリボＶルヴを起動する際の一瞬、アルマから聞いた。《導き手たる光》の信者たちによる所業。大型バスで正面ゲートを破り、続いて街の外に続く防衛ゲートも破壊した。そして外から侵入してきたのが──

　輝獣。

　視線を外さないまま、練れん介すけはＥＦランスを引き抜いて起動させた。一気に踏み込んで突き出す。特殊波長で振動する金属具が輝獣の外皮を貫いた。騎体の重量をさらに加え、肉厚な体内の奥の奥へ侵入していく。そして幸運なことにその途中で心臓部たる核を捉えたらしく、輝獣はびくりと大きく痙けい攣れんしてから地面に倒れた。

　それでも、安あん堵どなどできるわけがない。

　不吉な獣の気配は依然として周囲に満ちている。疾駆しているもの。悠然と闊かつ歩ぽしているもの。車両の上に載って次の獲物を探しているもの。不運な職員が次の瞬間には圧のしかかられて悲鳴と血ち飛沫しぶきが上がった。

　あの森のとき以上の数だ。十匹は確実に超えている。二十は……いてもおかしくはない。本来、高い防壁と忌避装置によって街への侵入が不可能なはずの獣は、人の力によって容易たやすくその論理を覆くつがえされている。当然だ、その街への侵入を押おし止とどめていたのも所詮は人の力にすぎないのだから。

　同様に警報や監視装置も働いていない。全てが信者たちの手で処理されている感じではなかったが、どんな警報も、それを聞いて動く者がいなければ意味はなかった。

　いや──まったくいないというわけではないらしい。

「誰かいるか!?　こちら第一小隊長騎、旗はた山やま繰くり秋あき！　応答求む！」

　通常回線での通信。迷ったものの、一応出てみることにした。

「こちら朝あさ倉くら練れん介すけ騎。所属は──騎士団長直属、特別インターン生です」

「騎士校の学生か。ＲリボＶルヴで出ているのは久く瀬ぜ団長の指示だな？　団長は？」

「まだ、いません」

　舌打ちのような音が聞こえてきた。頼りにされているということなのだろう。

「状況はどうなってますか」

「滅茶苦茶めちやくちやだ、ああ滅茶苦茶めちやくちやだ。今日の夜間当直は俺を含めて三名。夜に輝獣は来ないからいつもこんなもんだが、今は部隊全員で寝泊まりしてりゃよかったって思ってる！　三人全員がＲリボＶルヴで出てるが、手が足りない。こんな数で来やがるなんて誰が想像するかよ！　テロリストが手引きしたって話だが、くそっ！」

　通信機の向こうで、何かが揺れる音がした。輝獣と一戦交えながら会話しているのかもしれない。

「俺たちは手分けして職員の救助に当たってる。お前はどこにいる？　一区域任せていいか」

「第一特務用格納庫ハンガー近くです。この付近は任されました。応援は必要ありません」

「言うな、学生。じゃあ任せたぞ、死ぬなよ！　正式な作戦行動中でもないのに死んだら色々面倒だぞ！」

　通信が切れる。

　彼にそう答えたのは、勿もち論ろんここは自分に任せろなどという正義感からではなかった。

　眼前に、一ひと際きわ大きな体たい軀くの狼おおかみ型輝獣と、その背に座る魔マ術ギ種スが現れたからだった。

　さらには──どこからか、同じく背に翼の生えた男がふわりとその隣に舞い下りる。

　セイレーンと、その眷けん属ぞく。この地獄を作り出した張本人たち。

　ＲリボＶルヴの肩で、シーナが犬歯を剝むき出だしにして言った。

「楽しそうなことしてんじゃねぇか。遊びに来てやったぜ」

「まあ、いらっしゃい。それは嬉うれしいわ、本当に嬉うれしいわ。でも、この遊び場のルールは一つ──『わたしの思うとおりに動くこと』よ。あなたにそれができるかしら？」

「そりゃ難しそうだな。聞くだけでクソつまんねー。あたしと根源魔力の奪い合い遊びをしたほうが楽しそうだぜ？」

「それねぇ。エルフさんも言っていたけれと、逆にわたしには楽しくはないことね」

　巨大な狼おおかみ輝獣の視線を受けつつも、練れん介すけは鋼の巨人の中で周囲を警戒。他の輝獣たちの動きにも注意は払っておかなくてはならない。

「ただ……セイレーン種族の復活という目的自体を忘れているわけではないわ。それ自体はどうでもいいけれど、その先にあるものは少し楽しそうと思っているの。だからこの舞台にいるのよ、わたしは」

「あん？」

　ファズはそこで、今までにもまして朗らかな──そして狂的な笑みを見せる。

「種族が復活したら、わたしは、わたしを処刑した、こわれものだと嘲った長老たちやみんなを、操りたいの。操って遊びたいの。今度こそ仲良くね、うふふ。歌を聞かせるためには、まず蘇よみがえってもらわなくちゃ駄目でしょう？　ああ、どんなことして遊ぼうかしら？　蘇よみがえって感激しているときに、盛大に祝ってもらって盛大に楽しんでもらって、希望でいっぱいになったそのあとに『みんなもう一回死んでね』って言うのもいいわよね！　夢が広がるわ！」

「ちっ。やっぱイカレてやがる。だがまぁ、欲しいモンを一番に考えるのは当たり前だ。お前はとにかく自分の愉たのしみがその一番ってわけか」

「そうよ。だって世界は元々わたしの遊び場なんだもの。玩具さんたちは遊んであげないと可哀想かわいそうでしょう？　できるだけたくさんね。だからさしあたって、この街のみんなと遊べるようにしたいの。ああ、どう遊ぶかは言わないでもわかるでしょう？　わたしはただ──」

　羽ばたく。ファズはふわりと狼おおかみ輝獣の背から浮かび上がり、近くにあった外灯の上に立った。眷けん属ぞく、瓜うり本もと庭てい源げんはその隣の外灯へ。

「歌でも何でも、何を使ってもいいから、とにかくわたし以外の何かがわたしの思い通りに動くのを見るのが好きなの。無責任にただ誰かを操ることが気持ちいいの。だから、ねえ、あなたたちもそうなって。わたしに操られて、玩具らしくなって！　あの子たちみたいに！」

　今までよりも高い位置から見下ろす、彼女の視線の先。周囲には、騎士団の制服も白衣も着ていない、ただの一般市民と思おぼしき男女が何人か立っていた。手には何も持っていない。足を引きずっているような者や、自分の火炎瓶でどうにかなったのか、腕に火傷やけどを負っている者もいた。それでも一様に、同じような笑みをにこにこと浮かべている。

「あの子たちのお仕事はもう終わったかしら、庭てい源げんさん？」

「はい。役目を終えた者、これ以上のお手伝いが難しそうな者をとりあえず呼び集めました」

「うん。だったら問題ないわね。どうぞ、いいわよ──」

　まさしくペットに声をかけるように、にこりと呼びかける。

「食べられて？」

　信者たちは笑みを崩さないまま、声を揃そろえて言った。

『神輝の導きのままに！』

　そしてそれぞれに近寄っていた輝獣たちに、同時に喉笛に嚙かみつかれ腹に鼻先を突っ込まれ頭からぱくりと咥くわえられ、すなわち食べられた。ぼりぼりぐちゃぐちゃ。抵抗の様子などあるわけがない。地面に倒れた手足が生命の終わる反射で魚のように跳ねるだけだ。

「あは、あはははは！　すごーい、おいしそう！　食べて、もっと食べて！」

　吐き気がする。血と肉片の光景は見慣れているのだとしても、映画の中にあったあれは作品で、表現だ。何かの意味と意図があった。

　だがこれはただの結果だ。セイレーンという怪物の、遊興の絞り滓かすでしかなかった。だから見ても楽しくない。世界の裏側を見たような気分にはなれない。

　練れん介すけは手に持つＥＦランスの出力を確認した。他の装備にいつ切り替えるかの計画も立てる。騎体のエネルギー残量チェック。まだリロードの必要はない。

「あれ、なんだか怒ってる？　無意味にこうしたって思ってる？　勘違いしないで、わたしが楽しむのが一番の目的でも、他に意味がないとは限らないわよ」

　続けられたのは、歌だ。

「／カエランディスたちの砕け道／緋ひ色いろのあぜ道ふみしめて行こう／」

　　　　　　　　　　「／カエランディスたちの砕け道／緋ひ色いろのあぜ道ふみしめて行こう／」

　まったく同じフレーズと抑揚の歌が庭てい源げんの口で繰り返されると、新鮮な肉を漁あさっていた獣たちがその途端、咀そ嚼しやくを止めて無音で頭を上げた。単一種の野生動物の群れが、一斉に何かに気付いたときのように──こちらに集中する、虚うつろな視線。

「エネルギー流体ＥＦっていうのを飲んだ人間さんたちが操りやすくなるのと同じように、人を食べた輝獣は操りやすくなるし、力が強くなる。ええ、そういう裏技はいくつかあるの。だから、魔マ術ギ種スや眷けん属ぞくには効かない、なんて思っては駄目よ。あなたたちには……一度ばらばらにして繫つなぎ直して、とか。串に刺してぐるぐる焼きながら、とかどうかしら？　いろいろ試してみましょうよ」

　輝獣たちの四肢に力が籠もるのがわかった。食事の時間は終了ということだろう。

　ならば次は？

　練れん介すけは鋼の手で武器を握りしめる。

　決まっていた。次に来るのも食事の時間だ。人の肉ではない、冷たく硬い金属の餌だが。

　しかしその給きゆう仕じ係は信者たち彼らのように従順ではない。

　それが大人しく胃に収まる餌かどうか──奴やつらに全力で、試させてやろう。

「だから、抵抗しないでほしいな。この街ぜんぶが、わたしの命令を聞くようになるまでの間。根源魔力を獲とる前に、たっぷり遊べるようにしてあげるから！」




　　　　　　　　　†




　ファズは歌う。眷けん属ぞくである庭てい源げんと共に歌う。

　さすがにこれだけの数、しかも新鮮な肉を喰くらって力を増した輝獣を制御するのは簡単なことではなかった。そのための合唱だ。

　魂の奥底で繫つながった眷けん属ぞくは、もう一人のセイレーン、否、もう一人の自分自身に等しい。まったく同じリズムと音程を奏かなでることで魔術の音波は重なり合い、お互いの効果を高め合う増ア幅ン器プと化す。

　何を歌うまでもなく、彼は出会った瞬間に自分の虜とりこになり、自らの全てを捧ささげてくれるようになった。森で獣に喰くわれ死んでいたところだったというのに、逃げもせず、ただこちらを拝んで何もかもを委ねてきた。歌すらも必要ない玩具は初めてだったので、少し驚いた。相性がよかったということなのだろう。

　かつて彼の命を奪った獣たちが、縦横無尽に白鋼の騎士に飛びかかっていく。騎士は手中の鎗やりを振るって獣を打ち払い、身を捻ひねって牙と爪を回避し、有利な位置へ身体からだをずらしてから鎗やりの先端を獣に突き込む。一匹が胴を貫かれて動かなくなった。引き抜いて次の獣、今度は大きく開いた顎の中。しかし最後の力で銜くわえ込んだのか、抜けなくなったらしい。とても面白い。騎士は鎗やりを諦めて手を離し、蹴りつけるようにして後退。太ふと股ももから別の棍こん棒ぼうのような武器を取り出して構える。まだまだやる気のようだ。どんどん遊んであげよう──

　歌、歌、歌。

　騎士の肩に乗っているダークエルフが矢を撃ってくるが、当たるわけがない。外灯をぴょんぴょんと渡り歩くようにしてかわす。また、歌。

　騎士は懸命に獣の群れに対処しているが、物量差でやっぱり苦しそうだ。早く諦めてしまえばいいのに。身体からだの表面の光る筋も、なんだか次第に輝きが鈍くなってきたように思える。おしまいは近いと思えた。続けざまに歌詞ことばを紡つむぐ。

　獣が飛びかかる。殴おう打だされる。別のものが飛びかかる。折り重なるようにもう一匹。さらにもう一匹、遊んで、遊んでと致死の牙でまとわりつく──鋼を嚙かみ砕くだくのはなかなか骨が折れそうだったが、嚙かみついて全体重をかければバランスを崩すには充分。それから柔らかい場所を改めて嚙かめばいい。

　ほら、ほら。一匹にばかりかまけていていいのかしら。後ろから、そのまた後ろから、別の獣さんたちが飛びかかって、体重をかけて、ほら！

　もはやその鋼の身体からだには、木に生なる果実のように大小の黒き獣がしがみついていた。その合計された重みに、機械仕じ掛かけの騎士もさすがに我慢の限界。ぐらりと白い騎士がよろめき、頽くずおれるように倒れるのが見えた。あーあ。

　どうしますか？　というような庭てい源げんの視線。それは提案ではなく確認だ。彼は全ての選択をこちらに委ねている。

「／食いしん坊のかぶりもの／星降るよるに夢見たごちそう／」

　　　　　　　　　「／食いしん坊のかぶりもの／星降るよるに夢見たごちそう／」

　とっておきの狼おおかみさん。特別な狼おおかみさん。不測の事態に備えてあまり攻撃参加させていなかったその子にも、躍動の命令。倒れて十匹近い輝獣たちにまとわりつかれてもはや身体からだが見えないくらいになってしまっている騎士に向けて足を進ませようとして──

　そのとき。

　自分のものではない歌が、聞こえてきたのだった。




　──根付き、息吹け、我が森よルート・ブリーズ・マイデイア。

　──闇者へ、忌者へ、福音たれウエイスト・アンフオーギヴン・エンダーク。

　──葉繁り、肥立ち、季は巡るグロウス・ブロウズ・リンカーネイト。




　騎士が倒れ、輝獣たちが圧のしかかって蠢うごめいていた場所は、芝生と木が植えられている……地面があるところ。そして気付けば、肩に乗っていたはずのダークエルフの姿も見えなくなっていた。騎士の下か──あるいはその中に？




　──果てに、種木は、より靱くエンド・ナーサリー・エンリヴン。

　──芽吹き、息吹け、新しき森バツド・ブリーズ・マイデイア──！




　魔力の奔流と共に、どん、と輝獣たちの下から何かが突き上がる。獣たちを吹き飛ばし、力強く伸び上がっていくそれは、一本の巨木だった。そして奇妙なことに、立ち上がった鋼鉄の騎士でもあった。

　合わさっている。木と騎士が合一したものは、胴体という幹を太く安定させ、脚部という根で大地から力を吸い上げる。肩の上からさらに大きく広く、生命力を感じる枝葉を伸ばしていき──ある一点で、急に反転するように縮んだ。それは力を失ったのではない。役目を終えた花が次の生育のために萎しぼんだかのような、凝縮だ。

　みしみしと木の軋きしむ音を立てて、鋼の軋きしむ音を立てて、それらはさらに一つの形へと合わさっていく。幹の余った部分が騎士の関節の下に潜り込み、あるいはより太く補強する。獣の牙で傷ついた装甲の表面を覆いさらに堅けん牢ろうにする。

「まあ……」

　ファズは思わず感嘆の息を漏らした。

　世界の全ては玩具箱。好きにしていい玩具だけが入っているけれど、まさかこんなものが入っているとは夢にも思わなかった。だからこの世界は、遊び甲が斐いがある。

　眼前にいるのは、鋼と樹きの合一した騎士。

　ガコン、と背中にある銃のような機構が撃鉄を落として、瑞みず々みずしい輝きを身に纏まとった。




　　　　　　　　　†




　倒れた瞬間、咄とつ嗟さにシーナを騎体で包むようにして、胴体席ボデイスペースのハッチを開けたのだった。そして手を触れてもらって、輝獣が圧のしかかってくるのを騎体の下で感じながら、精せい霊れい樹じゆの作成を行った。ゴブリンの戦いのときに見み出いだした、新たな形──ＲリボＶルヴを巻き込んでの精せい霊れい杖じよう化だ。それを想定して地面がある場所に移動していたのだ。

　ほとんどＲリボＶルヴと同化した練れん介すけの中、胴体席ボデイスペースにはシーナがいる。入れ替わった主人。彼女と地面から受け取った万能感の中、練れん介すけはセ自ン分サのー目を走らせた。周囲にはまだ輝獣が多くいる。だがこの状態ならば。

　武器はある。手にはまだＥＦメイスを持っていた。しかし形が変わっていて、持っていた手から精霊杖としての影響が伝でん播ぱしたのか、騎体と同じように樹きと部分的に合一していた。ＥＦ振動機構は働いているようだが、はたして──

「練れん介すけ。そのメイス、あそこに触れさせてくれ。多分いける」

　彼女が示した場所はなんとなくわかった。先程、喜んで輝獣に喰くわれた信者たちの残骸だ。生命というものに対する冒ぼう瀆とくを感じなくもないが、彼女が求めるのであれば。

　血と肉が入り混じった赤の沼地に、メイスの先端が触れる。だがそこに潜んでいるのはそれだけではなかった。

「《骨の精霊に命ずる／捲れ繫がり外殻を紡げボーンスピリツト・オーバーターンフオルム》」

　彼女に見み出いだされ、歓喜する小さな者たち。骨の暗霊はメイスに這はい上り、びきびきとその性質を鋼の上に広げていった。言い換えるなら浸食だ。どこか鋭さを持って、白き骨はＥＦメイスの上に第二の形状を形作る。それは敵の肉を穿うがつ棘とげで、敵の皮膚を裂く刃。すなわちメイスは骨で彩いろどられたモーニングスターのような形状へと進化していた。

　それだけでは終わらない。骨の暗霊はメイスを握る手から手首、腕へと伝わり、同じように練れん介すけというＲリボＶルヴにもその死者からの祝福を与えていく。最新技術で作られた金属装甲の上を骨の板が覆い、柔らかく置き換えられた樹じゆ肉にくの関節部を骨の筋が補強する。動きは阻害せず、しかし敵の攻撃は防ぎ、また攻撃に有用な形状へ、ＲリボＶルヴを全体的に覆っていく──

　鋼樹の騎士がさらに纏まとう、骨の鎧よろいだ。

　特にメイスとは逆側の左腕には特徴的な変化が起こっていた。一回り大きな手甲として骨の鎧よろいが形成され、さらにその上に、拳から直接突き出るような形で骨の刃が構築される。忍者や暗殺者が用いるようなイメージの近接武装。

　ＲリボＶルヴの姿形が変わったことを認識しているのかいないのか、最も近くにいた二匹の輝獣が左右から同時に飛びかかってきた。考えるまでもなく、反射で練れん介すけの騎身体体が動いた。

　右はメイスで一撃。左は手甲の刃を殴るように突き出す。手応えは両側から伝わってきた。輝獣の特殊な皮膚を奥深くまで貫き、その生命を終わらせることに成功。

「……通用するな」

「へへー、そいつはよかった」

　ＥＦメイスが効果的な理由である特殊波長の振動も、この骨で覆われた状態でありながら依然として効果を発揮しているようだ。阻害することなく、純粋に硬度と棘とげでダメージを上げる働きをしている。左手の骨刃も輝獣の厚い皮膚を貫くには充分な鋭さを持っていた。こちらは振動機構などついてはいないはずなのに、不思議ではあるが──魔術に理屈を考えすぎても混乱するばかりだ。そういうものとして置いておこう。

「あーあ。可哀想かわいそうに。獣さんたちだって遊びたかっただけなのに」

　ファズが全く惜しそうでもなく、そんなことを言ってきた。ＲリボＶルヴの中でシーナが鼻を鳴らす。練れん介すけは外部スピーカーを起動。

「宣言しとくが、あたしらはこーいう遊びしかしねーぞ。嫌ならお前本人がかかってこい」

「同感だ。輝獣に遊びは必要ないって習ってるんでな」

　それを聞いたファズは、ふと何かを思い出したように、

「そう言えば……あなたたちには、わかっているのかしら？　その子たちが何なのか」

「あん？」

「輝獣だろ。森に現れて人を喰くう害獣だ」

「そういうことじゃなくて。ああ、やっぱりわかっていないのね。その子たちはただの獣なんかじゃないわ。歌を届かせて繫つながれるわたしだから、なんとなくわかるんだと思うけれど」

　そして彼女はごく自然に続けた。

「その獣は、人に関係する何かよ。それが獣の姿を取っているというだけ」

　何を──言っている？　意味がわからない。輝獣は間違いなく獣だ。獣以外ではありえない。

　困惑は胴体席ボデイスペースの中のシーナも同じようだ。眉根を寄せているのが感覚でわかる。だが……十割が疑問符の練れん介すけとは違い、ほんの少しだけ、そうではない部分もある、ような。

「シーナ？」

「いや、あたしにゃわかんねー。わかんねーが……あいつが本気で言ってるのはなんかわかんぞ。どーいう意味だ？」

「おかしなものね。きっちりしたこちらの世界に、こんなもの……何かがずれている、というわけかしら。そのせい？」

　独り言のように勝手に言葉を紡つむいでいたファズだったが、すぐに気を取り直したように、

「まあいいわ。とにかく、ひどいことをしては駄目よ。それはわたしの望んでいることではないもの、楽しくないわ。でもそちらの姿が変わったのは許してあげる。新しいのはいいことよ。飽きない工夫ということだものね」

「はっ。あくまでも楽しいとか遊びとか、そーいうことかよ。ま、そいつはあたしだって同じことかもな。あたしはお前をブッ殺して遊ぶぞ。楽しくお前の根源魔力を奪ってやるぞ！」

　それを聞いたファズは肩を揺らして笑った。その顔にはいつもの朗らかさがあったが──

　どこか、寂しさが見えたような気もした。

「無理よ。本当の意味で一緒に遊べるひとなんかいないってわたしは知ってるわ。だって世界はみんな、わたしの玩具でしかないんだもの。無理して壊れちゃう前に、ちゃんと遊ばせて？」

「壊れるのはお前のほうだっつーの！」

　体内、練れん介すけの大事な部分に触れるシーナの手から、力が伝わってくるのがわかる。

　膨れ上がる意志。彼女と同じ方向を向き、彼女と同じ場所に走り出したいという衝動。

「練れん介すけ、ビビんなよ。最初に言ったろ？　あたしは楽しいことが好きで、そうじゃないのが嫌いだ。つまり何かを楽しむプロだ。その意味でもあんなヤツに負けるわけねー」

「ビビるわけないだろ。俺だって、とっくの昔にシーナ寄りだ」

　今の自分は、噓うその皮を被かぶって生きてきた臆病者なんかではない。打算と逃避に息を潜めて、窒息死してしまった優等生ではない。

　ただ彼女と共に今を生きる快楽主義者で、刹那主義者だ。

　もう一度、再確認した。

　自分がここに立っているのは正義感などではない。守りたいものがあるからではない。

　欲しいものが、あるからだ。

　身勝手に、自分たちは欲しいものを奪う。相手の欲しいものであっても、全て。

　自分たちはただ、その身勝手のために戦っているのだ！

「セイレーン、お前はお前の楽しさのために戦う。あたしはあたしの楽しさのために戦う。それだけだ、シンプルな話だな！　どっちがどっちの楽しさを喰くって楽しめるか──確かめてみようぜ！」

　胸中を代弁してくれるかのような、シーナの力強い宣戦布告。

　それを合図に、新しい姿と力を手に入れた練れん介すけは力強く一歩を踏み出した。




　ＲリボＶルヴに加わった骨の武装は問題なく輝獣に通用した。最新技術で作られた兵器であるＥＦメイスやランス以上の効果を発揮するのは不思議だが、ありがたく思いこそすれ動きを止める理由にはならない。自分の身体からだと化したＲリボＶルヴを自在に操り、練れん介すけは襲いかかってくる輝獣たちを排除していく。だが余裕があるわけではなかった。

　細かな位置取りの変更。敵位置情報の把握。骨で強化されたＥＦメイスと左手甲の骨刃の操作。死角から飛びかかってくる獣を完全に防ぐことはできない。それらの攻撃はなんとか骨の鎧よろいで防ぎ、樹きと鋼の肉が力で押し返す。全てが綱渡りだ。一瞬でも手順を間違えば全てが終わる詰め将棋のような感覚。右。左。次は三歩下がって二時の方向──同時に後ろからも！

「練れん介すけ！　肘！」

　手甲の骨刃を前の敵に突き込み、その反動を利用するように即座に引き抜いて、身体からだを捻ひねりながら後方に彼女の指示通りの肘を叩たたき込む。その一瞬の間に彼女が魔術を制御したのか、肘部分からは三さん角かく錐すい型の杭くいのようなものが飛び出す形になっていた。背後からこちらを襲おうとしていた狐きつねのような輝獣の上顎と下顎を同時に貫く。骨の鎧よろい、武装装甲は魔術の産物、ある程度は形状変化が可能だ。状況に対応して進化していくそれを、樹じゆ肉にくと鋼のパワーで懸命に扱って輝獣を殺すための武器としていく。しかしそれだけでは足りず、

「《骨の精霊に命ずる／白花を育む葬なき糧たれボーンスピリツト・グリードアンダーグラウンド》！」

　当然、魔術も出し惜しみしてはいられない。練れん介すけというＲリボＶルヴ、その形をした精霊杖を用いて、胴体席ボデイスペースの中からシーナの魔術が炸さく裂れつする。地面の下から咲くのは骨の人食い花。下方を警戒していなかった輝獣たちが、死角から伸びる骨の蔦つたに貫かれた。

（はぁ、はぁっ……！）

　消耗と引き換えに、最初に周囲を取り囲んでいた輝獣の数は半分ほどまで減らせている。

　しかし眼前には最も巨大な狼おおかみの輝獣が依然として佇たたずんでいた。何度かその爪と武器を打ち合わせたが、始末どころか手傷も負わせられていない。こいつだけは別格の強さを持っているように思える。やはり一筋縄ではいかない。

「……練れん介すけ。二歩右に動け。コッソリな」

　それは無論、騎体の中だけのやりとりだ。輝獣たちとの間合いを調節するふりをして、自然に言われた位置に移動。すると、

「《骨の精霊に命ずる／基の歳月にて堅きを示せボーンスピリツト・ライフスタツカー》！」

　唐突な詠唱だったが、彼女とは一心同体。その呼吸も意図も読めないわけがなかった。

　ばきばきと異音を立てて、眼前の空中に骨が一瞬で杭くいのように組み上がった。鋭き先端部は向こうに、平らな底部はこちらに。求めていることはわかった──右手のメイスで、その底をしたたかに打つ。与えられたベクトル以上の勢いで、その異形の骨ほね杭ぐいはセイレーンに向けて弾丸のように飛び、

「…………」

　やはり超反応で狼おおかみ輝獣が動いた。その腕と爪によって骨ほね杭ぐいが空中で受け止められ、僅かな拮きつ抗こうを見せたものの、やがて構成力を失って砕ける。シーナが舌打ちした。

「あっクソ。長く生きた骨であればあるほど堅くなって威力が強くなるって魔術だったんだが……外れだったか。三十年とかも生きてなさそうな奴やつが多かったもんな」

「別のを探すか？」

「いや。多分十年二十年増やしたぐらいじゃ意味はなさそうだ……数百年生きたエルダードラゴンの骨とか持って来りゃ別だろうけどよ。こだわんなくていい、別の性質の魔術でなんとかしよう」

　そうだ。骨の暗霊を利用した魔術自体は通じている。あの狼おおかみ輝獣には真っ正面からの力押しは難しそうだが、それ以外の輝獣たちには左手の刃も右手の鈍器も通じている。このまま数を減らしていけば状況も変わる。変わる、はずだ──

　だが。

　逆に、増えた。

　他の区域から応援を呼んだか、今までいなかった輝獣たちがのっそりとその姿を現す。どれだけファズが事前に輝獣を支配下においていたのかは知らないが、相当の数を用意してこの騎士団内部に突っ込ませたのは間違いがない。

　群れを減らしたことと狼おおかみ輝獣の強大さを相そう殺さいし、現在の戦況は五分と判断していた。しかしそこに輝獣が追加されたなら、そしてこれからも追加される可能性が示唆されたなら……状況は変わってくる。

　そしてさらに。

「うーん、わたしを直接狙うような余裕も出てきたってことかしら。数もちょっと少なくなってしまったし……それじゃあ、そろそろ本気で歌う？」

「神輝の導きのままに」

　今までは、まだ本気ではなかったと？　ブラフかとも思ったが、二人の様子はとてもそんな感じではなかった。ぞっとし、鋼の身体からだが自然と警戒の態勢を取る。

　視線の先で、瓜うり本もと庭てい源げんはファズの前に跪ひざまずいた。敬けい虔けんな信徒のように。

　ファズは赤子をあやすようにその頭に手を置く。鳥の爪のようなものが生えた異形の手。

　そして──ぷしゃり、と。

　その頭を握り潰したのだった。

「なっ……」

　だがそこには異常がある。血は噴き出ない。頭だけでなく、それを失った庭てい源げんの身体からだ全体が縮むような様子を見せている。輪郭が溶けて、それでいて丸く膨らんで、透明な膜のようなものが見えて──ああ、あれは、泡だ。庭てい源げんの身体からだ自体が大小様々な泡に変じているのだ。

　ファズが彼の頭を握り潰した手を真上に掲げ、一回り。彼という泡がふわふわと散り、少女の全身に降りかかる。それはしゃぼん球遊びを心から楽しみ躍る幼子のよう。

　彼女の身体からだに触れた泡はそこに染しみこむようにして、同化していく。雨が水たまりで弾はじけるような、僅かな水紋を見せて、どこか幻想的に一つになっていく。それに合わせ、彼女の背中に新しいものが生まれつつあった。

　もう一対の翼だ。

　泡と化した庭てい源げんが、彼女の身体からだと合一し作り出された器官。つまりそれが今の庭てい源げんということなのか。そう判断したのは、その新しい翼がばさりと動くと共に、歓喜の声が聞こえてきたからだった。杖つえのときの練れん介すけと同じように、翼そのものが魔術的に声を発しているのだろう。

「おお、おお──！　これこそ救いの導き！　私は導き手様の一部となり、ただ福音を歌うだけの翼と化す！　なんという光福かッ！」

「うふふふ。喜んでもらえて嬉うれしいわ。そう、これであなたは、これまで以上にわたし。わたしと同じになる玩具。わたしと同じ歌をうたえる者は、わたし以上にはいないもの」

「ふん、あれがセイレーンの眷けん属ぞくの本気スタイルか。練れん介すけが樹きになったり杖つえになったりするのと一緒だな」

「大丈夫だ、驚いちゃいない。あの姿で実際に何をしてくるのかが問題だ」

　外見的には新しい翼が生えているだけだが、雰囲気が変わったのは確かだった。朗らかな微笑ほほえみの圧力が増している。魔力関係の何かの変化を感じ取っているのか、機械の肌でもひりつくような感覚を覚えた。おそらく相手の能力が向上していることに疑う余地はない。

　では次に、その能力で何をしてくる？

「──は？」

　予想外の動きにシーナが怪け訝げんな声。

　ファズはふわりと四枚羽を動かして浮かび上がり、こちらではない、別の方向に向けて宙を滑り始めたのだ。輝獣たちもその後に続く。

「新しい翼を生やしても、獣やら人やらを操りながらだ。そう遠くまでは飛べねぇと思う。追うぞ！」

「当然だ」

　敷しき地ち内を低く滑空する異形の影。それを追ううちに、次第に嫌な予感を覚えてくる。

　音だ。行く先から音がしていたのだ。

　それは、ある意味では聞き慣れた、ＲリボＶルヴが輝獣と戦っている音だった。

『くそ、があっ！　──あん、友軍騎の反応……さっきの学生か!?　どうした、なんでこっちに来た!?』

　それは先程通信をしてきた騎士のようだった。自分たちはセイレーンを追って、彼らが区分けしていた担当区域で言えば隣の区域に到達していたらしい。距離的にはさほど動いたわけでもなかったが。

　彼もさすがはプロのＲＶ駆操者騎士、建物の外壁を背にするようにして死角を減らし、複数の輝獣に対して立ち回っていたようだった。しかし相手はただの輝獣ではないし、数が数だ。装甲には至るところにダメージが見られていた。

　こちらの騎体の外見、樹きと合一したボディやそれを取り巻く骨の装甲についての言い訳を用意する必要は、なかった。

　セイレーンがここに来た目的。今までの場所にはなくて、ここにあるものは？

　それは彼しかない。

『っ。なん、だっ……!?』

　ファズは真上から、ふわりと彼のＲリボＶルヴの頭部に降り立った。親に肩車をされている子供のような雰囲気で、その首を足で挟んで腰を下ろす。楽しそうな笑みで、よしよしをするように、先程庭てい源げんにしたようにＲリボＶルヴの頭頂部を掌てのひらで撫なでていた。

　まずい──気が、する。練れん介すけは速度を上げる。だがさすがに間に合わない。

「無機物を操るには、一度、直接触らなくてはならない……この前言ったかしら？　つまり、そういうことよ。中身も同時に操らなくてはならないだろうから、少し大変なんだけど、今なら──」

「おお、おお、神輝の導きのままに！　どうぞ、どうぞ私をお使いください！　私は貴方あなたの付属物です。真実の教えを伝えるもう一つの口です！」

　そして練れん介すけは彼女の歌の変化を知る。

　すうと息を吸って紡つむがれたのは、

「「／かちこちおどりのお人形／それでも拍手はみなのもの／」」

　今までの輪唱ではない、完全に同じタイミング、完全に同じ音程のリズムで二人の言葉が重なった、完璧なる合唱であった。

　その魔術的な完全性が、理屈ではなく本能で伝わってくる。この魔術の脅威が結果を見るまでもなく警鐘を鳴らしてくる。

　他者を、そして生命なきモノすらをも思うままに操る、セイレーンの操歌魔術ソングマジツク。

　その極致がこれなのだ。

『あっ……あっ……？　なんだ、この、う、た……？』

　周囲の輝獣たちがぴたりと動きを止めるのと同時、彼のＲリボＶルヴも同様に動きを止める。ややあって、ガシャリとその足先が、ＥＦランスの先端が向いたのは──

　無論のこと、こちらのほうだった。




　輝獣の接近と共に、尋常ならざる速度で繰り出されるＥＦランスを必死に回避した。

「くそっ、あれも丸ごと操るってわけか。ズリーぞ！」

「無機物と人間を同時に制御してるんだろうな。それをするには今までよりも精度の高い魔術が必要で、だから眷けん属ぞくと同化したってことなんだろう」

　自分とシーナの精霊杖モードと同じように、意識が中で繫つながっているのなら。

　本当の意味で同時に、まったく同じ歌を重ねて歌うことができる。その増幅率は今までとは比べ物にならず、だからこそ人間とＲリボＶルヴの同時洗脳という離れ業を可能としているのだ。

「同時？　ガワの人形動かしてるのは中の人間なんだから、そいつだけ操りゃいいんじゃねえのか？」

「動きでわかる。それだけじゃこんな出力と反応速度は出ない……これは騎体自体も自分で動いて、操作を増幅する形でブーストしてるんだ！」

　シーナに答えながらも懸命に致命傷を回避する。正直、余裕はまったくない。

「ふふ。わたしはね、この街をもっともっと遊び場にしたいの。わたしの玩具で遊ぶ場にしたいの。だからこの子たちを中に入れたんだけど、それだけだと足りないでしょう？　街の人にはね、この子たちを本来倒す格好いい騎士さんたちが『自分たちを助けてくれないんだ』ってところを見せてあげたいの。そうしたら──もう駄目よね？　わたしが歌うまでもなく、わたしの思い通りに言うことを聞いてくれるようになるわよね？　うふふ、うふふふふ！」

　練れん介すけは理解する。騎士団襲撃の本当の狙いはそれだったのか。

　ＲリボＶルヴ。街を守るその騎士すらも手中に収め、その上で輝獣に街を襲わせ、街全体を救いのない恐怖に包み込んで──自らの楽しみの、道具にする。

　ああ、なんと無意味な所業なのか。

　そこには『自分が楽しいから』以外の理由がまったくない。

　だがそれは夢物語ではない。程度の差はあれ、放っておけば現実に発生しうる事態なのだと思えることが、本当にどうしようもなかった。

「デカくて硬い敵が一匹増えたって思うしかねーな、練れん介すけ」

「……一匹で済めばいいけどな」

　人間の身体からだであれば額に汗が流れていたかもしれない。彼の騎体からの通信が、練れん介すけの身体からだの中にもその言葉を届かせていたのだ。

　緊急事態発生。部隊全員この地点へ集合せよ、と。

　それは操られた部隊長の妄言だと、従うなと通信に割り込んで成果を出せると思うほど、練れん介すけは楽天主義ではなかった。気を抜けば次の瞬間にはそのランスがこちらの胴体席ボデイスペースを抉えぐっていてもおかしくない状況なのだから。それだけは絶対に避けなくてはならなかった。

　練れん介すけは懸命に騎体を動かし続けるしかなく、そして──




　ありえない光景だ。誰もそんな状況を想像すらしていなかっただろう。

　輝獣と、それを退治すべき騎士であるＲリボＶルヴが並び立つ姿。好敵手たちはお互いに邪魔などすることもなく、連携し、協力し、混成軍団として一つの敵を襲い続ける。

　ダークエルフとその眷けん属ぞくという敵を。

　本来なら対立する奴やつら同士が、手を取り合って強大な敵と戦う。それは劇場版の外伝などで観みれば盛り上がる展開なのかもしれなかったが、相対する側からしてみれば反則だと呻うめきたくなるだけだった。ぶつけ合わせてほしい力が一心に自らのほうを向いているのだ。

　半ば逃げながらの戦いにならざるをえなかった。輝獣だけならまだしも、一流の騎士が操る、そして騎体そのものに力が与えられたＲリボＶルヴの助勢は分が悪すぎる。四足歩行の獣とはタイプが完全に違うため、共通の対処などできない。同じ流れに巻き込んでいなすこともできない。

　纏まとっている骨の外装は、もはや大半が砕けた。その下の樹じゆ肉にく、そして鋼鉄にも削られた部分が目立つようになっている。四肢は牙と爪、そしてＥＦランスによって傷だらけにされ、整備士が見れば卒倒するような状況。強引に辻つじ褄つまを合わせている樹じゆ肉にくの構成部分がなければ、とうの昔に純粋なＲリボＶルヴとしての操作機構は息を止めているかもしれない。

　ああ、そんな状況だというのに。

　二騎目と三騎目のＲリボＶルヴも、到着してしまった。

　困惑する彼らが動きを止めてしまったのは責められない。一騎の頭に、先程と同じようにファズが飛び乗り、手を触れて洗脳を開始。最初に触れて操ればある程度は保つのだろう、続いて三騎目──

　事態を打開するには直接狙うしかない。

「《骨の精霊に命ずる／砕けても尚散華を認めずボーンスピリツト・インシステントレイン》！」

　三騎目に歌を囁ささやいている一瞬の隙をついて、シーナが魔術を射出。放たれた骨のボールは一騎目のＥＦランスで砕かれるが、その『砕けた後の骨』一本一本が鋭い尖とがった凶器となり、まさに雨のようにファズに降り注ぐ──が、それもあの狼おおかみ輝獣が身体からだを割り込ませたことで防がれた。その体毛と外皮は厚く、突破するには純粋な威力が必要だ。

　その隙に他の輝獣たちが迫り来る。無理してファズを狙ったために、少しだけ反応が遅れた。腕に嚙かみつくもの。足に纏まとわりつくもの。振り払おうとするが、波状攻撃に対して出遅れたことがはっきりとわかった。一匹を排除する間に二匹が新しくこの騎体に爪を届かせる。二匹を排除する間に三匹が。身体からだが急激に重くなる。まずい。これは、まずい──

　三騎目の洗脳を終えたファズが、そのＲリボＶルヴが持っていたＥＦランスにさらに手を伸ばすのが見えた。それが物体として個別に洗脳されてしまったらしい。最初の森で見た木のように、ふわりと空中に浮かび上がった。

　身動きのとれなくなったこちらを、自ら対輝獣兵器でとどめをさそうというわけか。

　静止する巨大な鎗やりは、弦つるに載せて引き絞られた矢に等しかった。狙いが正確につけられ、貫通力に転化される勢いを溜ためられていく。

　そしてファズの口元がふわりと緩むのと同時、二重の歌。

「「／ハロダンゲンの死浜にささぐ／毎夜迷子は穴をあけ／！」」

　刹那、レールガンじみた勢いで、弾丸と化したＥＦランスが飛来する。

「っ……シーナ！」

「ええい──《骨の精霊に命ずる／生死を共にその身にて阻めボーンスピリツト・イノセントブルワーク》！」

　輝獣に纏まとわりつかれながら、シーナは眼前に骨の盾を展開した。物質の硬度ではなく司つかさどる概念によるものか、それはＥＦランスの先端と空中で拮きつ抗こう。しかしシーナは舌打ちする。練れん介すけも別のＲリボＶルヴたちが素早く接近してくるのを見ていた。

「ただ弾くだけじゃ次に続かねえ。ちっと危ねえが、こいつの勢いを利用して逆にぶっ飛ぶぞ。その勢いで脱出する」

「わかった。ＥＦジェットも合わせる！」

　シーナが慎重に防御魔術を制御。拮きつ抗こうのバランスが僅かに崩れただけで状況には劇的な変化が起こる。ぞっとするような勢いの何かが直接この身体からだに叩たたき込まれ、薄皮一枚で致命的な部分に到達することだけを避けていくのがわかった。そしてその薄皮に沿って全ての衝撃が形を均ならされ──その瞬間、感覚だけで練れん介すけは身を捻ひねりながら腰よう部ぶのＥＦジェットを噴射させた。近くに誰かがいる状況で使うことを許されない飛行機構のエネルギーと、敵の破壊エネルギーを転化させた衝撃。それらが合わさって発生したものは、もはや爆発に等しかった。

　練れん介すけの身体からだは後方に大きく吹き飛ばされる。文字通りに地面から足が浮き、横倒しになるような勢いで飛んだのだ。飛行時の発チヤ騎ージを真後ろに向けて行ったような無茶な駆動。重いＲリボＶルヴが一気に数十メートルも爆発するように弾はじけ飛んだのだから、纏まとわりついていた輝獣たちは振ふり解ほどけたし、他のＲリボＶルヴたちとも間合いを開けられたが──その無茶な駆動はとても着地点を制御できるようなものではない。

　予想以上の衝撃に受け身も取れず、練れん介すけは近くにあった建物に後頭部から突っ込む。轟ごう音おん。その建物の壁を完全にぶち抜いてしまった。

　……コンクリートの欠片かけらが雨のように降っている。

　練れん介すけは崩れた壁の下、建物に開いた大穴の中で仰向けに横たわっていた。

「あーくそ。思ったより吹っ飛んだな。無事か？」

「当たり前、だろ」

　シーナの声に答え、ぎしぎし、と指先を動かしてみる──まだ、だ。まだいける。動け。ひとまず間合いは取れたが、猶予がそう長く得られたわけではない。今すぐ動け、態勢を立て直せ──

「練れん、くん……！」

　瞬間、その声と周りの様子で、練れん介すけは自分がどこにいるかを悟った。

　何の因果か。いつのまにここまで戻ってきてしまっていたのか。

　周囲に見えるのは様々な機材や部品、整備用品。

　突っ込んだ建物は、このＲリボＶルヴを発進させた第一特務用格納庫ハンガーだった。なりゆきで助けて送り込んだ姉の姿が見える。一緒に立てこもっていたはずのアルマの姿も隣にある。

　ひとまず安全だと送り込んだところに突っ込んで、壁をぶち抜いてしまうとは。なんて間抜けだ。そして今にも輝獣たちはこの自分を目指してここに来てしまうだろう。

　ＲリボＶルヴの四肢に急いで力を戻していく。早く。瓦が礫れきを押おし退のけて立ち上がれ。戦え！

「練れんくん！　何か、何かできることはある!?　必要な装備とか、調整は!?」

「ワオ！　話には聞いてたが今の状況は相当に興味深い騎体状態だな！　調べたいがぐっと我慢して同じことを言おう、何か手伝えることがあれば言うのだ！」

「うる、さい。さっさと逃げろよ……！」

　研究者二人は逆にこの騎体に近寄って来ていた。本当に馬鹿かと思う。上半身だけをなんとか起こそうとする。身体からだの上に載っていたコンクリートの塊が彼女たちの足下に滑り落ち、びくりと希のぞ実みが足を引いた。そらみろ。潰れるぞ。

　いや、そんなことはどうでもいい。センサーを走らせるべきは建物の外だ。

　自ら吹き飛んで距離を取ったが、向こうからも居場所は丸わかりだ。猶予はどれだけある。数分か、数十秒か？

　穴の中から見える、建物の外に広がる夜闇。それは殊更に暗く陰鬱な重さを持っているような気がした。格納庫ハンガーの光の中から見ているがためか、それとも──別の理由か。

　気配を感じる。ひたひたと近付く獣たち。ずしずしと駆ける鋼鉄の玩具たち。

　それらがここに到達すれば再び事態は動くだろう。今までと同じように、あるいはそれ以上に、厳しい戦いが再開されて。新しい玩具を見つけたファズが何かをするかもしれない。

　頭の中を支配する問いは、シンプルだ。

　──太刀打ちできるか？

　答えは出ない。答えが出ないということが、既に何かの答えであることは明白だった。

　だから練れん介すけは息を吐く。

　そしてシーナに、これからの方針について何かを告げようとしたとき──




　その空間の別の場所で、ガコン、と何かが外れるような音が聞こえたのだった。




「──緊急駆動する。天てん覧らん橋ばし博士、アシストを頼みたい」
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　マジかー？　とアルマが飛び跳ねるようにＲリボＶルヴ固定具の前へ行き、目にも留まらぬ速さでコンソールを叩たたいた。その動作で最後のロックが外れ、重みある音と共に、練れん介すけと同じ純白のＲリボＶルヴが地面を踏みしめる。

「久く瀬ぜ……」

「遅れた。すまない。状況はわかっている。厄介だな……ＲリボＶルヴが三騎とは」

「遅すぎんだろボケ。あとはお前らでやれよ、クソエルフ」

　シーナが吐き捨てる。その視線の先には、当然のように久く瀬ぜのＲリボＶルヴの肩に乗っているセリアメアの姿があった。

「そこで芋虫じみて転がっているダークエルフとは格が違うというところを見せたいところですが。残念ですね。動けるようにはなったものの、セイレーンに与えられたダメージが完治しているわけではありません。私も、千ち紗さ人ひとも」

「それでもＲリボＶルヴは動かせる。だからとりあえず乗った。中身のコンディションにそれほど左右されないのが機械の利点だが……正直、どこまでやれるかはわからん。ここはやはり力を合わせるべきだろう」

　シーナと練れん介すけは同時に鼻を鳴らした。力を合わせる。馬鹿馬鹿しい。

　馬鹿馬鹿しいが──他に手がないのは確かだった。

「私たちより、あなたたちのほうが現状把握はできているはずです。勝つための道筋が見えているなら言いなさい」

　具体的に問題となるのは、そこだ。

　一流の駆操者が動かす、しかも操歌魔術ソングマジツクでブーストされたＲリボＶルヴが三騎。そしてまだ総数もわからない輝獣の群れ。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴが加わっても、こちらはたった二騎だ。どれだけエルフ側が戦えるのかもわからない。この状況で、どこに勝算を見み出いだせばいいのか──

　そこで練れん介すけは胴じ体ぶ席んの中で、シーナが深く静かに息を吐いたのを感じた。

　朝あさ倉くら練れん介すけという存在と奥底で深く結びつき、一つになっているような状態の彼女だ。

　それが覚悟の吐息だと、練れん介すけにはわかった。

　微かすかに目を細めた表情で、シーナは言う。

「勝つための手は一個ある。多分な。つーかそれ一個しかねえ」

「いいだろう。具体的には、僕たちは何をすれば？」

「時間を稼げ。今から、できるだけ、だ。詳しい説明はしねーぞ」

「態度が大きいのは気になりますが、仕方ありません。どうですか、千ち紗さ人ひと」

「ＲリボＶルヴのことは知っている。輝獣のことも知っている。時間稼ぎくらいは果たさねば、騎士団長という役職の説得力はなくなるな」

　用意されていた武装を手早く自身のＲリボＶルヴに装着させ、最後にＥＦランスを握る。それから、破壊された壁のところで上半身を起こしていた練れん介すけに近付いて、それを持ち上げ──

「……！」

　すぐ横の壁に、その先端を叩たたきつけた。崩れかけていた部分が簡単に抉えぐれ落ち、壁の穴がさらに大きく広がった形。

「正規の出入り口を使うより、こちらから出たほうが早そうだったのでね」

　肩を竦すくめるような口調でそう言いながら、久く瀬ぜのＲリボＶルヴは身を屈かがめて壁を潜くぐり抜ぬけ、練れん介すけの横を通って外の空間へと歩き出していった。輝獣の気配、ＲリボＶルヴの気配ともに、もうすぐそこだ。

　それを見送り、練れん介すけは自分の騎体を膝立ちの姿勢にさせる。

「シーナ。勝つための手について教えてくれ」

「ああ。だけどよ、練れん介すけ……いいか？　あたしは聞かなきゃなんねえ」

　自分の中にいるシーナの顔は、神妙なものだった。




「お前、大事なモンを、捨てられるか？」
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　言葉の真意が測りきれなかったので、黙っていると。

　シーナは思い出したように続けた。

「さっきさあ。何言おうとしてたんだ。エルフが来る前、なんか手を言おうとしてたろ」

「ああ……」

　練れん介すけは素直に答える。

「──逃げてもいいって」

「おう、あたしも一緒だ。そう思ってた。負けるのはムカつくし、何も手に入んねーのもムカつくが、死んで何もなくなっちまうよりはマシだ。えーと、つまりな……あたしだって欲しいものは全部欲しいけどよ、優先順位っつーもんはあるって話だ」

　それはそうだろう。シーナは強欲で貪欲な、楽しいことや欲しいものには一切の手加減をしない、欲求に純粋すぎるダークエルフだ。

　けれど彼女は馬鹿ではない。それに拘こう泥でいして全てを失うような、ゴブリンのような愚かさは持っていない。合理的に、賢く小こ狡ずるく立ち回れる──そんな邪悪な黒妖精。

「それは何かを失っちまうときの話だけど、首尾良くゲットするときの話でもそうだな。一番目に欲しいものと二番目に欲しいものがあって、両方手に入れられりゃそれはベストだ。ゼッテェそれがいい。まずはそれを目指す。遠慮なんかするわけがねー」

「……うん」

「でもな。どう考えてもそれができなくて、二番目を諦めなきゃ一番目が手に入んないってなったら──しょーがねえから、あたしはそうするぜ。何も手に入んねえよりマシだからな。貧乏性ってやつかもしんねーが、知ってるだろ？　あたしらは基本的にビンボーな嫌われ者だからよ。頂けるモンは貰もらえるうちに貰もらっとけってスタンスなんだ」

　どこか自虐的な軽い口調でシーナは言った。けれど練れん介すけにはわかる。それが本題、最初の問いの意味なのだと。

　お前は二番目に大事なものを捨てられるのかと、彼女は聞いていた。

「エルフに時間稼ぎさせられんのは正直ラッキーだったな。その間にあたしらにはできることがある。新しい武器で、セイレーンに対抗することができる。だけど、そうすると──練れん介すけ。お前が大事なものを捨てることになるんだ。いや、違うな。お前がそれを捨てないと、その武器は現れないんだ」

『一番欲しいもの』はシーナだ。シーナと一緒にいることだ。それは決まりきっていた。

　では、二番目に欲しいものとは何なのだろう。

　そんなものは存在しない、と言い切ってもよかった。考えるまでもなく捨てていい、と判断してもよかった。けれど、シーナが胴体席ボデイスペースの隙間から見ているものに気付いたから。

　その目が、彼女自身すら気付いていないような、遠くの輝きを見つめるような眼まな差ざしであることに気付いてしまったから──

　素直に、認めることにした。

「俺はさ。最近、思っていたよりずっと自分は不器用だったのかもしれないって思ってる」

「うん？」

「教室で演技してたのも委員長にバレてたし。シーナと会ってからは、もう単純すぎるくらい単純な奴やつになった。本性が出たんだろうな、多分」

　だから、と続けた。

「俺は一番欲しいものしか見ない。それは絶対に譲れないものだ。今の俺は不器用だから、そうするって決めてるんだ。二番目のものは……それがどれだけ惜しくても、大切なものでも。切り捨てられるよ」

「それがどれだけ惜しくても、大切なものでも、か」

　シーナはその言葉を嚙かみ締しめるように呟つぶやいたあと、小さく笑った。

「正義の種族なら一番目も二番目も諦めない、両方手に入れてやる、なんて格好良く言うんだろうけどよ。あたしはダークエルフだ。悪いな」

「悪くはない。俺はそういうシーナが好きだ。それから、ありがとう」

「……このタイミングで礼を言うのはおかしいだろ、絶対」

「いや、いいんだ」

　守らなくていい、と決意したら、素直になれた。

　今まで気恥ずかしくて見つめられなかったものでも、捨てると決めたからこそ、ゴミ箱の中に入れたからこそ──他ひ人と事ごとのように見ていられる、ということもあるだろう。

　だから練れん介すけは、人外のものとしての視線を動かして。

　近くでこちらを見上げている、朝あさ倉くら希のぞ実みという女の顔を真まっ直すぐに見つめた。




　人の姿でなくなってしまっているのは幸いだった。ＲリボＶルヴのセンサー、人外の感覚でなら、どれだけ見ているのかということが相手には伝わらない。

「ねえ、練れんくん。何か私にできること、ない……？」

「ない」

　練れん介すけははっきりと、冷たい声音で言った。

　彼女の顔は──あんな顔をしていたのか。わかっていたような気はしていたが、していただけなのかもしれない。毎朝鏡で見ている誰かに似ている部分があり、似ていない部分もあり、思い出したくもない親の顔に似ている部分もあり、似ていない部分があった。

「いい加減、うざいんだ。黙ってろよ」

　さらに吐き捨てるように言うと、希のぞ実みの肩が震え、その目が小さく見開かれる。

　ああ。彼女はずっと黙っていた。口には出さずに、ただ見ていた。朝あさ倉くら練れん介すけという年の離れた弟のことを。

　性格のせいか、状況のせいかはわからない。ただそれしかできなかったのはわかる。

　見守る、ことしか。

（多分、きっと……そうなんだろう）

　今の練れん介すけは認めていた。厳格な父親と真っ向から戦うことはできず。文句の一つも言うことはできず。それでも良しとはしなくて、彼女なりに、無言で、味方であろうとしてくれた──それが朝あさ倉くら希のぞ実みという姉なのだと。

　けれど口からは、ＲリボＶルヴのスピーカーからは、別の言葉を出す。

　それが必要だったから。

「今更だ。今までずっと無関係でいたのに、仲が良いいふりなんてするなよ。気持ち悪い」

　そう見えていただけだ。

　全ての遊びを奪われた弟に。絵を描くことが好きだった弟に。用事のメモを渡しているだけだというのをカモフラージュにして、落書きのための紙をこっそりと差し入れする程度には、彼女はこちらのことを考えてくれていた。ひどく遠回しで、一撃で心の折れていた馬鹿な弟には気付けなかった──それでもきっと温かかったはずの、救いの手。

　無温の世界の中に隠れていた、確かな温度。

「はっきり言っとく。俺は、あんたを姉だなんて思ったことはない」

　向こうの顔が徐々に歪ゆがんでいくのを察知していた。

　それでも練れん介すけは言葉を続ける。

　心の中で思い浮かべるものとは、別の言葉を。




　──ありがとう。

　──ずっと気付けなくて、ごめん。




「俺にとっては、知らない人間だ。家族としての触れ合いなんてなかったろ」




　──気付いていたら、何かが変わっていたかもしれないけど。

　──気付けないほど鈍感だったから、自分たちは今、こうしている。




「だから、今さら姉ぶられても困るんだよ」




　──もっと早くに会って、気付いて、話すことができていればよかった。

　──ずっと自分のことを気にかけてくれて、助けようとしてくれていたのだと、わかっていたら。無温の世界にいた唯一の味方だと気付けていたら。

　──違う未来も、あったのかもしれないのに。




　ああ、さっきシーナに言ったとおりだ。俺は不器用なのかもしれない。でも今だけは、器用な俺に戻らせてくれ。頼む。大事なところなんだ。家と学校と人生を騙だまし続けてきた見事な噓うそつきで、いさせてくれ。

　声が震えないように。




「目め障ざわりなんだ。マジで消えろ。正直、二度と会いたくない」




　──ごめんなさい。

　──ありがとう。

　──姉さん。




「っ…………」

　彼女は言葉を、そして全てを堪えていた。

　顔がくしゃくしゃになりそうな、決壊の予兆がある。見開かれた目には涙が溜たまっているのが見え、肩も可哀想かわいそうなほどに震えていた。喉の奥から生み出される何かを必死で飲み込み、それでもまだ、この愚かな弟を見つめている──

　がん、と異音が足下で聞こえた。見ればアルマがそこらに転がっていた鉄パイプでＲ練Ｖ介の足を殴りつけていた。

「おい！」

　短い言葉、こちらを睨にらみ上げる目。彼女は希のぞ実みの味方なのだと、それだけでわかった。ああ、それならいい。安心だ。

　昔、希のぞ実みがどうして自分を助けようとしてくれたのかはわからない。同じ家で生まれた先達として、似たようなことがあったのかもしれない。同じ苦しみを味わわせたくないと思ったのかもしれない。せめて弟だけは救ってあげたいと願ったのかもしれない。彼女自身にも心の底に秘めたものがあって、けれどあの家では絶対に表に出すことはできなくて、悟られるだけで折せつ檻かんを意味していたからただ隠して耐えるしかできなくて──あの家を一緒に壊すための味方を、求めていたのかもしれない。

　結局は壊すことなんかできなくて、姉弟ともに距離を取るしかできなかったけれど。

　今の彼女にはきっと、彼女を受け入れてくれる味方がいる。それがわかれば、充分だった。

「なんっ……なん、で、練れんくん……そんなことッ……」

　ほんの少しだけ、言葉が漏れ始める。引ひき攣つれた、小さな声。歪ゆがんだ目元、救いを求めるように握りしめられる手。感情の奔流、その決壊はすぐそこにある。

　だが──彼女は、朝あさ倉くら希のぞ実みだったから。

　練れん介すけと同じように、偽りの中に自分を隠して生きてきた人間だったから。

　最後の最後で耐えて、優しい顔で、噓をつく笑うのだ。




「……ごめん。そうだね。頼りないお姉ちゃんで、ごめんね……」




　目尻からひとしずくが零こぼれる。それだけが彼女の失敗だった。

　そして同時に、自分たちにとっての成功だった。

　どれだけ上手に噓うそをついていても、微笑ほほえんでいても。

　その心の中に、泣き叫んでしまいたいほどの、くるってしまいたいほどの何かが生まれていることは、わかっていた。

　胸が締め付けられる。けれど自分の中にあるものはたかがしれている。

　彼女の中に生まれたものしか、使えない。




　──哀かなしみの暗霊は、確かにそこにいた。




　Ｒ練Ｖ介の手首あたりの樹じゆ肉にく部位から、細い蔦つたを伸ばす。希のぞ実みは微かすかに身体からだを揺らしたが、逃げようとはしなかった。蔦つたは希のぞ実みの身体からだに触れ、そこから哀かなしみの暗霊を抽出。

「よし。精せい霊れい杖じように入ったぞ」

　胴体席ボデイスペースのシーナが囁ささやく。

　先程、彼女に言ったことを思い出した。やはりシーナには感謝しなくてはならない。

　ただ全てを見捨てて逃げなくてよかった。こうして戦うことを決めてよかった。

　一番欲しいもののために、それ以外を十じつ把ぱ一ひと絡からげに見捨てたのではなく。

　一番欲しいもののために、自分が二番目に欲しいものを自覚的に投げ捨てたということを、利用して台無しにしたということを、はっきり覚えていられる。

　そうしたからこそ、初めて認めることができた。今まで存在も意識もしていなかったそれが、確かに二番目に大切なものだったのだと。何もないと思っていた場所にも隠れた宝物はあったのだと、世界は思っていたよりも無味乾燥ではなかったのだと、納得ができた。

　暗霊が吸収できれば、もう大丈夫だ。

　練れん介すけは蔦つたを最後に少しだけ余計に動かし、彼女の頭に触れさせた。

　そっと、撫なでるように。




　──さよなら。二番目に大切だった人。




　　　　　　　　　†




　セイレーンの翼と化した瓜うり本もと庭てい源げんが感じているのは、ただ、際限なく絶頂が続いているかのような万能感だった。気持ちいい。頭が真っ白になるくらい気持ちいい。あれだけ人生を覆い尽くしていた苦しみの雲は完全に晴れ、今や何の憂いも感じない。導き手たる彼女と出会ってからそうだったが、今はそれ以上だ。ああ、ああ！

　眼下では新しい別のＲリボＶルヴが機敏な動きを見せている。輝獣たちをあしらい、隙あらば殺す。真理の導きに従うＲリボＶルヴをいなし、隙あらば壊す。絶望的な数の差でありながらもそれを感じさせない、尋常ならざる腕前の持ち主であった。

　だが──いつまでもそれが続くわけではない。

　救いの光は無限。奴やつの足あ搔がきは有限。

　動きは鈍くなっていく。徐々に徐々に、終わりが近付いているのは確実だ。

　庭てい源げんの興奮は鎮しずまらない。知る限り、思いつくままの聖句が身の内から溢あふれ出でて、留まるところを知らない。ああ、光あれ！　聖なるかな！　主は来ませり！　神輝の導きと共に！

「「／繰り返し跳ねる裏庭のてまり／ささやかに泣く裏返しのホリン／」」

　今や彼こそが救いそのものであった。意識すらすることなく、ただ自然とそうであることが赦ゆるされているかのように、口が聖なる言葉を紡つむぎ出す。

　苦しみと欺ぎ瞞まんに満ちた世界をそうでなくする、救済の歌。

　それらは届く。人に、獣に、機械に。

　辛つらい世界から生まれた自分が彼らに救いを与えているのだと考えると、幸福への身み悶もだえが止まらなかった。存在しない身体からだが痙けい攣れんに打ち震え、蕩とろけるように弾はじけた。

　ない。ない。ここには、今まで感じていた暗いものがどこにもない。常に自分を襲い続けていた、世界全てに漂っていたあの感覚がどこにもない。故に光福！




　──そのときだった。




　ぞわ、と羽根の一本一本が逆立つような感覚。理由のない不安感が身の内から湧き出てきたように思える。そして──

　完全に打ち捨てていたはずの、こうなって全て搔かき消きえたはずの、あの感覚が。自分が世界を見るとき、常に雲として蟠わだかまっていた、常にフィルターとしてかかっていたあの感覚が。

　自分が信仰というものを求め続けていたその理由が、なぜか。

　復活した。

「あ」

　それは、哀しみだ。

　どうして人間は愚かなのか。救われないのか。間違い続けるのか。騙だますのか。騙だまされるのか。賢くないのか。正しいことができないのか。正しいことを続けられないのか。

　世界が間違った暗さに包まれていることが、光に包まれていないことが。

　ただひたすらに、哀かなしかった。だから様々な救いを求めて彷徨さまよった。

「ああ、ああ」

　それがなぜ、今もある？　完全な救い、導き手様と同化し光となった自分の前に、なぜ今も哀かなしみがある？

　違う、これは何かの間違いだ。だから歌った。彼女と同じだから歌った。

「／高い橋からおとなりさんへ／つめたい花が敷かれてさあたいへん／」

「　／高い橋から　おとなりさんへ　／つめたい　花が敷かれて　さあたいへん／」

　彼女がぴくりと眉根を寄せたのがわかった。合わない。ずれた。だって哀かなしみが。

　焦あせる。歌がよく聞こえない。同じにならない。

　同じにならない、というのがさらに焦あせりを生む。同じであることが自分の望みなのだ。光の中にいたいのだ。焦あせれば焦あせるほど、ずれていく、ずれていく……

　それは最初は僅かな染しみに過ぎなかったが、一旦気付いてしまえば、浸食するようにじわりじわりとその感覚は自分の内に広がっていった。今までの人生ずっとあったものなのだから、身体からだはその存在を当たり前のものとして覚えてしまっていた。

　なぜ？　救われたはずなのに。導き手様と一緒になって哀かなしみを忘れたはずなのに。

　どうして、どうしてだ？

「あああっ……！」

　可能性に、気付いてしまう。ひょっとして。ひょっとして、だ。

　救われたと思っていたこれも、哀かなしみの一部だったのではないだろうか。

　自分はただ、救われたと──思い込んでいただけでは？

（そんな、そんな）

　否定のために、意識を導き手たる光に向けた。自分と同化している素晴らしき存在。空に軽く浮かび、聖なる言葉を歌っている存在。

　だが、何か違和感。何かが違う。思っていたのと違う。

　気付いた。自分自身の姿。そしてすぐ下に存在している彼女自身。

　その背で羽ばたく翼の色は……どうして、茶色なのだ？

　白だと思っていた。白だった。白のはずだった、あの森で目覚めたときから、彼女の歌を一番最初に聞いたときから、そう見えていた！

　なのに、これは、これだと──彼女は天使なんかじゃない。ただの鳥みたいではないか！

　まさかまさか、自分は、まさかまさか！

　また、騙だまされ──

「あああああああああああああああああああああああああああああ！」

　どうして世界には誤った救いが満ちているのか。

　それもまた、ずっと彼が向き合い続けてきた、哀かなしみの理由の一つだった。




「／逆巻く蹄ひづめのおとしごろ／母たる纏まといを夢にする三角／」

「　　　／さかまく蹄ひづめの、おとし、ごろ　／はは、たる的、いを湯目にす　る三角　／」

「──っ!?」

　そうして発生した、もはや誤魔化しようもない致命的なズレに、ファズ・イル・ンは驚きよう愕がくした。浮力すらも狂いが生じ、バランスを崩して地面に下りることになる。軽く背中に目を向け、さらに戦慄した。

　眷けん属ぞくとしての励起状態にあった庭てい源げんが、翼ではなく、元の人間の身体からだに戻っていた。地面にうずくまり、額を土に擦こすりつけてぶつぶつと何かをうわごとのように呟つぶやいている。これはもはや自分自身に近い玩具なんかではない。重なり合った増ア幅ン器プの役目は果たせない。ただのこわれものだ──

　ファズはきっと彼らのほうを見やった。

　先程届いてきた、形のない魔力の波動──何らかの高位魔術。

　それが原因であることに、おそらく間違いはなかった。

　さすがにそれには笑顔も消える。

「やってくれるわね。玩具のくせに……！」




　　　　　　　　　†




　多数の輝獣と、さらには無機物であるＲリボＶルヴの強制操作、それを動かす騎士の洗脳。

　それらを同時にこなすのは、いくら操歌魔術ソングマジツクが他者の操作に特化した魔術とはいえ、けっして簡単なことではないはずだった。

　そしてそれを可能としているのが眷けん属ぞくの働きだと推測できる。ただでさえ輪唱で増ア幅ン器プの役割を果たしていたのに、今は翼と化して合一し、完全に重なり合って今まで以上の相乗効果を発揮していた。

　つまりは、そこが狙い目だ。

　完全に完璧に、一分の狂いもない合唱で力を高め、それでこそ現状の操作が可能となっているというのなら。

　少しでもいい、それをずらしてやればいい。

　つまり増ア幅ン器プを狙う、というのが練れん介すけとシーナの作戦であった。

　以前に恐怖の暗霊を使ったときも聞いたが、負の感情を司つかさどる精霊も万能ではない。精神力や個々人の人格によって抵抗力に差もある。だが練れん介すけが操歌魔術ソングマジツクの対象にされて少しはぐらついたのと同じように、全力で眷けん属ぞくに向けて発すれば、少なからず揺らぎはするだろう、という確信はあった。

　それで充分に効果はあると考えたのだ。完璧に合っている歌だからこそ、それが完璧でなくなることには大きな意味があるはずだ──と。

「へへー、なんか相性が良かったのか？　予想以上に効いてる感じだぞ」

「嬉うれしい誤算だな。効かないよりは遥はるかにいい！」

　ファズが足場にしていた外灯の上から地面に落ち、庭てい源げんが人間の姿に戻るのを見るやいなや──すなわち魔術の効果を感じるやいなや、練れん介すけは鋼樹の脚で走り出した。

　希のぞ実みから抽出した哀かなしみの暗霊、それを使った魔術をファズの背中の庭てい源げんに向けて放ったのは、格納庫ハンガーを出たすぐ近くの場所、射程ギリギリの位置だった。まだ少し距離はある。

　予想通り、高いレベルで広範に維持し続けられていた洗脳だからこそ、それがズレた影響を大きく受けているのだろう。周囲の状況は一変していた。

　一糸乱れぬ連携を見せていた輝獣たちは動きを止め、各自が周囲を見回すようにしていた。それはただの『個』。自らが何をしているのか、何をすべきなのか、獲物はいるのか、腹が減っているのか、それらを窺うかがっているような様子。すなわち、彼らはもう『群れ』ではなかった。

『あ、れ？　俺たちは……』

『この反応……団長ですか!?』

　ＲリボＶルヴ、そしてその中にいた騎士たちも正気を取り戻し、見知った騎体信号に通信を飛ばしていた。一騎は完全に下半身を破壊されて戦闘不能になっており、残りも片腕がもがれたりしている。超絶の技量を用い、無数の輝獣と戦いながらそれを行ったＲリボＶルヴは──今まさに一騎の頭部に振り下ろそうとしていたＥＦメイスをぴたりと止めていた。その肩に乗っていたエルフがやれやれ、というように肩を落として嘆息する。胴体席ボデイスペースの中でも同じ動きが行われていた可能性は高い。

　つまるところ、練れん介すけの歩みを押おし止とどめるものはなかった。鋼と樹きを軋きしませて走る。

　充分な速度に乗っていた。歌う暇も与えない、輝獣も来させない。制御がズレた影響か、ボディガードのようだった狼おおかみ輝獣の姿も今は見えない。千載一遇の好機！

　ファズを間合いに捉える。

　通常の姿に戻ったＥＦメイスを、疾走の勢いに任せて手加減なく振り下ろす。

「っ！」

　はっと顔色を変えたファズは二枚の羽で飛び、辛かろうじて回避。しかし練れん介すけは焦あせらない。取れる点から取っておく。メイスをくるりと回転させて、勢いを止めないまま、

「ああ、ああ……哀かなしい……どうして世界は、こんなにも間違っている……」

「知らねーよ」

　吐き捨てるようなシーナの言葉に合わせ、うずくまって呻うめくだけになっていた庭てい源げんにその重みを与えた。ぐしゃりと柔らかなモノが潰れる感触。その手応えで、セイレーンの眷けん属ぞくが完全に始末できたことがわかった。

「どうしてよ、邪魔しないでよ……玩具のくせに！　もう！」

　眷けん属ぞくの末路を見たセイレーンは、ようやくその顔から笑みを失い、そのまま一目散に滑空に入った。目的はわかっている。あれは眷けん属ぞくの仇かたきを討とうとかいう殊勝な性格はしていない。何が何でもこちらを倒そうという目的意識すら持ってはいない。

　つまり、逃げる気だ。

「させるかよ。練れん介すけ、あの燃え滓かすに触れ！」

　信者たちの投げた火炎瓶が、道端の何かを燃やしてできた跡がそこにあった。素早く従う。シーナが自分の中でそっと目を細め、精神を集中。身体からだの奥底で繫つながっている感覚が心地ここち好よい。

　自分は彼女の杖つえだ。彼女の樹きだ。そして──森だ。

　全ては、彼女の望むままに。

「《灰の精霊に命ずる／無囚の空へ揚々と舞えアツシユスピリツト・フオーギヴンフラツプ》！」

　その燃え滓かすの中にいた小さなモノたちの歓喜が、自分の中に移ってくる。細かく軽やかな彼らがシーナの意志に従い、練れん介すけという歪いびつな鋼樹の騎士の一部分に集っていく──

　その場所は、背中だ。

　薄ぼんやりと光る灰が背中に結集し、薄く細長い、三角形に近い形状を描き出す。

　──灰が形作る、一対の翼。

　それが練れん介すけというＲリボＶルヴの背に、リボルバー型の補充機構を挟むようにして生まれていた。

「シーナ、これは……」

「灰は宙を舞うモンだろ？　つまりそーいうこった。練れん介すけ、お前のも噴かせ！　多分合わせられるさ、あたしらならな！」

「了解！」

　まずは全体のエネルギーを補給する。意識するだけで安全装置が外れ、胴体席ボデイスペースにある補給トリガーの撃鉄が起きた。連動して杭くいじみた注入器インジエクターが持ち上がり、これまで何度も行ってきた動作をもう一度繰り返そうとする。迷うことなくトリガーをオン。補充機構に残っていた最後のエネルギー流体ＥＦ、第六薬室シツクススチエンバーの注入動作。エネルギーラインに新鮮な輝きが流し込まれ、練れん介すけという騎士に後のない活力を与える。格納庫ハンガーを出るときに補充できていればよかったが、哀かなしみの精霊を抽出するのに手一杯でそんな余裕はなかった。

　続けざまに体内のレバーを動かす。先程と同じ、ＥＦジェットを稼か働どうさせる準備。身体からだの奥底が唸うなりを上げる。力が解放されるときを今か今かと待ち構える──

　今だ。

　発チヤ騎ージ。ＥＦジェットが炸さく裂れつし、鋼樹の騎士を凄すさまじい勢いで空中に誘いざなった。

　それだけならいつものことだ。授業でもやることだ。しかし今は違う。安定感が、精密性が、空と一体化した感覚が、明らかに違う。

　背に生えた灰の翼が、夜空をしっかりと摑つかんでいた。

　いつだかのように単なる魔力操作で浮かんでいるのではない。これはきちんと飛ぶための魔術だ。それをシーナとの繫つながりで、二人で一つのモノとして制御したなら、それはセイレーンの歌にも負けない完璧な協力スタイルと化す。

　ＥＦジェットの推進力を魔術の翼で完全に制御し、飛んだ。

　夜空を逃げていたセイレーンの姿がみるみるうちに近付いてくる。後ろを見て眉根を寄せたファズは方向を急激に変えるが、まさしく灰が風を舞うような軽やかさで練Ｒ介Ｖも追随。振り切られなどしない。肉薄し、メイスを振るう。きりもみするように避けられた。ＲリボＶルヴの飛行は目的地までの移動や地上にいる輝獣への落下攻撃のためで、このような空中戦は想定外だ。慣れないが、一撃当てさえすれば──！

　空中機動を繰り返しつつ避けるセイレーンを、決して見失わないように追い続け、隙を見て攻撃をしかける。かなりの速度で飛んでいるのだから当然だが、いつのまにか街の外に出てしまっていた。

「っ……」

　森の上空に来たところでファズは一気に高度を下げた。夜の森は当然ながら暗く、月の光も届かない。木々の下に隠れられてはさすがに見失ってしまうかもしれない。練れん介すけもすぐに同じ高度を取った。

　肩を掠かすめる枝葉をべきべきとへし折りながら、森を低空飛行する。

「諦めろよセイレーン、頼りの眷けん属ぞくはもういねぇ！」

「頼りになんかしてないわ。わたしは世界に一人だけ。みんなはわたしの玩具でしかない！」

　ファズは葉を多く茂らせる枝に突っ込み、舞い散る葉の中でくるくると旋回しながら、

「／手には音の鳴らないすてきな楽器／さかずきの中で泳ぐおさかなはいない／！」

　その葉を操って、矢としてこちらに飛ばしてきた。最初のときにも見た無機物操作。受けても致命傷にはならないと判断した。装甲部に当たったものは傷をつけるだけ。関節部に飛び込んだものが部品を削りはしたが、新しい樹じゆ肉にくを生やしてカバーした。機械破損を魔術的に修復できる強み。

　ファズは何度も別の樹きに突っ込んで同様の攻撃を繰り返したが、やがて諦めたか、幹を蹴って再び夜空に上昇していった。練れん介すけも翼の角度でＥＦジェットの推進力を制御し、ファズを追って月に近付く──そこで違和感を覚えた。体内で何かが警鐘を鳴らしている。エネルギー残量が、少ない？

「どうしてだ。予想していたよりだいぶ早い！」

「さっきの再生で樹じゆ肉にく生やしちまったからか？」

「それは魔術案件だからシーナの魔力だろ。ＥＦ残量には関係が……」

　ちらりとファズが肩越しにこちらを見て、久しぶりに笑みを浮かべる。

「やっぱりね。おなかが空いてきた？　そうじゃないかと思ったわ。あなたたちが食べているのは、実質、同じものよ。その機械人形になったあなたは二つを繫つなげて使ってるんだから、気付いて当然だと思ったけど」

「なに……？」

「その光る血はね、わたしが思うに、形を変えた魔力のようなもの。この世界での、切り捨てられた魔力というかたち……そういうものじゃないのかしら？」

　何を言っているのか。魔力とエネルギー流体ＥＦが、同じもの？

　いや、今は、そんなことはどうでもいい。燃料が残り少ないということだけが問題だ。

　ファズの発言はそれを見越しての余裕だろうが、向こうも限界に近いだろうということはわかる。額の汗、瘦せ我慢じみた笑顔。

　確実に無理をしている。次の攻撃を回避できる体力は残っていないと思える。複雑な軌道変化も無理だろう。つまり──ここで追いつけるか追いつけないかが、勝負だ。

　灰の翼に意志を叩たたき込む。ＥＦジェットを魂で滾たぎらせる。

　頼む。もっと、もっともっと速く飛ばせてくれ。一瞬でいい、一瞬、横に並ぶだけで！

　最後のＥＦ残量を示すインジケータがみるみる減っていく。少しずつセイレーンとの距離は縮まっていくが、まだ、もう少し。灰の翼も瞬間速度を重視したのか、よりスピードが出る鋭角な形状に変化している。しかしこれも辿たどり着ついたあとのことは一切考えない、一か八かの調整だろうと思えた。

　もう少し、もう少し。

　もう少し──並んだ！

　が、その瞬間、まさにその瞬間に、無情にもリソースが枯こ渇かつする。

　ジェットが停止。灰の翼が揺らめき、ただの灰と化してその形状を失う。

　──ここまで来たのに。ファズの身体からだは騎体のやや下方、すぐそこに見えているのに！

　シーナの判断は速かった。諦めず、唯一の手を選んだ。

「練れん介すけ。行くぞぉ！」

「っ──！」

　言葉は必要なく、意識の奥底で彼女のしたいことが伝わった。刹那に騎体内の樹じゆ肉にく部分から『自分』というものを濃縮し、胴体席ボデイスペースにその根幹部を作り出す。主動作桿かんから突き出るそれは、基本となる精せい霊れい杖じよう。ねじくれた樹きの杖つえ。

　同時に練れん介すけはＲリボＶルヴの前面ハッチを開放している。急激に入り込む風。シーナは精霊杖練介を引ひっ摑つかむと、迷うことなく夜空へとその生身を投げ出した。

　高速飛行していたＲリボＶルヴの速度を維持したまま、すぐ下にいたセイレーンに飛びかかる。予想外の動きに目を見開くファズの動きは遅れた。あるいはもはや動く力もなかったのか。シーナは右手で精霊杖練介を握り、左手で彼女の喉笛をしっかりと摑つかんでいた。まるで空中で馬乗りしているような姿勢。

　運命を悟ったファズが、顔色を変えて言った。

「やめて……やめてよ、どうしてこんなことするの!?　わたしは、わたしはただ遊びたいだけなのに！　あの街をただ遊び場にしたいだけ！　ねえ、わかったわ、あなたは見逃してあげるから！　それでいいでしょう、あなたは街を守るなんてしないでしょう!?　ダークエルフ！」

「ああ、そうだな。あたしは別に街を守りたいわけじゃない」

「だったら……」

「でも使えるモンは何でも使うぜ。街にある美う味まいメシ屋、清潔で安心できる寝床、あったかくて広い風ふ呂ろ、タピオカミルクティー……言うなりゃ、それは全部あたしのモンだ。そいつらを壊そうってやつがいるんなら放ほっときゃしねえよ。そういうときゃ、フツー、助けてから強ゆ請するだろ？」

　ある意味では滑空、またある意味では落下しながらの状況でも、シーナは余裕たっぷりに唇を曲げていた。

「やめて、やめて……わたしは、わたしには、遊ぶことしかないの。他のものを玩具にすることしか！　わたしは、世界にいることの楽しみ方を、一つしか知らない！」

「そうかよ、そいつは残念だったなあ、あたしは基本的に世界の全部が楽しいぜ！」

　最後に残ったなけなしの魔力を使って、精霊杖練介の先端に灰の刃が形作られる。縁の部分だけがまだ火気を思い残しているように鈍く赤熱していた。たとえ相手が人外の魔マ術ギ種スであっても問題なく肉を貫き、焼き焦がすであろう凶器。

　セイレーンは顔をくしゃくしゃにしていた。本当に、子供のように。

「いや……いや。だったら、教えてよ。他の遊び方を、教えてよ。一緒に遊んでもいいから。ねえ。ああ……そうだ、わたし……」

　そこで唐突に、彼女は何かを思い出したような様子を見せた。

「……いっしょにあそぶ、ともだちが、ほしかったんだ。最初のともだちを、ちゃんと、つくれなかったから。そう、あの子……メリッサ……やりなおせたら、よかったのに」

　シーナを見返すその目に、何かが煌きらめく。

　それは一瞬で夜空の高みの風に吹き散らされた。

「だから、お願い。ともだちに、なって……？」

　シーナは満面の笑みで、嫌だね、と言った。




　最後まで彼女は何かを求めて、震えた声で、それでいてなお美しい歌を歌い続けたが。

　この空の彼方かなたに、それを聞くものは誰もいなかった。
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　静せい謐ひつな、夜の森だ。

　そこに真新しい、一本の巨木が生えていた。

「せーの、よっ……と！」

　シーナに手を引かれ、その幹の内部から練れん介すけはまた人間の姿でべきべきと掘り出される。気恥ずかしいので直接は言わないが、実のところ練れん介すけはこの瞬間が好きだった。

　周囲が暗く閉じた状態から光が差し込み、そのとき最初に見る顔が彼女の顔で、そのとき最初に感じるのが彼女の体温であることは、自分にとってかけがえのない幸福の証明であるような気がするのだ。

　なんとか無事に地上に降り立つことのできたシーナに怪け我がはなく、今はいつもの制服姿。

　最初にＲリボＶルヴと合一した精せい霊れい樹じゆを作ったときに巻き込んでいたのだろう、自分が出てきた樹きのうろに元の服が入っているのがわかった。そそくさと回収して着用。そのうちに役目を終えた樹きは静かに大地へと還かえっていった。

　人心地ついたので、適当に近くにあった別の樹きの根元に二人で座った。

　涼やかな月明かりが、木漏れ日のように薄く頭上から差し込むだけの世界。さわさわと揺れる葉の音。どこからか焦げたような臭いが遠く届いてくるのは、乗り捨てて墜落したＲリボＶルヴの残骸が発しているものだろうか。ご苦労様、さっきまでの自分。

　シーナが木の幹に背中を預けて伸びをしつつ、

「んあー。今回はちーっと疲れたなー。なんつーか、あの騎士の中にいる時間が長かったのが一番腰にキいてるわ。マジで狭すぎるだろ」

「心の底から同意するよ。実はみんな設計ミスだと思ってる」

　実際は騎体出力や体積、重量の関係から、どうしてもあの構造がベストということになっているのだろうが。天てん覧らん橋ばしアルマは初期設計に関わっていたかもしれないから、彼女に聞けば答えはすぐに出そうだ。

　……実際に聞く気はない。どうでもいい。

　そこで思い浮かべていたのは、アルマから連想した、あの第一特務用格納庫ハンガー、その場所にいるもう一人の女の顔だった。

　それはどうやらシーナも同じだったらしい。

「一応聞いとくけどさ、どうするよ。説明とかすんのか？」

　曖昧な問いだったが、練れん介すけにはわかった。だから微苦笑して、

「別に、しないよ。本心の部分もあった。それに……ちょうどいいだろ」

　地面に置かれていた彼女の手の上に、そっと自分の手を置いてみる。

　これで伝わるはずだと思った。これからも二人で生きていくために、ちょうどいい。

　捨てなくては前に進めない二番目のことを忘れるには、ちょうどいい。

「……そっか。お前がいいんなら、いいや」

　きゅっとその手が握り返される。それどころか身を捻ひねって、上半身を重ねるようにして──

　口元にも、柔らかさと、ぬくもり。

「へへー。頑張ったごほーび、な」

「……ありがとう」

　照れ笑いしながら見つめ返した。

「これ以上の褒ほう美びも、ま、あげていいっちゃいいんだけどさ。そろそろお前の心の準備だってできてるだろうし」

　それはどうだろう。

「だけど、ま……とりあえず今は駄目だな。余計な奴やつらが来た」

「みたいだな」

　聞き慣れたＥＦジェットの音が空から聞こえてきていた。

　名残惜しく彼女の体温から手を離したとき、上空から一騎のＲリボＶルヴが下りてくる。久く瀬ぜのＲリボＶルヴだった。スピーカーから、いつもの平静な彼の声。

「どうやら、セイレーンの始末はついたようだな」

　シーナは意地悪そうに、犬歯を見せてヒヒヒと笑う。

「おーよ。もうあいつの根源魔力はあたしが全部いただいちまったぜ。別にいいよな、そういう約束だったんだから。文句は聞かねーぞ」

「当然だ、それは君たちの当然の権利だ。話が予定していた通りに進むことに、文句など言う気はない」

　そこでＲリボＶルヴが少しだけ横に身体からだをずらすような動きを見せた。自分の後方を見やるように軽く首と身体からだを捻ひねって、

「だから、僕たちも予定していた通りに話を進めよう。セリアメア」




「《火の精霊よ／正しき灯の恵撫は其処へフアイヤーエレメンタル・クロウリングカレス》」




　久く瀬ぜのＲリボＶルヴの背後、そこに広がっていた森の中から──高速の、熱線。

　闇を真一文字に切り裂く、静せい謐ひつの空間を赤く照らす、不行儀なる奇襲だった。

　故に、どんな動きも間に合わず、

「が、はっ……!?」

　シーナの胸がそれに貫かれる。ジュッ、と肉が灼やける嫌な音と臭い。完全に貫通した熱線は後ろにあった木の幹すらも完全に灼やき穿うがち、その木がみしみしと悲鳴を上げて倒れる。

　練れん介すけはせめて追撃だけは防ぐべく、シーナの前に出てその身を盾にするしかなかった。

　久く瀬ぜのＲリボＶルヴの背後、森の中の暗がりから……ライターを手に持ち、その火を胸の前で揺らしているセリアメアが無表情に歩み出てくる。

　血の塊を吐き出したシーナが、しかし爛らん々らんとした視線で前方を睨にらみつけ、

「テメェ……ダメージが、癒えてねぇとか、言っときながら。この、魔術の、威力っ……」

「ああ。あれは噓です」

　エルフは平然と言った。どうしてダークエルフごときに噓うそをついてはいけないのか、本当のことを言う必要があるのかというような、純然たる蔑視が伝わる目で──本当に、当然のことのように。

「どういう、ことだ。久く瀬ぜッ！」

　練れん介すけも怒りに打ち震えながら、眼前のＲリボＶルヴに対して声を荒らげた。

　しかし久く瀬ぜはあくまでも静かに、

「先程言った通りだ。予定していた通りの話だろう」

「どこがだ！」

「セイレーンは協力して倒した。それは素晴らしい戦果だが、それで終わりの話だ。そうすれば当然、次のことを考えなくてはならない。約束したし、君たちも納得したはずだ。いや、むしろそちらから求めてきたのではなかったか？」
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　一息入れて、

「社会脅威となりうる悪あしき魔マ術ギ種スたちを排除した後には──何の憂いもなく僕たちが決闘できる機会を作る、と。それが今だ。その件に関しては、僕は噓うそをついてはいない」

「ふざけるな。セイレーンを殺した直後なんて想定外だ」

　時間を稼がなくてはならない。シーナの傷は深い。何を使ってもいい。どんな情けない理屈でもいい。

「……そうだ、お前は最低の噓うそつきだ。倒したのはセイレーンだけだろ。他に傍はた迷めい惑わくな魔マ術ギ種スがまだ街にいるのかもしれない。契約の完了はまだのはずだ」

　その言葉で、久く瀬ぜは何かを思い出したようだった。

「そうか。君たちにはわからないのだったな。その可能性は限りなく低い。この世界にいる純粋な魔術種は、もはやエルフとダークエルフのみ。あとはイレギュラーな状態のものが一、二体残っているだけだ。たとえそれらが悪であろうとも、イレギュラーな状態である以上、社会の脅威となるほどではないと考える。僕たちだけで始末は簡単にできるだろう」

「エルフとダークエルフ、だけだと？　どうしてお前にそんなことがわかる……！」

　久く瀬ぜの返答に澱よどみはなく。

　こちらがまったく予想だにしなかったその理由を、伝えてきた。

「僕はこれまでに十体近い魔マ術ギ種スを倒してきた。すなわち、レースのトップに立った、という状況になった。そうしたら《神》からのサービスを受けられた。この戦い全体の戦況がどうなっているかを感じ取れる力だ。だから残りの魔マ術ギ種スの数がなんとなくわかる」

　セリアメアが軽く跳躍し、久く瀬ぜのＲリボＶルヴの肩に乗った。

　ＲリボＶルヴが腰のホルダーからＥＦメイスを引き抜く。

「心配は無用だ。後のことは天てん覧らん橋ばし博士に頼んである。どちらが死んでも約束通り、社会への影響は最小限となる。……さあ。決着をつけたかったんだろう？」

　そうして彼らは、エルフの魔マ術ギ種スたちは──完全なる戦闘態勢で。

　致命傷寸前のダメージを負い、彼らをただ睨にらむしかできないダークエルフたちに向けて、その一歩を踏み出した。




「始めよう。この馬鹿げた戦争の、終わりは近い」








あとがき






　皆様の応援のおかげで三巻を出すことができました！　ありがとうございます！

　これはダークエルフ派が世界を席せつ巻けんする日も近いな……（毎回言ってる）。

　ところでこの「ダークエルフの森となれ」を書くにあたって個人的に決めていたことがあります。過去作「ぼくと魔女式アポカリプス」の匂いを漂わせている以上、魔女式に出た種族を実際に使うのはちょっと止めとこっかなー、みたいな感じですね。うん、そこの怪け訝げんな顔をした君はこう思っていることでしょう──エルフ出たじゃねーかと！　いや本文を読めばわかりますがあれは練介的には白ダークエルフなので。

　いやそれは冗談としても、こう……細かく分けて言えば北エルフと森エルフは別種族という扱いにしたのでセーフ、セーフです！　対比としてどうしても出したかったんだ……。

　とはいえ大まかにくくった場合ではやっぱ親戚みたいなものなので、なんとなく名前の響きを寄せてみたりしました。でもシーナはダークエルフなのでちょっとだけ違うんじゃ。




　三巻の内容について。

　懸命な読者の皆様は最後まで読んで気付かれることでしょうが、今巻はわりと「上巻」のような意味合いがありまして、一応の区切りはついた感じでありながらいくつかの要素を次の巻に引き継ぐ形になっています。アレとかコレとかについては忘れているわけではなく伏線だと思っておいてください。多分そうです。

　というわけで次の巻では現在残っている伏線とかを全てスパッと片付けられたらいいなと思っていますので、今しばらくお待ちいただければと。




　最後になりましたが謝辞を。

　イラストのニリツさん、素晴らしいイラストありがとうございました！　シーナたちはもとより、命を吹き込まれたゲストキャラを見るのが毎回楽しみです……！　キャラクター原案のコダマさん、メカデザインの黒くろ銀ぎんさん、ありがとうございました！　担当編集阿あ南なん様、今回も原稿遅れましてすみません！

　そしてこの本の出版に関わってくださいました関係者の皆様へ。ありがとうございました、今後ともよろしくお願いします！

　それでは、また四巻でお会いできれば幸いです。





水みな瀬せ葉は月づき






























ダークエルフの森もりとなれ３




-現げん代だい転てん生せい戦せん争そう-








水みな瀬せ葉は月づき
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